

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　口絵・本文イラスト●あるてら







〝困っている誰かを見かけたら手を差し伸べる〟

　それがこの国における常識であり美徳である。




〝人助けは義務ではない、権利である〟

　どこか哲学的なその言葉を聞いた時に想定できる反応は？

「そんなのは傲慢な考えだ！」「人間性を疑う！」「常識的に間違っている！」




　こんな話がある。

　道で転んだ幼女に手を差し伸べようとした中年男性が通報されて捕まった。

　これを理論的に「おかしい」と考えるより先に、倫理的に「ありえる」と思えてしまうのがこの国の風潮だ。

　善行と呼ばれる行動も、見栄えのするレッテルがなければ、悪行として蔑まれる。

　問題なのは、正当性を決めるのが、万能の神ではなく単なる人間の民意であることだ。

　なぜそうしたのか？　何の目的でそうしたのか？

　人は他人の行動に見出しを付けたがり、「こうである」と決めつけたがる。

　それは人間という生物の根幹に、理解できない事象を恐れ嫌う本能があるからだ。

　万能ではないからこそ、人々の感情は天てん秤びんに掛けられたように常に揺らぎ続け、ほんの些さ細さいな理由で傾く。だから結果が同じであっても、信じもするし疑いもする。

「理由がない理由」の根拠は、「でも」と「だって」の下にある誰かの意見と情報だ。

　だからもし、この国で困っている誰かを見かけ、安全に助けようと思ったら、まず考える必要がある。

　自己防衛に損得勘定、様々なことに折り合いを付けて、そこからようやく行動開始。

　ただ残念なことに、考えている間に〝困っている人がいなくなってしまった〟なんてことはざらにある。

　そうなったら仕方ない。次の機会に挑戦だ。なに、後悔する必要なんてない。

　困っていた誰かに起こってしまった不幸は、自分の責任ではないのだから。

　そうするのが、この国における賢い常識である。




　そう語って聞かせる奇抜なスーツを着た男が、「これを聞いてキミはどう思いますか？」と尋ねてきたので、俺は気軽にこう答えた。

「最後に登場した人物を仮に『彼』と呼称するが、彼の行動は賢い常識だったかもしれないが賢い選択ではなかったと思う。助けたいと思う気持ちを抱いたのに実行できなかった彼の心には必ず後悔が残ったはずだ。自分の心を偽るより辛つらいことはない。つまり彼が真にやらなければならなかったのは、困っている誰かをまず助けることであり、然しかる後、自分の仕業だとバレる前にさっさと逃げ出すことだったに違いない」

　そう答えると、随分とひねくれた答えだと笑われ、なぜそう思うのか真意を尋ねられた。

「自分が助けたいと思ったのならウダウダ考えずにとりあえず助ける。理由が必要なら後から適当にでっち上げればいい。それが俺の常識だから」

　するとピエロみたいな顔をした男は一言、「合格です」と嗤わらってみせた。




　そんな風に軽口を叩たたけたのは、困っている誰かに手を差し伸べるという行動が、俺にとって比較的容易であるからだ。

　それが難しい人もいるだろう。できない人もいるだろう。やらない人もいるだろう。

　でも俺は割とできてしまう。

　理由は単純明快で、『俺は他人の心を盗み見ることができる』からだ。

　それは生まれた時に神様から与えられた人生イージーモードな恩寵ギフトというわけじゃない。

　３年前に殺されかけ、生死を彷徨さまようほど壊れた結果、残ってしまった異常である。

　そんな悪魔に代償を払って手にしたような力は、誰かを助ける際にはなかなかに有用だ。

　勘違いもなく、相手の気持ちを汲くみ取とれるのだから〝清く正しい心を持った誰かの勇気ある行動〟に比べれば、遥はるかに容易たやすい所業である。

　俺自身は間違っても博愛主義者ではないし、自身をスペシャリストと思ったこともない。

　それでも困っている誰かを助けられる適性を持った人間であることは、もはや疑う余地がないだろう。

　そんな俺だが、どうしても分からないことがある。




　助けられ方が分からないのだ。




　別に日頃起こるようなちょっとした困り事の話じゃない。

　俺という人間に関わる根本的な問題である。

　どうしようもない日ぜつ常ぼうの中にあって、俺は未いまだに救われていない。

　だからこの状況から救われたいと願っている。

　そのはずなのに分からないのだ。

　俺はいったい誰によって、なにがなされれば救われるのかが。

　救われた先にある自分自身の姿がどうしても想像できないのだ。

　それは自分の人生に《覚醒者》という非日常かのうせいが加わってからも変わっていない。




　──だからその日も、たまたま目に留まった彼女に、俺は声を掛けたのだ。









プロローグ







　　　『元・天才少女の場合』






　なんか別世界にワープできそうな入口みたいなヤツがある。




　３月某日。春休みの午前中。

　雉子きぎす優ゆ良ら希ぎは森もり浜はま東ひがし駅のすぐ傍そばにある公園広場に立っていた。

　最近通っている図書館への道すがら、ビルに囲まれた緑を意識できる広い空間。

　中央にある目立つ時計のオブジェは待ち合わせ場所として親しまれ、近隣の住宅街から駅へと向かう近道という立地から人の流れも多い。

　そんな場所にソレはあった。

　比喩的な表現では「空間がガラスのように割れて姿を現した隙間」といったところ。

　優良希的に言えば「これを通ったら絶対に変なところに行けてしまう入口」だ。

　なんにしても、とんでもないものがあった。しかも人の往来がある街のど真ん中に。

　明らかに普通ではない。それはまさに異常事態だ。

　だが優ゆ良ら希ぎにとって驚くことは別にあった。

　これだけ目立つモノがあるにも拘かかわらず、周囲にいる誰もが何も反応していない。

　動揺する優良希と異常事態であるはずのソレ以外、世界は変わらず平常運転。

　──どうやらソレは、優良希以外の誰にも見えていないようなのだ。

　だから優良希はマスクの下で思わず呟つぶやいた。

「……マジか」




　もしかしたら自分は『特別』かもしれない。

　そう思える瞬間はいつだろう？

　初めてやったことが誰よりも上手にできた時。難しい問題の答えが一瞬で閃ひらめいた時。誰かが手放しで褒めてくれた時。

　他にも色々あるけど、総じて言えるのは「他の人にはないナニカが自分の中にあるかもしれない」と感じた時ではないだろうか？

　だけどしばらくすると、それが単なる錯覚であったと思い知らされる。

　上う手まくできずに失敗ばかりを繰り返すことによって。幾ら考えても答えが分からない問題ばかりを目の当たりにすることによって。他人から批判され続けることによって。

「自分は特別でも何でもなかった」と自覚させられる。

　そうなったら最悪だ。後に残るのは〝嫌な記憶と体験だけ〟。

　楽しかった時のことは、なにひとつ思い出せない。

　それなのにそうでなくなった時のことだけは、なぜか忘れることができない。

　嫌な思い出は、何かのはずみで記憶の中から顔を出しては優良希を嫌な気分にさせる。

　恥ずかしいならまだマシで、時に苦しく、時に悔しく、時に死んでしまいたくなる。

　優良希はその度に神様に対して文句を言っている。

　人間の脳に搭載されている記憶システムには致命的な欠陥があるようなので、さっさと直してください。

　心の中で神様へ苦言を述べながら、優良希はいつも思うことがある。

『特別』によって強制的に課せられるメリットとデメリットは釣り合っていない。

　まあつまり、何が言いたいかと言うと──

『特別』とは、憧れるモノであって自分がなるモノではない。

　それこそ雉子きぎす優良希が16年にも満たない人生経験でたどり着いた『真実』である。







　コーヒーショップの２階にある１人掛けの窓際席。

　公園広場を一望できる席に陣取った優良希は、温ぬるくなったホットチョコレートを舐なめながらため息を吐つく。

　優じ良し希んが感じる「特別かもしれない」は危険信号だ。

　オチが決まっている。なんだかんだ嫌な思いをすると共に自分の心に傷が増え、後悔と共に悪い思い出が上乗せされ、そして今よりもっと他人のことが嫌いになる。

　だから優ゆ良ら希ぎは、そんな「特別かもしれない」を感じたら、深入りせずに距離を取り、関わらないことにしている。

　──それが優良希の常識である。

「……なんだけどなぁ」

　ただ今回の「かもしれない」はそんじょそこらのモノとは訳が違う。

　優良希には『素直に憧れられる特別』というモノが３つある。

　１．ありえない存在を目撃する。

　２．不思議な能力が使えるようになる。

　３．運命的な出会いをする。

　はっきり言って、これらは全てフィクションであって現実には起こりえない。

　だから素直に憧れられたのに、〝ありえないことに〟こうして目の前に現れてしまった。

「どうしよう？」

　そんな自問をしつつ、優良希は窓際席から、かれこれ１時間ほど『自分にしか見えていないらしい例の入口』を観察していた。
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　なぜ距離を取って、ここにいるかと言えば、興味対象が存在する公園広場はとにかく人が多いからだ。

　優ゆ良ら希ぎは人の多い場所が好きではない。もっと言えば他人から注目されるのがとにかく好きではない。

　日中、人の往来が激しい広場のど真ん中で、どうやら自分にしか見えないらしい謎現象をじろじろ観察し始めたら、その姿は他人からどのように見えるだろうか？

　その結果、どれだけの人間からどのような視線を向けられることになるだろうか？

　想像しただけで吐き気がしてくる。

「まあ得体の知れないモノだし、警戒することを忘れちゃダメだよね。まずは距離を取ってじっくり観察するところから始めようっと」

　そう理論的に考え（決して日ひ和よったわけではない）優良希が選んだ場所が、公園広場の近くにある、かなり不人気そうなコーヒーショップであった。

　スマホを片手に選んだ優良希のチョイスは完璧で、昼前のこの時間、Ｗｉ－Ｆｉ設備もなければ、狭くて居心地もよくない２階スペースは、優良希以外に誰もいない。

　なまじいたとしても、しょっぱ過ぎるホットチョコレートを出す店になど、余程の理由がなければ長居したいと思わないだろう。

　そんなコーヒーショップ２階の窓際席から観察していて、分かったことが３つある。

・その１：やはり目の錯覚ではないが、他の人には見えていない。

　場所を変え、何度見返しても『空間に出来た隙間みたいなヤツ』は変わらずそこにある。ここで観察を始めてからもう何百人という人間が公園広場を通り過ぎたが、誰一人としてソレに気付き驚く素振り見せた者はいなかった。

・その２：普通の人はアレに触れてもすり抜ける。

　人の往来が多い広場にあるのだから『どこかの異世界に繋つながっていそうな入口』に触れた通行人は何人もいた。

　しかし触れた人たちは何事もなくソレを素通りし、ソレ自体にも変化がない。

　これだけ見ていれば「見掛け倒しか」となるが、そう決めつけるのは早計だ。

〝見えない人間がすり抜けている〟というだけで〝見える自分も同じ〟とは限らない。

・その３：スマホに映らない。

　目の当たりにした異常事態を記録しようと、優良希はスマホで写真を撮ろうと試みた。

　しかしスマホの画面の中に『こんな色のジュースが出てきたら絶対に飲んじゃいけない色の入口』は映らなかった。当然録画のしようもない。

　どうやらアレは文字通り、優良希の瞳にしか見えておらず、優良希にしか認識できないらしい。

「本格的に訳が分からないんだけど」

　もしかしたら霊的なモノで、天国とか地獄とかそういう場所に繋つながってるとか？

　思いつくことはどれもこれも荒唐無稽で馬鹿らしいモノばかり。だけど窓の外にあるソレを見ているだけで〝ありえないはずのこと〟が全て〝あるかもしれないこと〟になる。

　考え出したらキリがない。でもそれは、いつまでも考え続けられるということだ。もちろん必ず終わりはやってくる。だけど〝終わるまでは終わらない〟。

「コイツはちょっと手ごわそうだな」

　久しぶりに楽しい気分である。

　最初はなんだかんだと考えていた優ゆ良ら希ぎだったが、内心では純粋にワクワクしていた。

　閉塞的で時間が過ぎるのを待つだけの日常。これ以上何も良くはならないだろうと思っていた日々の中で、もしかしたら何かが始まるかもしれない。

　そんな予感を覚えたからだ。







「……！」

　その瞬間は、何の前触れもなく訪れた。

　昼を過ぎ、人の流れが多少落ち着いた午後の公園広場に、４人組の男女が入ってきた。

　平日とはいえ春休み。服装からでは判別できないが、見た目や体格からおそらく高校生と大学生の組み合わせだと思われる。

　なぜ優良希がその４人組のことが気になったのかといえば、４人がまっすぐ『なんだか別の世界に繋がっていそうなヤバい入口』に向かって歩いているように見えたからだ。

　たまたまそちらに向かって進んでいる？　いや違う。明らかにソレを認識し、ソレを目指して進んでいる。

「私と同じように見えている？」

　先頭を歩く男が歩きながら操作していたスマホをポケットにしまうと、そのままの足取りでソレに向かって手を伸ばした。

「！」

　優良希は思わず目を見開いた。

　消えたのだ。４人全員がフッといなくなったのだ。

　たまたま現場近くに立っていたサラリーマンがそちらに視線を向けている。だがしばらくすると「気のせいか」といった様子でスマホに目を落としてしまった。「何もない場所で人が消えるなんてありえない」と言わんばかりに。

　だがそこに何かの入口があるのが見えている優良希は違った。

　あの４人はどこに行ったのか？

　決まっている。アレの向こう側に違いない。

　どうしてアレの向こう側に行けたのか？

　決まっている。自分のようにアレが見えていたからだ。

　優ゆ良ら希ぎは確信した。

「私もあの向こう側に行ける」







　それから２時間後、薄暗くなった頃になって４人組は『天国あるいは地獄に繋つながっているかもしれない入口』から出てきた。

　戻ってきた時も突然だった。ゲームや映画みたいに「ピカッ」と輝くこともなければ、電撃みたいな「ビリビリビリ」エフェクトが発生することもなく、その場にフッと現れた。

　少し疲れた様子の４人組は、何かを話しながら、来た時と変わらぬ足取りで公園広場の出口に向かって歩いていく。

　近くにいた人たちの反応も興味深かった。

　突如視界に現れた４人に対して驚いた様子だったが、普通に去っていく４人を見て「突然、人が降って湧いたなんてことはありえないし、気のせいか」とでも思ったようで、再びスマホに目を落とし、何事もなかったかのように行ってしまった。

「……さてと」

　あの後、観察場所を移動し、公園広場にあるベンチに座っていた優良希の視線は、公園広場から出て行く４人組の背中を追う。

　４人がほとんど手ぶらで遠出するような格好でもなかったことから、比較的早く戻ってくると踏んでいた優良希の読みは間違っていなかった。

　あとは４人を追いかけ、こう尋ねればいい。「あの入口はいったい何であり、その向こう側にはいったい何があるのか？」と。

「……」

　しかしベンチに腰掛ける優良希のお尻は、まるで根が生えたかのように動かなかった。

　理由はいたってシンプル。

　これから見知らぬ相手に話しかける、というプレッシャーに押しつぶされて動けなくなっていたからだ。

　つまり持ち前の極度の人見知りが顔を出した、というヤツである。

　そうこうしている間に、４人の姿は完全に見えなくなってしまった。

　優良希はマスクの下で深いため息を吐つく。

「……やっぱ無理だよなぁ」

　理解しているし、自覚もしている。それでもやっぱり今の優良希にとって、見知らぬ他人に話しかけるという行為は、とてもハードルが高かった。

「あーあ。折せつ角かく、貴重な情報を得られるチャンスだったのになぁ」

　だがそこまで悲観はしていない。人生が思った通り運ばないことなど優ゆ良ら希ぎ自身が一番理解している。むしろ最良と思われる選択肢を選べる方が珍しい。

　この世の中、そうなってほしいと願ってもならないことばかりで、そうしたいと行動しても望まない結果になることばかりだ。

　なんにしても、自分の目に映る『奇妙な入口』について分かったことがある。

『あの入口』は普通の人には見えないし、入ることもできない。

　──だけど『あの入口』は特別な人間には見えて、入ることもできるし、戻ってくることもできるらしい。

　改めて自分の瞳に映るソレに目を向ける。

　絶対に普通ではない、ここではない何ど処こかへ繋つながっているであろう空間の隙間──




「アレってなんだろうね」




　自分の考えと重なるような声がした。真後ろから。

　思わず振り返ると、そこには知らない青年が立っていた。

「ふぎゃー！」

　優良希の口から変な声が出た。

　そのままベンチから転げ落ちるようにして距離を取る優良希を見て、青年が笑い始める。

「ごめんごめん、驚かせた」

　おそらく少し年上の高校生だと思う。スラッとした背丈、切れ長の目元が特徴的で、なんというかちょっと悪そうな人に見える。

「大丈夫？　怪け我がしてない？」

　ただそんな見た目の印象とは裏腹に、地面にへたり込む優良希に向かって、青年は笑顔で手を差し出してくる。

　その手を前にし、優良希も反射的に自分の手を出そうとしたが、途中で止まる。

「……」

　中途半端に反応してしまった手前、非常に気まずいが、別に手を借りなくても大丈夫なので、自分で立とうと考え直した。

　──のだが。

「ほい、失礼」

「！」

　気が付くと優良希はベンチに座っていた。

「……」

　なんだ？　今、いったい何が起こった？

　たった今、自分がされた行為について頭が追いついてこない。

　反射的に手を出したが、やっぱり自分で立とうと思った。そんな優ゆ良ら希ぎの手を青年が掴つかみ、強引に立たせてベンチに座らせた。その際、青年の顔が結構間近にあった気がするし、反対の手が自分の腰に回された気もする。

「！！！！！」

　帽子とマスクの下で顔を真っ赤にしながらパニックになる優良希。

　よく分からないけど、知らない男の人になんだかトンデモナイことをされたんじゃないか、私！

　一方、それをしてみせた青年は、何事もなかったかのように優良希の隣に腰を下ろす。

「キミもアレが見えてるんでしょ？」

　青年が指差した方向を見て、混乱状態だった優良希は正気に戻る。

　その先にあったのが、『例の入口』だったからだ。

「俺と同じでキミもそうなんじゃないかと思って、勇気を振り絞って声をかけてみたんだけど、違った？」

　言葉とは裏腹に緊張した様子なんて微み塵じんもない青年に対して、「明らかに嘘うそ吐ついているだろ」と思った優良希だったが、マスクの下で開いた口からなかなか声が出てこない。

「？　もしかして日本語通じない人だった？　ハロー」

　帽子にマスクと顔を完全に隠している優良希に向かって手を振る青年に対し、優良希は両手で必死にアピールする。

「……別にそういうのじゃ……ない……です」

　ようやく、掠かすれた状態の声が出た。

　そんな優良希の様子を見て、青年は黙って優良希の次の言葉を待ってくれている。

「……すみません、私。ちょっと……喋しやべるの、苦手で……」

　今の優良希は、人と喋るのがとても苦手だ。

　他人の視線を意識すると、喉が縮こまって声が上う手まく出て来ない。その視線が自身に対してネガティブな感情を含んだモノだとさらにダメで、何も喋れなくなってしまう。

「そっか。まあ、ゆっくりでもいいからさ、ちょっとアレについて話さない？」

　青年はそう笑いながら、ソレに視線を向ける。

「あなたにも……見えているんですか？」

　恐る恐る尋ねる優良希の質問に青年は頷うなずく。

「うん、見える。でもさ、絶対に他の人には見えてないよね」

「わ、私もそう思います！」

　妙に大きな声が出た。普段、他人と話すことなどないので声の音量調整が完全にバグっていたらしい。自分と同じ境遇。同じ見解を持った相手を前にし、どうやら柄にもなく浮かれてしまったようだ。

　そんな自分をどこか楽しそうに見ている青年に、咳せき払ばらいをした優ゆ良ら希ぎは重ねて尋ねる。

「その……なぜあなたは、私が……アレを見えていると？」

　青年は不敵に笑い、電灯で照らされる薄暗い公園広場を見回した。

「なんとなくだよ。これだけ人がいる場所で、キミだけが俺と同じように自分だけにしか見えないナニカを見ていると感じたからかな」

「……目立って、ました？」

「少なくとも俺にはね」

　青年の答えに何か落ち着かない気がして帽子の鍔つばに手が伸びてしまう。

　気配を消してその場に溶け込むのは得意なつもりだったので、ちょっと悔しい気もする。

「キミはアレをなんだと思う？」

「……たぶん、何かの入口で……どこか別の場所に行ける……みたいです」

「もしかして、もうあっち側に行ったことあるとか？」

「私はまだ。……でもさっき、アレの向こう側に行って戻ってきた人たちがいました」

　優良希の言葉を聞いた青年は「そりゃ興味深い」と自分の首に右手を添えると、トントントンと指で叩たたいた。

「ならさ、今から一緒にアレの向こう側に行ってみない？」

　青年は突然そんなことを言い出した。

「い、今からですか!?」

「キミも気になってるんだろ？　あっち側がどうなっているのか？」

「そりゃ……気になります……けど」

　実際のところ、この後、こっそり１人で行ってみようと考えていた。

「じゃあ、さっそく行こう」

　即断即決と言わんばかりに、青年は立ち上がった。

「ええと……」

　突然の展開に戸惑う優良希を見て、青年がニヤリとイジワルそうな笑みを浮かべる。

「ああ、別に怖いなら来なくてもいいよ。俺だけで行ってくるから」

「行きます！」

　思わず言ってしまった。

「はい決定」

「……」

　決定してしまった。まさかの展開である。

「ああ、そうそう。あっち側に行く前に一つお願いがあるんだけど」

「？　なん、でしょうか？」

「お互いに変な気を使うのはナシにしない？」

　青年は突然、そんなことを言い出した。

「？」

「昔から堅苦しいのが苦手でさ。だから今から敬語とかそういうのもナシ、相手を気にせず自分が思ったことをただ喋しやべる。俺たちは初めて出会った同士だけど、今回だけで終わるかもしれない仲だ。そんな相手に、いらない気を使うのは無駄だと思わない？」

「……そう、なんですかね？」

「それに今からアレの向こう側に行こうっていうのに、上も下もないだろ？　いわば俺たちは対等な立場ってヤツだ。だから俺はキミに対して気を使わないし、キミが俺に対して気を使わなくてもなんとも思わない。それだけの話。よろしいか？」

　妙な手振りと不敵な笑みを浮かべる青年は、優ゆ良ら希ぎに対してそんな提案をしてきた。

「……ふふっ、変なの」

　青年のなんとも開けっ広げで自分勝手な物言いに、優良希は不覚にも笑ってしまった。

　少なくとも優良希はこれまで、誰かから面と向かってこんなふざけた物言いをされたことはなかった。だけど不思議と嫌な気分ではない。

　むしろ明瞭な青年の言葉は、素直に好感を抱けるくらい優良希の中にスッと入ってきた。なんだか気持ちが楽になった気さえする。

「分かりました、じゃなくて……その……うん、分かった」

　優良希の返事を聞いて、青年は「いいね」と嬉うれしそうに笑う。

　その笑顔を見ていたら、妙にホワホワしてきて、ちょっと落ち着かなくなる。

「では『俺たちは対等な関係条約』が締結されたところで、さっそく行こうか」

　自分たちの目にだけ映る「奇妙な入口」へと向かって歩き出す青年。

　優良希も立ち上がり、その背中を追おうとした。

　なんだか素敵な展開である。




（本当に信じて大丈夫なの？）




　だけどどこからか、そんな声が聞こえた気がして、優良希の足が自然と止まる。

　どこから聞こえてくるのか？

　それは自分の中にある、過去の経験から聞こえてくる声だった。

（都合が良すぎる）（この男はあやしい）（信頼できない）（どうせ理解されない）（どうせまた裏切られる）

　目の前の青年が何者なのか分からない。そもそも本当に自分と同じ何も知らない人間なのだろうか？　もしかしたら自分を騙だまそうとしているのかもしれない。

　優ゆ良ら希ぎにとって『特別』とは危機的状況であり、警戒すべき事象だ。

　まだ遅くはない。過去にあった辛つらく苦しい出来事がこの先にあるのだとしたら、今逃げ出せばそれらを全て回避できる。

　それは最悪の可能性を遠ざける最も賢い選択だ。




　でもそれは、やっぱりツマラナイ。




　そして優良希の足は再び動き出す。

　未知とは魅惑であり、好奇心は媚び薬やくだ。

　人間とは愚かな生き物であり、少女はまたも同じ過ちを繰り返す。

　ただこれまでと違う事があるとすれば、そこに１人の青年がいたことだ。

　こうして息苦しい日常せかいを彷徨さまよっていた少女は、未知なる非せ日か常いへと誘いざなわれる。




　──雉子きぎす優良希がバッドエンドへと至る物語は、こうして幕を上げたのだった。









第一話







　　　１．偽名　と　コードネーム






　──彼女を見つけたのは、たまたまだった。

　駅前にある公園広場に出来た『穴』を注意深く観察する彼女が、見えるようなったばかりの『なりたて』であることは、すぐに察しがついた。

　用事もあったし無視をしてもよかった。

　でもベンチに座る彼女の後姿をジッと見て、気付けばいつもの調子で声を掛けていた。

　そうして俺は、彼女と一緒に『穴』を潜くぐり、《偽ぎ世せ界かい》へと足を踏み入れた。







「……なに、ここ？」

　そこは、先ほどいた公園広場とはまったく違う場所だった。

　この《偽世界》の情景を一言で喩たとえるならば『荒廃した土地に打ち捨てられた廃はい墟きよ都市』。

　乾いた大地の中に聳そびえるビルの群れ。コンクリートの道路は所々ひび割れ、地面から斜めに生える朽ちかけの電柱が妙に哀愁を漂わせる。生命の息吹を一切感じさせないこの場所は、まさに終しゆう焉えんを迎えた都市といったところだろうか。

　彼女は『穴』のことを「どこかに繋つながっていそうな入口」だと予想していたが、実際にこちら側にあった風景を目の当たりにし、驚きを隠しきれない様子。

　一方で、もはやこういった光景を見慣れてしまっている俺は「なるほど今回はこんな感じね」と心の中で呟つぶやきながら周囲を見回す。

《偽ぎ世せ界かい》の入口となる『穴』周辺はいつも通り安全そうだ。彼女に話しかける前にアプリで確認し、今この《偽世界》に他に誰もいないことはチェック済み。状況から見ても、ここを担当している連中はまだ調査中であることが分かる。

　とりあえず彼女に対しては『君と同じで俺もなにも知らないよ設定』で声を掛けているので、引き続きそのように振る舞うつもりで、話を振る。

「まさかこんな場所に繋がっていたとはね。……さて、これからどうしようか？」

「えっと……じゃあ、あそこのビルに行ってみるのはどうかな？　屋上からなら色々と見渡せそうだし」

　この場所に興味津々といった感じの彼女が指差したのは、少し先に見える高いビル。

「いいよ。行ってみよう」

　戸惑いよりも好奇心が勝ったといった感じの彼女の提案に乗り、彼女と共に廃ビル群へと続くコンクリートの道を歩き始める。

　と、ここで肝心なことを忘れていたことに気が付いた。

「そういえば自己紹介がまだだった。俺は浦うら覚おぼえ倫りん太た郎ろう。あだ名はウラで通っている」

　俺は笑みを浮かべ、息を吐くように『偽名』を名乗った。

　そんな俺の偽名を聞いて、彼女は俺の顔をジッと見つめてくる。

「浦覚倫太郎……なるほど。なんだかそんな名前っぽい顔してる。アレだね、名は体を表す的なヤツだね」

　どんな感想やねん。そんなこと言われたことないわ。いや偽名だから当然なんだけどさ。

「どうしたの……えっと、ウラ？」

「あだ名を言うくらいで、そんなにモジモジしなくていいから。こっちが恥ずかしくなる」

「うん、そうだよね。なんかゴメン」

　いや、そんなマスク越しでも分かるくらい可愛かわいくはにかまれても、こちらとしてはただただ罪悪感が半端ないっす。偽名故に。

「それでキミの名前は？」

　まずは自ら名乗り、相手の名前を尋ねる。

　コレ相手とお近づきになる為ための世界の常識ナリ。

「えっ？　私は名乗る気ないよ」

　この状況、この展開において、思いっきり拒否られた。なんだか新鮮な体験である。

「……なぜに？」

「ウラがヤバいヤツじゃないって断定できないから」

　どうやら彼女はきちんと相手を疑えるプライバシーのしっかりした子であるようだ。

　安心だ。これなら偽名を使うようなヤバいヤツに騙だまされることはないだろう。

「なら、なんて呼べばいい？」

　しばらく考えた彼女は、やがて恥ずかしそうに口を開いた。

「じゃあ……『ラビ』とかどうかな？」

「ラビ……ラビットか。なるほど、いいじゃん。似合っている」

　素直にそう思った。この子はどこかウサギっぽい雰囲気がある。何かあったら脱だつ兎との如ごとく逃げ出しそうなところとか特に。

　というわけで、とりあえず彼女とは偽名とコードネームで呼び合えるくらいの間柄になれたようだ。

　ある意味、健全な心の距離感を保った俺たちは、目的のビルに向かって歩き進む。

　ラビの足取りは軽く、歩きながらも興味深そうに周囲を見回している。

「そういえばラビはいつからアレが見えるようになったの？」

「アレって、公園広場にあった私たちが通ってきた入口のことだよね？　……うーん、たぶん間違いなく今朝からだと思うよ」

「……なんか奥歯にモノが挟まったような物言いだな」

　独特な言い回し。「たぶん」なのか「間違いなく」なのかはっきりしてほしい。

「私さ、最近図書館に通っていたから、毎朝あの公園広場を通ってるんだ。でも昨日はあんな入口なかった。でもそれは『私が今朝から見えるようになった』んじゃなくて『今朝、あの場所に入口が現れた』かもしれないから」

「ああ、なるほどね。だから『間違いなく』に『たぶん』を付けたのか」

　俺の質問が「気付いたのがいつ？」だったら「今朝」という答えだったけど「アレが見えるようになったのはいつ？」だったから「たぶん間違いなく今朝」と答えたってことか。

　一人納得していると、ラビが俺の方を見た。

「ウラって、変なところで細かいね」

「そりゃラビも同じだろう」

「うん、だからよく言われる。『そんな細かいこと、普通は誰も気にしない』って」

　少し不機嫌そうな表情を浮かべるラビ。どうやら嫌な思い出でもあるらしい。

「逆に質問だけど、ウラはいつからアレが見えるようになったの？」

「さてどうだったかな。いつからだったか、よく覚えてないんだよな」

　初めて『穴』が見えたのは、およそ１年前であることは覚えているけど、正確な日付と時間と秒数を覚えていないので、その質問にはお答えできない。

　そんな俺の方をチラリと見て、ラビがぼそりと零こぼす。

「……なんか怪しい」

「原因にまったく心あたりはないんだが、俺はよく他ひ人とからそう言われることが多い。不思議なんだよな、俺ってそんなに悪そうな人間に見えるかな？」

「うん、見える」

「そっかー」

「でも……見えるだけで、そうじゃないかもしれない」

　意外な一言に、前を歩くラビの背中を見つめる。

　そして、そこから感じ取れた感情に自然と口元が緩む。

「もしかしてフォローしてくれたとか？」

「し、知らないのに決めつけるのが嫌いなだけだから！」

　ちょっと速足になったラビを追いかけ、目的としていた廃ビル前に到着。

　パッと見で８階建て。崩れる心配はなさそうだが不気味な雰囲気を醸し出している。

「それじゃ上ってみますか」

　ラビに先んじて入口になりそうな場所から建物の中に足を踏み入れ、中を確認。

　何かが潜んでいる気配はない。とりあえず安全そうだ。

　エレベーターはあるが当然動くわけもなく、奥にあった階段を上り始める。

「あれ？　ウラってそんな手袋していたっけ？」

　後ろに続くラビが目ざとく両手に付けた黒いグローブに気付いたらしい。

「ああ、さっき付けたんだ」

「なんで？」

「両手がデリケートだから」

　そんな言葉を交わしながら２人でひたすら階段を上がっていく。時折ラビの方を振り返るも、少し息を切らすだけで問題なくついてくる。

　そのまま屋上に到着。

　屋上の作りはいたって平凡。現実世界でよく見るのと同じように鉄の柵で囲まれている。

　鉄柵に寄りかかり、なんとなく風景を眺めている俺とは違い、ラビは屋上をゆっくり歩きながら興味深そうに３６０度この世界を見回し始める。

「なんというか映画とかに出てきそうなディストピアっぽい世界だよね」

「確かに終末って感じだな」

「空は雲一つなくて、薄暗い帳とばりみたいなモノに覆われているんだね。太陽とか月や星みたいに光源となりそうな天体はないのに世界が見渡せる。なんでだろう？」

「……なんでだろうね」

「やっぱり変だよね、この世界。地平線が丸くないみたい。世界の端っこがあるのかな」

「……」

「うーん、もしかしたらこの世界は、球体の中にある平べったい大地なのかもしれないね」

「なに、その『逆・地球球体説』みたいな発見！」

　なんだか凄すごいことを言い出したぞ、この子！　……いや、実際に合ってるけど！　まったくもってその通りなんだけどさ！　なんでちょっと高いところから見回しただけでそういったことが分かるの！　というか着眼点が普通じゃないし、聞いたら凄いと思うような発見を当たり前のことみたいにスラスラ言うよね！

　出会ってから感じていたが、ラビからは普通にはない独特のナニカを感じる。

「……ラビっていくつなの？」

「もうすぐ、とりあえず高校生。ウラは？」

「見たまんま」

　先ほどから変わらず屋上をゆっくり歩くラビが、チラリとこちらを見る。

「まあ普通に考えて年上の先輩ってところだよね」

「今更尊敬したくなった？」

「『俺たちは対等な関係条約』締結後なので、尊敬は遠慮しておく」

「そうしてくれると俺も気楽で助かるよ。それで？　この世界はどうですか、ラビ博士？」

　冗談めかして聞いてみる。

「博士より研究員の方がいい」

「……なんで？」

「そっちの方が可愛かわいいから」

「えーっと……じゃあラビ研究員。他に何か分かったことはあるかい？」

　鉄柵に寄りかかっていた俺の質問に、隣までやってきたラビが答える。

「なんにも分からない。なんなんだろうね、ここ」

「その割には随分と楽しそうだ」

「だって分からないって楽しいじゃん。それにここには他に誰もいなくて伸び伸びできるし、今のところ面白そうな要素しか見当たらないよ」

「それはまた随分と面白い意見だ」

「ウラは違うの？」

「普通はこんな得体の知れない場所、不安に思ったり不気味に思ったりするもんだろ？」

「ふーん……でも、私にはウラがそんな風に思っているなんてちっとも見えないんだけど」

「そう？」

「鉄柵に寄りかかってぼーっと景色を眺めて、余裕というか来慣れた感があるというか、それこそ授業サボって学校の屋上でくつろいでいるヤツみたいに見えるんだけど？」

　こちらの顔色を窺うかがうようなラビの視線に、思わず苦笑してしまう。

「どうやら俺は思っていることとやっていることがチグハグに見える人間らしくてさ。悲しいことに、よく誤解されるんだよ」

「単に嘘うそ吐ついているだけなら、誤解でもなんでもないんじゃない？」

「えっ？　もしかして俺って疑われている？」

「そりゃ疑っているよ」

「どれくらい？」

「うーん、８対２くらい？」

「２割も疑われているわけか」

「ううん、８割方疑っているよ」

「かなりブラックですな。なら俺が悪いヤツだったら大変だ」

　そう笑ってみせると、ラビは俺から視線を外し、遠くの景色に目を向ける。

「そうだね。その時は諦めるしかないかな」

「……随分と後ろ向きだな。そこは『そうじゃない可能性に賭ける』場面じゃない？」

「それは賭けになってないよ。こうしてウラとこの場所にいる時点で全ては始まっていて、もうとっくに賽さいは投げられているんだから。ウラが悪いヤツならそれまででしょ」

「なら一発逆転を狙うのは？　俺が改心して良いヤツになるかもしれない」

「そういう希望的観測はしないんだ、私。そんなことは起こりえないから」

　チラリとラビを見ただけで、それが本心からの言葉だと感じ、なんとも言えない気持ちになる。

「……それで？　この楽しい楽しい冗談話のオチはどうなるんだね、ラビ研究員。空気的には爆笑のひとつでもないと収まりが悪いぞ」

　そうおどけて尋ねたら、ラビが「きょとん」とした顔になる。

「えっ？　冗談だったの？　私ずっと真面目に話してたんだけど」

　真顔で返すその表情を見て、思わず吹き出してしまった。

「……えっ？　なんでウラ笑ってるの？」

「ＯＫＯＫ、ラビが面白いヤツだってことが十分に分かった」

「ちょっと待ってよ！　私、なにもしてないんだけど！」

「大丈夫、大丈夫。ちゃんとできていた。俺的にサイコーに面白かったから」

「なにが面白かったの、今の！　全然分からない！　教えてよ！」

　必死な表情で詰め寄ってくるラビ。だが不意にその視線が俺の後方に向けられる。

「……ねぇ、ウラ。今あそこで何か動いたよ」

　俺を押しのけ、鉄柵から身を乗り出すラビが指差す方に目を凝らす。

　確かに何かが動いているように見えたが、すぐにここから死角となる建物の陰に入ってしまった。

　どうやら『ヤツラ』のことを見つけてしまったらしい。

「見に行こう。何か分かるかもしれないし」

　そのまま１人、階段に向かって駆け出すラビ。

「あっ、おい……」

　──その背中を見た瞬間、首の右側が疼うずいた。

　足を止め、疼いた場所を右手で押さえる。

「……まあ、もういいか」

　当初の目的も果たせているし、今更、隠す必要もないだろう。

　というわけで、少し距離を置いてその後を追う。

　ラビが屋上から目撃した『何か』を確認すべく、廃ビルを出てそちらに向かおうとしていた俺たちだったが、わざわざそんなことをする必要はなくなった。

「ウラ、早く早く」

　そう急せかしながら階段を駆け下りたラビが、廃ビルを出たところで硬直する。

　目の前に自分より数倍デカい化け物が現れたからだ。

　予期せぬ遭遇。

　そいつの見た目は獣だった。ただ現実世界には絶対存在しない、虎とクマを不気味に混ぜ合わせたような四本足の巨体の化け物。

　化け物はムクリと前足を上げて立ち上がると、目の前に立つラビに向かって大きな口を開き、咆ほう哮こうを上げる。

「ブギャァァァァ！」

「ふぎゃー！」

　これに対しラビも対抗……ではなく、単にビビって変な悲鳴を上げた。

　化け物は右の前足を頭上高くに掲げると、ラビめがけて一気に振り下ろす。

　直後、地響きと共に砂煙が舞い上がった。





　　　２．《偽ぎ世せ界かい》　と　《覚醒者》






「大丈夫か？」

　普通の人間がまともに喰くらえば、ミンチになって周囲に飛び散っていただろう一撃。

　それによりラビを叩たたき潰つぶしたと思った化け物は、すぐに獲物が消えたことに気が付く。

「……えっ？　あれ!?　なんで！　なんかお姫様抱っこされてる!?」

　そんな化け物同様、一瞬で10メートル以上は離れた場所に移動した俺の腕の中で、ラビもまたこの状況が理解できずに混乱している。

「とりあえず安全そうな場所まで移動するから、しっかり掴つかまってろ」

「？　それってどういう……！」

　そのまま化け物に背を向け走り出した俺は、風を切るようにビルの合間を駆け、目に入った廃ビルに向かって高々と跳躍。

「！！！！！」

　ラビが腕の中で声にならない叫びを上げる中、窓のない３階部分に飛び込み、床を滑るように着地する。

「とりあえず、ここまで来れば大丈夫かな」

　呆ほうけた表情のラビを床に下ろすと、ぎこちない動きでこちらを見てくる。

「……その……えっと……ありがとう？」

「いえいえ、どういたしまして」

「なんというか……ウラって運動神経いいんだね」

「場所にもよるけどな」

「それで……さっきの……大きなのって、なんだったの？」

「この世界にいる化け物で、俺たちは《偽ぎじ獣ゆう》って呼んでいるな」

　次の瞬間、ラビの瞳がキラリと光り、俺を思いっきり指差した。

「やっぱり！　ウラはこの世界のこと知ってたんだ！」

「えっ、まあ、そりゃね」

「私を騙だましていたんだ！」

「人聞きの悪い。別に騙してなんていない。単に言わなかっただけだ」

「屁へ理り屈くつ！」

　その声には明らかな怒気が混ざっていた。

　だから謝るなんてせずに、むしろニヤリと笑ってやった。

「でもちゃんと俺のことを疑っていただろ？　悪いヤツかもしれないって警戒していた。それはとっても偉いことだ」

　ラビの表情が一瞬ぽかんとなると、耳を真っ赤にして慌て始める。

「な、なんでこのタイミングで褒めるかな！」

　どうやらこの手の言葉には慣れていないらしい。

「素直に感心しただけだよ。……ただな。もうちょっとスマートに確認してほしかったな」

「な、なんのこと？」

「屋上で《偽獣》を見つけた時、ラビは俺がどうするか試そうと思ったろ？」

　まあその計画を実行する前に、先ほどの《偽獣》に遭遇してしまったようだが。

「……なんで、分かったの？」

「ラビの心の声が聞こえんだよ。『今から自分を囮おとりにドッキリ仕掛けます』って」

「そんなの嘘うそ！」

「なんで？」

「だって私、そんな素振りしなかったはずだもん！　だいたい、こんな格かつ好こうだから表情とかもよく分からないはずだし！」

「まあ確かに」

「それに……人間は他人が何を考えているかなんて絶対に分からない！」

　──その言葉には、これまでで一番大きく感情が籠もっているように聞こえた。

「まあ普通はそうなんだよな」

　ラビがピクリと反応する。

「……ウラは分かるの？　相手が何を考えているか？」

「さてどうだろうな」

「……」

「どうした黙り込んで？　聞きたいことがあるなら素直に聞けばいい。『俺たちは対等な関係条約』の間柄なんだから」

　そう言った次の瞬間、ラビは俺の腕をがっちりと掴つかんだ。

「ねぇどうやったの!?　それって推理!?　それとも読心術!?　まさか超能力とか!?」

　そんな目を輝かすラビに向かって、満面の笑みを向ける。

「教えてあげなーい」

　全力で殴られた。顔面じゃなくて脇腹だったし、女の子なのでそんなに痛くなかったけど、彼女は本気でしたね、間違いなく。

「もういい！　……それで？　私をこの世界に連れてきた理由は？　……ま、まさか！」

「いや、流石さすがにそんなエロいことは考えていない」

　真面目なトーンで返した途端、ラビの顔が限界まで真っ赤になった。

「べ、別にぃ！　私はぁ！　何も考えてないしぃ！」

「そうか、じゃあ俺の気のせいだ」

「そ、そうだよ！　気のせい！　気のせいだよ！　気のせいです、絶対に！　……というか、そんなありえない憶測はどうでもいいから！　なんで私と一緒に来たのか明確な理由を答えてよ！」

　床をバシバシ叩たたき誤ご魔ま化かすのに必死なラビがちょっと面白かったが、これ以上、揶揄からかうと可哀かわいそうだったので、質問に答える。

「別に大した理由なんてない。『なりたて』の女の子を見つけたから、ちょっと偽ぎ世せ界かい観光ツアーでもしようと思っただけ」

「ギセカイ……このセカイのこと？」

　窓の外に広がる、俺たちがいる現実世界とは別の世界に目を向ける。

「偽りの世界と書いて《偽ぎ世せ界かい》。俺たちが住んでいる現実世界に存在するモノを模写して構築された、偽りばかりの世界のことだ」

「それが、この世界……」

「今朝のラビがそうだったように、『穴』が見えるようになると、触れるだけで簡単に来られるようになるんだが、下手に１人で迷い込むとちょっと面倒だからな」

「それってさっきの……」

　その時、建物が大きく揺れた。

　２人して、窓に駆け寄り地上を見下ろす。

「あーあ、完全に見つかったな」

　様々な姿の《偽ぎじ獣ゆう》たちが俺たちのいる廃ビルに群がっている。

　先ほど見たのと同じ虎とクマのような《偽獣》が建物を揺らし、別の狼おおかみのような《偽獣》の群れが入口から建物内に入ろうとしている。

「ど、どうするの!?」

「まあ、普通はやっつけるな」

「やっつけられるの!?　あんな化け物！」

「俺たち《覚醒者》ならそれくらい問題ない」

「《覚醒者》？」

「俺やラビみたいに『穴』が見えて、こうして《偽世界》にやって来られるヤツのことだ」

　この状況に動じていない俺の姿にラビが表情を引き締める。

「……なにか戦う方法があるんだね？」

「《覚醒者》は《偽装》っていう能力が使えるようになる。細かい説明は省くが、要は《偽獣》を倒せる武器を生み出せる。こんな感じで」

　ラビの目の前に翳かざした黒いグローブをハメた俺の手の中に、突如として拳銃が現れる。

「なにそれ凄すごい！　魔法みたい！」

　嬉うれしそうに瞳を輝かせるラビ。それに手品じゃなくて魔法というあたり、ラビの好みが分かる気がする。

「《覚醒者》は《偽世界》で自身がイメージした武器を具現化できるんだ。ついでに身体能力も、さっきの俺みたいに現実世界じゃありえないくらい向上する」

「最強じゃん、ソレ！」

「個人的な見解も入るけど、《偽装》を扱えるようになった普通の《覚醒者》が、そこら辺の《偽獣》相手に負けることはないだろうな」

「じゃあウラなら楽勝ってことだね！」

「いや、そうでもない」

「？　なんで？」

　近くの壁に向かって銃口を向け、引き金を引く。

　ぴゅー、と銃口から水が出た。

　ポカンとするラビにニヤリと笑ってみせる。

「普通の《覚醒者》と違って、《偽ぎじ獣ゆう》を相手にするのがあまり得意じゃないんだ、俺」

　次の瞬間、狼おおかみの《偽獣》たちが、俺たちのいる部屋に雪な崩だれ込こんできた。

「ど、ど、どうするの！」

「決まってるだろ──逃げるんだよ」

　手に持った水鉄砲は、放り捨てると空中であっさり消えてなくなった。

　そして自由になった両手で再びラビをお姫様抱っこで抱きかかえると、別の窓に向かって全力で駆け出す。

「えっ？　えぇ!?　ま、まさか！」

　そんなラビのご期待通り、そのまま窓から飛び出し、空中を翔かける。

「きゃああああああぁぁぁぁぁ！」

　そのまま滑るようにして地面に着地。俺に異常はなく、腕の中のラビもしっかり抱き着いているので問題はなさそうだ。

　廃ビルの周りにうろついてた別の《偽獣》たちがこちらに気付き向かってくる。

「というわけで本日の偽ぎ世せ界かい観光ツアーはおしまいにして帰ろうと思うけど、なにかやり残したことあるかね、ラビ研究員？」

「いま、そういうのいいから！　早く逃げて！　逃げて！」

「じゃあそうするか」

　再び駆け出す。向かう先は俺たちが入ってきた『穴』がある方角だ。

「ウラ！　前！　前！」

「見えてるよ」

　向かう先からも狼の《偽獣》たちが姿を現し、こちらに襲い掛かってくる。

　そんな《偽獣》たちをすれ違いざまに躱かわし、飛び掛かってきたら地面を滑るように真下を潜くぐり、道が防がれそうになったら、ビルの壁を走るようにして飛び越えていく。

　そのままビルの間を走り抜けようとするも、窓から飛び出してきた１匹の《偽獣》が、抱きかかえているラビに向かって口を開いて襲い掛かる。

　タイミングバッチリの直撃コース。

　牙が並ぶ《偽獣》の口の中を見ながら、ラビが「ふぎゃー」と悲鳴を上げる。

「はい邪魔」

　なので、ラビの両膝を下から抱える右手の手首を軽く横に振る。

　それだけで、《偽獣》は「きゃぃん」と真横に吹っ飛び、目の前がクリアになった。

「……えっ？　……今の何？」

「さあ、空中で真横にジャンプできる特技を披露してくれたんじゃないか？」

　とぼける俺の笑顔に、状況が分からず混乱するラビだったが、すぐに何か気付いたように目を見開く。

「ウラ！　追ってきてる！　追ってきてる！　たくさん追ってきてる！」

　俺の肩越しに背後の様子を見たラビが騒ぎ始める。

「大丈夫大丈夫。ほら、現実世界に戻る出口が見えてきたぞ」

　俺の言葉に正面へと振り返ったラビは、視界に捉えた『穴』を見て「ほっ」とする。

　しかし何かに気付き、すぐに緊張した面持ちになる。

「……ねぇ、ちょっとまずくない!?　このままだとアイツらも現実世界に付いてきちゃうんじゃないの？」

「そうなったら大惨事だ。公園広場は血の海だな。あはは」

「笑いごとじゃない！」

「ほらっ、しっかり掴つかまれ。このまま一気に走り抜けるからな」

　走る速度を上げ、ラビが俺にしがみつく。

　そして俺たちは、現実世界と《偽ぎ世せ界かい》を繋つなぐ『穴』を抜けた。







《偽世界》を抜け出し現実世界に飛び出したことで、《覚醒者》としての能力が切れ、ラビの重さが一気に両腕にのしかかる。

　だがこちとら健全な男子高校生なので、女の子一人くらいは問題ない。

　──というわけで、そのまま夜の公園広場の出口に向かって駆け足。

　なにせ公共の場で女の子を抱きかかえているという行為は非常に目立つので。

「そういえば、言い忘れていたけど《偽ぎじ獣ゆう》は現実世界に出てこれないから」

「っっっっ！」

　周囲から向けられる奇異の視線を少しでも避けるように、ラビは俺の肩に顔を埋うずめて一言も喋しやべらなかった。





　　　３．《神隠し》　と　声をかけてくれた理由






「もう信じられない！　死ぬかと思った！」

　公園広場から離れ、人気のない路地でラビを下ろした途端、カンカンに怒り出した。

「あと、すっごく恥ずかしかった！　いっぱい見られて嫌だった！」

　先ほどまで一言も喋らず大人しかったのに、周囲に誰もいなくなったら感情爆発といった感じで、次から次へと文句が出てくる。

「それだけ元気なら大丈夫だな」

　スマホを取り出し操作する俺がそう言うと、ラビがキッと睨にらんでくる。

「ここであんまりガミガミ叫んでいると人が寄ってくると思うけどな」

　再び文句を言う前に先んじて指摘してやると、ラビは「むぐっ」と口を閉ざした。

　なんとか落ち着いたらしいラビは、先ほどまでいた公園広場の方角に視線を向ける。

「ねぇ、ウラ。《偽ぎ世せ界かい》ってなに？　あの公園広場にあった……『穴』だっけ？　あれってなんなの？」

　真剣な表情を浮かべるラビの質問に対し、スマホ操作の片手間に口を開く。

「少し不思議な話になるが、『俺たちが住んでいる森もり浜はま市の裏側に実は〝特別な空間〟があります』って言ったら信じる？」

「これだけありえないことを立て続けに体験したんだから疑ってもしょうがないし、とりあえず信じるけど……。じゃあつまり《偽世界》があるのは、どこか別の場所とかじゃなくて、〝この街の裏側にある特別な空間の中〟ってこと？」

「さすがラビ研究員。バッチリな推測だ。俺たち《覚醒者》にしか見えない『穴』が何か？　それは本来決して交わることのない表と裏の『境界』にできた隙間であり通り道だ」

　俺の説明に「ふむふむ」と聞き入るラビに、俺は続ける。

「森浜市の裏側にある空間は《虚無》と呼ばれている。そこには本来何も存在せず、無数の悪あしき概念が漂っているだけだそうだ。その悪しき概念を《偽ぎじ獣ゆう》という」

「それって確か《偽世界》にいた化け物だよね？」

　俺は頷うなずく。

「《偽獣》たちはある特別な材料を使うことで、本来何も存在しえない《虚無》の中に限定的な世界を作り出すことに成功した」

「それが、あの《偽世界》ってこと？」

「あっち側でも少し話したが、《偽世界》は俺たちのいる表げん側じつにある様々なモノを模写して構築されている。《偽獣》たちもまた、奴やつらが作り出した《偽世界》の中にいるからこそ、ああして姿形を手に入れられている」

「あの狂暴そうな化け物の姿のことだね」

　どうやら《偽世界》で自分に襲い掛かってきた《偽獣》のことを思い出しているらしい。

「でもそうなってくると、気になるのは《偽獣》たちが《偽世界》を作るのに必要になってくる『特別な材料』だよね」

「おっ、いい質問だ。ラビ研究員は聞き上手だな」

「そういうお世辞はいいから。その材料ってなんなの？」

「人間」

　目を見開くラビに対し、淡々と続ける。

「正確には〝俺たちくらいの若いヤツ〟だ。それ一人だけであの規模の《偽ぎ世せ界かい》がまるまる一個出来ちまう」

「材料って……具体的にはどうするの？　殺して生いけ贄にえにするみたいな？」

「そこだけは良心的というべきかな。ずっと眠らせて繋つなぎ止とめ、《偽世界》を構築維持する人柱として扱っているみたいだ」

「じゃあ、さっき私たちがいた《偽世界》のどこかにも、《偽ぎじ獣ゆう》たちに囚とらわれている子がいたってことなの？」

「ああそうだ」

　と、ここで、ラビが腕を組んで思考を巡らせ始める。

「……もしかしてさ、《偽世界》ってさっきのアレ一つじゃないってこと？」

「察しがいいな。実は森もり浜はま市には、ああいう『穴』が色んな場所にボコボコ開いていて、放っておけば増える一方だ」

　そこまで話を聞いたラビは、「そうか」と手を叩たたく。

「つまりこれって《神隠し》だ」

　いきなりラビの口から出てきた単語に、思わず唖あ然ぜんとなる。

　なぜならそれは核心を突く単語だったからだ。ここまでくると、流石さすがすぎて苦笑しか出てこない。

「聞かせてくれよ」

「時々ＳＮＳとかでも見かけるけど、この森浜市って前から変な都市伝説があるんだよね。それが《神隠し》。若い子がある日ふらりといなくなって、数日したら発見される。でもその間に起こったことを覚えてはいない」

「若者が家出するための体のいい理由、って説もあるけどな」

「でも違うんでしょ？　いなくなった子たちは《偽世界》を作る材料にされている。それが真実」

「まあその通りだな」

「ずっと不思議だったんだよね。なんで森浜市だけそんな与よ太た話が囁ささやかれ続けているのか。火のないところに煙は立たぬ、っていうけど、やっぱり理由があったんだね」

　一人「うんうん」と頷うなずくラビ。だがそこで納得はしなかったようだ。

「でもさ、そうなると……続きがあるよね？」

「続き？」

「噂うわさの神隠しの特徴っていなくなるけど見つかるだもの。この２つで１セット。いなくなるのは《偽獣》の仕業だけど見つかるのは誰の仕業なんだろうね？」

　探るような視線だが、もうラビの中で答えは出ているのだろう。

「お察しの通り、俺たちみたいな《覚醒者》だよ」

　一通り操作を終えたスマホを下ろし、人通りのある方に目を向ける。

「ラビも見ただろうけど、『穴』は普通の人間には見えもしないし触れもしない……いや、認知できていないといった方が正しいか。だから《神隠し》を解決できるとしたら、それを認知し、対応できる力を持った俺たち《覚醒者》しかいない」

「私がお昼に見た４人組の《覚醒者》たちは捕まった子を探しに行っていたってわけか。……でもあの様子だと、《覚醒者》の人たちって、割と組織的に動いている気がするんだよね。なんかそういうのってあったりするの？」

　なるほど、この子は本物だ。

　そこまで言い当てられたら、もはや言うべき言葉が出てこない。

「森もり浜はま市には、ラビや俺みたいに、ある日、突然《覚醒者》となったってヤツがそれなりにいる。そんな《覚醒者》たちが、いったいどんな環境でどんなことをしているのかっていうのは、直接カリバーンから聞いてもらった方がいいだろうな」

「？　カリバーンって誰？」

「人じゃない組織。まあ、有り体に言えば『秘密結社』だな。この森浜市で人知れず発生する偽世界事件に対応すべく密ひそかに結成された……って聞いている？」

　聞いてなかった。ラビは俯うつむき、なんだかプルプルと体を震わせている。

「……あの、ラビさん？」

「秘密結社！　そんなのがあるの!?」

「うおっ！　びっくりした！」

　まるでばね人形のような勢いで顔を近づけてきたラビ。その目は夢見る少女のようにキラキラと輝いていた。

「えっ？　ここ日本だよ？　日本の地方都市だよ？　海外じゃないよ？　米国とか欧米とかじゃないんだよ？　自分が住んでいる街だよ？　私たちが住んでる街だよ！」

　ラビのテンションが今日一でぶち上がっていた、こっちがちょっと引くくらいに。

「まあ、その……あったんですわ。キミが知らないだけで僕たちが住んでいる、この街に」

「マジか！」

「信じるも信じないもあなた次第」

「そりゃあ信じるけどさ！　……えっ？　嘘うそ！　どうすればいいの！　どうすれば接触できるの!?　この街に隠された秘密の暗号を見つけて、解いていく感じ!?」

「……盛り上がっているところ悪いけど、そんなことをしなくても、もうすぐカリバーンのエージェントがラビをスカウトしにここにやってくるから」

「おお！　エージェントってカッコイイ響き！　……じゃなくて、スカウト？　えっ！　なんでここに来るの！　もしかして私、《覚醒者》になってから監視されていたとか!?」

　素早く近くの物陰に隠れたラビは、キョロキョロと周囲を警戒し始める。

「……いや、そんな面白い動きしなくても、別に監視カメラとかないから」

「じゃあなんで!?　もしかして《覚醒者》になる人間はすでに予言されていたとか!?」

　そんなワクワクと目を輝かせるラビに、俺は満面の笑みを浮かべる。

「俺がさっきスマホで通報したから」

「キサマ！　私を売りやがったな！」

　ラビに思いっきり胸倉を掴つかまれた。

「うん、そのノリと勢いだけで畳みかけてくる突発的リアクションは非常に俺好みだ。そういうことされると、もっと色々弄いじり倒したくなるが……俺はそろそろお暇いとまさせてもらう」

「私を置いて逃げるつもりか！　こんちくしょう！」

「やめてくれ。そういう面白い反応で俺の心をかき乱さないでくれ。……そうじゃなくて、実を言うと、俺は大事な用事をすっぽかしてここにいるんだ。だから約束相手がとてもお怒りでな。そろそろ行かないと本気でヤバい」

　何を隠そう、先ほどから通知を切っていなければバイブレーションだけでスマホの充電が吹っ飛びそうな勢いで催促が飛んできている。

　そう告げた途端、ラビは急に大人しくなった。

「……そう、だったんだ」

　先ほどまでのハイテンションが嘘うそのようなラビ。そんな彼女をジッと見て、感じ取れたのは動揺と後悔、あとは後ろめたさ、といったところ。

　複数の要素を組み合わせ、目の前の彼女がどんなことを思い、考えているのかを察する。

　これまでの態度や行動とは、どこか反したようなその感情を目の当たりにしても、特に戸惑うことはない。

　ただ、そんなちぐはぐなのが、この子らしい、と思った。

「というわけで、俺はここまでだ。もうすぐカリバーンのお迎えが来るから」

「えっ！　……ああうん。……分かった」

　一瞬何か言いかけて、すぐに聞き分けの良い子のように頷うなずくラビ。なんというか、最初にあった時の距離感に戻ってしまったように感じる。

「最後に《覚醒者》の先輩に何か聞いておきたいこととかあるか？　アドバイスくらいはしてやれると思うけど？」

「……えっと、あっと……」

「ほらほら、時間ないぞ」

「か、カリバーンの人たちって怖い!?」

　先ほどまで見せていた際立つキレが嘘のような、ものすっごく幼稚な質問が飛んできた。

「……いや、怖くない。エージェントの人たちは一部を除いて良心的な人ばかりだから安心していい」

「ホント？　嘘うそじゃない？」

　いや、そんな泣きそうなくらい不安そうな表情をせんでもいいだろう。

「あと《覚醒者》になったからって、何かを強要されることもない。まずは話を聞いて、それからどうするかはラビ自身が決めればいい」

　そう先輩らしいアドバイスしたら、ラビはチラリと俺の顔を見て、小さく呟つぶやく。

「……うん、分かった」

「じゃあ、そろそろ行くわ」

　軽く手を振り、踵きびすを返す。

「あっ、待って！　ゴメン！　さっきの嘘！　本当に聞きたいことは別にある！」

「？」

　そして彼女は、恥ずかしいのを我慢するように口を開いた。

「その……ウラはなんで私に声をかけてくれたの？　大事な用事をサボってまで」

　俯うつむきながらも、頑張って尋ねてくるその姿は、素直に可愛かわいいと思った。

　だから最後くらいは正直に答えることにする。

「公園広場で見かけたラビの背中が『誰か私と一緒に行ってくれないかな？』って言ってたからかな」

　そう答えると、ラビが顔を上げる。

「……やっぱりさ、ウラって本当に人の心が読めるんじゃないの？」

「さて、どうだかな？」

「それも《覚醒者》の能力なの？」

「《覚醒者》が特別な能力を発揮できるのだとしたら、それは《偽装》の真価が発揮できる《偽世界》の中だけだ。現実世界じゃ、せいぜい普通の人には見えない現象が見えるようになるだけだよ」

「じゃあ、どうやったの？」

「内緒」

　そうはぐらかし、さっさとこの場を立ち去ろうとする。

「雉子きぎす優ゆ良ら希ぎ！」

「？　なにが？」

「その……私の名前」

　耳まで真っ赤にし、微かすかに震えている彼女が俺のことをジッと見つめている。

「いいのか？　ラビ的に言えば、俺はまだ嘘を吐ついているかもしれない怪しい人間だぞ？」

「それは、そうだけど……でもまあ、ウラだし別にいいかなって……ああ、もう全部、嘘！」

　そして雉子優良希は叫んだ。




「本当は私のことを覚えていてほしかったから！」




　帽子の鍔つばを引っ張り、目元も隠してしまった彼女の言葉に、思わず笑ってしまう。

「いい名前じゃん。覚えておくよ」

「……また会えるよね？」

「さあ、どうだろうな」

「もう、イジワル！」

　彼女に向かって軽く手を振り、その場を立ち去った俺は、路地を出るとスマホを手に取り、お怒りであろう相手に電話を掛ける。

　それが、俺こと──灰はい空ぞら瑠る宇うと雉子きぎす優ゆ良ら希ぎの最初の出会いだった。





　　　４．雉子優良希　と　偽ぎ世せ界かい対策組織カリバーン






　奇妙な男ウラが去った路地で、優良希は一人冷静になっていた。

「……あれ？　私、今なんか変なこと言ってなかった？」

　そして先ほどのことを思い出した優良希の顔は見る見る真っ赤になり、そのまま頭を抱えて蹲うずくまる。
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「なんであんなこと言ったかな！　さっきの私！　あれじゃまるで……うがーっ！」

　優ゆ良ら希ぎの脳内に様々な疑問が駆け巡る。

　どうしてあんなことが言えたのか？　言えてしまったのか？　理由が分からない、さっぱり分からない！　これが後先考えないということなのか！　若気の至りというやつなのか！　恥ずかしい！　今すぐ全ての記憶を消し去りたい！

「いや……でも……」

　──やっぱり忘れたくない。さっきまでの出来事を。アイツと一緒にいた時間を。

　カツ、カツ、カツ。

　そんな頭が茹ゆで上あがりそうになっていた優良希の耳は、近づいてくる足音に気が付いた。

「こんばんは、お嬢さん。おひとり、かな？」

　優良希の前に現れたのは、１人のスーツ姿のお姉さん。ボディラインが分かるようなパンツスーツに、丸い形のサングラスと、どこか只ただならぬ印象を受ける。

　一方で慌てて立ち上がった優良希は、初対面の相手に声が出てこず萎縮中。

　そんなガチガチな優良希を見て、お姉さんは取り出したスマホの画面に目を落とす。

「もうすぐ高校生の女の子。帽子にマスク、あとかなりの人見知り……うん、特徴は一致するね」

　そう納得したお姉さんは、もう片方の手をポケットに入れながら、こう尋ねてきた。

「ちょっと聞きたいんだけど、コレ何に見える？」

　お姉さんがポケットから摘つまみ出だしたのは紐ひも付つきの小さなマスコット人形。紐の先でゆらゆらと揺れる小さなヒヨコが、円つぶらな瞳で優良希を見ている。

「……か、可愛かわいいヒヨコ？」

「おっ、意外と好感触。気に入ったなら、どうぞ」

　笑顔で差し出されたマスコット人形に、優良希は手のひらを差し出す。

　そして──お姉さんが、優良希の手の上で、摘まんでいた紐から指を放した瞬間。

　可愛いヒヨコは、空中でフッと消えてなくなった。

「！」

　優良希は思わず目を見開く。

　手品？　……いや、違う！　これってウラの出した《偽装》ってヤツと同じ!?

　それは、ほんの少し前、《偽ぎ世せ界かい》でウラが水鉄砲を放り捨てた時の現象と酷似しているように見えた。

「何に見えるかはどうでもよくって、あれが見えていたってことが重要なんだ。ごめんね、試すようなことをして。でも《覚醒者》かそうじゃないかを見抜くのには、これが一番手っ取り早くてさ」

　このお姉さんが何者なのか？　もちろん優良希には予想できていた。

「私の名前は呱こ々こ乃の結ゆ仁に。偽ぎ世せ界かい対策組織カリバーンのエージェント。さっそくだけど、《覚醒者》になってしまったあなたに色々と説明したいことがあるの。よければ、ウチの本部ビルにご一緒してもらえるかな？」

　なんとも愛らしい笑みを浮かべる呱々乃は、秘密結社のエージェントというには、なんだか可愛かわいらしい人だな、と優ゆ良ら希ぎは思った。

「ああ、ちなみにエージェントナンバーは『Ⅸ』ね」

「！」

　前言撤回。やっぱりカッコイイかもしれない、と優良希は思い直した。







　呱々乃に促されるまま、路地を出ると黒塗りの高級車が停車していた。

　そして２人が後部座席へ乗り込むと、車は静かに走り出す。

「……あ、あの……こ、この車はどこへ？」

「『中央区』、うちの本部ビルがそこにあるから」

　呱々乃が口にしたのは、この森もり浜はま市の中心地だった。

　──森浜市。

　優良希が住んでいるこの街は、かつては単なる一地方都市だった。

　だが10年前に始まった再開発を契機に、その様相は大きく変わっていくこととなる。

　洗練された都市デザイン、外資系企業の参入など、世間的な注目も高まっていき、今では人口50万人が暮らす政令指定都市となっている。

　森浜市内は、東西南北と中央の５つに区分けされており、再開発の象徴ともいうべきなのが中央区だ。

　かつての街並みは完全に消え、今や完璧に整備された街並みだけが並んでいる。

「見えてきたよ、あのビルがウチの本部なんだ」

　──数十分後、中央区のさらに中心地へと入ったところで、呱々乃がそう口にする。

　秘密結社の本部ビルは、中央区の一等地に堂々と聳そびえ立たっていた。

　表向きは海外の一流企業の名義になっており、セキュリティも厳重なそのビルこそが、秘密結社の本拠地とのことだ。カリバーンが単なる名前だけの組織ではないということは、招かれた本部ビルを見ただけで容易に察することができた。

　その外見にビビりまくる優良希は、呱々乃の後ろに隠れるようにしてくっついて建物の中を進んでいく。通された応接室もまた、海外ドラマなどに出てきそうな一流企業のまさにそれであり、勧められた椅子にチョコンと座る優良希はカチコチに緊張していた。

「それじゃあ、話をさせてもらうね」

　そんな優良希に呱々乃が語り始めたのは、優良希が住んでいるこの街の裏で起こっている、優ゆ良ら希ぎの知らない出来事だった。

　事の始まりは15年前。森もり浜はま市の裏側に《偽ぎ世せ界かい》を内包する特別な空間《虚無》があることを初めて観測したのは、第一世代と呼ばれる最初の《覚醒者》たちであったらしい。

　そこから連綿と続く《覚醒者》たちと《偽ぎじ獣ゆう》との戦い。

　現実世界において単なる若者の行方不明として片づけられてしまう偽世界事件に対応すべく、《偽世界》へと渡り被害者たちを救出していく《覚醒者》たち。

　さらに呱こ々こ乃のは、《偽世界》の増大が行き着く先に発生する最悪のシナリオ『現実世界の滅亡』についても語ってくれた。

「だから私たちは今も戦っている」

　──《偽世界戦争》。

　これは誰にも知られていない戦いなのだと。

　偽世界対策組織カリバーンは、『元覚醒者』たちによって結成された組織なのだそうだ。

《覚醒者》は一定の年齢に達すると『境界』を越えて《偽世界》へと渡る能力を失ってしまうらしい。

　だからカリバーンは組織として、次の世代の《覚醒者》たちが戦える環境を整えてサポートしているとのこと。ちなみに現在の優良希たちが第三世代覚醒者、呱々乃たちエージェントは第二世代覚醒者に分類されるそうだ。

　呱々乃の話から、優良希が察することも多かった。

　森浜市全土を網羅する情報収集には警察などの行政機関の協力が窺うかがえるし、《偽世界》から救出した被害者を収容する専属の病院を運営していることなどから、カリバーンはこの森浜市において、まさに秘密結社という肩書きに恥じない権力を有していることは容易に想像できる。

　そんなカリバーンに登録されている第三世代覚醒者の数は、現在80名以上で、その数はさらに増加傾向にあるらしい。

　その数を聞いて、優良希は「多い」と思ったが、呱々乃曰いわく、そんなこともないらしい。

「確かに《覚醒者》になる子は年々増えている。でもそれ以上に偽世界事件も増加傾向にあるの」

《偽世界》が原因で発生する若者の行方不明。それは表向き「単なる家出」と一緒くたにされ、ネットの中で《神隠し》などと揶や揄ゆされる程度で、世間的にもまったく注目されていない。だが実は、かなりの件数で発生しているらしい。

　実際に自分が住んでいる街で起こっている奇妙な事件。

　だが本質が理解されていない故に、別の近しい出来事に分類され、大して騒がれもしない。

　こうして全てを知ってしまえば「なんて杜ず撰さんな対応なのだろう」と呆あきれてしまう。

　だけど同時に「十分ありえることだ」と納得もできてしまう。

　世界は不鮮明でも成立していて、何かが欠けていても問題なく巡り続けるという理不尽さを、優ゆ良ら希ぎ自身が身をもって理解しているからだ。

　それが、この現実世界の正常なのだ。

「私たちは、発生し続ける偽ぎ世せ界かい事件によって引き起こされる全ての厄災を回避すべく戦っている。だからあなたのように《覚醒者》となって《偽世界》へ渡ることができる子たちには協力してほしいと思っているの」

　優良希たち第三世代覚醒者の役割は、《偽世界》へ渡り被害者を救出すること。

　それをサポートするのがカリバーンであり、さらにはその貢献に対する報酬も用意してくれているらしい。

　カリバーンエージェントである呱こ々こ乃のの口から語られる第三世代覚醒者の立ち位置は、優良希の予想とだいぶ違っていた。

　特別な力に目覚めてしまった第三世代覚醒者たちは拒否権のない兵隊として使われるとばかり思っていたが、そんなことはまったくなく《覚醒者》本人たちの自主性に頼るスタンスであるとのことだ。

　事前にウラが言っていた言葉は正しく、あくまでどうするかは、こちら次第。

　それでも若い《覚醒者》たちに力を貸してほしいからこそ、カリバーンは報酬だけでなくあらゆるシステムを駆使し、戦いやすい環境を整えてくれているらしい。

　それらの説明を聞き、カリバーンの支援を受けて活動する第三世代覚醒者に対して、優良希が思い描いたイメージは『プレイヤー』あるいは『アルバイト』だった。

　一通りの説明を受けた後、最後に呱々乃から改めてお願いされた。

「よかったら、私たちと一緒に戦ってくれない？」

　聞いた話だけでは分からないこともある。気になることもない訳ではない。

　でもそれ以上に、今日目の当たりにした出来事に優良希は興味が湧いていた。

　──それにまた会いたい相手もいるし。

　だから優良希は、声を振り絞るようにして「はい」と答えた。

「ありがとう。これからよろしくね、雉子きぎす優良希さん」







　というわけで、優良希は《覚醒者》としての新人研修を受けることになった。

　第三世代覚醒者たちは、偽世界事件に挑むにあたり、数人でチームを組んで《偽世界》へと渡るのが主流であるのだそうだ。そうした活動を進めていくうちに、同じ理念や近しい発想を持ったチーム同士が集まり出来たのがクランと呼ばれるコミュニティ。

　現在、カリバーンによって公式認定された第三世代覚醒者クランは５つあるらしく、森もり浜はま市内に各々がナワバリ（担当エリア）を持っているとのこと。

　呱こ々こ乃のと話し合った結果、優ゆ良ら希ぎは森もり浜はま市東区をナワバリとするクラン『蒼そう森しん風ふう夜や』で新人研修を受けることになった。

「お目が高いね、雉子きぎすちゃん。『蒼森風夜』は正義のクランとも呼ばれていてね。《覚醒者》としての活動にも意欲的だし、メンバーの子はみんな真面目で良い子ばっかりだよ」

　協力すると答えた途端、急にフレンドリーな態度を見せ始めた呱々乃が、優良希の選択に「いいね」と親指を立てた。

　ちなみに東区は、優良希が初めて『穴』を見つけた公園広場のある地区でもある。

　翌日から優良希の研修は始まった。

　呱々乃の情報は正しく、クラン『蒼森風夜』のメンバーは、クランマスターである空そら海うみ蒼あおをはじめ、全員が気さくで優しい良い人たちばかり。尚なお且かつ《覚醒者》としての活動に真摯に取り組む、文字通り、正義の心を持った人たちだった。

　優良希は、そんなクランメンバーたちの指導の下、共に幾つかの《偽ぎ世せ界かい》へと渡り、《覚醒者》が生み出せる《偽装》について学び、様々な《偽ぎじ獣ゆう》たちと戦い、囚とらわれていた被害者を救出し、そして《偽世界》を消滅させるのを手伝った。

　短い間に多くのことを体験しながら、優良希は急速に《覚醒者》になっていった。

　──そんな《覚醒者》としての活動の最さ中なか、優良希が心の片隅で気になっていたのはアイツのことだった。

　浦うら覚おぼえ倫りん太た郎ろう。

　ウラとは東区で出会った。だから『蒼森風夜』のメンバーだと思っていたのだが、未いまだに顔を合わすことができずにいた。

「あ、あの……ちょ、ちょっとお聞きしたいんですが。……そ、その……う、浦覚倫太郎さんという方がここにいらっしゃると思うんですが……」

『蒼森風夜』で研修を受け初めてから２週間。

　ついに我慢できなくなった優良希は、恥ずかしいのを我慢して、師匠役として指導してくれている登と張ばり真ま智ちに尋ねてみた。

「……そんなヤツいたかな？」

　そこから他のクランメンバーたちにも話は広がっていったが、皆が首を傾かしげるばかり。もしかするとクランに所属していないソロ覚醒者の可能性があると聞きまわってくれたが、誰も思い当たる節がないらしい。

「……ちょっと待てよ。もしかして、それって」

　そんな中、とある男性《覚醒者》が何かに気付き、スマホを調べ始めた。

「……やっぱりそうだ」

　彼はなんとも言えない表情で、優良希にスマホの画面を見せてくれた。

　結論から言うと、浦うら覚おぼえ倫りん太た郎ろうは『偽名』だった。

　しかもその名前は18禁の鬼畜ゲー『首輪物語～鬼畜男と９人のぬぽぬぽ性奴隷～』の主人公キャラの名前だった。

「……」

　どうやら優ゆ良ら希ぎは、とても深刻な表情で「鬼畜エロゲーの主人公ってどこにいますかね？」と尋ねていたヤバい女であったらしい。




「あんのやろう！！！！」




　優良希は吠ほえた。

　人見知りで、まだちゃんと話せたことのないクランメンバーばかりがいる中で、口から炎を吐き出しそうな勢いで腹の底から吠えた。

　めっちゃ腹が立った！　本気で腹が立った！　生まれてこのかた、一番腹が立った！

　何が腹立たしいって、優良希はちゃんと最後に本当の名前を明かしたのにも拘かかわらず、アイツは言わなかったことだ。

「何が『俺たちは対等な関係条約』だぁぁぁぁ！」

　……だけど、こうして《覚醒者》としての経験を積んでから改めて振り返ると、ウラの行動には不可解な点が多かった。

《覚醒者》は《偽ぎ世せ界かい》に渡る際、覚醒者専用アプリ『Ｃａｉｎカイン』を使い、カリバーンに『偽世界侵入の報告』をする決まりがあるのに、あの男はそれをしていなかった。

　それだけでなく、あの男の《偽装》についてもよく分からない。

　本人曰いわく「《偽ぎじ獣ゆう》を相手にするのがあまり得意じゃない」とのことだが、そもそもそれがおかしな話なのだ。

《覚醒者》が《偽獣》を倒すために生み出す武器こそが《偽装》という能力なのだから、あの男の発言は明らかにおかしい。つまり嘘うそである可能性が極めて高い。……まあ、あの男のことだから、「言わなかっただけ」とか言いそうだけど。

　兎とにも角かくにも、あの男はいったい何者だったのか？　その正体が余計に気になった。

　だから優良希は最終手段を取ることにした。

　ウラが電話でカリバーンへ通報したと言っていたのを覚えていた優良希は、エージェントである呱こ々こ乃のに連絡を取り、「私を迎えに来るように言った《覚醒者》は誰だったのか？」と尋ねたのだ。

　しかし返ってきた答えは、優良希をさらに混乱させるものだった。

「それがよく分からないんだよね」

　呱々乃曰く、当時、たまたま東区にいた呱々乃に「新しく目覚めた《覚醒者》が見つかったので迎えに行くように」と本部からの連絡があったらしい。

　呱こ々こ乃のはいつも通りの手順で優ゆ良ら希ぎを本部へと案内し、通常通りのガイダンスを行った。

　ただ呱々乃としても、今回の経緯には何か違和感を覚え、個人的に調べてみたそうだ。

　だが結局、誰がどういうルートで本部へ情報を流したのか分からず仕じ舞まいだったらしい。

「……そう、ですか」

　こうして優良希がウラにたどり着く道は完全に断たれてしまった。

　それどころか、ウラなる男の存在自体があやふやになってしまったのだ。

　優良希が出会った浦うら覚おぼえ倫りん太た郎ろうなる《覚醒者》は、本当に存在するのか？

　何かの手違い？　誰かの思惑が絡んだ情報操作？　実は幽霊だったなんてことは……

「絶対にない！」

　あの男はいた！　絶対にいた！　人の心を見抜けるとかいう不敵で怪しいあの男は絶対にいた！　そしてあの男は、ちょっと素直になった私に対して、とてつもなく恥ずかしい置き土産を残していきやがったのだ！　絶対に、絶対に、絶っっっ対に許せん！

　見てろよ！　いつか必ず見つけ出してやる！　そして殴ってやるのだ！　グーだぞ、グー！　ぎゅーってしたグーで力いっぱい叩たたいてやる！　それで泣いて謝るまで許してやらないんだから！

「お、落ち着きなって、優良希。ま、まあそういうこともあるって」

『蒼そう森しん風ふう夜や』のクランホームに戻ってきてまで憤慨する優良希を、師匠役の真ま智ちたちが必死になだめようとしてくれた。ちなみに優良希は「そんなことがあってたまるか！」と言い返したかったが、そこは流石さすがに我慢した。







　結局これがきっかけとなり、優良希はそれまで以上に『蒼森風夜』のメンバーに目をかけてもらうこととなり、新人研修を終えた優良希は、晴れてクラン『蒼森風夜』に所属することになった。

　優良希から見ても、『蒼森風夜』の人たちはとてもいい人ばかりで、本当に誰かのために戦うことができる素敵な人たちだと思った。

　──だからこそ、優良希はこの場所に馴な染じむことができなかった。

　１ヶ月後、雉子きぎす優良希はクラン『蒼森風夜』を辞めソロ覚醒者となり、日常でずっとそうしてきたように、非日常においても１人でいることを選んだ。




　そんな優良希が、あのふざけた男と偶然再会することになるのは、最初に出会ってから２ヶ月後のとある《偽ぎ世せ界かい》の中だった。









第二話







　　　１．《覚醒者》灰はい空ぞら瑠る宇うという男






　天気が悪いときは調子が悪い。

　俗にいう低気圧不調というヤツで、今にも雨が降り出しそうな空模様の時は尚なお更さらだ。

　どうも思考が定まらず、ぼーっとしてしまうことが多い。

　不調の原因である、どんよりとした灰色の雲を見上げながら、いつも思うことがある。

　だったらなんで俺は「灰空」なんて苗みよ字うじなのだろうか？

　きっとあれだ。ご先祖様がなんぞトンデモナイ悪さをやらかして、ブチ切れした神様あたりに呪いの苗字を付けられたとか、そんな感じに違いない。

　だったらヒドイとばっちりだ。俺は何も悪くない。

　どうやら苗字ガチャに失敗したらしい。いくら課金したら引き直せるだろう？　どこかの神社の賽さい銭せん箱ばこに５００円玉を投げ込んだら、苗字が変わったりしないかな？

　そんな、いつにも増してキレが悪いことを考えながら、電車に揺られて移動中。

　学校の放課後、そこそこ人の乗っている車両の扉横に立ちながら窓の外に目を向ける。

　流れるように過ぎていく景色に重なるように、時折、窓に映る冴さえない眼鏡野郎がこちらを見ていた。

　……いやまあ、俺なんだけどね。







　乗っていた電車は、ほどなくして目的地へと到着した。

　森もり浜はま市・北区の中心街『観み瓶かめ坂ざか』。

　乗り換えのタイミングが良かったこともあり、ＣａｉｎカインのＳＮＳに貼られた集合場所のファミレスには、だいぶ早く到着してしまった。

　一番乗りかもしれないと扉を潜くぐり、店内を見回すと見知った顔を発見。

　少し広めのテーブル席に座り、開いたノートに黙々とペンを走らせていた男子高校生に近づくと、相手が顔を上げて、こちらを見た。

「誰だ、お前は！」

「……何回やれば気が済むんだよ。その挨拶」

「いやさ、灰空って眼鏡を掛けてると印象が全然違うから」

　コイツの名前は田た中なか。

　森浜市に住む、どこにでもある普通の高校に通う、どこにでもいそうな高校二年生だ。

　田た中なかの向かいのソファー席に腰を下ろすと、鞄かばんから取り出したケースに眼鏡をしまい、再び鞄の中に放り込む。

「前々から気になっていたんだが、その伊だ達てメガネにはなんの意味があるんだ？」

「お洒落しやれ」

「いや、どう考えても嘘うそだろ。その眼鏡ダサいし」

「ほう。人のセンスにケチを付けるほど田中がお洒落さんだったとは知らなかった」

「ごくごく平凡な俺でも分かるくらい似合ってないって言ってんだよ。別人に見えるくらい見た目マイナス補正が掛かっているというか、印象モブ化しているというか。そこまでくると、なんというか……変装？に近いだろ、それ」

「現代社会において、突出することなく周囲に溶け込むということは一種のステイタスなのだよ、田中くん」

「単なる学生が社会を語るな」

「実はだね、田中くん。ここだけの話だが、俺はただの学生ではない。何を隠そう世界の脅威と戦う能力に目覚めた学生なのだよ」

「奇遇だな、灰はい空ぞらくん。今まで黙っていたが、実は俺もお前とまったく同じなんだわ」

　そんないつものくだらないやりとりを終えたところで店員さんがやってきたので、ドリンクバーを注文。

　ドリンクサーバーで入れてきたアイスコーヒーを飲みながら窓の外に目を向ける。

「今日は天気が良くないから、テンションが上がらない」

「思ったことを口にせずにはいられないクラスの女子みたいなことを言うな」

「田中はさっきから何をやっているんだ？」

「見たら分かるだろ。宿題だよ、宿題。《偽ぎ世せ界かい》から戻ってきたら、いつも疲れてやる気にならないから先にやっているんだよ」

　そう言って、数学の教科書を見ながら、ノートにペンを走らせている。

「真面目な男だな、田中は」

「そういうお前はいいのか？　お前の高校は超有名進学校だし、宿題も多いんだろ？」

「気が向いたらやる。気が向かなきゃやらない」

　ぼーっとしながらそう答えると、田中が顔を上げた。

「……なあ、灰空ってやっぱりワルなの？」

「やっぱり、とは失礼な！　どこからどう見ても真面目人間にしか見えんだろうが！」

　再び眼鏡を掛けて猛アピールするが、どうやら田中には響かなかったらしい。

「本当に真面目な奴やつは、自分のことを真面目とは言わない」

「そりゃ、偏見だ。俺から言わせれば、真面目なヤツっていうのは自身で真面目を作れる人間のことだ。だから自おのずとアピールしているし、それがきちんとできている」

　再び眼鏡をしまう俺の意見に、田た中なかが渋い表情になる。

「相変わらずひねくれたモノの見方をしてるよな、灰はい空ぞらって。なら灰空自身も、その真面目クンってわけだ。そいつは立派だ。凄すごい凄い」

　そんな拍手のジェスチャー付きで、皮肉めいた言葉を口にする田中に向かって、ニヤリと笑ってみせる。

「へぇ、知らなかったよ。真面目って誉ほめ言葉だったんだな」

「そういうところがお前のことを真面目と思わない理由だよ」

「なるほど。納得できた」

　そして再びカリカリカリとノートに走るペンの音が響き始める。

「そういえばさ……」

「全員が集まるまでに宿題を終わらせたいからしばらく黙ってろ」

「あっそ」

「……ああもう、なんだ!?」

「そこの問３の問題。途中式が間違っている」

「そういうことはさっさと言え」

　どこにでもある普通のファミレス。放課後、高校の違う俺たち２人がこうして同じ席を座っているのを見て、周囲はどう思うのだろうか？

　同じ中学に通っていた元同級生？

　不正解。

　俺たちの共通点は、《偽ぎ世せ界かい》を認識できる《覚醒者》で、同じクランに所属。そして互いに別の奴やつらとチームを組み、自身がチームリーダーを務めている、というだけだ。

　田中とくだらないやり取りをしていると、俺たちとはまた違った制服を着た２人組が店内に入ってきた。

「お疲れ」

　そのままこちらにやってきた見知った顔に、簡単に手だけ上げて挨拶をする。

　厳いかつい方が郷ごう田だ。華きや奢しやな方は細ほそ田だ。俺や田中と高校が違う２人もまた《覚醒者》であり、田中のチームメンバーである。

「笹ささ宮みやさんは？」

　空いてる席に腰を下ろした郷田の質問に、田中が首を横に振る。

「まだ来ていない。……と思ったら、来たな」

　窓の外に視線を向けた田中につられてそちらを見ると、小柄な女の子が走ってくるのが見えた。彼女はそのままファミレスのドアベルを鳴らし、そそくさと俺たちのテーブルまでやってきた。

「すみません、遅くなりました！」

「いや、集合時間前だから、安心して」

　切らした息を整えながら頭を下げる女の子。どうやら彼女が、最近田た中なかのチームで面倒を見ている新人《覚醒者》の笹ささ宮みやさんであるようだ。

　そんな初々しい姿を見せる笹宮さんが、俺に気付き姿勢を正す。

「初めまして。新人の笹宮です。よろしくお願いします」

　きちんと頭を下げて挨拶する笹宮さん。どうやら随分と礼儀正しい子のようである。

「灰はい空ぞらです。よろしく」

　初対面の彼女に、低気圧不調をまったく匂わせないお得意の営業スマイル全開で挨拶を返すと、笹宮さんが何かに気付いたような表情を浮かべた。

「あなたが灰空さんですか。チームＡｓｈアツシユのお噂うわさは聞いています」

　途端に、自分の顔にあった作り笑いが下手になる。

「碌ろくな噂じゃないだろ？」

「いえ。実力は折り紙付き。私たちが所属するクラン『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』のケツモチだと」

　偽ぎ世せ界かい対策組織カリバーンが公式に認める５つの覚醒者クランの１つ──北区をナワバリとする『Ｂ．Ｅ．』。その中にあって、ウチのチームはそんな風に言われている。

「ケツモチの意味は知ってるの？」

「ピンと来なかったのでスマホで調べましたけど、要は組織が直面した厄介事を最終的に解決するだけの実力を持った最終兵器みたいな人たち、だと思いました」

「意味としては間違っていない。ただそれは世間一般の話であって、ウチのクランでは『誰もやらないことを仕方なくやらされる可哀かわいそうな連中の総称』だから覚えておくといい」

　そうにこやかに微笑ほほえんで見せると、笹宮さんの表情がぎこちなくなり、そのまま助けを求めるように隣の田中に目を向ける。

「灰空、あまり笹宮を困らせるな」

「でも事実だろ？」

「お前のひねくれた解釈が入った曲解だ」

「あの、田中さん。……私、失礼なことを聞いてしまったでしょうか？」

「ああ、全然気にしなくていいぞ、笹宮。灰空はひねくれ者なんだ。妙な軽口ばかり叩たたくから、灰空の言葉は話半分であしらうくらいでちょうどいいから」

　なんとも失礼な物言いではあるが、あながち間違ってもいないので反論は遠慮しておいてやることにする。

　そんな田中の忠告を聞いて、笹宮さんがムッとなる。

「灰空さん。差し出がましいとは思いますが、言葉には誠実さが必要だと思うので、あまりそういう皮肉めいた物言いはよろしくないのではと思います」

　きゅん♡

　その瞬間、俺の胸はトキめいた。というか、ちょっと感動してしまった。

　まさか真面目そうな女の子に面と向かってそんなことを言われる日が来るなんて思いもしなかったからだ。

　予想していなかった至極真っ当な正論パンチは、なんというか痛気持ちいい。

「田た中なかくん。彼女は逸材ですな」

「笹ささ宮みやに変なちょっかい出したら、本気で殴るからな」

　俺の高評価コメントに対して、両の目が思いっきり据わる田中はマジだった。流石さすがは真面目と誠実さを兼ね備えた男である。冗談が通じない。いや半分近く本気だったけど。

　そんなわけで、当初決められていた集合時間前に、テーブル席の向こう側には田中率いるチームＴの４人が全員集合。

　対して、反対側に座っているのは俺１人だけ。

　バランスが悪いな。これって何かの圧迫面接だったっけ？

「灰はい空ぞら、そっちのチームメンバーは？」

「さあな。とりあえず献こんならその辺にいるんじゃないか？」

「呼びましたか、瑠る宇うクン」

「うおっ、びっくりした！」

　突然の背後からの声に、思わずソファーの上でビクリと跳ねてしまった。振り返るとそこには、ウチのチームメンバーである狛こま芽め献がいつの間にか立っていた。

　音も気配もなく、突然姿を現した献の登場に、田中たちもただただ驚いている。

　教室の片隅で１人本を読んでいそうな大人しめの眼鏡女子。優しい笑みから、どこかほわほわした雰囲気が溢あふれている。

　それが外見のみから読み取れる狛芽献という彼女の印象である。

「えっと、狛芽さん。今来たの？」

　ぎこちない笑みで尋ねる田中に、献が微笑ほほえむ。

「いいえ。瑠宇クンとほとんど一緒にお店に入りましたよ」

　ここからだと、ちょうど衝つい立たてで見えない辺りにある席を指差す、献。

「ぜ、全然気づかなかったよ」

「得意なんです。潜むことが」

「というか、なんでこっちに合流しなかったの？」

　田中のもっともな質問に、献は変わらぬペースで愛らしく微笑む。

「そういう性分なので」

　それってどういう性分？　と田中たちの顔にありありと書いてある。

「えっと……こちらの方もチームＡｓｈアツシユの方なんですか？」

　ニコニコ笑っている献に戸惑う笹宮さんが、俺に尋ねてくる。

　さて、なんと誤ご魔ま化かしたものか？

「そいつは狛こま芽め献こん。うちのチームメンバーで……なんというか……そう、『忍び』だ」

「し、忍び？」

「そう忍者。いや、女性だからくのいちだな。彼女は訳があって、俺に仕えていて、いつも俺から一定の距離を保った場所に隠れていて……」

「全然違いますよ。私、瑠る宇うクンのストーカーなんです」

　今後の人間関係を円滑に進めることを目的とした俺のオブラートなフォローを、エグイ真実というバットで遥はるか彼方かなたに打ぶち飛とばしてみせる献。

　そして当然のように笹ささ宮みやさんの表情が凍り付く。

「す……えっ？」

「ストーカーです。ストーカー」

　常々思うのだが、なぜ献は背景に花が見えそうな可愛かわいい笑顔で、こんなエキセントリックな言葉を平然と吐けるのだろう？

「よろしくお願いしますね、笹宮さん」

　献に笑顔で握手を求められ、笹宮さんはぎこちない笑顔で手を取る。

「ああ、最初に言っておきますけど瑠宇クンに近づかない方がいいですよ」

　それって、なんの釘くぎ刺し？
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「あっ、それは大丈夫です。私、灰はい空ぞらさんのことはあまり好きになれそうにないので」

　そしてまさかの返し。これには「笹ささ宮みやさんとは仲良くなれそうです」と献こんの表情に花が咲く。

「あの……狛こま芽めさん、とりあえず座ったら？」

　立ったままの献を見かねた田た中なかがそういうと、献がこちらを見た。

「座ってもいいですか、瑠る宇うクン？」

「好きにしろ」

「では私はどこに座ればいいですか？」

　俺と献との取り決めで、俺の承諾がなければ、献は必要以上に俺に近づけないことになっている。

「俺の隣でいいから」

「はい分かりました。そうします」

　献は嬉うれしそうに俺の隣に腰を下ろす。そしてピッタリと触れ合うように密着してくる。

「近すぎるだろ。ソファー席でゆとりがあるんだから、スペースを有効に使え」

「でも瑠宇クンの隣はここなので」

「分かった。じゃあ言い直す。俺から少し離れて座れ」

「嫌です」

　拒否られた。

「おや、どうしましたか、瑠宇クン。苦く悶もんの表情を浮かべながら額に手を当てて？　低気圧不調が悪化して頭痛も出てきましたか？」

「久しぶりにお近づきになりたい子と出会えたのに、仲良くなる目がなくなって残念に思っているだけだ」

「大丈夫ですよ。心配しなくても遅かれ早かれ、ひねくれ者の瑠宇クンが嫌われるのは分かりきったことじゃないですか」

「少なくとも嫌われるまでは俺が楽しい思いをできるはずだった」

「うふふ。私は瑠宇クンの、そんなひねくれキモイところにも好感を持っていますよ」

「いっそ好きじゃなくなってくれるとありがたいんだがな」

「それはなかなか難しい相談ですね。善処のしようもありません」

　ああ言えばこう言うを繰り返す俺たちのやり取りを見ていた笹宮さんが隣を見る。

「……あの、田中さん」

「深く考えなくていい。チームＡｓｈアツシユはこういうヤツらだとだけ覚えておけばいい」

　真っ当な判断である。

「それじゃあ田中。さっそくミーティングを始めてくれ」

　俺が話を進めようとしたところで、笹宮さんがまたきょとんとする。

「あの……確かチームＡｓｈアツシユはもう１人いらっしゃるはずでは？」

　おっしゃる通り、ウチのチームは俺と献こん以外にもう１人いる。

「お気になさらずに、笹ささ宮みやさん。そいつは極度の遅刻魔でね。最初から来ないモノとして考えるのが精神衛生上よろしいヤツなんだ」

　そんな俺の雑な仲間紹介に、笹宮さんは三度田た中なかを見る。

　新人覚醒者の無言の訴えに対する田中の答えはシンプルだった。

「俺もそれなりに《覚醒者》をやっていて気付いたことがある。《覚醒者》に性格は関係ない」

　田中の断言には、心の中で拍手を送っておく。

　まさにその通りであるからだ。

「……覚えておきます」

「とはいえ、そのうち分かるよ。なんで灰はい空ぞらたちがウチのクランのケツモチって言われているのか、その理由が」

　某ファミレスチェーン店にて、クラン『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』所属のチームＴとチームＡｓｈの和気あいあいとした顔合わせを経へて、いよいよ２チーム合同による『偽ぎ世せ界かい消滅作戦』のミーティングが始まろうとしていた。





　　　２．共同作戦　と　モラルについて






　全員がドリンクバーを注文し、各々飲み物を取ってきたところで田中が口を開く。

「今日は新人の笹宮がいるから、少し丁寧に状況と経緯の確認をさせてもらう。灰空、昨日電話で話した内容の復唱になるが、面倒くさがらずに付き合ってくれ」

「そうやって俺の株をいちいち落とそうとするな。分かってるからさっさと続けろ」

　俺の返事に満足したらしい田中がテーブルの面々を見回す。

「今回の対象は、現在俺たちチームＴが担当している偽世界事件。その攻略のバックアップをチームＡｓｈに要請した形になる」

　田中がスマホを取り出し、覚醒者専用アプリＣａｉｎカインを起動。同じテーブルに座る俺たちもまた、当然といった手つきで自身のスマホを片手に、それに倣う。

　これは偽世界対策組織カリバーンによって開発されたアプリなのだが、俺たち《覚醒者》とって便利な機能が多く、使い勝手もとてもよい。

　アプリ内の項目にある『ＭＡＰ』をタップすることで森もり浜はま市全体の地図が映し出される。

　地図上には幾つかの赤いマークが付いており、これ全てが現在、森浜市で確認されている《偽世界》の入口となる『穴』の場所を示している。

　ＭＡＰにある森浜市北区をズームすると、当該地区の偽世界事件一覧が表示。その中の１つ、このファミレスからほど近い場所で発生している偽ぎ世せ界かい事件があり、担当チーム名に田た中なかたちチームＴの名前があった。

「その《偽世界》はどんな感じだ？」

「基本的には、よくある《偽世界》って感じかな。発生から推定４日。まだ目に見えた『変質』も起きていない」

「だけど、俺たちに協力を要請したってことは何か気になることがあると」

　俺の指摘に田中が頷うなずく。

「《偽世界》を徘はい徊かいする《偽ぎじ獣ゆう》の数が他に比べてだいぶ多いと感じている。これは俺だけじゃなく郷ごう田だ、細ほそ田だともに同じ意見だ」

《偽世界》とは、森もり浜はま市の裏側にある《虚無》と呼ばれる特殊な空間の中に数多あまた生み出された偽りの世界。それら一つ一つの情景はバラバラで、その中を徘徊する《偽獣》たちにすら統一性がなく個性や特徴がある。

　つまり、その《偽世界》がどんな様相なのかというのは、実際に『穴』を通って向こう側へ行ってみなければ何も分からないということだ。

「要はクランから割り振られた偽世界事件でハズレを引いたってことだろ？」

「そのひねくれた物言いには語弊がある。こんなのよくあることだし、各チームで十分に対応できる範はん疇ちゆうだ」

「だが今回は少しばかりタイミングが悪かった、と？」

　田中は頷き、隣の笹ささ宮みやさんを見る。

「笹宮はまだ《覚醒者》になって日が浅い。しかもこれが初めての偽世界事件だ。だが持ち前のやる気で頑張ってくれたおかげで、この２日間の調査で被害者が囚とらわれている『繭』の場所は特定できた。あとは被害者を救出し、現実世界こちらがわに連れ出すことができれば、俺たちの担当している《偽世界》を消滅させることができる」

「だが言うまでもなく、その被害者を救出する段階が最も危険が伴う場面だ」

　俺の言葉に田中が頷く。

「そこでチームＡｓｈアツシユにバックアップを依頼させてもらった、というわけだ」

「話は分かったが、そもそもの話、今回は大事を取って笹宮さんに留守番させて、田中たち３人だけで事に当たるというのもアリだったんじゃないか？」

「今回のような状況は普通にありえるケースだ。《覚醒者》としてやっていくなら、いちいち回避していたら成長できない。むしろ難しい偽世界事件でも、他のチームと連携することで対応できるという体験を笹宮にさせたかった」

　昨日も聞いた話だが、田中の育成プランはしっかりしている。

　さらに田中はこう付け加えた。

「笹宮は《覚醒者》の活動に意欲的だ。その気持ちを汲くんで俺もできる限りのことをしたいと考えている」

　熱く語る田た中なか。心なしか、隣に座る笹ささ宮みやさんが少し恥ずかしそうだ。

「それで？　数あるチームの中で、わざわざウチのチームを指名した理由はなんだ？」

「理由はいろいろとあるが、とりあえずウチのクランの中でまず頼るべきはチームＡｓｈアツシユということを笹宮に教えたかった」

　他のチームに頼むと面倒なことになる場合が多いから、という風に考えているのは田中の表情を見ただけで伝わってくる。

「余計なことを新人に教えようとするな。癖になったらどうする？」

「戦力的にもとても頼りになる。《覚醒者》としてクラン内でも有数の実力者である狛こま芽めさんと妃ひい泉ずみさんがいるのが大きいな」

「瑠る宇うクン、瑠宇クン。私褒められてしまいました」

「いちいち報告しなくても聞こえている」

　と、ここで俺たちの話を聞いていた笹宮さんが田中に尋ねる。

「あの、灰はい空ぞらさんは違うんですか？」

　この質問に田中の視線が泳ぎ始める。

「その……灰空の場合、《覚醒者》としての実力的な意味での評価がちょっと難しいんだが……まあそれはそれとして、一見すればひねくれ野郎だが、実はとてもいい奴やつなんだ！　なんだかんだ言って、いつも協力してくれるしな！」

　必死に取り繕う田中の言葉がただの慰めにしか聞こえない。実際、それを聞いた笹宮さんの俺を見る目が心なしか優しくなった気がする。

「あとこれが一番の理由だ。今回笹宮のフォロー役には灰空が適任だと思ったからだ」

「言っておくが、俺はいつも通りにしかやらないぞ」

「そのいつも通りを頼みたいんだ」

　変わらぬ田中の笑顔に、ため息を吐つく。

「引き受けたからには、やることはきっちりやるが、それ以上のことは期待するなよ」

「それでも助かるよ」

「それにしても相変わらず田中は隠さないよな。本人を前にしても開けっ広げに言うし」

　はっきり言って今回の問ネ題ツ点クは新人の笹宮さんの存在だ。そんな彼女を前に田中は自身の考えを隠さず晒さらしている。

「チームメンバーとは認識もリスクもきちんと共有しておきたい。そうやって助け合いながらチーム全体で問題に当たる。それがウチのチームのモットーだからな」

　こと《覚醒者》という立場において、チームリーダーである田中は仲間に隠し事はしない。その誠実さがあるからこそ、メンバーは田中を信じ協力するし、俺も田中を疑わない。

　それこそがチームＴの一体感の理由であり、強みだと思っている。

　ではなぜそんな田た中なかが、全クランの中で最も素行に問題アリの集団と言われるクラン『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』に所属しているのかだが、それについては今は触れないでおく。

「ああ、そうそう最後にもう１つ。灰はい空ぞら、報酬については、いつも通りチーム報酬を両チームで折半する形で問題ないか？」

　チーム報酬とは、カリバーンから支給される報酬の１つであり、偽ぎ世せ界かい事件を解決した担当チームに支払われる金銭のことだ。

　分配方法は一任され、明確なルールは存在しないが、だいたいどこのチームでも参加人数で割って済ませている。ちなみにチーム報酬１回の金額については、四等分しても高校生が普通に１ヶ月バイトして稼ぐよりはお高いくらいになっている。

「すでに被害者が囚とらわれている場所も特定してくれてるんだろ？　救出の手助け１回でチーム報酬の半分が貰もらえるなら断る理由はない」

　こちらからすれば、正直オイシイ話である。

　田中としても報酬が目減りすることになっても、笹ささ宮みやさんを万全にケアしたいのだろう。こういう場面でケチケチしない判断ができるのも、田中を評価できるところである。

「あの、ちょっといいでしょうか」

　しかし、そんな俺の内心評価とは異なり、どうにも今のやり取りが気に入らないらしい人物がいたようだ。

　誰あろう笹宮さんである。

「これから人助けしに行くのにお金の話をするのはどうなんでしょうか？」

　不機嫌そうな笹宮さん。どうやら彼女が気に入らなかったのは『モラル』であるようだ。

　これには田中も困った表情を浮かべ「さてどう言ったものか」と悩んでいる様子。

「でも報酬の話は仕事の前にしておかないと、後で揉もめたら困るだろ？」

　だからさっさと確信を突いてやると、田中が目を見開き、笹宮さんの表情が険しくなる。

「仕事？　私たちがやっていることが報酬目当ての仕事だと、そう言いたいわけですか？」

「間違ってる？」

「私はそんなつもりでやってはいません」

　はっきり断言する笹宮さん。それだけで彼女がここにいる理由を察することができる。

　ある日突然、《偽世界》を認知できるようになった彼女は、カリバーンの要請を受けて《覚醒者》として戦うことを決意した。

　おそらくその理由は純粋に善意のみ。人を助けるためだけに《覚醒者》を始めたのだ。

　故に彼女からすると、その行動から『報酬』が発生すること自体が気に入らない。

　断言するが彼女の行動は素晴らしい。彼女が抱いているのはまさに『正義の心』である。それは誇れることだし褒められるべきことだ。

　彼女はさぞ素敵な環境で育ってきたに違いないというのは、その人柄からも窺うかがえる。

　だからこそ俺から言わせると性質が悪い。

　どうやら田た中なかのヤツは、なかなかに難しい子を受け持つことになったようである。

　とはいえ、彼女の抱くソレは、俺から言わせれば非常に可愛かわいいモノだ。

　そう思ったからこそ、自然と右の首元に手が伸びた。

「笹ささ宮みやさんは、なんで《覚醒者》やっているの？」

「それはもちろん、私たちにしか被害者を助けられないからです」

「その思いは俺や田中たちも同じだ。この森もり浜はま市で起こっている脅威に誰も気付けてはいない。だからこそ、気付いてしまった俺たちがどうにかしなきゃいけないと戦っている」

　俺の言葉に同意するように笹宮さんが「そうです」と頷うなずく。

「でもさ。お金も欲しいんだよね、俺」

　ヘラヘラ笑う俺を見て、笹宮さんがさらに怒りを露あらわにする。

「お金欲しさに、人助けしているってことですか？　最低ですね」

　その蔑むような視線も悪くない。逆にこちらの加虐癖が擽くすぐられる。

「お金があったら色々と楽じゃない？」

「お金より優先すべきことはあります！」

「でもさ。お金がないと生きていけないし、学校にも行けないじゃん」

　途端に、笹宮さんの表情に戸惑いの色が入る。

「な、なんでそういう話になるんですか？」

「だってウチ、家庭の事情で俺がバイトしないと生活が回らないから」

　笹宮さんは口を噤つぐんでしまった。たったそれだけで、彼女はもう何も言えなくなってしまった。

「俺、笹宮さんと同じで人助けしたいんだ。自分たちにしかできないなら尚なお更さら。でも俺は金を稼がないと生きていけない。なら俺は人助けとバイト、どっちを優先すべきかな？」

「そ、それは……」

「〝人助けは義務ではない、権利である〟という考え方についてどう思う？『人助けとは、自身を犠牲にしてまで強要されるべき行いではない。むしろそれは持てる者が矜きよ持うじすることを許された権利である』という意味だ。『ノブレス・オブリージュ』なんてカッコイイ響きの言葉も世の中にはある。だけど俺はこういうのには否定的だ。傲慢だと思わない？」

「それは……思います」

「でも残念ながら事実でもある。俺は自分を犠牲にしてまで誰かを助けることができない。貧しいからという理由で自分の志を貫けない。……そんな持たざる俺は、持てる笹宮さんからすると惨めな存在なのかな？」

「そんな！　そんなことは……」

「というわけで、俺としては人助けをしながら報酬が貰もらえると大助かりなんだけど、そんな俺の境遇を知って、俺のような人間がいると知っても、笹ささ宮みやさんは同じようなことを言うの？　金のために人助けをすることは愚かしいって？」

「……」

　俺の言葉に、その場にいる誰もがあえて口を挟まない。

　俺の真意が分かったからこそ田た中なかも郷ごう田だも細ほそ田だも何も言わずに、俺の話を聞いてる。

　だからこそ、意気消沈している笹宮さんに俺はこう締めくくった。

「まあ、全部冗談なんだけどね♪」

　笹宮さんの目が点になった。

「……えっ、冗談？」

「うん。単なる冗談。全部嘘うそだから」

「嘘なんですか！」

「いや、その言葉が嘘で、実は本当なのかもしれない」

「嘘です！　絶対に嘘です！」

　人のことを指差す、お行儀の悪い笹宮さん。

「まあ俺の言葉が嘘でも本当でも、そんなことはどうでもいい。話の本質はそこじゃない」

「なら、いったい何なんですか！」

「報酬について否定的な意見を持つのは笹宮さんの自由だ。だけどさっき並べた言葉だけで笹宮さんの考えは揺らいだ。気持ち的に俺が金銭に執着するのが悪いことだと判断できなくなったからだ」

「それは……灰はい空ぞらさんが、あんなズルい言い方をするからです！」

「そうだよ。そんなズルい言い方をされた程度で揺らいだんだ。つまりキミが俺たちに向けて主張したのは、単に聞こえがいいだけの戯たわ言ごとで、そこにはキミ自身の覚悟も信念も伴っていなかったということになる」

「っ！」

「なにを信じるかは本人の自由だ。同時になにを選ぶのかも他人の自由だ。それがキミの常識だったのかもしれないが、俺たちに押し付けるにはあまりにも程度が低い。逆に言わせてもらうが、その程度にしか信じられないのであれば、キミにとってもその発想は大したことがないからさっさと捨てた方がいい」

　そんな俺の言いぐさに、笹宮さんが俯うつむき微かすかに震えている。気のせいか少し涙ぐんでいるようにも見える。

　──そして俺の頬ほおに、献こんの指が「ぐにっ」と突き刺さった。

「瑠る宇うクン。やりすぎですよ」

　向かいの席でも笹宮さんの頭に田中が優しく手を乗せる。

「灰空、そろそろ勘弁してやってくれ」

「おいおい２人とも。誤解を生むような発言はよしてくれ。これじゃまるで俺が笹ささ宮みやさんをイジメているみたいじゃないか」

「そうじゃないことはここにいる俺たち皆が分かっているから、これくらいで勘弁してやってくれ」

　そして田た中なかは笹宮さんを見る。

「なあ笹宮。灰はい空ぞらが口にした意見は、俺も間違っていないと思っている。……いや、常識捨てろとか、そういう灰空のひねくれ部分じゃないぞ！　報酬が悪いという発想は違うんじゃないか、ってところな！」

「田中さん……」

「笹宮もそうだったと思うけど、俺たちはどうして《覚醒者》になったのか分からない。もしかして神様みたいなヤツがいて、そいつに選ばれたのかもしれないけど、俺たちはそれぞれ、それまでの日常を抱えている。それでもこうして集まっているのは、《覚醒者》として自分たちにしかできないことをやろうって気持ちがあるからだと思うんだ」

「……」

「実際の話、灰空が言ったみたいに報酬があるから《覚醒者》の活動に参加するヤツもいる。そういう連中のことまで認めろとは言わない。ただ誰かを助けるという同じ目的のために戦っているのは確かだから、そこは折り合いを付けてくれると嬉うれしい」

　そして、田中は優しい笑みを浮かべながら、こう締めくくった。

「俺たち《覚醒者》は、１人だったらきっと誰も助けられないと思うから」

　その言葉を聞いて、しゅんとした笹宮さんが頭を下げる。

「……すみません。出しゃばったことを言いました。私の言葉は忘れてください」

「笹宮さんは、俺と違って田中の言葉だけは随分と素直に聞くんだな」

　そう軽口を叩たたいたら、笑みを浮かべる献こんの指先がまた頬ほおにめり込んだ。

「瑠る宇うクン」

「はいはい、分かりました。もう止やめますよ。というか、こんなどうでもいいお喋しやべりで無駄な時間を使ってないで、さっさと被害者を救出しに行こうぜ」

「灰空が言うのかよ、それ」

「会計は田中持ちな」

「ああ分かったよ」

　そうして急せかす俺に追い立てられるように全員が席を立つ。

　郷ごう田だと細ほそ田だに連れられ、笹宮さんが先に店を出る中、田中の視線を感じた。

「どうした、田中？」

「その……なんというか……」

「今回の仕切りのヤツがこんなところでもたもたしてないで、さっさと案内しろ。俺の時給単価を下げるな」

　田た中なかもそれ以上は何も言わず、店の前で待っていた笹ささ宮みやさんたちと共に歩き出す。

　先導する田中たちから距離を置いて歩く俺の隣に、ニコニコしている献こんが並んでくる。

「なんだよ？」

「さっきは随分と面白いことを言ってましたね。《覚醒者》として戦う理由は、『自分たちにしか助けられない被害者のため』と『お金のため』でしたっけ？　いったい、いつから趣旨替えしたんですか？」

「ほんの10分前だ。何か問題あるか？」

「いいえ別に。……でもそういえば、私たちの周りにも、そんな理由で《覚醒者》をやっていた人がいたなと思って」

　献が少し前を歩くそいつを見た。

「田中さんがそうですよね。家庭の事情でアルバイトをしないといけない。でも自分なら助けられるかもしれない誰かを放っておけるような人でもない」

「そうだったっけ？　忘れたな」

　そんな田中は、本質的には同じ正義の心を持っている女の子と歩いている。

「私の勝手な見解になりますが、田中くんと笹宮さんはお似合いの師弟関係な気がしています。田中くんは笹宮さんの純粋な思いを後押ししたいと尽力し、笹宮さんもそんな田中くんのことを信頼している」

「俺の知ったこっちゃないけどな」

　そう言ったら献がクスクスと笑った。

「瑠る宇うクンも私と同じように考えていたんだと思いました。だから先を見越して、今後２人が衝突する可能性がある報酬の価値観について、あえて嫌われ役を演じたんだと思いましたけど、違いましたか？」

「さて、どうだろうな」

「あっ、でも途中でＳっ気に火が付いていましたよね？　瑠宇クンはちょっと生意気な女の子を屈服させるのが大好きですから」

「全部言いがかりだー。特に最後のは絶対に違うぞー」

　そんな俺の必死の棒読み抗議を無視する献が、俺の顔を覗のぞき込こんでくる。

「ところで瑠宇クンは、私の特技を知っていますか？」

「さあなんでしょう？」

「瑠宇クンのことなら全て知っていることです」

「やめて、それを特技と言い張るのは、やめて。無駄に恐ろしいから」

「まあ、こんなのは序の口ですが」

「それが序の口であるのなら、それ以上は聞きたくない。ＳＡＮ値が下がるから」

「それに付随して、私だけの特殊技能スペシヤリテイが存在します」

　口元に人差し指を当てみせる献こん。

「カッコイイじゃん。興味ないけど」

「私は唯一、瑠る宇うクンのひねくれを完璧に看破することができます」

「……」

「まあ瑠宇クンの特殊技能に比べたら些さ細さいなモノですけどね」

　献は誰かの真似をするようにトントンと自分の右の首元に触れながら、愛らしいと思える微笑ほほえみを浮かべた。

　そう言って、どこか嬉うれしそうに隣を歩く献について考える。

　こういう存在をなんていうんだっけ？

　ああそうそう、天敵ストーカーだ。





　　　３．《偽装》　と　《警戒音サイレン》






「このビルだ」

　田た中なかの先導で俺たち６人がやってきた場所は、ファミレスからしばらく歩いた場所にある10階建ての商業ビル。

　他の客に紛れ、勝手知ったるといわんばかりに中を進んでいく田中たちは、エレベーター前を素通りし、防火扉を開けて誰もいない非常階段を上り始める。

　そして少し上った２階と３階の途中に、ポツンと見慣れたモノを発見する。

「なるほど、いかにもって場所だな」

　それは俺たち《覚醒者》にしか見えない、空間に出来た割れ目。

　カリバーン曰いわく、それは俺たちが住む『表側』の現実世界と、『裏側』にある《虚無》と呼ばれる特殊な空間との『境界』に出来た《綻び》なのだそうだ。

《綻び》──俺たち第三世代覚醒者たちが『穴』と呼ぶそれは、《偽ぎ世せ界かい》への入口であると同時に〝誰かがこの場所であちら側へと誘い込まれた痕跡〟でもある。

　ここで誰がいなくなったのかは分からない。

　ただ分かっているのは、この『穴』の向こう側には、〝いなくなった被害者を使って作り出された《偽世界》がある〟ということだけ。

「笹ささ宮みや。カリバーンに偽世界侵入の申請を頼む」

「はい！」

　田中の言葉に従い、笹宮さんがスマホのＣａｉｎカインを起動し、操作を始める。

　俺たち第三世代覚醒者たちは《偽世界》に侵入する際と現実世界に帰還した際にＣａｉｎを通してカリバーンに報告するというルールがある。

　理由はいたってシンプル。《偽ぎ世せ界かい》は圏外でスマホが使えないからだ。つまり《偽世界》へ渡っている間に向こうで何かあったとしても、現実世界にそれを伝える術すべがない。

　俺たちの《覚醒者》としての行動に関して基本的には干渉しないスタンスのカリバーンからも、万が一の場合のケアのためにもこの手順だけは厳守してほしいと通達されている。

「申請完了しました」

　笹ささ宮みやさんの言葉に田た中なかが頷うなずき、俺たちを見回す。

「それじゃ行こうか」

　あとはいつも通りである。

《偽世界》の入口である『穴』に手を伸ばし──







　──気付けば、俺たちは《偽世界》の中に立っていた。

「……また随分と変な場所に出たな」

　そこは畳が敷かれた広い和室の中。

　開けた襖ふすまの向こうには、奥には小さな池付きの中庭まで見える。

　どうやらここは、それなりの大きさのある日本家屋であるようだ。

　中庭の縁側へと出て、屋敷を囲む塀の向こう側に目を向ける。

「なるほど。今回はこんな感じか」

　そこに広がるのは現実世界にあるような普通の街並み。ただし人の気配がまったくなく、静寂だけが漂っている。

「いつも不思議ですが、《偽世界》の情景というのはどうやって決まるんでしょうね？」

　隣に立つ献こんが言うように、《偽世界》の在り方は毎回違い、俺たち《覚醒者》の間でも様々な憶測が飛び交っている。

　ランダム生成？　《偽ぎじ獣ゆう》たちの趣味嗜し好こう？　この《偽世界》を生み出す人柱となっている被害者の影響？　などなど。

　だが結局のところ、俺たちは本当のことを何も知らない。

　そんな事を考えていると、田中が口を開く。

「まずは予定通り『繭』がある場所へと向かう」

「それで？　この《偽世界》の『繭』はどこにあったんだ？」

「ここから東に２キロほどいった場所にある一軒家の２階だ」

「そりゃまた分かり辛づらい場所に隠されていたもんだ」

「基本的には普段と変わらず《偽獣》たちとは極力戦わない方針でいく。……ちなみに、その理由はなんだ、笹宮？」

　師匠役の田中の質問に新人の笹宮さんの背筋が伸びる。

「私たちの目的は、あくまで被害者の救出だからです。いくら倒しても際限なく現れる《偽ぎじ獣ゆう》との戦闘は、その妨げにしかなりません。私たちがこの《偽ぎ世せ界かい》に侵入したことを悟られるのは避け、可能な限り隠密行動スニーキングに徹するのが理想的です」

《偽世界》において《偽獣》と戦うメリットはない。

　よくあるゲームと違って、倒すことでお金や素材が手にはいるわけでもなければ、経験値が手に入ってレベルが上がる、なんてこともない。

　勘付かれると襲われて、さらに騒がれると他の《偽獣》たちも寄ってくるので、ただただ面倒なことになるだけだ。

　笹ささ宮みやさんの答えに、田た中なかは満足そうに頷うなずきつつも、俺と献こんに向かってこう続ける。

「だが先に言った通り、この《偽世界》は他と比べて《偽獣》の数がかなり多い。現に過去２日の調査でも不意の遭遇から戦闘が発生し《偽獣》たちの活性化に繋つながった。今日は繭に到着するまでは極力そういうのは避けたいと考えている」

「それなら、少しはお役に立てるかもしれませんね」

　献がそう微笑ほほえむのを見て「きょとん」となる笹宮さんに「献の主な役割は、単独行動による物見と狙撃銃スナイパーライフルによる長距離射撃だから」とさりげなく解説を入れつつ、田中を見る。

「俺は笹宮さんのフォロー役として田中たちに随伴だな。仕切りはどうする？」

「こっちは普段通りやらせてもらうから、灰はい空ぞらたちも適当に合わせてくれ」

「了解」

「よし、《偽装》を展開しろ」

　田中の声掛けにチームＴのメンバーが頷き、各自がそれぞれ集中する。

　すると田中たちの体に紋様が浮かび上がり、直後、各自の手に武器が現れる。

　田中は鞘さやに収まった刃渡りの長い大た刀ち。郷ごう田だは肩に担げるほど巨大な大おお槌つち。細ほそ田だはサブマシンガン。

　少し心配だった笹宮さんも、難なく《偽装》を展開。笹宮さんは田中と同じ大刀だった。

　──《偽装》。

　それは《覚醒者》となった者が獲得する能力の１つ。

《覚醒者》が《偽獣》たちと戦うための武器の総称として使われているが、厳密には『覚醒者が偽世界内で自身のイメージを具現化できる能力』である。

《覚醒者》たちがそれぞれ持つ武器は、《覚醒者》自身が《偽獣》と戦い倒すイメージを具現化させた、いわば象シン徴ボル。

《偽装》を出現させることで、《覚醒者》は超人的な力を発揮することができるようになる。まあ簡単に言ってしまえば、変身ヒーローや魔法少女の変身アイテムと一緒である。

　そんな《偽装》を展開し終えた田中が、何かに気づいたようにキョロキョロし始める。

「あれ？　狛こま芽めさんは？」

「もう行ったよ」

　先ほどまで俺の隣にいた献こんはすでにいなくなっている。それこそ文字通り音もなく。

「相変わらずだな、狛こま芽めさん」

「何かあれば連絡は取れるし、向こうも何か言ってくるだろう」

　そう言いながら、自身の片耳に装着済みの通信機イヤフオンを指で叩たたく。

　カリバーンから支給される特別製の通信機で、スマホは圏外の《偽ぎ世せ界かい》においても、ある程度離れた距離にいる仲間と難なくやり取りができる無線機のような代物だ。

「それじゃ、俺たちも出発しよう」

　田た中なかの言葉にチームＴの面々が頷うなずいた。

　現実世界へ通じる『穴』がある屋敷を出た俺たち５人は、目的地に向かって移動を開始。

《偽装》を展開中の《覚醒者》は身体能力が向上している。

　それこそ、やろうと思えば建物の屋根伝いに進み、目的地まで一直線に向かう、なんてこともできるが、当然《偽ぎじ獣ゆう》にバレるリスクが発生するため、今回の住宅街のような建物の密集した中では隠れながら道を進んでいくのが順当だ。

　先頭は田中、続いて笹ささ宮みやさんと俺、後方に郷ごう田だと細ほそ田だの順で小走りに進んでいく。

「ストップ。この先に《偽獣》の群れがいる。迂う回かいしよう」

　前を進む田中が足を止め、後ろにいる俺たちに指示を出す。

《偽装》による身体能力の向上に合わせ、感覚器官もある程度強化されているので、周囲の気配に対しては普段よりも察知しやすくなっている。

　事前調査によって目的地までの道順を把握している田中の道案内は的確だ。

『瑠る宇うクン、そのまま進むと移動中の《偽獣》と遭遇するので隠れてください』

　合わせて、近くの高台から周囲の物見をする献からの情報も飛んでくる。

　おかげで進行速度は遅いものの、確実に《偽獣》をやり過ごすことに成功している。

　この状況、俺たちとしては慣れたものだが、ただ１人だけ必要以上に緊張している子がいるようだ。

「大丈夫、笹宮さん？」

「大丈夫です。というか話し掛けないでください。《偽獣》にバレます」

　緊張した面持ちの笹宮さんに話し掛けるもすげなくあしらわれてしまった。どうやらファミレスの一件で笹宮さんの俺に対する好感度は著しく低いようである。話しかけてくるなオーラが半端ない。

「笹宮さんの《偽装》って、やっぱり田中を参考にしたの？」

　そんな雰囲気に関係なく話しかける俺に対し、どこか呆あきれた様子の笹宮さんは、自分の腰に下げた大た刀ちと、前を歩く田中の大刀を見比べる。

「最初は上う手まく出せなかったんですけど、田中さんの戦う姿を見てどうにか作れるようになったんです」

《覚醒者》になりたての新人が、自分の《偽装》を作り出すのに苦労するのはよくある話。

　理由は明確で「《偽ぎじ獣ゆう》を倒す武器を出せ」と言われてもピンとこないからだ。

　それはどういったモノで、どのようにイメージすればいいのか分からない。

　そこで有効になってくるのが『模倣』である。

　実際にその目で、《偽装》を手に戦う他の《覚醒者》を見ることで、そのイメージを自分の中に落とし込む。

　凶悪な《偽獣》を前にして物もの怖おじしない強い姿。普通の人間ではありえない超人的な動き。達人のような巧みな武器捌さばき。なにより化け物にトドメを刺す強力な武器の存在。

　目の当たりにした《覚醒者》の姿から、戦う自分の姿をイメージし《偽装》を生み出す。

　そういった理由もあって、新人覚醒者には師匠役が付き、そんな新人の武器は師匠役と同じになる傾向が高い。

　確かに最初はコツがいる。でもイメージさえ掴つかめば、どんな人間でも一瞬にして化け物を圧倒する強力な戦士になれる。

　それが《偽装》の優れた点の１つであることは間違いない。

「そういう灰はい空ぞらさんはずっと手ぶらですけど、《偽装》を出さないんですか？」

　笹ささ宮みやさんが逆に尋ねてくる。

「何か問題ある？」

「《偽装》を出さないと私たち《覚醒者》は強くなれませんし、そのままだと危険では？」

《覚醒者》は《覚醒者》だから強いのではない。《偽ぎ世せ界かい》において《偽装》という能力を扱えるから強いのだ。

「心配してもらって申し訳ないけど、俺の《偽装》ならもう出しているんだよね」

「えっ！　どれですか!?」

「これだよ」

　そう言って両手を翳かざしてみせる。

「……その黒いグローブですか？」

「うん」

　そんな俺の両手を見て、戸惑い気味の笹宮さんが聞いてくる。

「その……殴るんですか、《偽獣》を？」

「まあ似たようなものかな」

「それ……いいんですか？」

「なにかまずい？」

「いや、その……普通の武器に比べて倒し辛づらそうというか、どうやって倒すか私にはイメージできないというか……」

　困惑といった表情の笹ささ宮みやさん。

「それ結構重要だよ。イメージできない感覚の不一致は、《偽装》において重視すべきポイントだ。そういった要素を感じたら『自分には合わない、できないこと』と割り切って選択肢から除外した方がいい」

「……そう言われると、何か悔しいです。意地でもやりたくなるような……」

　真面目な笹宮さんらしい。その気持ちも分からなくはない。

「『苦手を克服』って言葉があるけど、あれもモノによると俺は思ってる。あれって要は『自分の感性を優先して、合わない選択肢を除外する』のではなく、『合わない選択肢に固執して、無む理り矢や理り自分を作り変える』ってことだから」

　そんな俺の言葉を聞いて、笹宮さんが「なるほど」と呟つぶやく。

「……灰はい空ぞらさんって面白い発想をお持ちなんですね。ちょっとだけ感心しました」

「たった今、適当に思いついたことをそれっぽく言っただけだけどね」

「前言を撤回します。今後、灰空さんの言葉は全て聞き流すことにします」

　そんなやり取りの中で、笹宮さんの肩の力が抜け、足取りが軽くなったのが見て取れた。

　悪くない傾向だ。

　その後も多くの《偽ぎじ獣ゆう》が徘はい徊かいする中、慎重な行動と物見をする献こんの的確な指示を受けつつ時間をかけることにより、俺たちはようやく目的の場所へと到達した。

「あの家だ」

　物陰に隠れる中、田た中なかが指差したのは住宅街の中に普通に並ぶ２階建ての民家。

「……本当に普通の家だな」

　覚醒者あるある。

　被害者が捕らえられている場所が普通過ぎて逆に分かり辛づらい。

　これが如い何かにもなダンジョンで、その最奥に被害者が捕らえられているとかだったら迷うことなく分かるのに、何な故ぜか《偽獣》たちは、ゲームでいうところのその辺にありそうな民家の中に被害者を捕らえていたりする場合が多々ある。

　狙っているのか、あえてなのか知らないが、探す方としては非常に厄介だ。

　まあ、それでもヒントとなる要素がないわけではない。

「やっぱり《偽獣》たちが固まっているな」

　件くだんの一軒家の周囲に、《偽獣》たちの姿が多く見られる。

《偽獣》の行動原理はシンプルだ。

《偽ぎ世せ界かい》内の見回りあるいは徘徊。侵入者の排除。そして『繭』の護衛である。

　つまり《偽獣》が多くたむろしている場所というのは、被害者が捕らわれた『繭』が近くにある可能性があるということだ。

　ざっと見回しただけでも様々な種類の《偽獣》の姿が見える。

「献こん、こっちの状況は把握できているか？」

『安心してください、ずっと見てますから』

　その言い方は精神衛生上まったく安心できないんだが、まあそれは措おいておくとして。

「《偽ぎじ獣ゆう》の数はどれくらいいる？」

『見える範囲で30匹といったところかと』

　ようやく到着した目的地の周りには《偽獣》たちがわんさか。

　そんな《偽獣》たちをどうするか？

　決まっている。ここまで来たら、救出作業の邪魔だから１匹残らず殲せん滅めつである。

「どうやる、田た中なか？」

「狛こま芽めさんの狙撃を合図に全員で突っ込んで片付ける、でどうだ？」

「シンプルで分かりやすいな」

「笹ささ宮みやも自分なりに戦ってみろ。これまでの戦いでも実感できていると思うが《偽装》が扱えれば、俺たち《覚醒者》が《偽獣》相手に後れを取ることは絶対にない」

　そう断言してみせる田中。

「はい！」

　そう返事をする笹宮さんだが、表情は硬く無駄に力が入っているのが分かる。

「大丈夫、俺もフォロー役として傍そばにいるから」

「……期待しないでおきます」

　本当に期待していない目を向けてくる笹宮さん。

　それぞれが配置に着き、田中の合図に合わせて、俺が献に狙撃を指示。

　離れたビルの屋上から「タンッ！」という甲高い音と共に放たれた長距離射撃が、射線上に並んでいた狼おおかみ型偽獣２匹を同時に吹っ飛ばした。

　それが合図となり、全員が飛び出し、《偽獣》たちに襲い掛かる。

　こちらの接近に気付いた１匹が振り向くが、その時には田中が鞘さやから抜いた大た刀ちによってその首が刎はね飛ばされていた。

《偽装》を手にした田中たちは、《覚醒者》としての猛攻を見せる。

　田中は目にも留まらぬような速度で《偽獣》たちの間を縫うように駆け抜けながら大刀を振るい、郷ごう田だの大おお槌つちの一撃は大型偽獣の上半身を軽々と弾はじき飛とばす。細ほそ田だもまた、構えたサブマシンガンで《偽獣》を的確に穴だらけにしていく。

　田中たちによって《偽獣》は次々と地面に倒れていき、その絶命と共に黒い灰になって霧散していく。

　そんな中にあって笹宮さんだけが、どうにも動きが鈍く、もたついている。

　どの《偽獣》に向かっていけばいいのか分からず、キョロキョロと周囲を見回すように縮こまってしまっている。

　そんな一人動けていない笹ささ宮みやさんを《偽ぎじ獣ゆう》たちは見逃さない。

　咆ほう哮こうする一匹の熊型偽獣が笹宮さんに襲い掛かる。

「きゃあ！」

　下から掬すくい上あげるような熊型偽獣の一撃を正面に構えた大た刀ちで受けた笹宮さんが後ろに吹っ飛び、背後にあった壁に激突。コンクリートの壁にヒビが走る。

　ただの人間だったら全身打撲による重症、打ち所が悪ければ即死でもおかしくない。

　しかし笹宮さんはふら付きながらもすぐに立ち上がる。《偽装》を展開できていて、防御を強く意識できていたなら、ダメージはそれほどないはずだ。

　それでも──

「はぁはぁはぁ」

　立ち上がった笹宮さんの顔色は悪い。その表情から恐怖と萎縮が読み取れる。

　あまりよくない傾向だ。

　そんな笹宮さんに影が差す。距離を詰めてきた熊型偽獣が目の前に立ち塞がったのだ。

「ひぃ！」

　笹宮さんの口から小さな悲鳴が上がる中、熊型偽獣が腕を振り下ろした。

「はいダメ」

　次の瞬間、笹宮さん目掛けて振り下ろされた熊型偽獣の腕は、笹宮さんの頭上であり得ない軌道に大きくずれ、彼女の真横を通過するように地面に叩たたきつけられる。

　何が起こった分からず硬直する熊型偽獣。

　ただ、同じように笹宮さんもそこで固まってもらっては困る。

「ほらチャンス」

　俺の声でハッとなった笹宮さんが大刀を横振りにして《偽獣》の腕を切り落とす。

　そして悲鳴にも似た叫びを上げる熊型偽獣の喉元に大刀を突き刺すことで、熊型偽獣は動かなくなり、黒い灰となって消滅する。

「大丈夫だった？」

「あの……今のって……」

「ああ、あれは俺の《偽装》の──」

「！　あぶなっ」

　叫ぶ笹宮さんの瞳に、解説中の俺へ背後から襲い掛かる無粋な《偽獣》の姿が見えた。

　ただそんな背後からの攻撃も、俺が軽く右手を振るうことで、はじき返される。

　そのまま何もない空中を掴つかむように拳を握った俺は、それを思い切り振り下ろす。

　それに合わせるように、背後にいた《偽獣》が首元を掴まれたかのように前のめりに地面を転がり、笹宮さんに腹を見せる。

「はい、トドメよろしく」

　ニヤリと笑う俺の言葉で、笹ささ宮みやさんが反射的に大た刀ちを振り下ろし《偽ぎじ獣ゆう》を仕留める。

　そして顔を上げた笹宮さんの表情から、彼女の考えを読み取った俺は頷うなずく。

「そういうこと。ざっくり言うと、俺の《偽装》は離れた場所に自分の手の動作を一瞬だけ再現することができるんだ」

　笹宮さんを襲おうとした《偽獣》の手を払ったのもそうだし、背後からの俺への攻撃をはじいたのもそうだし、《偽獣》が首を掴つかまれて地面に転がったのもそうだ。

「というわけで、笹宮さんには俺が付いているので、敵の攻撃は今後気にしなくていい。全部、俺が防ぐから」

　そう言いながら、明後日あさつての方向に伸ばした手で、空中を掴んで引っ張る。

　それだけで、田た中なかと対たい峙じしていた別の熊型偽獣が、まるで胸倉を引っ張られるように前のめりに膝を付き、田中の目線まで頭の位置を下げる。

　俺の能力を知る田中は、そのチャンスを逃すわけがなく、《偽獣》の首を切り飛ばす。

「それとあんな感じで対峙した《偽獣》が姿勢を崩したら、その隙を逃さずトドメを刺してくれ。それくらいなら笹宮さんでもできるよね？」

　そんな俺の挑発じみた質問に、笹宮さんが思いっきり不機嫌そうな表情になる。

「馬鹿にしないでください！」

　そこから笹宮さんの活躍は目覚ましいモノがあった。

　先ほどまであった硬さは徐々に消え、田中たちに負けず劣らずの勢いで《偽獣》を倒していき、どんどん動きにキレが出始める。

《偽装》とは《覚醒者》のイメージの産物だからこそ、その強さは《覚醒者》の感情でも大きく左右する。だから《覚醒者》の中で《偽獣》と戦うイメージが崩れると、その分だけ力が発揮できなくなってしまう。だが逆に言えば、自信や勢いといったモチベーションを高く維持できれば、《偽装》を持つ《覚醒者》が《偽獣》相手に後れを取る理由はない。

「やああああぁぁ！」

　笹宮さんは、大きくジャンプし、振り上げた刀で《偽獣》を一刀両断。

　最後の１匹も倒され、その場に残っている《偽獣》はいなくなった。

「よく頑張ったな、笹宮」

　田中に褒められて、謙遜しつつも嬉うれしそうに微笑ほほえむ笹宮さん。

「……いえ、私はまだまです」

「灰はい空ぞらもありがとうな」

「別に。俺はいつも通りにしてだけだよ」

　そんな俺に対して、笹宮さんが不機嫌そうにしつつも、興味深そうな視線を向けてくる。

「その……灰空さんの《偽装》には、驚かされました。《偽装》って、あんなこともできるんですね」

「実は《偽装》って結構自由なんだ。とはいえ、本人の思考や価値観に依よった適性みたいなのもあるし、なんでもかんでもできるってわけでもない。現に俺の場合、俗な言い方で『サポート特化』なんて評価されてるけど、他の連中の《偽装》に比べて圧倒的に劣った欠点がある」

「欠点？」

「俺の《偽装》は《偽ぎじ獣ゆう》に対して有効なダメージをまったく与えることができないんだ」

「……えっと、それはつまり灰はい空ぞらさんが《偽獣》を直接殴ったり、離れた場所から攻撃しても、それで《偽獣》をやっつけることができない、ってことですか？」

「そういうこと。さっきみたいに《偽獣》の体勢を崩すのが関の山かな」

「でも、それだと《偽装》の意味なくないですか？」

　笹ささ宮みやさんの意見はもっともだ。

《偽装》とは、《偽獣》を倒すための武器を生み出す能力である。

　──それが《覚醒者》の常識だ。

　田た中なかたちや献こんが持つ《偽装》は、まさにその代表。

　一方で俺の《偽装》は、そんな《偽装》の常識から大きく外れている。

「灰空さんは、その……なんでわざわざそんな《偽装》にしたんですか？」

　そんな笹宮さんからの至極真っ当な疑問に対して、俺はこう答えた。

「俺にピッタリだと思ったから」

　それを聞いて、まったく理解できないといった表情になった笹宮さんの肩を田中が叩たたく。

「灰空がなにを考えているかなんて本人に聞くだけ無駄だ。どうしても知りたければ狛こま芽めさんに聞くといい」

「さりげなくトンデモナイことを新人に教えるんじゃない、田中」

「あっ、いえ。別にそこまでして灰空さんのことを知ろうとも思わないので大丈夫です」

　笹宮さんもなかなかに辛辣である。







　周囲の《偽獣》を一掃した俺たちは、他の《偽獣》が嗅ぎ付けてくる前に、さっさと目的の民家の中へと足を踏み入れる。

　献は先ほどの狙撃ポイントで周囲の確認。郷ごう田だと細ほそ田だは１階に残り警戒。

　残った俺たち３人だけで階段を上っていった。

「事前調査ではここまできたのか？」

「いや、窓の外から観察して中に『繭』があるのを見つけただけだ」

「じゃあ、笹宮さんが直接『繭』を見るのは、これが初めてになるわけか」

　そんな会話をしつつ、２階へ上がり、前を歩く田中が目的の部屋のドアノブに手を伸ばし、扉を開ける。

　そしてその部屋の光景を見て、笹ささ宮みやさんが息を呑のむ。

「これが、『繭』……」

　それは文字通り白い繭。部屋中から伸びる絹糸が１か所へと集まり、そこに包まれるように大きな繭が鎮座している。その大きさは人が１人入れるほどだ。

「この中に捕らわれた被害者がいるんですよね？」

　緊張した面持ちを浮かべる笹宮さんに、田た中なかが「ああ」と頷うなずく。

　直後、田中が手にしていた大た刀ちが小さなナイフへと姿を変える。

　田中が《偽装》のイメージを操り、《偽装》の形を変えたのだ。

　ナイフで『繭』の表面を割くと、その中には目を閉じ眠っている制服姿の女の子がいた。

「……生きているんですよね？」

「大丈夫、眠っているだけだ」

　被害者はこちら側へ誘い込まれた瞬間から意識を失うとされている。

　そして《偽ぎじ獣ゆう》たちによって《偽ぎ世せ界かい》を維持する人柱として『繭』に入れられ、目覚めることなく永遠に眠り続ける。

　目覚めるのは俺たちのような《覚醒者》に救出され、現実世界に連れ戻された後のことであり、目を覚ました被害者たちは何も覚えていない。

「田中。確認だけど、救出した被害者を運ぶのは笹宮さんでいいんだな？」

「ああ、しっかりフォローしてやってほしい」

「分かったよ」

　田中は笹宮さんに声を掛け、被害者救出の指導を始めた。

　そんな様子を横目に１人廊下へ出た俺は、先ほどの狙撃ポイントから今も周囲を警戒しているであろう献こんに説明する。

「……というわけで、笹宮さんを護衛する形で脱出することになる」

『了解しました』

「周囲の状況はどうだ？」

『先ほどの戦いで《偽獣》たちがざわついているように見えますが、今のところはまだ普通です』

　そんなやり取りをしていると、田中が廊下に顔を出した。

「被害者の救出を始める」

　それを聞き、１階にいる郷ごう田だたちに一声かけてから『繭』のある部屋を覗のぞき込こむと、田中の指導で笹宮さんがナイフで被害者に絡みつく白い糸を切っていくところだった。

「あとは引っ張れば……」

　笹宮さんは被害者の背中に両手を差し入れ、抱きかかえるようにして『繭』から引っ張り出そうとすると、被害者に絡まっていた残りの糸がブチブチと音を立てて千切れ始めた。

　──その瞬間。




「！！！！！！！！！！」




《偽ぎ世せ界かい》を揺らすような不協和音が響き渡る。

　それは悲鳴のようであり、雄お叫たけびのようであり、咆ほう哮こうのようであり──。

「いつ聞いても嫌な音だ」

　思わず耳を塞ぎたくなる。

「な、なんですか、今の!?」

　被害者を抱きかかえる笹ささ宮みやさんが、田た中なかを見る。

「《警戒音サイレン》。この偽世界中にいる全ての《偽獣》たちに非常事態を伝えるモノだ。いいか、笹宮。これから被害者を連れて現実世界へ脱出するまでの間、その子を守るのがお前の役目だ」

「わ、分かりました」

「灰はい空ぞら、予定通り俺たちが道を作る。笹宮のことは頼んだぞ」

「了解」

　そのまま被害者を抱えた笹宮さんと共に１階へと降りて、郷ごう田だたちと合流する。

「最初の突撃まではここで待機！　隙を見て一気に飛び出すぞ！」

　声を張る田中の指示に、郷田と細ほそ田だも頷うなずく。

　全員が警戒心を強める中、通信機から献こんの声が聞こえてきた。

『瑠る宇うクン』

「ああ、分かっているよ」

　カタカタカタと家の中にある小物が揺れ始め、地面が揺れている感覚が分かる。

　そして何かがこの場所に押し寄せる気配は否いや応おうなしに伝わってくる。

「そら、おいでなすった」

　それはあっという間の出来事だった。

　俺たちのいる民家が、何かが激突したように大きく揺れる。

　そして窓という窓を突き破り、《偽ぎじ獣ゆう》たちが次々と飛び込んできた。

「キシャァァァァ！」

　奇声を発し雪な崩だれ込こんできた《偽獣》たちが、俺たちめがけて襲い掛かって来る。

「気合を入れろ！　飲み込まれるなよ！」

　そんな《偽獣》の猛攻を、《偽装》を持った田中たちは、目につく端から倒していく。

《警戒音サイレン》を耳にした《偽獣》たちは、どいつもこいつも先ほどの《偽獣》たち以上に獰どう猛もうだ。その目は赤く血走り、明らかに普通ではない。

《偽ぎじ獣ゆう》たちの目的は明確だ。

　被害者の奪還。

　この《偽ぎ世せ界かい》を維持するため、その人柱である被害者を取り戻そうというのだ。その数も、気迫も先ほどの比ではない。

　ここから手加減も何もない全力勝負だ。

「突き抜けるぞ！」

　恐ろしい形相で突っ込んでくる《偽獣》たちを、息つく暇もなく迎撃していく田た中なかたち。

　見えない速さで繰り出される大た刀ちの斬撃。勢い止まらず振り回される大おお槌つち。サブマシンガンによる絶え間ない弾幕。

　それに対して全く怯ひるむ様子のない《偽獣》たちが次々と黒い灰へとなっていく。

　そんな光景を目の当たりにし、被害者の女の子を抱える笹ささ宮みやさんは圧倒され、完全に固まってしまっていた。

「笹宮さん、走れ！」

　フォロー役として、そんな彼女の背中を叩たたき、なんとか動かす。

　いくら《偽装》を扱う《覚醒者》でも、これだけの数で押し寄せる《偽獣》全てを迎撃するなど不可能に近い。さっさと《偽世界》から現実世界へと脱出するしかない。

　田中を先頭に家の外に飛び出せば、見渡す限り《偽獣》、《偽獣》、《偽獣》。

　そんな道に溢あふれかえる《偽獣》の中を突き進んでいく。

　田中が大刀で斬り捨て、郷ごう田だが大槌で叩き潰し、細ほそ田だが銃の引き金を引き続ける。

　チームＴの面々が《偽獣》たちの雪崩なだれの中に強引に道を作り、その後を、被害者を抱える笹宮さんが続く。

　見渡す限り《偽獣》だらけ。そんな《偽獣》たちは、被害者を抱える笹宮さんをまずは止めようと手を伸ばしてくる。

　その手を俺が払いのけつつ体勢を崩し、高所に陣取った献こんの射撃が降り注く。

　被害者を抱え、必死の形相で走る笹宮さん。

　笹宮さんも田中からこの状況については前もって聞いていたはずだが、聞くのと実際に体験するのはまったく違ったのだろう。その表情に恐怖と怯おびえがありありと浮かんでいる。

　あまりよくない傾向だ。現に笹宮さんの動きが明らかに鈍くなっている。

　精神的恐れが、笹宮さんの中にある《偽装》のイメージを大きく揺るがしているのだ。

　全員で襲い来る《偽獣》たちを払いのけていくが、段々と追いつかなくなってくる。

　原因は明白。被害者の女の子を担ぐ笹宮さんの疲労だ。

　息切れを起こし、額に汗が浮かんでいる。完全に《偽装》による身体能力の向上が切れ始めている。このままでは《偽装》が強制解除されてもおかしくない。

　かなりまずい展開である。

　笹ささ宮みやさんが《偽装》を維持できなくなれば、被害者の救出どころではない。最悪、被害者を置いて俺たちだけで逃げることも考える必要がある。

　そんな可能性が頭をよぎった瞬間だった。




『瑠る宇うクン、真ま白しらさんが現着しました』




　耳元の通信機から聞こえた献こんの報告に、思わず顔を上げる。

　そして脱出するために進む『穴』がある方に視線を向け、思わず口元に笑みが浮かぶ。

「まったく。お前は本当にいつもオイシイ場面で登場するよな」

　俺たちの進路を塞ごうとする《偽ぎじ獣ゆう》の壁の向こう側に、１人の可か憐れんな女子高生が立っているのが見えた。

　そいつは俺の視線に気が付くと、右手に出現したブツを思いきり振り投げた。

　空中でピカッと光が反射するソレは、高速で回転しながら弧を描くような軌道で俺の顔面目掛けて飛んでくる。

　もちろんそんな物騒なモノを顔面キャッチするのはご免被るので、黒いグローブを装着した右手を振ることで、強引に軌道を逸そらす。

　正確に俺の顔面目掛けて飛んできた手斧は空中で弾はじかれ、笹宮さんに手を伸ばそうとしていた《偽獣》の首を刎はね飛ばし、さらにその向こうにいた《偽獣》の脳天に突き立ったところで、ようやく動きを止めてフッと消えた。

　そして耳元の通信機から、非常にご立腹な声が響く。

『さて、瑠る宇う助すけ。化け物どもを殺さつ戮りくし放題の、こんな素敵なシチュエーションを……私抜きで楽しもうっていうのは、いったいどういう了見だ？』

　人のことを『助』付けで呼ぶ、この危ない女の名前は妃ひい泉ずみ真白。

　俺たちチームＡｓｈアツシユ最後の１人にして──チームＡｓｈ最凶の戦力である。





　　　４．妃泉真白　と　アクシデント






　──妃泉真白。

　美しく流れる黒い髪、芸術的なまでに整った顔立ち、見る者全てを惹ひき付つける大きな瞳。

　白い制服を身にまとうその立ち姿は、凛り々りしく可憐。

　街中ですれ違ったら誰もが振り向く、そんな美少女。

　だが美しいモノほど、恐ろしさは映えるもので、今の妃泉真白はまさにそれだった。

『今からそっちに行くから、言い訳の一つでも考えておけ！』

　通信機から聞こえてくる昂たかぶった声と共に遠くから俺を睨にらみつける真ま白しらは、右手に新たな手て斧おのを生み出すと、俺たちの行く手を遮る《偽ぎじ獣ゆう》の群れへ背後から襲い掛かる。

　その存在に気付き振り向いた《偽獣》たちが、すぐさま真白に向かって襲い掛かるものの、その進みを止めることは一切できない。

《偽獣》が伸ばしてきた手を、真白は左手に出現させたナイフで突き刺し、右手に持っていた手斧を《偽獣》の脳天にめがけて振り下ろす。

　その強烈な勢いのまま地面に叩たたきつけられた《偽獣》はあっさりと沈黙し、黒い灰へ。

　真白は右手に握っていた手斧を離すと、また新たな手斧を生み出し、次の《偽獣》に向かって振り上げる。

　通り道に群がる《偽獣》たちをノンストップで切り刻みながら、こちら向かって進んで来るその姿は、相変わらず華麗であり凄惨だ。

　真白の《偽装》は、田た中なかたち他の《覚醒者》のソレとはまったく毛色が違う。

　俺たち第三世代覚醒者が扱う《偽装》は、オーソドックスに２つタイプが存在する。

　──『巨大武器』と『銃火器』。

『偽ぎ世せ界かいという空間で偽獣と呼ばれる化け物たちと戦うための武器』という《偽装》のコンセプトにおいて、もっともイメージされたのが、この２つのタイプだった。

　それこそアニメやゲーム、映画で活躍する主人公たちが手にする特別な武器のように。
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　そんな中にあって、真ま白しらのイメージは根本的に違う。

　妃ひい泉ずみ真白が《偽装》に求めたのは『自分が気持ちよく化け物を屠ほふるための武器』というかなり物騒なものだった。

　結果、真白の《偽装》は他の《覚醒者》たちとは大きく異なり、現実に存在する複数種類の武器をほぼ無制限に使い捨てるという、かなり特殊なモノとなっている。

　手にした手て斧おのを使い捨てた右手から次に現れたのは、自動拳銃。その銃口を《偽ぎじ獣ゆう》の口の中にねじ込み発砲、弾が尽きれば放り捨てる。反対の手には逆手のナイフが現れ、そのままの勢いで、逆サイドから襲ってきた《偽獣》の横顔に突き立て手放す。そして新たに両手に現れた手斧たちを振り回し、切れ味が落ちたと感じたらトドメに使って手を放す。

　真白の手から離れた《偽装》たちは、数秒が経過すると次々と消えていく。

　そして真白の手にはまた新たな真白好みの《偽きよ装うき》が姿を現し、目の前に並ぶ《偽獣えもの》を捌さばいていく。

「相変わらず見てて惚ほれ惚ぼれするね」

　そんな皮肉が自然と出るくらい、真白の強さは圧倒的だ。

　生み出される《偽装》自体は他の《覚醒者》たちに比べて完全に見劣りするにも拘かかわらず、トータル的には他の《覚醒者》以上の動きを見せている。

　その理由は明白だ。

　真白の《偽装》に対するイメージの精密さが他の《覚醒者》の比ではなく、《偽装》によって具現化される身体能力の高さと複数武器の扱いの巧みさが段違いなのだ。

　適性や相性もさることながら「何を求めるのか」という明確で純粋な思いや感情、そして欲望。それらが自身のイメージと噛かみ合あうことで、《偽装》が《覚醒者》に与える恩恵は何倍にも跳ね上がる。

《偽獣》の群れの中でひとしきり暴れまわり満足したのか、真白はこちらに向かって大きく跳躍。《偽獣》を踏みつけ、田た中なかたちの頭上を飛び越え、群がる《偽獣》を追い払う俺の前に着地した。

「それで瑠る宇う助すけ？　まずは私に言うことがあるよな？」

　息が顔に掛かりそうなほど顔を寄せて睨にらみ付つけてくるのは、たった今、圧倒的な殺さつ戮りくを見せつけた美少女。

　そんな真白に対して言う言葉は決まっている。

「出迎えご苦労」

「まずは『助けてくれてありがとうございます』だろうが！」

「『遅刻してすみません』って謝ったら言ってやる」

「大事な場面に間に合ったんだから、私は遅刻していない」

「お前はいったん、遅刻の意味を調べろ。きちんと辞書で」

「そもそも私の辞書に遅刻という文字はない」

「そりゃ単なる落丁だ」

「というか瑠る宇う助すけの方が年下なんだから敬語を使え」

「師匠の俺に真ま白しらが使ったら考えてやる」

「何ヶ月前の話だ。そもそも敬う気持ちがない相手に敬語を使うつもりはない」

「同感だな。俺も全く一緒だよ」

　そんな言い合いをしながらも、俺たちの手は一切止まってはいない。

　俺が《偽ぎじ獣ゆう》の体勢を崩して転がし、真白は無駄なくトドメを刺していく。

　そんな突然の乱入者に、被害者を抱えながら息を切らす笹ささ宮みやさんが尋ねてくる。

「は、灰はい空ぞらさん……！　この、方……は？」

「紹介するよ、ウチのチームの最後の１人。妃ひい泉ずみ真白だ」

「というか大丈夫なのか、コイツ？　なんだか今にも死にそうな顔してるけど？」

「チームＴ新人の笹宮さん。彼女に被害者を運ばせて無事に救出するのが今回の依頼だ」

「誰だよ、そんな面倒なことを言い出した奴やつは？」

「田た中なかだよ」

　先頭で《偽獣》を防ぐ田中にチラリと目を向けた真白が納得したように頷うなずく。

「あーなるほど。この子、田中好みっぽいもんな」

　途端に笹宮さんが「へっ？」と変な声で鳴いた。

「間違ってないけど、今そういう話をするんじゃない」

　俺たちの言葉に、状況を忘れて耳を真っ赤にし俯うつむく笹宮さんを守るように、両サイドで構える俺と真白。

「とにかく、目につく《偽獣》を全部ぶっ殺せばいいんだな？」

「違う。さっさと帰るんだよ」

「私、今来たところなんだけど？」

「遅刻する方が悪い」

「ヤダ！　もっとたくさん殺すもん！」

「可愛かわいい子ぶりながら物騒な言葉を使うんじゃありません！」

　そんなくだらない話をしている間も、真白の両手は止まらない。

　迫り来る《偽獣》たちを無駄なく次々と惨殺しながら、大きく口角を上げる。

「やっぱり被害者を取り戻した後が一番楽しいな。コイツ等ら、勝手に群がってきやがる」

　残虐な笑みを浮かべる真白の気持ちに呼応するかのように、《偽獣》たちの一角が爆発する。

　献こんの銃撃だ。真白の参戦を受けて別の銃弾に切り替えたのだろう。

　先ほどまで後方から迫る《偽獣》たちを一匹ずつ正確に撃ち抜いていた精密射撃から一変。密集する《偽ぎじ獣ゆう》たちを一掃するような爆撃が、俺たちの周りを掃除していく。

　──流れが変わった。

　そう感じたからこそ、前の方に向かって叫ぶ。

「田た中なか！　俺たちと交代して、笹ささ宮みやさんの護衛に付け！」

　これを聞いて、隣にいた真ま白しらがニヤリと笑い、先頭にいた田中がギョッとなる。

「えっ！　待てよ、灰はい空ぞら！　なんでそうなる!?」

「新人の面倒を見るのは飽きた！　あとはお前がやれ！」

　そして本当に笹宮さんを放置して先頭に向かい始めた俺と真白を見て、慌てた田中が俺たちと入れ替わるようにして笹宮さんをかばうように、その前に立つ。

「大丈夫か、笹宮！」

「は、はい。大丈夫です」

「頑張れ、あとちょっとだ！　それまでお前のことは俺が絶対に守るからな！」

　そんな田中の台詞せりふを聞いて、笹宮さんの顔が一気に真っ赤になった。

「……よ、よろしくお願いしまふ」

　背後で行われる２人のやり取りに聞き耳を立てながら思う。

　いやー、ほんとアオハルですなー。マジでうらやまっすわー。

　そんな田中の言葉は絶大だった。

　先ほどまでふら付いていた笹宮さんの足取りが、あっという間に元に戻ったのだ。

　心の支えは気持ちの安定に繋つながる。

　自分を守ってくれるという田中の存在が、笹宮さんの中から《偽獣》に対して抱いていた恐れを綺き麗れいに拭い去り、消えかけていた《偽装》の力を復活させた。

　やはり愛の力は偉大であるようだ。

　笹宮さんが《覚醒者》としての動きを取り戻したことで、俺たちの進軍速度は一気に上がる。真白という追加戦力もあり、もはや《偽獣》たちが俺たちを抑える術すべはない。

「見えたぞ！」

　俺たちがやってきた現実世界へと続く『穴』がある屋敷に到着。そのまま正面の門から敷地内へと駆け込む。

「田中、先に行け！」

　笹宮さんを守る田中たちを屋敷の中へ先に行かせ、俺たちはここで時間稼ぎ。

「さあ、来いよ」

　門だけでなく、高い塀を超えて押し寄せる《偽獣》たちに対して、物もの怖おじせず突っ込む真白の無双は続く。

　両手に生み出した《偽装》を駆使するだけでなく、《偽獣》を蹴り飛ばし踏みつける。

　何でもアリで節操がない。

　ただその姿は、どこまでも楽しそうでイキイキとしている。

『瑠る宇うクン、そちらに合流するので、手助け願います』

　通信機からの声と共に、巨大な狙撃銃を抱え、屋根伝いに移動してくる献こんが見えた。

　献は近くの家の屋根からこちらに向かって大きく跳躍。

　だが飛距離が足りず、そのまま《偽ぎじ獣ゆう》たちが犇ひしめき合う中に落ちていく。

　そんな献の様子を冷静に見ながら、俺は掌てのひらを上に向けて、腕を大きく振り上げた。

　落下していた献は、俺が《偽装》で作った下から押し上げるような手の動きを踏み台に、空中でもう一度、大きく跳躍。そのまま屋敷の敷地内へと飛んでくる。

　──だがその時、突如として献の抱えていた《偽装》が消えた。

「なっ！」

　そして《偽装》喪失により空中で体勢を大きく崩した献がそのまま落下し始める。

　まさかの事態に慌てて走り出した俺は、降ってくる献を両手でしっかりキャッチする。

「ナイスです、瑠宇クン。危うく地面に激突して大おお怪け我がをするところでした」

　俺の首に手を回し、嬉うれしそうに抱き着いてくる献。

「……おい、献。おまえ、わざと《偽装》を解いただろ？」

「瑠宇クンに抱きしめて欲しかったので」

「そういうのは時と場所を選べ」

「選びましたよ。だからこうして抱きしめてもらっています」

　ああ言えばこう言いやがって。

　すんすん。

「おい、何している？」

「いえ、ちょっと美お味いしそうな匂いがしまして」

　ペロリ。

「おい！　今舐なめた？　首筋舐めただろ！」

「すみません、つい」

「ついじゃねぇ！」

　そのまま献を放り捨てると、お尻を打ち付けた献が恨めしそうに見上げてくる。

「痛いです」

「次やったらもう助けないからな」

「……つまりもう一回ならいけるということですね」

　キリっとした顔でなにを言ってやがる。

　──その時だった。

　突然、全ての《偽獣》たちの動きが止まった。

「なんだ、もう終わりか」

　戦闘狂の真ま白しらはつまらなそうに、目の前で動かなくなった《偽ぎじ獣ゆう》の首を刎はね飛ばす。

　この現状の理由は一目瞭然。

　被害者を連れた笹ささ宮みやさんたちが、この《偽ぎ世せ界かい》から現実世界へと脱出したのだ。

　目的を失った《偽獣》たちが放心状態で動かなくなる。被害者救出の際に見られる光景。

「俺たちもさっさと脱出するぞ」

　手を貸し立たせた献こんと、楽しく殺せる相手がいなくなりつまらなそうな真白に続き、『穴』のある畳の大広間へと向かう。

　前を走る２人が、空間に出来たヒビである『穴』に手を伸ばし消えるの見届け、自分も続こうとしたところで、ふと足を止めた。

　静寂に包まれ、間もなく終わるはずの《偽世界》で、何かが再びざわつき始めたような気がしたからだ。

「……気のせいか？」

　そのまま手を伸ばし──







　──気づけば、俺は非常階段の踊り場に立っていた。

「いやー皆さん！　お疲れ様でした！」

　現実世界に戻ったら、マッドピエロ……ではなく、変なメイクをしたハイテンションなおっさんにお出迎えされた。

　この人の名前は、住すみノの江え郁いく人と。

　偽世界対策組織カリバーンのエージェントであり、俺たちが所属するクラン『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』の専属エージェントでもある。ちなみにエージェントナンバーは『Ⅱ』。

　周囲を見回せば、郁人さんと共にやってきたカリバーンのスタッフと思おぼしき大人たちが、いつも通り忙せわしなく動いているのが見えた。

　非常階段の入口が少々騒がしくなっているようだが、警備員の恰かつ好こうをしたカリバーンのスタッフの誘導により、上う手まく人払いがされている。

　先んじて田た中なかたちにより現実世界へと運び出された被害者もまた、救護班により担架に乗せられているところだった。

　彼女はこのままカリバーンが運営する病院に搬送されることになるだろう。

　こうして《偽世界》から現実世界に戻ってくるといつも思うことがある。

《偽世界》から被害者を救出するのは、確かに第三世代覚醒者おれたちにしかできないことだ。

　だけど現実世界において、それ以外全ての対処に当たるのは偽世界対策組織カリバーンであり、俺たちが現実世界こちらでやれることは何一つない。

「はい、灰はい空ぞらくん。飲み物をどうぞ」

「……あざす」

　笑顔の郁いく人とさんから義務的にペットボトルを受けとり一口飲んだところで、すぐそばで階段に座り込んでいる笹ささ宮みやさんを田た中なかたちが介抱している様子が目に入った。

　そんな俺の視線に気づいたのか、田中が１人、こちらにやってくる。

「お疲れ」

「笹宮さんは？」

「疲れが出ているけど、心配はない」

「そいつはよかった」

「最後に灰はい空ぞらが任務放棄したときはどうなるかと思ったけどな」

　恨めしそうに睨にらんでくる田中。

　アホ。だから上う手まくいったんだろうが、と思ったがそんなことは口に出したりはしない。

「もらった報酬分の仕事はしたんだ。文句は言うな」

「まあ、なんにしても、無事に被害者を救出できてよかったよ。あとは笹宮にもう少し自信をつけてやれば《覚醒者》として問題なくやっていけるはずだ」

　郷ごう田だと細ほそ田だと一緒に話し込んでいる笹宮さんを、どこか優しい目で見ている田中。

「それで？　本当に研修期間が終わったら、笹宮さんには別のクランを勧めるのか？」

　昨日電話で聞いたこと。

　田中は笹宮さんの力になりたいからこそ、自分ができる限りのサポートをした上で、彼女を自分のチームに残さないつもりでいるのだ。

「灰空もわかっているだろ？　笹宮はウチのクラン向きじゃない。このまま俺たちと一緒にいたら《覚醒者》に幻滅して、嫌な思いをするだけだ」

「それについては否定できない」

「だから笹宮は俺たちと一緒にいない方がいい。笹宮だったら『蒼そう森しん風ふう夜や』がピッタリなんじゃないかと思っている」

「……『蒼森風夜』か」

「？　なんだよ？」

「いいや、ピッタリだと思うぞ」

　そんなコソコソ話をしている俺たちのことを、笹宮さんがチラチラと見ている。まあ見ているのは主に田中だけれども。

「これも笹宮のためだ」

　田中の口からそんな言葉が零こぼれた。

　その横顔を見ていたら、首の右側が疼うずくのを感じた。

　だから田中に向かってこう言った。

「まあ田中の考えは理解できる。それが笹宮さんのためだって思うならそうすればいい。ただ、これだけは覚えておけ」

　そして田た中なかからあえて視線を外しながら、こう付け加えておく。

「どうするか決めるのはお前じゃなくて笹宮さん自身だ。そこだけは履き違えるなよ」

「肝に銘じておくよ」

　声の感じから田中がなんとなく笑ったのを感じた。

　俺の言葉の意図を田中がどこまで汲くみ取とったか分からない。だけどそれをいちいち見てしまう野や暮ぼをするつもりもない。だから後は勝手にやってくれたまえ、お２人さん。

　そんな田中から離れ、さっきから俺を見ている２人の下へと向かう。

「とりあえずお疲れって言っておいてやるよ、真ま白しら」

「お疲れするほど暴れていない」

　イライラしている真白は不機嫌そうにそっぽを向く。

　一方で、その隣にはニコニコ笑顔の献こんがいる。

「なんだよ？」

「いえ、瑠る宇うクンらしいと思いまして」

「……もしかして田中との会話、聞こえてたとか？」

　そこそこ距離があるし、結構小声だったんだけど。

「長年の訓練の賜たま物ものですね。私の耳は多少距離があっても瑠宇クンが何を話しているのか聞き逃しません」

　嫌な賜物だな、おい。

　そして献が、俺にそっと耳打ちをする。

「改めて瑠宇クンのことを素敵だなって思いました。できることなら、この場にいる皆さんに詳しく解説したいくらいです」

「マジで止やめてください、そういうの」

「ええ、そうします。瑠宇クンの素敵なところは、私だけが知っていればいいので」

　最近ね、よく思うんですよ。怖いって一言にいっても、ホント多種多様だよねって。

　兎とにも角かくにも、これで無事に一件落着。

　人柱を失った《偽ぎ世せ界かい》は崩壊していき、それに合わせ、この場所に出現していた『穴』も閉じていく──はずだったのだが……。

「……なあ、瑠る宇う助すけ。あの『穴』、なにかおかしくないか？」

　真白の言葉に、そちらを見る。

　そしてすぐに異変を察した。

　普段なら被害者と共に《偽世界》を脱出した後、空間に出来たヒビ割れは、端から徐々に消えていくはずだ。

　だが、先ほど俺たちが出てきた『穴』にはまったく変化がない。

　すぐに周囲を見回す。

　助け出した被害者は搬送されてすでにいない。侵入した俺たち全員は戻ってきている。

　にも拘かかわらず《偽ぎ世せ界かい》の入口となる『穴』が消える気配はない。明らかなアクシデント。

　考えられる可能性は──

　それが頭を過よぎった瞬間、郁いく人とさんを見る。

「もしもし、焔ほむらさん？　どうも郁人です。ちょい緊急事態」

　見た目はアレでも流石さすがというべきか。俺が何か言う前に事情を察した郁人さんはすでに動き始めていた。

　こちらの動きを先取りし、ウチのクランマスターに電話を掛けつつ、「あとのことはやっておくんで、さっさと行ってくださいな」と目で合図まで送ってくる。

「田た中なかたちはこのまま待機。献こんと真ま白しらは俺についてこい」

　そして俺たちは、先ほど出てきたばかりの『穴』に手を伸ばし──







　──そして再び、終わったはずの《偽世界》へと足を踏み入れた。

　畳の大広間を出て正面の玄関へと向かうと、先ほど門の近くで棒立ちになっていた《偽ぎ獣じゆう》たちが１匹もいなくなっていた。

「瑠る宇う助すけ。私はこの状況がピンときていない。説明しろ」

　隣に立った真白同様に、献も気になっているようだ。

「《偽世界》は人柱となる被害者を救出した時点で消滅する。正しくは被害者と侵入していた《覚醒者》全員が脱出し、穴が閉じてからだけどな」

「それって、つまり……」

　その時、遠くで何かが爆発する音が響いた。

　さらに《偽獣》たちの叫びも聞こえてくる。

「行くぞ」

　そのまま《偽装》を展開する２人とともに駆け始め、一気に跳躍すると、屋根伝いに先ほど聞こえた爆発の方へと全力で向かう。

「瑠宇クン、要するにそういうことですか？」

　後ろに続く献の言葉に、俺は「ああ」と頷うなずく。

「この《偽世界》には俺たちが把握していない《覚醒者》が紛れ込んでいた可能性がある。すぐに助けに行くぞ」

　それを聞いて、真白が不敵な笑みを浮かべる。

「なあ、瑠宇助、もし私たち《覚醒者》が《偽世界》で《偽獣》たちにやられたらどうなるんだ？」

　今更の質問だ。

　答えるのもバカらしい。

　別に特別なことが起こるなんてことはない。現実世界と一緒である。

「死ぬに決まってんだろ」

「だよな」









第三話







　　　１．侵入者　と　思わぬ再会






　その侵入者がいつからこの《偽ぎ世せ界かい》に紛れ込んでいたかは分からない。

　俺たちが被害者を救出しようとしていた間か？　あるいは俺たちが来る前には、すでにいたのか？

　そんな侵入者を見つけるべく、先ほどから断続的に聞こえてくる爆発音と《偽ぎじ獣ゆう》たちの叫び声を頼りに、俺たち３人は屋根伝いに跳んでいく。

「なあ瑠る宇う助すけ。この状況、《覚醒者》になって半年以上の私にとっても初めてのケースなんだが、こういうのはあるものなのか？」

「無くはない。《覚醒者》になったばかりのなりたてが紛れ込んでしまった、みたいな可能性はあるからな。だが、さっきから聞こえてくる爆発の音を聞く限りじゃ、今回紛れ込んでいるのは、しっかりと《偽装》を扱えるヤツだろうな」

「つまり担当を無視した違反行為ってわけか」

　森もり浜はま市の各地で発生する偽世界事件。

　その発生が確認された場合、幾つかのルールに乗っ取って、その偽ぎ世せ界かい事件を担当する覚醒者チームが決められる。今回で言えば、田た中なかたちチームＴがそうだ。

　そして被害者の救出に関する一切は、担当チームの責任と裁量に委ねられる。

　今回の俺たちのように、担当チームの要請を受けた《覚醒者》が助すけっ人と参戦することはあるが、そうでない場合、担当が決まっている偽世界事件に、他の《覚醒者》が手出しすることは現行の取り決めでは禁止されている。

「他のクランの連中がナワバリを無視して偽世界事件を横取りしにきたとか？」

　真ま白しらがどこか楽しそうに、なんともきな臭いことを口にする。

「そうなったら大問題だが、ウチの連中がやるならともかく、他のクランがそういうことをするのはあまり想像できないな」

「では『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』の別チームの可能性は？」

　後ろに付いてくる献こんの意見の方がまだ説得力を感じるが……。

「ウチのナワバリ内で発生した偽世界事件の担当チームを決めるのは、クランマスターの焔ほむらさんだ。いくらウチのランキング至上主義連中でも、焔さんの決定に逆らってまで点数稼ぎをしようってヤツはいないと思うがな」

「なら侵入者はいったい何者なんだよ？」

「それを今から確かめに行くんだろ？」

　真白にそう言って話を切ると、走る速度をさらに上げる。

　人柱となっていた被害者がいなくなったせいだろうか？

《偽世界》の全体の空気が淀よどみ、情景がどこか歪ゆがんでいるようにも感じる。

　そんな中、俺たちと同じ方角へと向かう《偽ぎじ獣ゆう》たちの姿を捉えた。

《偽獣》たちは、ただ一直線に侵入者がいると思おぼしき場所へと向かっているようだ。

　そこで一度足を止めて、２人に指示を出す。

「献は適当な狙撃ポイントを押さえて、いつも通りに」

「分かりました」

「この状況だ。いつも以上に慎重に立ち回れよ」

「それはつまり、瑠る宇うクンが私のことをとても心配してくれている、ということでよろしいでしょうか？」

「そういうことは、いちいち確認しなくていい」

　献は口元を緩め、「心得ました」と、この場からあっという間に離れていく。

「真白、俺たちはもう少し近づく──」

　と言いかけたところで、再び響く爆発音。

　そして今度は、その爆発を目視することができた。

「……あまり見たことない感じの爆発だな」

　視界にその様子を捉え、俺と同じ感想を抱いたらしい真ま白しらが眉を顰ひそめる。

　確かに銃火器によるモノとはどこか違う。どちらかというと焔ほむらさんの『劫ごう火か』に近い感じに見えたが……。

　そんな疑問を抱きつつ、屋根伝いに移動を再開。ほどなく、目的地へと到着する。

「いた、あそこだ」

　──その様子は、一言で喩たとえるならば地獄絵図。

　四方八方から押し寄せる《偽ぎじ獣ゆう》たちが群がり這はい上あがろうとする、傾いたビルの屋上にそいつはいた。

　まず驚いたのは、侵入者が１人だったことだ。

《覚醒者》が《偽ぎ世せ界かい》へと渡る際は、チームでの行動が基本であり、好き好んで単身《偽世界》へと渡ろうとするヤツはそういない。

　背格好から見て女の子だろう。ただマスクと帽子で顔は分からない。何よりその手には魔法使いが持っていそうな杖が握られていた。

　そして彼女が杖つえを振り上げた瞬間、周囲に電撃が迸ほとばしり、ビルを這い上がろうとしていた《偽獣》たちが悲鳴を上げて落下していく。

「瑠る宇う助すけ、あれって『魔法』ってことでいいのか？」

「……みたいだな」

　驚きの表情を浮かべる真白同様、俺も相当驚いていた。

《偽装》はイメージの具現化だ。当然、『魔法』というメジャーな要素は、ポピュラーなイメージ対象であり、挑戦した《覚醒者》も多くいただろう。

　だが実際に『魔法』を《偽装》で再現し使つかい熟こなす《覚醒者》というのを見たことがない。

　理由は極めて単純で、『魔法』という概念が《覚醒者》の扱う《偽装》の特性に、全くと言っていいほど合っていないからだ。

　故に再現は不可能。

　そんな先入観があったからこそ、実際にそれを扱っている侵入者の存在に、俺も、俺から《偽装》を習った真白も驚いた。

「何者だ、あの子？」

　かなりの《偽装》の使い手？　キャリアの長いベテラン《覚醒者》？

　侵入者に対してそんなイメージが先行したからこそ、この状況に違和感も覚える。

　遠目から見ても、侵入者が思いっきりテンパっているのが分かったからだ。

　なんというか「あわあわ」しながら、《偽獣》たちがビルの屋上に上ってこないように、魔法をぶっ放しているだけに見える。

　実力と行動が見合っていない、奇妙なアンバランスさに、ただただ疑問が募る。

　目を凝らして侵入者をジッと見る。

　遠すぎて正確には感じ取れないが、拾えるのは戸惑い、混乱といった感情。

　なぜ《偽ぎじ獣ゆう》たちが自分を襲っているのか理解できていないように見受けられる。

「どうする、瑠る宇う助すけ？」

「そりゃ助ける……いや、あの様子じゃ、引っ張って連れて帰る、だな」

　改めて足を止め、状況を見極める。

　件くだんの侵入者はビルの屋上で交戦中であり、その周囲には見渡す限りの《偽獣》の群れが隙間なく犇ひしめき合っている。

　この状況はさながら、《偽獣》の渦に飲み込まれる沈没しかけの船といったところか。

「さてと」

　首の右側に手を当てながら、考えを巡らせる。

　これだけの数の《偽獣》を押しのけ、強引にあのビルまで到達するのは苦労しそうだ。なまじ到達できても、この包囲網から逃げ出すのは、さらに厄介。

　単純なお迎えは現実的ではない。

　それならば……。

「……献こん、聞こえるか？　そっちの状況は？」

『狙撃ポイントは確保。準備はできています』

「俺から見て３時の方向。《偽獣》たちの背後にある青い看板のビルは狙えるか？」

『問題なく』

「合図を送ったら、根本を狙ってくれ。ビルを倒す方向は分かるよな？」

『もちろん。瑠宇クンの考えはお見通しです』

「真ま白しらは献に合わせて、あの辺で暴れ回ってくれ」

　俺が指差した《偽獣》の群れの一角を見ただけで真白は俺の思惑を察したらしい。

「囮おとりになれ、ってか？」

「不服か？」

「まさか。最高に楽しそうだ」

「言っておくが、あくまで囮だからな。俺が撤収って言ったら撤収だからな」

「さっきも暴れ足りなかったし、どうしようかな？」

　こちらを挑発するような笑みを浮かべる真白。

　いつもなら放っておくところだが、今回は状況が状況なので──

「真白。命令だ」

　そう口にした途端、真白は口を閉ざし、不機嫌そうにそっぽを向く。

「……あー、分かったよ。従えばいいんだろ、従えば」







　──というわけで作戦開始。

「献こん、やれ」

　合図とともに発射された１発の榴りゆう弾だんが、目標のビルの１階部分で大爆発を起こす。

　その衝撃でビルの窓ガラスが割れ落ち、振り返った《偽ぎじ獣ゆう》たちに降り注ぐ。

　さらに立て続けに放たれた榴弾の爆発により、ビルは傾き始め、侵入者を囲む《偽獣》たちの一角に倒れこみ、砂すな埃ぼこりを舞い上げる。

　これで《偽獣》の海の一角にヒビが入る。

　さらにその逆側では、《偽獣》の群れに飛び込んだ真ま白しらが暴れ始める。

　両手に生み出した《偽装》を駆使し、縦横無尽に《偽獣》たちを蹂じゆ躙うりんする。

　この局面で起こった、そんな２つの変化。

　群がっていた《偽獣》たちの意識が周囲に割かれ、中央のビルの屋上で孤立していた侵入者もまた、突然左右で起こった出来事に戸惑い、キョロキョロとしている。

　──そんな中、俺は１人《偽獣》の群れの中をすり抜けるように、侵入者の真後ろ側から近づいていた。

《偽獣》たちの間をパルクールのようにノンストップですり抜けながら、こちら側に背を向けている侵入者との間合いを確認する。

　よし、ここだ。

　侵入者までの距離は目視にてぴったり30メートル。

　文字通り血を吐くまで体に叩たたき込こんだ感覚に間違いはない。

　足を止め、真正面に手を伸ばし、宙を握り込む。

　それに合わせるように、不法侵入者のフードの背中側がくしゃりとシワになり、後ろに引っ張られるようによろける侵入者の「うげっ」という声が聞こえそうだった。

　あとは簡単だ。

「せーの」

　そして俺は背後に振り向きざまに、握りこんだ手を上空に向かって全力で振り抜いた。




「へっ？　きゃああああぁぁぁぁぁぁ！」




　まるで打ち上げ花火のようだった。

　侵入者は、素っ頓狂な声を上げながら、遥はるか上空へと放たれた。

　思わず「たまや」と言いたくなるような打ち上がりっぷりだ。

　その場にいた《偽獣》たちは、飛んでいく侵入者を呆ぼう然ぜんと見上げている。

「はい、撤収」

　その間に通信機で２人に呼びかけた俺は、再び《偽獣》たちの中を逆走し始める。




「ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああああ！」




　そして俺が《偽ぎじ獣ゆう》包囲網の外側へと抜けだしたとほぼ同時に、吹っ飛んでいた侵入者の落下が始まった。

　そのまま悲鳴を上げて落ちてくる侵入者に向かって、全力で駆けながら跳躍。降ってきた侵入者を空中でキャッチし、地面を滑るように着地する。

　わざわざド真ん中まで助けに行って脱出するのが困難だったので、向こうから外側に飛んできてもらう作戦、とりあえず成功ということで。

　訳も分からず打ち上げられた侵入者は、まだ何が起こったか分からない様子で俺の腕の中で呆ぼう然ぜんとしていた。

「おい、どこの誰だか知らないが、さっさと逃げ……」

　……アレ？　なんか、この子の抱き心地。覚えがあるような？




「ああああああ！」




　そんな俺の既視感を打ち破るように、マスクをした侵入者の女の子は、俺の顔を指差し叫んだ。

「浦うら覚おぼえ倫りん太た郎ろう！」





　　　２．マスクの彼女　と　真まか鏡がみ焔ほむら






　大地を埋め尽くさんばかりの《偽獣》の群れから助け出した侵入者の女の子が、俺の顔を見るなり「浦覚倫太郎」と叫んだ。

「……えっ、なにこの子？　なんでいきなりエロゲ主人公の名前叫んでるの？　すげぇ、怖いんですけど」

「アンタがそう名乗ったんでしょ！」

　お姫様抱っこする俺の顔を思いっきり指差す、マスクの彼女。

「いやいや、ちょっと待ってよ。そんなバカじゃないんだからさ。いったいどこの世界にそんな恥ずかしい名前を堂々と名乗る男子高校生がいるんだよ」

「アンタだよ！　アンタがそうなんだよ！　アンタが私にそう名乗ったんだよ！」

「さぁ、なんのことやら。自分にはまったく心当たりがありません。ところで、あなたはいったいどこのどちら様でしたっけ？」

「私よ、私！」

「新手のオレオレ詐欺？」

「違う！　私の名前は……やっぱり言わない。ウラが思い出すまで黙ってる」

　マスク越しでもわかるくらいむくれた表情で、プイッとそっぽを向いてしまった。

　そんなご機嫌斜めな侵入者についてどうしようかと考えようとした途端、背後で大きな爆発が起こる。

　振り返ると献こんの榴りゆう弾だんにより《偽ぎじ獣ゆう》たちが吹っ飛んでいた。

『瑠る宇うクン、楽しくお話ししているところ恐縮ですが、さっさと逃げた方がよろしいかと』

　通信機から聞こえてきた、いつもより感情のない献の声に、思わず姿勢を正してしまう。

「そ、そうだな。おい、真ま白しら！　早く戻ってこい、さっさと撤収するぞ！」

「実はもう戻って来ている」

　呼びかけると同時に、先ほどまで向こうで暴れていた真白が俺の隣に着地する。

「まさか予想外の素直行動だと!?」

「いやだって、なんだかこっちの方が面白そうだと思ったから。……それで？　この子と随分親しそうだが、瑠る宇う助すけの知り合いなのか？」

「瑠宇助って……ウラの本名？」

　彼女の質問に、俺は反射的に頷うなずく。

「そうそう。名前の由来はルウクスカイウォーカーっていう昔の偉い人の名前で……」

「いんや、瑠宇助って私が呼んでいるだけで、こいつの名前は灰はい空ぞら瑠宇」

　そしてあっさりとバラしやがる真白。

「灰空、瑠宇……」

　腕の中の彼女が俺の顔をジッと見てくる。

「……なに？」

「なんだか、それっぽい顔している」

「どんな顔やねん」

　ちなみにそんなお喋しやべりをしておりますが、彼女を抱きかかえている俺も要らない茶々を入れてくる真白も全力で逃げているし、背後から尋常ではない《偽獣》たちの群れが迫ってきたりしている。

「大丈夫ですか、瑠宇クン」

　そんな俺たちの下に、狙撃ポイントから引き揚げてきた献も合流。

　献は逃げる俺に並走しながら、俺が抱えている彼女の顔を覗のぞき込こみ、ポンと手を叩たたく。

「なるほど。どこかで見た記憶があると思ったら、彼女は瑠宇クンが２ヶ月前に東区で出会ったなりたてだった女の子ですね」

「なんだ。やっぱり瑠宇助の知り合いじゃんか。知らないフリしてんじゃねぇよ」

　真白がニヤニヤしながら俺の脇腹を肘でグリグリしてくる。

「あの……確かにお姉さんのおっしゃる通りなんですけど。……なんで私のことを知ってるんですか？」

　おっかなびっくりしながらも、好奇心を抑えられないといった感じの彼女の疑問に対して献こんが微笑ほほえむ。

「ああ、私。相手の顔を見ただけで、その人の過去とかが視みえちゃうタイプの人間なんです。特に瑠る宇うクンのことならなんでも見えますよ」

「マジすか！　それって超能力とか神通力みたいなヤツってことですよね!?」

「似たようなモノですが、強いて言えば歪ゆがんだ愛故の賜たま物ものとも……」

「冗談言いたいのかストーカーアピールしたいのか分からん受け答えすんな」

　思わずツッコミながらも、内心では舌打ち。

　あの日は上う手まく撒まいたつもりだったが、結局ついてきていたのか、献のヤツ。

「ていうか！　やっぱりウラじゃん！　間違いなかったじゃん！」

　腕の中でギャイギャイ騒ぐ彼女の態度にも頭が痛くなってきた。

「良い感じの修羅場っぽくて楽しいな、瑠る宇う助すけ」

「……性格悪いわ、このお嬢様」

　言葉通り楽しそうにしている真ま白しらに、皮肉の一つも言ってやる。

「おいおい、そんなストレートに褒めるなって、恥ずかしいだろぉ」

「なんで今の台詞せりふが褒め言葉に聞こえるんだよ？」

「普通に生活していたんじゃ、誰も私のことをそんな風に言ってくれないからさ」

「なにをちょっと寂しげな雰囲気出しながら遠い目で語ってんだよ！　単に普段のお前が品行方正至極真っ当なお嬢様すぎるだけじゃねぇか！　誰からも憧れられて陰口のひとつも叩たたかれないで、まったくお凄すごいことで！　遠回しな自慢ですか、偉いねホント！」

「はぁ？　瑠宇助テメェ、私に喧けん嘩か売ってんのか？」

「あーもう！　相変わらずややこしい拗こじらせ方かたしやがって！　後でいくらでも構ってやるから今はちょっと黙ってろ！」

　背後から迫る《偽ぎじ獣ゆう》たちに追いつかれないよう、全力で駆けながら建物の屋根の上を跳んでいく。

「ところでさ、ウラ。これってどういう状況なの？」

「マイペースだね、この侵入者は！　さっき俺たちが被害者を救出したんだよ！」

「えーっとつまり、この《偽ぎ世せ界かい》にはもう人柱である被害者がいなくて崩壊寸前で、《偽獣》たちは取り残されていた私に襲い掛かってきていて、ウラたちが無申請でもぐりこんでいた私を助けてくれたみたいな感じ？」

「そうだよ、まったくもってその通りだよ！」

「あー、それはわざわざどうもありがとうございます」

「どういたしまして！」

「それはそれとして、今って実は結構レアな状況だよね。被害者救出後の《偽ぎ世せ界かい》の様子なんてなかなか見れるものでもないし、《偽ぎじ獣ゆう》たちの行動も興味深いな」

「人に抱っこされながら冷静に分析してるんじゃねぇよ！　というか、俺たちが被害者を助けた時に《警戒音サイレン》が思いっきり響いたのに聞いてなかったのか!?」

「実は今朝からここで魔法の練習をしてたんだけど、途中で疲れて爆睡しちゃってさ。なんだか騒がしいなって、さっき起きたばっかりなんだ」

　そんな彼女の言葉を聞いて真ま白しらが楽しそうに笑い出す。

「コイツすげぇな。１人で《偽世界》に来て眠りこけるとか」

「笑いごとじゃねぇから！」

「ねぇ、ウラ……じゃなくて名前が違うんだっけ。なら、その……瑠る宇うって呼んでもいい？」

「恥ずかしそうに聞くんじゃない。別にいいけど」

「うん、わかったそうする」

　どこか嬉うれしそうにしながら俺の腕を掴つかむ彼女。

「それにしても瑠宇クンは、随分とこの子と親しげなんですね。私としては珍しく状況が把握できていないので、詳しく聞いてみたいのですが？」

「私も気になるな。隠すなよぉ、瑠る宇う助すけ」

「あー！　うっさい！　お前たち、状況を考えろ！　俺たちは《偽獣》に追いかけられて命からがら逃げてんだよ！　今はそんなことを話している場合じゃないだろうが！」

「あっ、瑠宇がはぐらかそうとしてる」

「してるな」

「していますね」

　矢継ぎ早な３人の意見が見事に合致していた。

「……」

　はい、もう黙秘します。あらゆる意味でややこしいから、とにかく今は全力で逃げることにします、色々なことから。

　そんなこんなで必死に走る俺たちの視界に、ようやく現実世界へと続く『穴』がある屋敷が見えてきた。あともう少しだ。

「！　瑠宇クン、焔ほむらさんです」

　隣を走る献こんの言葉にそちらを見ると、屋敷の入口に赤が象徴的な服を身にまとう美女が佇たたずんでいるのを見つけた。

　俺たちがすぐ傍そばまでやってくると、見知った美女が俺に向かって口を開く。

「おい、灰はい空ぞら」

「すみません、焔さん！　話は後で！」

　そんな焔ほむらさんの真横を素通りして、さっさと現実世界に脱出しようとしたのだが、すれ違う瞬間、制服の首根っこが思いっきり掴つかまれ、喉の奥から「ぐぇっ」と漏れる。

「ほ、焔さん！　く、苦しい！」

　その場で強制ストップを掛けられた俺に向かって、俺たちが所属する『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』のクランマスターである真まか鏡がみ焔は淡々と語り出した。

「ついさっきまでの話だ。私はアジトの自室で、楽しくスマホでの映画鑑賞に耽ふけっていた。助演を務める女優の歌唱がとても素晴らしいと評判の作品で、クライマックスシーンである歌姫の煌きらびやかな歌と迫真の演技に、文字通り私は心を奪われていた」

　うっとりと語っていた焔さんだったが、すぐにその声色が変わった。

「そんな時だったよ。私のスマホにペニーワ○ズみたいなクソ野郎から電話がかかってきたのは」

　ああ、はい。あのピエロ顔のカリバーンエージェントのことですね。

「折せつ角かくの気分が台無しになった私はどうしたと思う、灰はい空ぞら？」

「とっても怒ったと思います。予想ですが、とりあえずスマホぶん投げたか近くのモノを蹴り飛ばすくらいのことはしたのではないかなと」

「それで私の気は収まったと思うか？」

「思いません」

　だって今、めっちゃ殺気立ってるもん。目を合わせただけで消されそうなくらい。

「灰空、私はこの鬱憤をどこにぶつければいいと思う？」

　はい今、自分。めっちゃ睨にらまれてます、綺き麗れいなお姉さんにガチ顔で睨まれてます。

「いや、あの焔さん。お怒りはごもっともですけど！　そういうのは後で！　今は色々とヤバいですから！」

　さっきから俺の腕の中の彼女が背後の様子を見ながら、俺の肩を必死でベチベチと叩たたいている。そりゃそうだろう。何せ背後から見渡す限りの《偽ぎじ獣ゆう》の群れが突っ込んできているのだから。

「優先順位を間違えるな、灰空」

　そして真鏡焔の手に深紅の刺突剣が現れ、それが一振りされた瞬間──




　──迫りくる《偽獣》たちによって埋め尽くされようとしていた俺たちの視界は、鮮やかな『劫ごう火か』によって一瞬にして塗り替えられた。




　深紅の火種は、あっという間に《偽獣》たちを飲み込み、悲鳴を上げる暇すらも与えぬ勢いで、化け物たちを『劫火』の薪たきぎへと変えていく。

「……凄すごい」

[image: ]

　腕の中で声が漏れる。

　燃え広がる『劫ごう火か』は、《偽ぎじ獣ゆう》たちの体に容易に燃え移り、その身を焼き尽くし絶命するまで消えることがない深紅の呪いだ。

　この炎の前では、数の多さはむしろ弱点とさえなりえる。

『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』クランマスターにして、第三世代覚醒者最強の一角にも数えられる真まか鏡がみ焔ほむらの介入により、状況はいとも容易たやすく終しゆう焉えんを迎えた。

　そんな焔さんは、自らが握る深紅の《偽装》の切っ先を俺に向ける。

「もう一度言うぞ、灰はい空ぞら。優先順位を間違えるな。今最も重要なのは、私の怒りの矛先がどこにあるのかを明確にすることであって、それ以外の全ては取るに足らない雑事だ」

　ホントに思う。《覚醒者》としての実力は、本人の性格とはまったく関係ないのだと。

「それで？」

「えっと……とりあえず、郁いく人とさんを殴りにいきましょう。話はそれからで」

「もう来るとき殴ってきた」

　あー、殴っちゃったんだ。カリバーンのエージェントで、目上の大人相手に普通にグーパンしちゃったんだ、この人。

「と、とにかく話は現実世界に戻ってからということで」







　──というわけで、今度こそ《偽ぎ世せ界かい》より無事に脱出。

　俺たちの後から焔ほむらさんが出てきたところで《偽世界》へと通じていた『穴』は、まるで欠け落ちた破片が修復していくように埋まっていき、現実世界と《虚無》との『境界』にできた《綻び》は完全に消滅した。

　とりあえず抱えていた彼女を下ろすも、彼女の手は俺の腕を掴つかんだまま放そうとしない。

「あの、放してくれない？」

「ヤダ。またどっか行っちゃうかもしれないから。今度は絶対に逃がさないからね！」

　なんとも仰々しい物言いだが、その声色はどこか嬉うれしそうだ。

　そんな彼女の姿に、ため息が出る。

「あのさ、そんなことより自分が置かれた状況分かっている？」

「？　何が？」

　きょとんとする彼女は、あっという間に影で覆いつくされた。

「へっ？」と素っ頓狂な声を上げた彼女を囲むのは、なんとも柄の悪い男たち。

　彼らはどこぞのチンピラのようだが、全員、俺たちと同じ《覚醒者》であり、『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』のクランメンバーである。

　そんな連中に囲まれてカタカタしながら俺の腕にしがみつく彼女の頭を、ガシリと鷲わし掴づかみにした人物がいた。焔さんである。

「それで灰はい空ぞら、コイツでいいんだな」

「はい。焔さんがお探しの怒りをぶつけるべき相手は、こちらになります」

　先ほどの《偽世界》でのやり取りを思い出したのだろう。彼女の顔がみるみると真っ青になっていく。

「おい、小娘。ただで済むと思うなよ」

　焔さんの言葉はまさに死刑宣告。心の中でご愁傷様と言っておく。

「る、瑠る宇う、どうしよう？」

「《偽世界》から無事に生きて戻れただけよかったな。まあこの後、現実世界でどうなるかは俺の知ったこっちゃないけどな」

　そんな俺たち２人のやり取りを見て、焔さんが目を細める。

「そういえば、お前たち随分親しそうだが知り合いなのか？」

「違います」

「そうです！」

　真逆の返答をする俺たちの声が綺き麗れいに重なった。

　その返答を聞いて、焔さんは「ＮＯ」と答えた俺を睨にらむ。

「灰空。この小娘の名前は？」

　趣味の時間を邪魔され、明らかに気が立っているクランマスターに対して、いつもの軽口を叩たたく勇気は流石さすがになかった。

「雉子優良希です」

　俺の腕を掴つかんでいた手がピクリと反応した。

　チラリとそちらを見ると、当の本人と目が合った。

「なんだ、覚えてるじゃん」

　マスクをしていても分かるくらい、嬉うれしそうにハニカムんじゃありません。

　そんな浮かれた雉子きぎすの肩に、背後からポンと手が置かれる。

「雉子優ゆ良ら希ぎ。詳しい話はウチのアジトでじっくり聞かせてもらうから覚悟しておけよ」

　声を低くする焔ほむらさんから溢あふれ出でる怒りオーラを目の当たりにした雉子は、バイブレーションするスマホくらい、さらにカタカタし始めた。

「《偽ぎ世せ界かい》に無申請で入り込んでいた侵入者は無事保護された。しかし怒れる『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』クランマスターの手により、彼女はチンピラたちの巣窟へと連れ去られていくのであった」

　左頬ほおを腫らしたカリバーンエージェント住すみノの江え郁いく人とが、奇妙なナレーションでこの場を締めた。





　　　３．魔女裁判






　──ほんの少しだけ、歴史のお勉強。

　森もり浜はま市において、人知れず発生する偽世界事件。

　若者の《神隠し》に始まり、放置すれば現実世界崩壊の脅威となる《偽世界》発生は、年々増加傾向にある。

　ただ幸いなことに、それに対抗できる《覚醒者》として目覚める若者も増えていることで、なんとか均衡が保たれている。

　ただ、《覚醒者》となった全ての若者たちが同じ考えで戦っているわけではない。

　数が少ないうちは団結していた《覚醒者》たちも、数が増えるにつれて各々の主張でぶつかり袂たもとを分かち、価値観の近しい者同士が集まり出したことで、クランというコミュニティが誕生。

　偽世界対策組織カリバーンもこの流れを敏感に察し、各クランの代表との合議の結果、増え続ける偽世界事件に組織的かつ迅速に対応すべく、《公式クラン》というシステムが生まれた。

　カリバーンによって公式認定されたクランには、主に３つの恩恵が与えられた。

　１．担当エリア（ナワバリ）の獲得

　公式クランは各ナワバリ内で発生した偽世界事件に対して、その実力と責任を持って、全ての取り仕切りを排他的かつ独占的に任されている。カリバーンによって発見された偽ぎ世せ界かい事件が公式クランに回って来るのもこれが理由となる。

　２．カリバーンからの特別支援

　公式クランは活動援助として、クランボーナスと呼ばれる資金提供と合わせ、活動拠点となる本ア拠ジ地トの提供がある。

　本拠地は各クランの担当エリアにある好きな物件１つを買い与えられ、自由に使っていいという、かなり太っ腹なモノである。

　３．専属エージェント

　偽世界対策組織カリバーンにおいて活躍する《エージェント》と呼ばれる13人の元覚醒者たち。そのうちの１人が専属エージェントとなることで、各クランからの要望はカリバーンにダイレクトに届き、優先的なサポートを受けることができるようになっている。




　現在カリバーンから公式認定を受けているクランは５つ。

　森もり浜はま市東区をナワバリとするクラン『蒼そう森しん風ふう夜や』

　森浜市西区をナワバリとするクラン『終ピリ極オド』

　森浜市南区をナワバリとするクラン『フラフニ』

　森浜市北区をナワバリとするクラン『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』

　そして偽世界対策組織カリバーン直属クラン『Ｗａｌｈａｌｌａヴアルハラ』。

　各クランは様々な理念と価値観を掲げ、時に協力し、時に対立する。

　そんな中にあって、他全てのクランに対して敵対意識を向ける傍若無人で極めて厄介なクランが存在する。

　それが、クラン『Ｂ．Ｅ．』。俺たちチームＡｓｈアツシユが所属するクランである。

　そんな『Ｂ．Ｅ．』が本拠地としているのが──







「えっ、この如い何かにもヤバそうな連中のたまり場みたいな場所が『Ｂ．Ｅ．』のアジトなの？」

　その建物を目の前にして、俺の腕にしがみ付く雉子きぎすの声が上擦った。

　森浜市北区の中心街・観み瓶かめ坂ざか郊外にある放置された廃工場。

　正面にある鉄門には『関係者以外立ち入り禁止』の文字。敷地を囲む高い塀の中にある寂れた建物は、何年放置されているか分からない様相をしており、夕日が差せば不気味さは増し、耳を澄ませばカラスの鳴き声が聞こえてきそうである。

「ウチのクランマスターの趣味なんだと」

　見てくれはかなりヤバい。だが中身も同じ、というわけではない。

　建物の入口には覚醒者専用アプリＣａｉｎカインを利用したセキュリティがあり、クラン『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』のメンバー登録がないと開けることができない仕組みになっている。

　そして建物の中に足を踏み入れた雉子きぎすが再び目を見開く。

「外見と全然違ってとってもきれい」

　雉子が零こぼすように、建物中は手が行き届き、きちんと整理されて片付いている。

　いかにも悪の巣窟っぽいロケーションとしての外見をそのままにしているが、焔ほむらさんは汚くだらしないのが好きではない。

　だからクランメンバー全員に定期的な掃除を徹底させている。ウチのクランメンバーに、家と学校の掃除をサボってもアジトの掃除をサボるヤツはいない。

　そんなアジトの一室、通称『会議室』に、雉子は放り込まれた。

「しばらくここで大人しくしていろ」

　焔さんの言葉と共に部屋の扉は閉められる。

　ちなみにそんな雉子と一緒に俺も放り込まれることとなった。

　理由は単純明快で、雉子が俺の腕を決して放してくれなかったからだ。

「あのさ、いい加減に放してもらってもいいかな？」

　そう尋ねるも、ブンブンと無言で首を横に振り続ける、雉子。

「あーもう、分かったよ。とりあえず、そこの席に座ろうぜ」

　というわけで空いている椅子に腰を下ろしたところで、雉子が口を開く。

「その……私ってどうなるのかな？」

「ナワバリ内で悪さした《覚醒者》の処遇については、そのナワバリを仕切るクランが決めることになっているが……まあ、碌ろくな目にはあわないだろうな」

「こういう取り締まりって、カリバーンが裁くとかじゃないの？　ゲームでいうところの運営がどうたらこうたら、みたいな？」

「カリバーンは《覚醒者おれたち》の管理運営ではなく、あくまで支援・バックアップってスタンスだからな。よほどのことがない限り《覚醒者》たちのやることに口出しはしない。現に《覚醒者》たちが使っているルール的な取り決めについてもクランが主体となって《覚醒者》間で決められたモノであって、カリバーンが決めたモノじゃないしな」

「そうなの？」

「そうだよ。つまり今の状況はやらかした雉子に対して、『取り決め破って、ウチのシマでなにを好き勝手にやってくれてんねん』ってウチのクランがブチ切れて、『この小娘にどう落とし前付けさせてやろうか？』って展開だ。カリバーンが出張る余地なんてない、要はメンツの問題だ」

「メンツって、いつの時代のノリ？」

「今現在、お前がやらかした場所のノリだよ。『Ｂ．ウＥ．チ』は公式クランって立場以前に、そもそも舐められるのが好きじゃない。今後同じような真ま似ねをするバカな連中が出てこないように、きっちりと見せしめにするつもりだろうな」

「……もしかしなくても、私って結構トンデモナイ状況なんだね」

「だいたい、無申請で《偽ぎ世せ界かい》にもぐりこむなんて悪知恵、どこで覚えたんだよ？」

「私を初めて《偽世界》に連れて行ったどこかの誰かのマネをしただけですがなにか？」

　雉子きぎすの言葉がグサリと胸に突き刺さる。

「そんなことより、瑠る宇うが私に嘘うそを吐ついていた件について色々と聞きたいんですけど？」

　ああ、これ知っている。藪やぶをつついて蛇を出すってヤツだ。

「嘘ってなんだっけ？」

「名前だよ！　なんでよりにもよってエッチなゲームの主人公名乗ったの！　おかげでめっちゃ恥ずかしい目にあったんですけど！」

「自分は最初コードネームしか名乗らず警戒していたのに、偽名で素性を隠していた俺のことを嘘吐き呼ばわりか？」

　そういうと、雉子の表情がぽかんとなった。

「……なるほど、確かに言われてみればその通りだね」

「いや、納得するんかい！」

「名前を隠していたのって瑠宇が『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』のメンバーだったからなんでしょ？」

「他クランのナワバリ内の偽世界に、無申請でなりたてを連れていった。今思い返せば、なかなかスリリングなことをしたもんだ」

「でも『蒼そう森しん風ふう夜や』の人たちだったら事情を説明すれば許してくれたと思うけど？」

「まあ空そら海うみさんたちならそうだろうな」

「空海さんたちのこと知っているんだ」

「広い業界じゃないからな。それなりに《覚醒者》をやっていれば面識くらいあるさ」

「でも内緒にしたんだ」

「……色々とややこしいからな。伏せられるモノは伏せていた方がいいと思っただけだ」

　そう答える俺の顔を雉子がジッと見てくる。

「ふーん……まあそういうことなら、そうなんだろうね」

　明らかに半信半疑といった表情の雉子に逆に尋ねる。

「それで？　そんな『蒼森風夜』所属の《覚醒者》がウチのシマで何やってたんだ？」

「いや私、もう『蒼森風夜』じゃないよ。辞めたから１ヶ月前くらいに」

　あっけらかんとした口調で返ってきた予想外の返答に、思わず驚いた。

「えっ、辞めたの!?　あの優良クランを！　どうして!?」

　そんな俺のリアクションを見て、雉子は目線を泳がせながらプイッとそっぽを向く。

「……一身上の都合により」

「というか、クランを辞めたのに《覚醒者》を続けようとしているのか？」

「うん」

「『蒼そう森しん風ふう夜や』を辞めてからは？　他のクランに移ったり誰かと組んだりとかは？」

「……してない。ずっと１人」

「それじゃ《覚醒者》として何もできなくないか？」

　公式クランというシステムが出来て以降、クラン未所属の《覚醒者》で、さらにソロともなると偽ぎ世せ界かい事件に関われる機会は、かなり限られる。

「だからＣａｉｎカインのＭＡＰで適当な《偽世界》を見つけてはこっそり忍び込んでたの」

「１人で《偽世界》に入ってどうするんだよ？　偽世界事件の横取りでも狙っていたのか？」

《覚醒者》として１人で被害者を助けて、カリバーンからの報酬独り占めにしようとしたとか？　いや、担当を無視して被害者を助けてもカリバーンから報酬貰もらえないはずだから、……つまりどういうことだ？

「そういうのじゃなくて……単に『魔法』の練習がしたかったの」

『魔法』という言葉を聞いて、先の《偽世界》での雉子きぎすの姿を思い出す。

「もしかして、あの《偽装》で再現していたヤツか？」

「そう！」

「まあ確かに、アレは凄すごかったな」

「でしょ！」

　嬉うれしそうに食いついてきた雉子は目を輝かせ、もっと褒めて感が湧き出している。

「俺も《偽装》に関しちゃ色々と試行錯誤した口だから、素直に驚いたよ」

「いやー、それほどでもー」

　どこかで見たキャラのような照れ方をする雉子。

「えっと……本当にそれだけなの？」

　ただ《偽装》で『魔法』を使いたいという理由で、こんな騒ぎになるようなことをやらかしたのか、コイツ？

「……正直さ、《覚醒者》をやってみて、それ以外にあんまり興味が湧かなくて」

　視線を伏せるようにして空笑いを浮かべる雉子。

　そんな雉子をジッと見ていると、ポケットがブルリと震えた。

「あのさ、ちょっと席を外したいんけど」

　そう提案すると、雉子が掴つかむ手に力が入る。

「ヤダ。放したらどっか行っちゃいそうだから」

「別にいいだろ、どこに行っても。もう俺の素性も分かったんだから」

「……もしかして、何かイライラしてる？」

「してない」

「怒ってる？　まさか逆ギレしてるとか？」

「怒ってない。というかなんで逆ギレなんだよ？」

「だって怒ってるの私のはずじゃん！　あんなことされたんだから！」

「人聞きの悪いこと言うな！　別に人道に反することは何もしてないわ！」

「嘘うそ吐ついた！」

「アレは方便！」

　そう怒鳴ると、雉子きぎすがしゅんとなる。

「あ、あのさ……あの時の『俺たちは対等な関係条約』ってヤツ。アレもやっぱり方便というか、瑠る宇うにとっては冗談だったの、かな？」

　そう声が小さくなっていく雉子。その姿をジッと見ることで伝わってくる感情の色に、思わず首筋に手が伸びる。

「確かに『対等条約』の俺と雉子とは気を使う間柄でもなかったな。ならこの際だ、はっきり言わせてもらう」

　そして俺は雉子に言った。

「ものすっごくトイレに行きたい」

　俺は切実に訴えた。

「私をここに一人置いて？」

「そうだよ！　俺に漏らさせるつもりか！」

「それは私が嫌だ。汚いから」

「俺だって嫌だわ！　この歳としで漏らしたくねぇよ！　というか逆の立場だった場合を考えろ！　雉子は俺にトイレに付いてきてほしいのか!?　なんなら付いてってやろうか!?」

「……いってらっしゃい」

　そしてようやく解放される。

「でも、ちゃんと戻ってきてよね！　絶対だよ！　私めっちゃ心細いので！」

　そう叫ぶ雉子を置いて、会議室から廊下に出ると、スマホに合図を送ってきた献こんが一人で立っていた。

　そのまま廊下を歩き出すと、当然のようについてくる。

「どうなってる？」

「焔ほむらさんは情報整理がてら雉子さんについて郁いく人とさんから話を聞いています。それと蜷局とぐろ原ばらさんが出張ってきているみたいです」

　なんか面倒なヤツがでてきたな。

「真ま白しらは？」

「電話しに行ってます。『こんな面白そうな出し物は最後まで見ない手はない』と言っていたので、アリバイ工作の延長だと思います」

「ホント、悪いお嬢様だね」

「真ま白しらさんに言ったら喜びますよ」

　そのまま男子トイレに到着、中へ入ったところで足を止める。

「あの、狛こま芽めさん。ここ男子トイレなんですけど？」

「お気になさらず」

　にっこり笑顔の献こんの額にデコピンしてから、外に放り出した。

　用を足したら、アジト内にある自販機に向かい、適当に飲み物を購入。

「私、甘い紅茶がいいです」

　自分で買え、というのも面倒なので献に買ってやり、ついでに真白の分も渡しておく。

　それから会議室に戻ると、そこにはすでに関係者一同が揃そろっていた。

　上座にはクランマスターの焔ほむらさん。

　その近くの席には『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』専属エージェントの郁いく人とさんが座り、ノートパソコンを開いている様子から事の経緯を報告書にまとめるつもりのようだ。

　そしてウチのクランで『幹部』とも呼ばれるチームリーダーの一人・蜷局とぐろ原ばらの姿もある。

　会議室の後ろの方にはギャラリーとしてウチのクラン所属の《覚醒者》たちが集まり、その中には真白や田た中なかたち、笹ささ宮みやさんたちもいる。

　そして部屋の中心にいる雉子きぎすは、マスクをしていてもわかるくらい真っ青な顔して硬直していた。どうやら俺が留守にしている間に全員がやってきて、こうして囲まれたことで石像と化したらしい。

　献はそのまま真白たちの方へ。俺も一緒に付いていこうとしたが、今にも泣きだしそうな雉子と目が合ってしまったので、仕方なくそちらへに向う。

「ほら。水とジュース、どっちがいい？」

　手に持った飲み物を差し出す中、雉子が掴つかんだのは俺の腕だった。

　そしてプルプル震えながら、めっちゃ恨めしそうな眼めを向けてきた。

「いや、別に逃げたわけじゃないから。水でいいのか？」

「ジュースがいい」

　ようやく喋しやべり出した雉子。キミはあれかな？　俺に触れていないと喋れないロボットか何かなのかな？

「おい、灰はい空ぞら！　テメェは邪魔だからさっさと引っ込め！」

　怒鳴ってきたのは、蜷局原。

　相変わらずの敵意を感じながら、その言葉に従い、ギャラリーたちの方へと向かうも、腕には雉子がくっついたまま。

「いや、お前は動くなよ！」

　蜷局とぐろ原ばらの的確なツッコミに雉子きぎすが足を止めるが、必然的に俺の足も止まる。

「そのままでいい」

　焔ほむらさんの一言で、蜷局原は大人しくなり、悪い事をした雉子が腕にくっついているからという理由で、俺も雉子と一緒に会議室の真ん中に立たされることとなった。

　そんな会議室の中を見回してなんとなく思う。

「まるで裁判だな」

　ギャラリーたちがいる会議室の後ろ部分は傍聴席。

　中央の被告人席に立ち、ガタガタと震えながら沙汰を待つのが雉子（ついでに俺）。

　裁判官はクランマスターの焔さん。隣にいる郁いく人とさんは書記官といったところ。

　そうなると、すぐ傍そばに立っていて、如い何かにもつまらないことを言い出しそうな蜷局原の役どころはなにになるのか？

　そんな配役について考えている中、口を開いたのは焔さんだった。

「余計な話をするつもりはない。ただ弁明があるなら最初に聞いてやる。どうなんだ、灰はい空ぞら？」

「俺に聞かないでくださいよ。悪いのはコイツなんです」

　自分の腕に引っ付き震えっぱなしの雉子を指差す。

「だったら喋しやべらせろ」

　すると腕を引っ張られるような感触があった。そちらを見ると、震える雉子が俺に何かを言おうとしているのが分かった。

「なんだよ？」

　そう顔を近づけた俺の耳元で、雉子はそっと囁ささやいた。

「『私がなにをしようとアンタらにとやかく言われる筋合いはない』って、私の代わりに言って」

「……」

　なんだかスゲェ無む茶ちやぶりが飛んできた。

　この状況にただただビビッて震えているのだと思っていたら、どうやらそんなことはなかったらしい。

「ねぇ、早く。ガツンと言っちゃってよ」

「……えっ？　それ俺が言うの？」

「うん」

「なんで？」

「知ってるでしょ！　私が極度の人見知りだって！」

　小声ながらも必死に訴えかけてくる雉子の圧が凄すごい。

「初耳だが？」

「私の心を読めるんだから気付いてたでしょ！」

　人をエスパーみたいに言うな。まあ分かっていたけどさ。

「えっと……なんで喧けん嘩か腰ごし？」

　そう尋ねると、雉子きぎすが俺の服を掴つかむ手に力が入る。

「だって……こんなにたくさんで取り囲んで、人のことをよってたかって吊つるし上あげようとする連中に、屈したくないんだもん」

　そんな雉子をジッと見て、なんとなく頬ほおを掻かく。

「つまり反省の色はないと」

「瑠る宇うたちに助けてもらったことには感謝しています」

「そこは素直なんだな」

　随分と自分勝手な物言いだが、雉子の心境はなんとなく分かった。

「おい、灰はい空ぞら。何をコソコソしている」

　自分の質問を無視してヒソヒソ話をしている俺たちを見て、ウチのクランマスターがイライラしていらしゃる。

　とりあえず雉子の主張は分かった。とはいえ、この場で喧嘩腰になって良いことは一つもない。ここはひとつ穏便に話を進めた方が雉子のためにもなるだろう。

「あー、どうやら雉子は恥ずかしがり屋なお年頃みたいで、自分の意見を代弁してくれって頼まれました。その代わりに後でおっぱい揉もませてくれるそうです」

　傍聴席がざわつき、全員の視線が雉子に集まる。

　当の本人は、俺の腕をパシパシ叩たたきながら、必死にブンブン首を振っている。耳まで真っ赤だ。

「『被告人である雉子優ゆ良ら希ぎ嬢は、この絶対的窮地において意外な一手を打つ。その慎つつましやかな体を武器に、手頃な男を誑たらし込こみ弁護人に仕立て上げたのだ。書記官として立ち会う私の私見となるが、彼女は潜在的痴女である可能性があると感じるモノである』と」

　郁いく人とさんが、なんだか卑ひ猥わいな発言と共にノーパソのキーボードをカタカタと叩いている。というか、秘密結社の報告書になんつー文章を載せようとしてんだ、この人。

「それで？　そのチビッ子痴女ちゃんはなんて言ってんだ、灰空？」

「『ごめんなさい、テヘペロ☆』、だそうです」

　ブンブンブン！

「……さっきからメッチャ首を横に振っているぞ？」

「雉子は帰国子女で、彼女がいた国では首を横に振るのが肯定のジェスチャーとされているそうです」

　焔ほむらさんにそう説明する俺の耳元で、雉子が小声で必死に訴える。

「さっきからデタラメばっかり言わないで！」

「それが嫌なら自分で話せばいい」

「無理だから頼んでいるんでしょ！」

「頼まれた覚えはない。おっぱいを揉もんで良いとは言われたが」

「それこそ言ってないから！」

　人の頬ほおを抓つねってくる雉子きぎすの様子に、焔ほむらさんがため息を吐つく。

「灰はい空ぞら、話が進まない」

「こちらのことはお気になさらず。話を進めてください」

　先を促す俺に、焔さんが面倒そうに口を開く。

「雉子の処遇について決めるにあたり、蜷局とぐろ原ばらが面白いことを言い出してな。……蜷局原、後は好きにしろ」

　それだけ言って、この裁判の場でスマホを取り出し、映画を見始める自由すぎるクランマスター。

「では、ここからは自分が」

　そうして前に出てきた蜷局原は、俺たちの前までやってくると、俺の顔を覗のぞき込こむようにして睨にらみを利かせてくる。

「テメェは相変わらず女たらしだな、灰空ァ」

「蜷局原さんほどじゃないですよ」

　取り巻きが全員男である蜷局原に向かってにっこりスマイル。

「ホント、ムカつく野郎だ。テメェ自身は大した実力もなくて、狛こま芽めに妃ひい泉ずみにおんぶに抱っこの癖によ」

「ヤダな、蜷局原さん。そんなに褒めないでくださいよ、照れちゃいますから」

　安い挑発には笑顔で対応するのが、俺の流儀である。

「それで？　蜷局原さんの主張はどういったモノなんですか？」

　蜷局原は舌打ちと共に、俺の腕に引っ付いている雉子を睨みつける。

「そいつにはスパイ疑惑が掛かっている」

「……スパイ、ってどこの？」

「決まってんだろ、『蒼そう森しん風ふう夜や』だよ」

　傍聴席ギヤラリーがざわつく。

「俺の情報網に、『蒼森風夜』の連中がこそこそと他のクランの内情を探りまわっているって情報が入ってきている。そしてそこにいる雉子は『蒼森風夜』のメンバーだ」

「雉子はだいぶ前に『蒼森風夜』を辞めたらしいですよ」

「灰空、テメェはバカか？　そんなのカモフラージュに決まってんだろうが」

　自分のこめかみに人差し指を向け「脳みそ空っぽ野郎」ジェスチャーで煽あおってくる蜷局原は、そのまま傍聴席にいるクランメンバーに向かって説明を始める。

「『蒼そう森しん風ふう夜や』はここにいる雉子きぎす優ゆ良ら希ぎにスパイを命じ、書類上クランを辞めさせた上で、ウチのナワバリに潜りこませていた。その理由は雉子がこうして捕まっても、『そいつはウチのクランメンバーじゃないから関係ない』と言い逃れするための偽装工作に違いない」

　これに同調するように声を上げるのは、傍聴席にいた蜷局とぐろ原ばらの取り巻きたちだ。

　そんな中、右手がくいっと引っ張られる。

「私、違う」

　そんなの言われなくても分かっている。

　盛り上がっている蜷局原に俺は尋ねる。

「仮に雉子がスパイだったとして、どうするつもりですか？」

「当然、『蒼森風夜』に落とし前を付けさせる」

「落としどころは？」

「そうだな。慰謝料として偽ぎ世せ界かい事件を幾つか要求するか、あるいはナワバリの一部を我らがクラン『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』に寄よ越こせって言うのもアリだな」

「そんな要求通りますかね？」

「相手は正義感バカが集まっただけの『蒼森風夜』だ。そいつの身柄をチラつかせればバッチリだろうよ」

　そんな蜷局原の言葉に、またも傍聴席にいた蜷局原の取り巻き連中が歓声を上げる。

「相変わらずクソなことを考えますね、蜷局原さん」

「褒めてくれてありがとうよ」

　俺の皮肉に、今度は蜷局原が笑ってみせる。

　そんな中、雉子が再び俺の腕を引っ張る。

「ね、ねぇ、ちょっと待ってよ。なんでこんな話になってるの？　これって違反行為をした私を見せしめとして裁くんじゃなかったの？」

「見せしめにはするつもりだろうさ。その上で、さらにウチのクランにとってプラスになるネタがある、って蜷局原が言い出したんだろ」

　今回の件を聞きつけた蜷局原が、焔ほむらさんに提言したのだろう。

　自分ならうまくやれますと。

「それが『蒼森風夜』に喧けん嘩か売るってことなの？　待ってよ、おかしいじゃん。《覚醒者》って《偽世界》から被害者を救い出して《偽ぎじ獣ゆう》から現実世界を守るためにみんなで戦う正義の味方みたいなものなんじゃないの？」

《覚醒者》が争う相手は《偽獣》である。それが雉子の常識だったのだろう。

　だから俺は、それを否定する。

「何も《覚醒者》が全員そう考えているとは限らないってことだ」

「えっ？」

「《覚醒者》をやる理由なんて人それぞれだ。偽ぎ世せ界かい事件を解決して、金を稼ぐのを目的にしているヤツもいる。《偽ぎじ獣ゆう》を殺さつ戮りくするのを楽しんでいるヤツもいる。《覚醒者》として結果を出してランキングで上位を目指しているヤツもいる。『蒼そう森しん風ふう夜や』にいた雉子きぎすに分かりやすく言えば、『蒼森風夜』みたいに志高く真っ当に《覚醒者》をやっているヤツなんて『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』にはいないってことだ」

　驚きの表情と共に雉子が傍聴席にいるクランメンバーたちに目を向ける。

「『蒼森風夜』にいた時に、みんなが『Ｂ．Ｅ．』はホント最悪、って言ってたけど、その理由がようやく分かった気がする」

「これだけ好き勝手やって、他のクランに喧けん嘩か腰ごしで、それでも全クランの中で最も実績を出しているのが『Ｂ．Ｅ．』だ。笑える話だろ」

　ふと視界の中に田た中なかの隣に立つ笹ささ宮みやさんの姿が映った。

　新人研修の仮所属とはいえ、自分がいるクランの実態を目の当たりにし、怒りに震える笹宮さん。無言で俯うつむき、こぶしを握る姿からも、このままなら田中のご要望通り、彼女は心置きなく別のクランに移るだろうことは容易に想像できる。

「つまりさ、私の違反行為は体よく利用されようとしているってわけだ。私がなんで違反行為していたかなんて理由はどうでもよくって、元『蒼森風夜』の《覚醒者》がナワバリで違反行為をしたことを利用して何をするか？で盛り上がっているってわけだ」

　そんな雉子の言葉に、思わずそちらに目を向ける。

　雉子は熱くなることも恐れることもなく、ただ冷めた瞳でこの光景を見つめていた。

「そうだな。この場合、雉子に送る言葉として正しいのは、『はしゃぐ場所を間違えたな、お嬢ちゃん』ってところかな」

　くだらない冗談を言ってみたが、雉子の様子は変わらない。

「私が謝ってどうにかなると思う？」

「ならないだろうな。むしろ認めたってことで、余計に付け込まれるだろうな」

「だよね、やっぱり」

　雉子の言葉はどこまでも冷静で他ひ人と事ごとのようにさえ聞こえる。それだけ現状を客観的に捉えているということなのかもしれない。

　改めて思う。やはり雉子は聡そう明めいで頭の回転がかなり速い。

　……まあ、俺の腕にしっかりと抱きついていないと、その状態を維持できないというのは、どうなんだろうとは思うのだけれども。

「ねぇ、瑠る宇う。あの蜷局とぐろ原ばらって人の意見は通っちゃうのかな？」

「焔ほむらさんがこのまま認めればそうなる。全てが許される自由奔放なクラン『Ｂ．Ｅ．』の唯一のルールが、『クランマスターの言葉は絶対』だからな」

　ちなみに当のクランマスターは先ほどからスマホで映画鑑賞中。漏れ聞こえてくる音を聞く限り、闇金モノの映画を見ているようだ。

「あのカリバーンの人は……やっぱり助けてくれそうにないか」

「いい見立てだな、雉子きぎす。郁いく人とさんは俺が知る限り職務に対して最も不誠実なカリバーンエージェントだ」

　俺たちの視線に気付き、にっこりスマイルで手を振ってくるピエロなエージェント。

「クランマスターのお姉さんは、このままだったら認めちゃう？」

「他に愉快な案もなさそうだしな。このままいけば『好きにしろ』って言うだろう」

　そこで雉子がピクリとなる。

「……つまりこの場で、あの蜷局とぐろ原ばら？って人より有用な案とかが出てくれば、話がひっくり返ったりするってこと？」

「そんな案が出てくればな」

「じゃあさ、瑠宇ならなんとかできるってことで間違いないね」

　雉子が妙な事を断言し出した。

「えっ？　俺がやるの？」

「今の私にはできないもん。圧倒的に情報が足りていないし、それに何よりこれだけの人の前で喋しやべれないから」

「だろうな」

「でも瑠る宇うは違うでしょ？　『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』のメンバーで必要な情報を持っているし、攻略対象のことも知っている。それに私をさんざんだまくらかした口八丁もあるし」

「人を詐欺師みたいに言うな」

「それに何より、他人の思考が読める」

「……」

「それらをうまく使えば、こんな状況くらい簡単にひっくり返せると思うんだけど？」

　興味津々といった様子で俺の顔色を窺うかがってくる雉子。

「……まあ、できるかできないかで言えば、できなくもない」

　そんな俺の答えを聞いた雉子から読み取とれる感情は。

　期待、切望。

　それらの感情を盗み見たからこそ、雉子の口から次に出てくる言葉は安易に予想できた。

　雉子はこう言うに違いない。

　──私を助けてほしいと。




「私と取引しよう」




　脳内に浮かべていた言葉と耳から入ってきた言葉がズレたことで、その意味が理解できなかった。

　予想とズレた言葉に思わず聞き返す。

「……えっ？　なんだって？」

「だから、私と取引して。そしてこの状況を私の代わりにひっくり返して」





　　　４．もっとエグくいきましょう






「ちょっかい出してくる《偽ザ獣コ》共を蹴散らし、この世界を守っている《覚醒者》の中で、俺たち『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』こそが最強クランであることを、他のクランの連中にきっちり分からせる必要がある！　特にお高くとまっている『蒼そう森しん風ふう夜や』の連中にはな！」

　俺たちのことなどそっちのけで、蜷局とぐろ原ばらが傍聴席に向かって声を荒らげ、それに同調するように、蜷局原の取り巻きたちが賛同の声を上げる。

　そんな会議室の中、俺は自分の腕にくっ付いている雉子きぎすのことをジッと見ていた。

　今の雉子から見える感情は主に窮地、諦め、渇望といったモノで俺の経験上、比較的よく見る組み合わせ。どうしようもない状況に陥り、他人に助けてほしいと願う状態。

　だからこそ雉子の口から出る言葉は「助けてほしい」と推測した。

　しかし雉子の口から出てきたのは「取引しよう」という言葉。

「……取引、っていうと？」

「この状況がとっても嫌でどうにかしたいけど、自分じゃどうしようもないから、それができる瑠る宇うに取引を申し込んでるの」

　真っすぐな瞳、堂々とした態度で俺に向かって雉子が言う。

　まあ、俺に引っ付いてないとダメな癖にと思ったが、それはいったん措おいておく。

「だからなんでそこで取引なんだよ？　もっとこう……あるだろ？」

　そう口にしたところで、自分が動揺していることに気が付いた。

　それはあからさまな誘導。自分の感覚と帳尻を合わせるために「助けて」という言葉を雉子の口から聞きたいがための。

　だが雉子は眉を顰ひそめて首を傾かしげた。

「？　それ以外になにもなくない？」

「ないことはないだろう。一言いうだけで今の状況や物事が一変するような言葉が……」

「そんな魔法みたいな言葉があるわけないじゃん」

　あれだけ《偽ぎ世せ界かい》で『魔法』を使いたがっていたお前が言うな、と思ったがすぐに考えを改める。

　……いや違う、そうじゃない。だからなのか。

　蜷局原の声が響き渡り、それに呼応するように取り巻きたちも喝采する中、俺は雉子に改めて問う。

「もう一度聞く。雉子きぎすはこの状況が気に入らない。どうにかしたいと思っている。だが自分じゃどうしようもできない。……そんなお前が俺に言う言葉は？」

「だから、取引しよう、だって。もう何なの、さっきから？」

　意図的に使わないだけ？　いや、違う。そうじゃない。

　感覚的に持っていないのだ。言葉や行動として知っていても、それが自分に適用される場面と状況が理解できないのだ。

　それをいつ言えばいいのか分からない。それによって何かが変わると思えない。それにより自分が行動する以上に状況が好転する可能性を一切見み出いだせない。

　だからこそ、選択肢として存在しない。

　その感覚は、よく分かる。

　──俺も同じだからだ。

「ここは普通、助けてじゃないのか？」

　だからこそ、俺は雉子にそう言った。自分と同じ感覚である彼女がいったいどんな反応をするのか知りたくて。

　そんな俺の言葉を聞いた雉子が鼻で笑った。

「瑠る宇う、それ本気で言ってる？　誰かに『助けて』って言っても助からないよ、絶対に」

　俺だから分かる。雉子は心の底から一切の疑いなく本気でそう思っている。

「だから状況を打開すべく、自ら動き提案するわけか」

「だってそうしないと何も変わらないじゃん」

　そう口にする彼女に対して、これ以上、なにかを言う気は失うせた。

「『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』こそが最強だ！　それを証明するためにも他のクランより多くの偽世界事件イベントをクリアしてスコアを稼く！　クランランキングトップだけじゃない！　チームランキングでも俺たち『Ｂ．Ｅ．』が上位を独占する！」

　鼻息を荒くする蜷局とぐろ原ばらの演説が響く中、だからこそ俺は雉子に尋ねる。

「その取引で、雉子が俺に支払う対価はなんだ？」

「なんでもするよ」

「なんでも？」

「今後、私ができることならなんでも。こう見えてそれなりに色々とできると自負しているから。悪いことだってするよ。お金も、まあなんとかする。……あっ、でも極度の人見知りな点だけは考慮してほしいけれど」

「欠点もしっかり申告するんだな」

「取引だし、『対等条約』の相手に嘘うそは吐つかないモノだと私は思っているからね」

　トゲがある言い方だが、雉子が初めて会った時に俺が口にした『俺たちは対等な関係条約』を特別なモノとし拠より所どころとして捉えていることが、改めてよく分かる。

「なんでも、ねぇ」

「だからその……さっきの瑠る宇うが言ってたヤツとかでも、別に……」

「さっきの？」

「だ、だから……瑠宇がそこまで私の胸を触りたいなら、別にそれでも……」

　モジモジしながら耳を赤くする雉子きぎす。

「いや、そういうのはいらないから」

　掌てのひらを向けて「ＮＯ」を宣言すると、雉子が小声で騒ぎ出す。

「はぁ!?　なにそれ！　私のじゃ不服ってことですか！　確かにちょっと小さいですけど！」

「そうじゃなくて、女の体目当てに手を貸す趣味は俺にはないって言ってんだよ。あと、冗談だろうが本気だろうが、自分を安く売ろうとするな」

　声色が変わった俺の雰囲気に雉子がビクリとなる。

「その……怒ってる、とか？」

「気分がいいもんじゃない。少なくとも『対等条約』を結んだ相手には軽々しくそういうことを言ってほしくない、と俺が思っただけだ」

「別に……誰でもってわけじゃ……瑠宇ならいいと思っただけで……」

　そんな小さい声が聞こえてくるが、そっぽを向いて聞かなかったことにしておく。

「まあ雉子の覚悟は分かったから、その取引に乗ってやる」

「ホント？」

「この状況だけはひっくり返してやる。ただこの後、俺が何をしても、その結果どうなったとしても、文句は言うなよ」

「……なんだか悪い予感しかしないんだけど？」

「一度は自分の体を差し出す覚悟をしたんだったら、怖いもんはそうないだろ？　最後まで俺を信じて見守っていればそれでいい」

「信じてほしいなら、前みたいに嘘うそ吐つくのナシね」

「それは保証できない、アレは俺の性質みたいなものだからな。ただ、これだけは言っておく。俺は口から出まかせは言うが雉子を裏切ることはしない」

　その言葉に雉子が目を伏せる。

「……それはちょっと本当っぽい気がする」

　チラリと見れば、雉子から常に感じる疑念の感情が揺れているのを感じた。

　だから首の右側に手を伸ばしながらニヤリと笑ってみせる。

「安心しろ、少なくともそうする前には、きちんとお前に宣言してやるから」

　ぽかんとした表情で顔を上げた雉子は、すぐにクスクスと楽しそうに笑い出した。

「そんなこと、初めて言われたんだけど？」

「俺も初めて言ったよ」

「うーん、今のは嘘うそっぽい」

「さてどうでしょう？」

　そうして自分の腕を掴つかむ雉子きぎすの手を軽く叩たたく。その意図を汲くみ取とった雉子は恐る恐る俺の腕から手を放し、すぐに緊張から動きがぎこちなくなり始める。

　そんな雉子の瞳が俺に物語っていた。

　信じるからね、と。

「そういうことは口で言え」

　小声で文句を言ってやると、雉子は恥ずかしそうにそっぽを向いた。

　そして雉子から離れた俺は、傍聴席の仲間たちに『蒼そう森しん風ふう夜や』へ喧けん嘩かを売るプランを熱弁している蜷局とぐろ原ばらの前に進み出た。

　そんな俺に気付いた蜷局原が、こちらを睨にらみ付つけてくる。

「なんだ、灰はい空ぞら？　何か文句でもあるのか？」

　傍聴席からも「引っ込め！」「偽善者！」「女たらし！」と取り巻き共のヤジが飛んでくる。

「今回の一件を利用して『蒼森風夜』に喧嘩を吹っ掛けるって話。いいアイデアですね、蜷局原さん。正直感服しました」

　そんな俺の意外な反応に、何かと衝突する機会が多い俺と蜷局原の関係を知っている傍聴席の面々が驚いた表情を浮かべている。

　それは蜷局原も同じだったが、すぐに警戒心を露あらわにする。

「……何を企たくらんでやがる」

　これまで俺との間であった出来事を考えれば、蜷局原が身構えるのは当然だ。

「もう疑うたぐり深ぶかいな、蜷局原さん。いつもみたいに難癖付けて反対しませんって。今回は１００％支持します。さっそくやりましょう。ただ……」

「ただ？」

「……ちょっと弱すぎる気がするんですよね」

「なんだと？」

「雉子をスパイに仕立て上げて『蒼森風夜』から利益を奪おうとする今回の算段。言ってみれば脅迫行為だ」

「それが悪いって言いたいのか？」

「そうじゃなくて、脅迫するにはネタが弱いって言っているんですよ。だって、こんなの単なる言いがかりじゃないですか。俺たち『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』が『蒼森風夜』に抗議したところで、相手に突っぱねられたら、それで終わり。結果、ウチのクランはなんの利益も上げることができない。むしろこれまで以上に他のクランから冷ややかな目を向けられることになる。それは蜷局とぐろ原ばらさんが望むところではないのでは？」

　蜷局原の視線が無意識に、スマホで映画を見ている焔ほむらさんの方を向く。

　今回の一件、蜷局原はクランへの利益を確約し、焔さんに任せてほしいと提案したのは間違いない。だからこそ、蜷局原にとって、その提案を成功させることは絶対条件だ。

「……だったら、どうしろって言うんだ？」

「『Ｂ．ウＥ．チ』は今回の一件を使って『蒼そう森しん風ふう夜や』に直接抗議をするということはしない」

「はぁ？　テメェやっぱり、いつもみたいに俺のやることにケチをつけるつもりじゃ……」

「俺たち『Ｂ．Ｅ．』は何もしない。何かするのは雉子です」

「……なんだと？」

「雉子きぎすが『蒼森風夜』に助けを求めて泣きつくように仕向けるんですよ」

　蜷局原が息を呑のむ中、俺は続ける。

「『蒼森風夜』は『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』からの一方的な言い掛かりとタカリに屈するとは限らない。だけど、助けを求めてきた元クランメンバーを救うためならば、自分たちの利益を差し出すということは絶対にする。そう思いませんか？」

　蜷局原の無言の肯定に俺は頷うなずく。

「今、蜷局原さんが思った通りですよ。『蒼森風夜』は正義のヒーローだ。悪に屈することはなくても困った人間を見捨てることはできない。だからそうなるように仕向けるんですよ」

　会議室中がシンとなる中、蜷局原が恐る恐るといった感じで口を開く。

「……具体的にどうするっていうんだ？」

「雉子には今回の違反行為のペナルティとして重たい罰金を支払わせます」

「重たい罰金？　いくらだ？」

　俺は蜷局原に指を１本立てて見せた。

「１００万？　灰はい空ぞら、テメェ何言ってんだ！　それくらいの金額、《覚醒者》をやってりゃ普通に稼げる額じゃ……」

「１０００万」

「……今、なんて言った？」

「だから１００万じゃなくて１０００万ですって」

　蜷局原が目を見開いた。

「はぁ？　なに言ってんだ！　そんなのただの学生に払える額じゃ……」

「いやいや、蜷局原さん。なにを普通のリアクションしてるんですか？　それが狙いじゃないですか。いくら《覚醒者》の報酬が俺たち学生にとって破格でも、そうそう準備できる金額じゃない。だからいいんじゃないですか。膨大な罰則金、さらに期限も設けて雁がん字じ搦がらめにして雉子きぎすを徹底的に追い込む」

「……もし期限までに払えなかったら？」

「体でも売らせればいいでしょ」

　これには傍聴席からも悲鳴が上がる。

「おま、何を言って……」

「蜷局とぐろ原ばらさんこそ、なにを驚いているんですか？　『蒼そう森しん風ふう夜や』っていう正義のヒーロー共に脅しをかけようとした人が、たった１人の女子高生をハメるのにビビッてどうするんですか？　それに何もそういう非合法な店で働かせたり金を持っているオッサンの相手をさせたりするなんて面倒なことをしなくても、もっと手ごろな方法がある」

　そして蜷局原と傍聴席に目を向ける。

「蜷局原さんプラス傍聴席にいるお仲間４人。毎日雉子にスッキリさせてもらう代わりに資金提供するとかどうですか？」

　まさかの飛び火に、先ほどまで野や次じを飛ばしていた蜷局原の仲間たちが一気に慌て出す。

「ま、待て、なんで俺たちがそんなことを……」

「いや、だって。今回の一件は全て蜷局原さんたちの仕切りじゃないですか。体裁を整える意味でも『蒼森風夜』に喧けん嘩かを売るまで雉子には『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』へ罰金を支払わせる必要がある。ただ雉子は現在ソロ覚醒者という立場で碌ろくに偽ぎ世せ界かい事件に関わることができず、金を稼ぐ術すべがない。だったら蜷局原さんたちがどうにかするしかない」

「だからって……」

「難しい話じゃないでしょ？　なにせ蜷局原さんたちチームＳＮＡＫＥスネイクは、ランキング上位まであと一歩の精鋭チーム。偽世界事件さえあれば報酬を稼ぐなんて朝飯前だ。それになにより蜷局原さんも傍聴席にいる取り巻き諸君たちも『雉子に相手してもらえるなら悪くない』と思っているみたいですし」

　そんな適当発言に、蜷局原たちの視線が無意識にそちらを見る。

　そこには、先ほどから顔を青くしてカタカタしている雉子がいる。

　傍はたから見れば、自分の身が危うい状況にただただ震えている可哀かわいそうな女の子。

　俺から見れば、俺を信じて堂々としている（んだけど一人になって再び人見知り体質が出ちゃっているせいで、非常に残念な姿にしか見えない）女の子。

「ほら、蜷局原さんたち。みんな物欲しそうな表情している」

「だ、誰がそんな表情！　灰はい空ぞらテメェ！　いい加減なことを……」

「えっ？　自分たちは楽しみたいけど金を払うのはもったいない？　じゃあアレですか？　いかがわしい事した挙句、撮影した動画を売って自分たちはもう一ひと儲もうけしてやるかみたいな感じですか？　さすが蜷局原さん。流石さすがにそこまでエグイことは考え付かなかったな」

「だから、誰もそんなこと……」

　この状況に、どこからともなく女性陣のヒソヒソ話が聞こえる。

「最低すぎませんか、蜷局とぐろ原ばらさんたち」

「さすがに引くわ。自分が活躍したいからってそこまでするかね？」

　ちなみにヒソヒソ喋しやべっているのは、献こんと真ま白しらだったりする。

「やっぱり蜷局原さん、オラオラしているから従順そうな年下の女の子とかに悪いた戯ずらしたいタイプなんですかね？」

「取り巻き連中もそんな顔しているからな」

　献と真白の絶妙に聞こえてくるヒソヒソ話に蜷局原が慌てふためく。

「変なこと言うな！　俺は違うぞ！　俺のタイプは年上だからな！」

「そ、そうだ、俺たちも違うぞ！」「言いがかりだ！」「俺たちは無実だ！」

　女性陣からの非難の声に、慌てた様子の蜷局原と傍聴席の取り巻きたち。全員必死に声を上げるが、女性陣の視線は冷ややかなまま。

「というか灰はい空ぞら！　テメェも適当に話を飛躍させてんじゃ……」

　そこまで叫んだ蜷局原が、何かに気付き、そちらを見て「はっ」となる。

　その視線の先にいたのは、スマホ片手にこちらを見ている焔ほむらさん。その表情は随分と不機嫌そうである。

「いや、違いますよ、真まか鏡がみさん！　全部、灰空の言いがかりです！　俺は女の子に対してそんなヒドイことをしようなんてこれっぽっちも……」

「そんな覚悟でどうするんですか？　これから『蒼そう森しん風ふう夜や』にひと泡吹かせようっていうのに、気合入れてくださいよ」

　そんなヘラヘラと笑う俺の態度に、蜷局原がブチ切れる。

「だったら、灰空！　テメェはできるっていうのかよ！　あん？　できるわけ……」

「できますよ」

　俺は即答した。

「……なんだと？」

「だからできますし、やりますよ」

　俺は真顔で答えた。作り笑いを引っ込め蜷局原の目をしっかりと見つめながら。

「……お前、だって……そこの女は……お前の知り合いじゃねぇのかよ？」

「そうですよ」

「知り合いの女に対して……そんなこと……」

「知り合いかどうかは関係ない。それでも俺はできますし、やりますよ」

　右の首筋に手を当てながら冷笑を浮かべる俺は、まっすぐに蜷局原を見据える。

　動揺する蜷局原から盗み見える感情は、戸惑い、動揺、そして確信。

　それはすなわち、蜷局原はこの状況に完全に飲まれ、俺の言葉に偽りがないと思ってしまったことを意味していた。

　だからこそ、ここで捲まくし立たてる。

「逆に聞きますけど、蜷局とぐろ原ばらさんはできないんですか？」

「そ、それは……」

「もし蜷局原さんができないっていうのなら、俺がやってもいいですけど？」

　蜷局原は口を開きかけた。しかし、そこから言葉が出てこない。

　代わりの言葉は、別の場所から飛んできた。

「蜷局原。お前、本当にやれるのか？」

　その声に、蜷局原がビクリとなる。声の主が焔ほむらさんだったからだ。

「いや……自分は……その……」

「灰はい空ぞら、お前はできるんだよな？」

「できますよ」

「本当に？」

「今回のオーダーは２つ。１つ目は『ウチのナワバリでアホをやったヤツにペナルティを課して全ての覚醒者たちへの見せしめにする』。そして２つ目は『これをうまく利用し、ウチのクランに利益をもたらす』ですよね？　当然やれますし、命令されればやりますよ。バッチリと確実に結果を出してみせます」

「なら、決まりだな」

　焔さんはそう言った。

「ちょ、待ってください、真まか鏡がみさん！　この件は俺にやらせてもらえるって……」

「じゃあ、蜷局原。お前がやるか？」

　蜷局原が唾を飲み込む。

　そして焔さんを見て、震えて今にも泣き出しそうな雉子きぎすを見て、傍聴席からの冷ややかな視線を感じ、自分から目を逸そらす仲間たちを目の当たりにして、蜷局原は俯うつむいた。

「……でき……ません」

「ならこの件は灰空に全て一任する」

　クランマスター真鏡焔の決定が下る。

『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』唯一のルール、クランマスターの命令は絶対。

　とはいえ、ここで簡単に引き受けてはいけない。

「受けてもいいですけど、代わりにお願いがあるんですが」

「お願い？」

「今回の件で、ウチのクランが得る利益あがりの一部をもらいます。アレですよ、アレ。仕事の対価・手数料ってヤツです。蜷局原さんの尻ぬぐいとして本来やらなくてもよかった仕事をするんですから、タダでやれなんて言いませんよね？」

「まあ、それくらいはいいだろう」

「決まりですね。なら今回の件は俺が取り仕切ります」

　そして俺は咳せき払ばらいと共に、すぐに口を開いた。

「では早速ですか、幾つかいいですか？」

「なんだ？」

「とりあえず雉子きぎすに対しての罰金ですけど、１０００万は現実的ではないので１００万にしましょう」

「はぁ？　どういうことだ、テメェ！　さっきと言っていることが違うじゃねぇか！」

　当然、噛かみ付ついてきたのは蜷局とぐろ原ばらだ。

「いやいや普通に考えてくださいよ。さすがにそこまでするのはいくら何でもやり過ぎだ。やったところで、借金を苦に自殺なんてことになったら本末転倒、目も当てられない。だいたいそんな《覚醒者》の損失に繋つながる可能性がある事態になれば、流石さすがのカリバーンも黙っちゃいない。……そうですよね、郁いく人とさん？」

　急に名指しされ、背筋を伸ばした郁人さんが「おほん」と咳払いをする。

「確かに、そうなってしまう状況はいくら僕でも見過ごせませんね」

「もちろん、減額に関しては内々の話で、外に流布するペナルティの話はそのままでいきます。『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』はナワバリでルール違反をやらかした女子高生に到底払えない借金を背負わせた、しかも期日までに支払えなかったら体で払わされるつもりらしい、と。これを噂うわさとして大々的に流す。カリバーンにもそういう報告が行くということでどうですか、郁人さん？」

　ピエロなエージェントがニヤリと笑う。

「カリバーンとしても、《覚醒者》たちの無申請での偽ぎ世せ界かい侵入行為は、是非ともなくしたい案件です。抑制・再発防止という観点から見ても、僕が断る理由はないですね。ただ問題があるとすれば、今回の一件を仕切っているのが灰空くんであることも一緒に報告することになりますけど？」

「別によくあることですし、そっちの方が信憑性があるんじゃないですか？」

「確かに」

「まあでも、どうしても手柄が欲しいならこの名誉は蜷局原さんに譲ってもいいですけど？」

「俺を巻き込むじゃんねぇよ！」

　これを聞いて焔ほむらさんがニヤリと笑う。

「なんにしても見せしめとしては十分だな」

「その上で、雉子が罰金を期日内に支払えなくなったら、『蒼そう森しん風ふう夜や』に泣きつくように誘導します」

　そこで焔ほむらさんが、俺をジッと見る。

「逆に言えば、雉子きぎすが罰金を支払えてしまえば『蒼そう森しん風ふう夜や』に泣きつかなくてもよくなるわけだ」

　そこで蜷局とぐろ原ばらが「はっ」となり、そんな蜷局原の前で俺は苦笑する。

「まあ確かに万が一にもそうなってしまった場合は仕方ないですね。とはいえ、あくまで『ウチのクランに利益をもたらす』というのがオーダーであり、『蒼森風夜』に喧嘩を吹っ掛けることが目的ではないですから問題はないでしょう。しっかりと『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』の金庫は潤います」

「そういえば、まだ聞いてなかったな。灰はい空ぞら、雉子に対するペナルティの支払い期日は？」

「最近自分、色々と忙しくてあまりこの件に構っていられないので２ヶ月先にしておいてください」

「それで？　今回の件で灰空が要求する取り分はどれくらいなんだ？」

「雉子から支払われる罰金の50％をもらいます。自分の名前出して、クランのためにこれだけの汚れ仕事するんですから、それくらい貰もらわないと割に合わないでしょ？」

　それを聞いた焔さんがニヤリと笑う。

「もし私の預かり知らぬところで、灰空が自分の取り分を雉子にこっそり返したなんてことをしたら、雉子の借金はさらに半分。クラン所属の《覚醒者》が上う手まく立ち回って偽ぎ世せ界かい事件を多めにこなせば、ひと月で稼げる金額か。まあ普通に考えれば、今回やらかしたルール違反としては妥当なペナルティだな」

　ここに至って蜷局原が騒ぎ出す。

「待ってください、真まか鏡がみさん！　そんな灰空の勝手を許すんですか!?」

「私がしたのはもしもの話だ。灰空がそれをやったところで、私たちには分からない」

「だったら俺がきっちりと見張りを……」

「蜷局原」

　低くなった焔の声に、一瞬にして蜷局原が口を閉ざす。

「せっかく楽しい話をしているんだから、つまらない茶々をいれるんじゃあねぇよ」

　焔さんの睨にらみに、蜷局原の額に玉のような汗が浮かぶ。

「……す、すみませんでした」

　息をするのもはばかられるといった様子で、蜷局原は完全に黙った。

　そして焔さんは最後にこうまとめた。

「先に言った通り今回の件は灰空に全て一任した。今の取り決めで問題はない。ただその上で雉子はペナルティが支払い終わるまでウチのクラン所属とし、チームＡｓｈアツシユのメンバーとして灰空がしっかりと取り立てろ。その上で、もし雉子が払い終えずに消えた場合、灰空には落とし前を付けてもらう」

「落とし前というと？」

「本当に１０００万収めてもらう。もちろんできないとは言わないよな、灰はい空ぞら？」

　ニヤリと笑う焔ほむらさんに、俺は肩をすくめてみせる。

「妥当な落とし前ですね。分かりました、了解です」

「だそうだ。これでも文句のあるヤツはいるか？」

　焔さんが会議室中を見回すが、焔さんの決定に異論を唱える者は誰もいなかった。

「なら話は終わりだ。私は映画の続きを見るので忙しいから帰る」

　そうして焔さんは、郁いく人とさんと共に会議室を後にし、蜷局とぐろ原ばらと取り巻きたちもこちらを睨にらみつけながら、そそくさと出ていった。

　そんな面々を見送ったところで拍手が聞こえてきた。そちら見ると田た中なかたちが手を叩たたいていた。とりあえずドヤ顔でピースサインを向けてやると、笑って会議室を出ていった。笹ささ宮みやさんとも目が合ったが、そのまま目を逸そらして田中たちについて行ってしまった。

　彼女の横顔をジッと見てなんとなく見えた感情は、戸惑い、葛藤、それと興奮だった。

「お見事ですね、瑠る宇うクン」

　そうして最後まで残っていた献こんと真ま白しらが近づいてくる。

「良いタイミングでのヒソヒソ話だったな。正直助かったよ」

　礼を言うと、献が微笑ほほえむ。

「ただあの時、思ったことを口にしただけですから」

「それにしても、瑠る宇う助すけ。今回は随分と面白い話の持っていき方をしていたが、なんで借金背負わせて体を売らせるなんて話にしたんだ？」

　真白の疑問にポケットから取り出した自分のスマホをかざしてみせる。

「有料の映画ストリーミングサービスの中から、さっき焔さんが選んで見ていたのが闇金モノの映画だったからな。今はそういう気分なんだろうと思っただけだよ」

　そう答えると真白が「なるほど、そいつは気付かなかった」と楽しそうに笑う。

「その時の相手の気分も見逃さない。そういう抜け目のなさも流石さすがだな」

「褒めてくれてありがとうよ」

「ですがこれで瑠宇クンは、また蜷局原さんの恨みを買いましたね」

「いつものことだろ」

　そう２人と言葉を交わしたところで、ずっと突っ立っている雉子きぎすに目を向ける。

「というわけで、しばらくコイツの面倒はウチのチームで見ることになったから」

「瑠宇クンがしたいことに、私が反対する理由はありません」

「好きにしろよ。私の知ったこっちゃない」

　そして固まっている雉子の前に立つ。

「雉子、取引だからな。責任もって借金返せよ」

　雉子きぎすの手が俺の腕を掴つかむ。

「それはいいけど……これって取引になってる？　これじゃあ瑠る宇うは何も得をしてないと思うんだけど」

　くっついた途端、小声ながら流暢に喋しやべり出す雉子。うん、やっぱりキミはそういうオモチャか何かなのかな？

「そうか？」

「だって面倒な仕事が増えて、私が逃げたら借金１０００万だよ？　余計な手間が増えただけじゃん」

「でもお前、逃げないだろ？」

「そりゃ逃げないけどさ……」

「ならなんの問題がある？」

「私は問題ないけど……なんで瑠宇がそうしたのか気になって……」

　そんな戸惑い、困惑といった感情が見て取れる雉子に俺は尋ねる。

「雉子、俺とお前はなんだ？」

「『俺たちは対等な関係条約』な間柄」

「そんな相手が面倒に巻き込まれているのを見ているのが面白くなかった。つまり俺が嫌だったから手を貸した。それだけ」

　そこで雉子がはっとなった。

「もしかして……私が取引を言い出さなくてもなんとかしてくれようとしていた、とか？」

「さて、どうでしょう」

　そんな俺の様子を見て、雉子がマスク越しでもわかるくらいニヤリとした。

「あっ、今のは嘘うそだ」

　勘の良いガキは嫌いである。

「ところで瑠宇クン。取引ってなんですか？」

　献こんの笑顔に、思わずビクリとなる。

「あっ、えっと。さっきの状況をどうにかしてくれる代わりに『私が瑠宇に対してなんでもする』って約束をしました」

「ちょ、雉子くん。キミは少し黙ろうか！」

　そういうデリケートな話は順を追ってきちんと説明する必要があるわけで。

「へぇ、面白い取引を持ちかけましたね、瑠宇クン」

「いやー、流石さすがは瑠る宇う助すけ。ゲスだゲスだと思っていたが、そこまでだったとはな」

　そんな冷ややかなチームメンバーの反応に俺は慌てる。

「違う！　俺が言い出したわけじゃないからな！」

「そうです、私が言い出したんです。……って私が言った方がいいんだよね？」

「雉子きぎすくん。キミは俺をフォローしてくれたつもりかもしれないし、まさに言葉通りなんだけど、今、このタイミングでの発言であった場合に限り、俺が言わせていると誤解される展開になってしまうんだよね！」

「瑠る宇うクンは、ホントに女の子に仕込むのが上手ですよね？」

「バッチリすぎて、笑いしか出てこないわ」

　因果応報という言葉がある。

　先ほど蜷局とぐろ原ばらたちを散々追い込んだ俺は、今まさにまったく同じ心境を味わっていた。

　こうしてなんの因果か、かつて出会ったなりたての少女と再会した俺は、そいつを自分のチームで面倒を見ることになったのであった。









第四話







　　　１．灰はい空ぞら瑠宇の日常　と　雉子優ゆ良ら希ぎの非日常






　なんの前触れもなく、ある日突然、《覚醒者》となった。

　見えないモノが見えるようになり、《偽装》という謎の力を手にし、《偽ぎ世せ界かい》と呼ばれる世界に渡れるようになった。

　突如として追加された非日常は、自分自身に変化をもたらす。

　──だからといって自身の日もん常だいは、変わらずそこにあり続けるのだ。







「いってきます」

　朝。

　いつもと変わらぬ日常の中、いつもの時間に自宅を出発した俺は、駅へと向かう道すがら、昨日の事を思い出していた。

　田た中なかたちの手伝いとして参加した偽世界事件の後にトラブルが発生。その《偽世界》には、違反行為で紛れこんでいた《覚醒者》がいた。

　雉子きぎす優ゆ良ら希ぎ。

　２ヶ月前、東区で出会った《覚醒者》になりたてだった女の子。

　そんな雉子とまさかの形で再会し、紆う余よき曲よく折せつあった結果、ウチのチームで面倒を見ることになってしまった。

「しばらくゆっくりしたかったけど、変わらず忙しくなりそうだ」

　思わずそんな独り言が漏れてしまう心境なのも、今朝方『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』クランマスターである焔ほむらさんから新しい偽ぎ世せ界かい事件が回ってきたからだ。

『お前の心意気に感銘を受けたので、少し貢献してやろうと思ってな』

『Ｂ．Ｅ．』のナワバリである森もり浜はま市北区にて新たに発見された偽世界事件の担当。

　つまりナワバリ持ちの公式クランが負うべき責務の１つというヤツだ。

「なにが貢献してやろう、だよ。単に他のチームの手が空いてなかっただけだろ？」

　覚醒者チームは一度に２つ以上の偽世界事件を担当することはできない。

　クランマスターの裁量にもよるが、ナワバリ内で発生した偽世界事件は、基本的には所属チームの持ち回りとなるのが通例だ。

　しかし『Ｂ．Ｅ．』においては、所属チームの半数が偽世界事件の最も発生するナワバリなしの『中央区』を主戦場とし常に出払っているせいで、ナワバリ内で発生する偽世界事件を押し付けられるのは、ランキングの点数稼ぎに興味のないウチのチームや田た中なかたちのチームなどに偏るばかり。

　必然的にどのクランのどのチームよりも偽世界事件が回ってくる確率が高くなる。

　このあたりもウチのチームがケツモチと言われる理由の一端と言えるだろう。

　そんなわけで、Ｃａｉｎカイン内のＳＮＳにて、チームＡｓｈアツシユの面々に向けて、担当する偽世界事件の詳細と「今日の放課後にアジトへ集合」と書き込んでおく。

　もちろんこの中には、昨日メンバーに追加された雉子も含まれている。

　そうこうしているうちに自宅の最寄り駅へと到着。

　改札を通り、いつもの時間にやってくるいつもの電車に乗り込み、扉横に立つ。眼鏡越しに映る窓の外の景色を眺めながら思い浮かべるのは、雉子のことだ。

　出会った時もちょっと変わった雰囲気を感じていたが、まさかクランを辞めて無申請で単身《偽世界》に紛れ込むなんてことをやらかすようになっていたとは。

　しかもその目的は《偽装》での『魔法』再現であるという。

　とりあえず雉子の面倒を見るにあたり、「今後は絶対に無申請で《偽世界》に入るな」とキツく言い聞かせたし、「ペナルティ中なんだから《覚醒者》として何か行動する時は、お目付け役である俺に必ず報告するように」とも念を押しておいたので、おかしなことはしないだろう。たぶん。

　まあ雉子きぎすについては放課後になるまでは一旦忘れることにしよう。

　そんな事を考えている間に、電車は中央区へと入り、俺が通う高校の最寄り駅へと到着。

　電車を降りて改札を出る頃には、同じ制服を着た学生の姿がチラホラ。

　そんな学生たちの流れから離れ、向かった先は駅構内にあるコインロッカーだ。

　朝の通学・通勤時間でも人気のない通路に並ぶコインロッカーの中、いつものロッカーの扉を開き、カバンから取り出した弁当を入れて扉を閉めてスマホをかざす。

　聞き慣れた電子音が、扉にロックが掛かった代償に電子マネーの数字を差っ引いたことを告げてくる。

「さて、それじゃ学校に行くか」

　駅を出て同じ制服の学生たちの流れに入ったところで、ようやく自分の人生において唯一の平穏と呼べる学校生活が始まることを実感する。

　しばらく歩くと見慣れた建物が見えてくる。

　私立優ゆう成せい高校。森もり浜はま市に限らず近隣でも有名な進学校。森浜市の再開発に合わせ設立された新設校で、最新鋭の設備に限らず、既存に囚とらわれない最新カリキュラムの導入や海外校との交流など、新たな試みにも積極的だ。

　そんな新時代を予感させる校風が、創設当初から高い注目と人気を集め続けた結果、入学倍率は爆発的に跳ね上がり、今では高偏差値の進学校としてのイメージが定着している。

　他の学生たちと一緒にそんな学校の正門を潜くぐれば、そこからは気ままな学生ライフの始まりだ。

　学校にいる間は、《覚醒者》云うん々ぬんも何も関係ない。どこの学校にもいるモブ野郎として目立たず青春を謳おう歌かする。

　下げ駄た箱ばこで靴を履き替え、２年生の教室が集まる３階へと上り、目の前にある『２－Ｄ』の教室へ。クラスメイトと簡単な挨拶をかわしながら自分の席に着くとチャイムが鳴り、担任の登場と共に朝のホームルームの時間となる。

　まもなく始まる中間テストについてアーダコーダの呪文を唱えた担任が、ようやく教室を出ていった。

　トイレにでも行って最初の授業に備えよう。

　そう思って何気なしにスマホを開くと、ＣａｉｎカインのＳＮＳに通知があることに気付いた。

　それは雉子から。しかも今朝送ったチームＡｓｈアツシユのグループへの返信ではなく、改めて個人の方に送られてきたモノだった。

『放課後って何時？　とりあえず私は今から《偽ぎ世せ界かい》に行って『魔法』の練習をしてるからお昼までに時間を書き込んでおいて』

「……はい？」

　思わず声が漏れたし、思わず二度見した。

　その文面にはしっかりと「今から《偽ぎ世せ界かい》に行って」と書いてある。

　いや、待て。どういうことだ？　一人で行く？　なにを言ってんだアイツ？　昨日、あんな目にあったばっかりなのに、どうやったらそんな発想になる？

　単なるアホならまだいい。問題なのは雉子きぎすの場合、とっても頭の良いアホの子ということだ。

　慌ててスマホを操作し、Ｃａｉｎカイン内のＭＡＰに表示された、今日からウチのチームが担当する偽世界事件を確認すると、そこには偽世界侵入の申告者として雉子の名前があった。

　いや確かに「申請なしで行くな」「必ず俺に報告しろ」とは言ったが、「報告したら１人で行っていい」と解釈するんじゃあねぇよ！　なんだその巧みにルールの穴を突いた的なヤツは!?　つーか、お前、学校はどうした！　創立記念日か!?

　そしてタイミングよく鳴り響く、一限目のチャイム。

　……しまった、トイレに行けていない。

　そして始まる数学の授業。しかし全然内容が頭に入ってこない。

　ダメだ。まるで集中できない。

　理由はトイレに行けなかったことではなく、雉子のことが気になって仕方がないからである。段々とイライラが募ってくる。ストレスフルだ。

　あー、俺の唯一何も考えなくていい、憩いの時間が侵される！

「先生。体調が優れないので保健室に行ってきます」

　スッと静かに手を上げ体調不良（嘘うそ）を申告した俺は、教師から許可を受け、カバンを持って教室を後にする。

　そのまま授業中の誰もいない廊下を進み保健室へ……行く前にトイレに行った。

「失礼します」

　軽い寄り道の後、保健室にやってきた俺は顔なじみである保健の先生に挨拶する。

「あら灰はい空ぞら君。どうしたの？」

「ちょっと熱があるみたいなので測らせてもらっていいですか？」

　保健の先生がにこやかに「どうぞ」といって体温計を渡してくれたので熱を測る。

　結果は『36・０度』。

「やっぱり熱があるみたいです」

　そう言って、保険の先生に体温計を渡す。

「37・５度か。確かに高いわね。ベッドで休んでいく？」

「はい。しばらく休ませてもらってもやっぱり辛かったので今日は帰らせてもらいます」

「分かったわ。担任の先生には私から伝えておくわね」

「ありがとうございます」

　そうお礼を言ってから、すぐさま保健室を出て向かった下げ駄た箱ばこで靴を履き替えると、眼鏡を外し、そのまま学校を後にした。





　　　＊＊＊






　そこは一〇階建てのビルの最上階フロアにある、大きな部屋の中だった。

　物ひとつないがらんとした室内の中、一面ガラス張りの窓側に向かって座禅を組んでいる少女がいる。

　雉子きぎす優ゆ良ら希ぎ。

　自身の《偽装》である『杖つえ』を目の前の床に置き、目を閉じて微動だにしないその姿からも、彼女がかなり集中していることが分かる。

　そういう相手を見たら、決して邪魔をしてはいけないというのは、世界の常識と言っても過言ではないだろう。

「おいこら」

「ふぎゃー！」

　だから背後から声をかけてやると、雉子が変な声で飛び上がった。

　そのままシャカシャカと後ずさりし壁にへばりついてガタガタしたところでようやく俺に気付いたらしい。

「えっ？　瑠る宇う？　なんでいるの？」

「学生が平日の午前中に《偽ぎ世せ界かい》にいることはおかしなことですか？　俺もそう思うよ」

　ここは《偽世界》。今回、俺たちが担当する偽世界事件の発生源の中である。

「あれ？　学校は？　創立記念日とか？」

「抜け出してきたんだよ」

「なんで？　学校が嫌になったんか？」

　心配そうな表情をするんじゃない。お前のことが嫌になりそうだよ、とツッコミを入れようかと思ったが、それは言わないでおく。

「そっちこそ、学校はどうした？」

「私のことはお気になさらず」

　手を翳かざして「ＮＯ」をアピールする雉子をジッと見て、それ以上聞くのを止やめる。

「それで？　どうして一人で《偽世界》に来てんだよ？」

「？　何かマズかった？　言われた通り、申請したし瑠宇にもちゃんと連絡したよ」

「そういう問題じゃない」

「じゃあどういう問題？」

　首を傾かしげる雉子さん。どうやら本当に分からないらしい。

「普通に心配だったんだよ。昨日のこともあるし、そもそも一人じゃ危険だろ？」

「別に危険じゃないよ。ここでこっそり『魔法』の練習をしているだけだもん。それに元々《偽ぎじ獣ゆう》対策はしっかりしているし」

「ホントかよ？」

「……というかさ、瑠る宇う。まさか今まで私が何の考えもなく、無申請ソロで《偽ぎ世せ界かい》に侵入してたとでも思ったの？」

「思ったよ。俺はお前のことを、とっても頭の良いアホの子だと思っているからな」

「だ、誰が、とっても頭の良いアホの子だ！　褒めてないだろ、それ！　悪口だろ！」

「それが嫌ならどういう対策しているのかキチンと教えろ」

　俺がそう言うと、雉子きぎすはどこか勿もつ体たい付けた態度で「ふふん」と鼻を鳴らす。

「仕方ないなぁ。これは誰にも教えたことがないんだけど、瑠宇は『対等条約』相手だから特別に教えてあげる」

「単に人見知りで、これまで誰にも話せず自慢できる機会もなかったと素直に言え」

「は、話の腰を折るな！」

　ぷんぷんと怒る雉子は、咳せき払ばらいと共に改めて口を開く。

「《偽世界》で『魔法』の練習をするのに一番邪魔なのって、やっぱり徘はい徊かいする《偽獣》なんだよね。だから《偽獣》から見つかり辛づらくなる『気配消しの魔法』を作って使ってるんだ。それ以外にも『探知魔法』で常に周囲に近づく《偽獣》の位置を把握しているし、抜かりはないよ」

　どうだと言わんばかりの雉子。そしてそれを聞いた俺は内心かなり驚いていた。

「……それを作ったのか？　その『魔法』を？」

「そうだよ」

　本当にそんなことまでできるのか？と思わず疑ってしまったが、「凄すごいでしょ」と胸を張る雉子をジッと見る限り嘘うそを吐ついてはいない。

「なるほど。それがソロで《偽世界》に入り浸っても平気なカラクリで、この前の《偽世界》で爆睡できた理由ってわけか」

「環境づくりは基本だからね。その甲か斐いあって、私の『魔法』もちょっとは様になったかな、って思っているんだ」

　雉子が右手を翳かざしてみせる。すると先ほどの場所に置かれたままの杖つえが独りでに浮き上がり、雉子の開いた手の中に飛んできた。

　それを華麗にキャッチして見せた雉子が俺に向かってポーズを決める。

「ふふん、どうよ？」

「まるで手品だな」

「そこは、『さすがは魔法だ』でしょ！」

　冗談言ったらプリプリと怒り出した。

「まあそれが本当なら《偽ぎじ獣ゆう》対策はしていたんだろうけど、それだって万全とは限らない。もし《偽獣》に見つかったらどうするんだ？」

「そりゃ逃げるよ。《偽獣》と戦っても面倒なだけだもん。騒がれたら他の《偽獣》たちも警戒するし、いったん《偽ぎ世せ界かい》を出ちゃうかな」

　それは何とも興味深い意見だった。

「……というか、そもそも《偽獣》相手に戦って『魔法』を研けん鑽さんするとかじゃないのか？」

「うーん、最初はそういうのもやってたんだけど、なんだかピンとこなくてさ。一人でアレコレ考えて実際にやってみた方が色々とできるなって」

「だったら現実世界でもできるんじゃないか？　《偽装》は現実世界でも出せるのは知ってるだろ？」

「瑠る宇うが言ってるのって、《偽装》のイメージ強化練習でしょ？　現実世界で《偽装》を形成しながら、自分の中でイメージ精度を上げるっていう」

《偽装》を生み出すことは、実は現実世界でもできる。

　ただしそれは、《偽世界》とは根本的に違い、イメージを手の中に形作り出せるだけ。

　現実世界にあるモノには一切干渉できず、全てをすり抜け、モノを壊したり、誰かを傷つけたりできるわけでもない。身体能力の向上なども一切なく、《偽世界》への入口となる《綻び》同様に他の人には見えない……いや、他の《覚醒者》にだけは見えるか。

　もはやそれは『具現化』というより『投影』に近い。

　それが現実世界における《偽装》である。

　ただ、《覚醒者》のトレーニングという観点においては、それが大きな意味を持ってくる。

　目に見える形で己の武器を作り出せることにより、それを自身のイメージ作りの基準とできるからだ。手にある《偽装》を見ながら、それを扱う自分の姿、《偽獣》と戦う姿などを強く思い浮かべ、イメージを強固なモノにしていく。

《偽装》とは結局のところイメージの産物だ。

　明確なイメージこそが《偽装》の能力を最も跳ね上げ、それだけで《覚醒者》は強くなれるし、実際に《偽世界》で《偽獣》を圧倒できる。

　だからほとんどの《覚醒者》が現実世界でイメージによるトレーニングしかしていないし、実際に体を動かして鍛錬をする《覚醒者》なんてほとんどいない。

「でも、それじゃダメって顔してるな」

「私が研究したいのは《偽装》じゃなくて『魔法』だもん。だから《偽世界》で実際の効果を実感しながら練習しないと意味ないんだって」

「そうか。やっぱり現実世界で『魔法』の練習は無理か」

《偽装》の本質は自己強化だ。《偽獣》に有効な武器の創造、それを巧みに扱う技術、自身の身体能力までもがイメージの具現化として反映される。

　それこそが《覚醒者》たちが認識する《偽装》という能力の範囲。

　雉子きぎすの『魔法』は、完全にその範はんち疇ゆう外の領域に存在するのだろう。

「そんなに楽しいのか『魔法』って？」

「うん面白いよ。『魔法』でどこまでできるかさっぱり分からないし、それに何よりなかなか味わえないからね、自分で魔法を作り出すなんてこと」

　雉子は左手に持った杖つえを背中側に回すと、右手の親指と人差し指で丸を作り、マスクをした口元に持っていく。

　そしてそのまま「ふー」と息を吹くと、右手の丸から沢山の何かが飛び出した。

「これ……シャボン玉か？」

「そうだよ」

　ふわふわと俺たちの周囲を漂うシャボン玉。ただ普通と違うのは、その形が球体ではなく様々な形をしているということだ。

　星、花、鳥など、ユルいビジュアルにデフォルメされたものが辺りを漂う。

　近づいてきた星型になんとなく手を伸ばすも、触れた途端に消えてしまった。

「触ったら消えるんだな」

「そりゃシャボン玉だもん」

「というか、どういう着想なんだ、これ？」
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「シャボン玉って絶対に丸いでしょ？　でも違う形に出来たら面白いかなって」

　そう楽しそうに近くのヒヨコ形の泡に手を伸ばす雉子きぎすの話を聞いて、素直に思った。

「ふーん、良い『魔法』だな」

「えっ、ほんと!?」

「少なくともさっきの杖つえを自在に操ったのより、《偽ぎじ獣ゆう》が探知できることより、こうやってシャボン玉の形だけ変えられる方が、俺には魔法だなって思えたよ」

　そんな俺の率直な感想を聞いて、なんだか雉子があたふたしている。

「？　なんだよ？」

「……いや、瑠る宇うが顔に似合わないこと言うからリアクションに困ってる」

　失礼なヤツである。

「悪かったな。もう二度と言わねぇよ」

「ゴメン！　ちょっと驚いただけで、瑠宇にそう言ってもらえたのは嬉うれしかったよ！　だって今の感想って瑠宇が本当のことを言ってくれてる、って思えたから」

　ニコニコしながら随分と恥ずかしいコメントをする雉子に、なんだか落ち着かなくなる。

「それじゃまるで、俺がいつも適当なことしか言ってないみたいじゃないか」

「まさにその通りじゃん」

　まさにその通りだけどな。

「それにしても、こんな現象まで魔法として扱ってみせるなんて。雉子の『魔法』は想像以上に色んなことができるんだな」

「着想と組み立てにコツがいるけど、結構自由だよ。それに自分で作った魔法の良いところは、細かい修正を加えたバージョンアップが比較的簡単にできることだね。たとえばさっき、瑠宇の接近に気付かなかったことで探知魔法は《偽獣》は感知できるけど《覚醒者》を感知する仕組みを入れてなかったのに気が付いた。だから、次からはその効果も追加しよう、みたいにね」

「つまり他の《覚醒者》と一緒に行動することを想定していなかったというわけか。人見知りの弊害だな」

「し、仕方ないじゃん！　ずっと一人でやってたんだもん！」

「本当に申請ナシのソロで適当な《偽ぎ世せ界かい》に渡っていたんだな」

「……だって担当チームにならないと、そもそも《偽世界》に入っちゃいけなかったし。そりゃソロ向けの臨時募集も時々あったけど知らない人とやり取りできないから手を挙げて参加できなかったし。それに……やっぱり担当になったら被害者を助けることを第一に考えないとマズいでしょ？　だから担当じゃない《偽世界》に潜り込んでこっそり練習するのが、一番誰にも迷惑かけずにできると思ったんだもん」

「昨日しっかり迷惑をかけていたけどな」

「……それについては本当に反省してるよ。寝ちゃって瑠る宇うたちに助けてもらったこともそうだけど、まさか辞めた『蒼そう森しん風ふう夜や』にまで迷惑かける事態になるなんて予想できなかったから」

　初めてしゅんとした様子を見せる雉子きぎす。

　なんとなく察してはいたが、やはり雉子は周囲の迷惑を顧みず、自分勝手、傍若無人に振る舞うようなヤツではないらしい。雉子なりの考えを持って行動し、なるべく他人に迷惑を掛けない配慮をしているのも感じる。

　ただそれを周りに上う手まく伝えることができないのだろう。

「……まあ、そういうことなら別にいいか」

「？　いいって、何が？」

「だから雉子が《偽ぎ世せ界かい》で一人『魔法』の練習をするのがだよ」

「えっ？　いいの!?」

　目を見開いて、まさかといった様子で驚く雉子。

「元々、ソロで立ち回れるような対策があって、命を懸けた無む茶ちやをするつもりもない。ウチのチームにいる間は偽世界事件が定期的に回ってくるから《偽世界》に入ることには事欠かないだろうしな。だったら問題ないだろ」

　そう肯定したにも拘かかわらず、なぜか雉子は戸惑った様子で目を泳がせ始める。

「そりゃ、そうだけど……」

「……なんだよ、そのリアクション？　嬉うれしくないのか？」

「いや……まさかオッケーって言われるなんて思わなかったから……なんだかんだで止められるって思ってたし……」

「もし俺が反対したらどうするつもりだったんだよ？」

「いや、それでもやるのが私……みたいな」

「忠告無視する気満々かい！　というか否定前提って、お前はロックな生き方症候群か!?」

「でもさ……」

「雉子はやりたいと思ったことやっていて、それを聞いて俺は面白いと思った。だから『やればいいじゃん』と答えた。その何が不満で……」

「だから、そうじゃなくて！」

　急に声を荒らげた雉子は「はっ」となるも、やがてポツリポツリと語り出した。

「……私がやっていることって、……駄目なことなんでしょ？　本当は。だって私《覚醒者》なのに被害者のことそっちのけなんだよ？」

　そこで雉子が何を気にしているのかが分かった。

　これまで雉子の話を聞いていて、他の《覚醒者》たちと根本的にズレている部分があることには気づいていた。

『魔法』を追求しようとする雉子きぎすの発想の中には被害者の存在が欠落しているのだ。

　他の《覚醒者》たちと違い、被害者を助けるために《偽ぎ世せ界かい》に渡るつもりはなく、被害者を助けることによって報酬を得るつもりもない。雉子の求めているのは、あくまで自身が『魔法』を再現できる《偽世界》という環境のみ。

「……『魔法』を練習したいと思ったら、それは現実世界から《神隠し》にあった被害者を材料にして作られた《偽世界》の中でしかできなくて……今こうしている《偽世界》だって、被害者の子がいるのに、それを無視して『魔法』の練習をしているわけで……そういうのって、倫理的によくないんでしょ？」

　歯切れ悪く語りながら、俺の方をチラチラと見てくる雉子。

　その様子を見て、なるほどな、と思った。

　雉子が今、何をしようとしているのかというのは、すぐに察しがついた。つい先日、俺自身が雉子に対してやったばかりだから。

　自分以外の誰かに、自分の悩みをぶつけて、その反応を探ろうとしているのだ。

「……」

　しおらしくなった雉子が目を伏せながら、俺の反応を待っている。

　そんな雉子の姿を見てしまったから。

　──俺はひとつ息を吐くと、雉子をジッと見ながら首の右側に手を置き、いつものように思考を巡らせる。

　先ほどの意見は雉子の発想じゃない。これは《覚醒者》として被害者の救出を第一に考える誰かに言われた言葉なのだろう。無自覚に『魔法』探求にのみ興味を抱いていた雉子は、その事を指摘され、何も言い返せなかったに違いない。

　自分の興味・向上心は被害者の存在の上にある非道な発想であると考えた……いや、思わされ、雉子自身もその通りだと思ってしまった。

　だがそれでも、自分の中にあった『魔法』という欲求を抑えることができなかったから、雉子は今ここにいる。

　自分は間違ったことをしている。それでもやり遂げたい。その矛盾と思いがあって、いま雉子はここにいる。そんな間違っているはずの自分の行いを俺が肯定してしまった。

　肯定されるはずがない行いを後押しされてしまい、だからこそ戸惑っている。

　そして知りたいと思っている。

　自分のやっていることに正当性はあるのか、と。

　その疑問を、自分を肯定した俺にぶつけて聞いてみたいのだ。

「……やっぱりダメだよね」

　言葉は否定を求めている。自分のこれまでの葛藤を否定されたくなくて。

　心も肯定を求めていない。同情的な肯定、なんの根拠もない肯定は、雉子にとっては無責任な反応でしかないからだ。

　雉子きぎすが欲しいのは、自分が納得できる理由。それも、自分で出した結論ではなく、誰かが語る自分も納得できる発想だ。

　そう雉子の心を盗み見たからこそ俺は口を開いた。

「問題。《偽ぎ世せ界かい》において《偽ぎじ獣ゆう》たちが最も大事にしているのはなんだと思う？」

「？　えっ？　いきなり問題？　私の質問は？」

「それに答えるために聞いてんだよ。なんだと思う？」

「《偽獣》が大切にしているのは……やっぱり、この《偽世界》自体じゃないかな？　本来《偽獣》は《虚無》に漂うだけの存在だけど、《偽世界》では受肉と呼んで差し障りがない姿形を手に入れることができるわけだし。それになにより《偽獣》たちの最終目的って、《偽世界》の数を増やして《虚無》という檻おりを内側から破壊して現実世界に飛び出すことでしょ？　まあその結果、現実世界は崩壊するらしいから本末転倒な気もするけど」

「いや、そこまでは聞いてないけどね。というかすっげぇスラスラ答えるのな。しかも自分の意見も織り交ぜたしっかりした回答を」

　ホントに頭の良い子である。

「それで正解は？　ちょっと気になるんだけど」

　さっきまでの葛藤もさることながら、目の前のクイズの正解を知りたい好奇心が抑えられない雉子に向かって、俺は答える。

「被害者、だよ。被害者がいなくなれば、この《偽世界》は維持できないからな。だから《偽獣》は被害者を何よりも大切に扱う」

「あっ、そうか。なるほどね」

「《覚醒者》はチームを組んで《偽世界》へと侵入し、被害者の救出を目的としている。それでもうまくいくとは限らない。『繭』から被害者を助け出しても《警戒音サイレン》で押し寄せてきた《偽獣》たちの勢いに負ける時もある。そんなときはどうするか？　正解は、自分たちの身の安全を第一に考え、被害者をその場に置いて逃げることだ」

「えっ！　そうなの!?　知らなかった！」

　あー、やっぱり『蒼そう森しん風ふう夜や』じゃそういう扱い方は教えてなかったか。

　戸惑う雉子はさらに聞いてくる。

「というかさ……大丈夫なの？　そんなことして？　被害者を《偽獣》の群れの中に放置なんてしたら……」

「放置したらどうなると思う？」

「興奮した《偽獣》たちに乱暴されたり、食べられちゃったりするとか？」

「正解は、『丁重に繭に戻される』だ。ＶＩＰ待遇だぞ。ぶっちゃけ《偽獣》たちは被害者のためなら平気で命を投げ出すレベルだからな」

「でもさ、あの『繭』の中に繋つながれているのって大丈夫なの？　絵的にもなんかヤバそうな気がするけど？」

「むしろアレのおかげで、被害者は外界から完璧に守られ、飲まず食わずでも安らかに眠り続けていられるって話だ」

「えっ！　そうなの！　そんなの聞いたことないんだけど!?」

　……あっ、しまった。コレ、あんまり知られていない情報だった。

「ちょっと考えれば推測できることだろ？　被害者の存命こそが《偽ぎ世せ界かい》の存続と維持に繋がるんだから」

「なるほど、確かにそうだね！」と目を輝かせる雉子きぎす。どうやら納得してくれたようだ。

「でもそうなると、なんだかちょっとうらやましい気もしてきたかも」

「快適爆睡生活だからな。10日を過ぎなきゃ笑い話だ」

　その日にちが何を意味するかを当然知る雉子が苦笑いする。

「その通りだね」

「もちろん時間が経たてば経つほど《偽世界》の『変異』は進み、救出は難しくなっていくし、10日という明確なデッドラインは存在する。だがそれを越えないための対策に万全は期されている。《神隠し》にあった被害者たちという存在に対して、俺たち《覚醒者》が余裕をもって対応できるのは、そういった背景をきちんと理解しているからだ」

　話に聞き入る雉子に、俺は続ける。

「倫理観を度外視で考えれば、救出されるまで被害者にとってもっとも安全で快適なのは、ある意味《偽世界》の『繭』の中とも言える。……そういう認識でもなければ、《覚醒者》は攫さらわれた被害者そっちのけで学校が終わる放課後までのんびりしてないし、気乗りしなきゃ『今日はやめとくか』なんてならないだろ？」

「確かにそうかも」

「そもそも『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』じゃ偽世界事件はイベントで、被害者をフラッグかトロフィーとしか思っていないヤツも多いしな。そういう連中からしたら、これはゲームだ」

「それって、いいのかな？」

「どう解釈するかは人それぞれで、唯一の答えなんて存在しない。結局、物事をどう捉えるかは見ている本人の主観と価値観だ。それが違ったところで目の前で起こっている出来事は変わらない。そういう多種多様な価値観があるから、俺たち第三世代覚醒者たちはクランなんて派閥ができて袂たもとを分かっているし、カリバーンもそれを容認し、後押ししている。理由は明白だ。それが結果的に一番被害者を助けることに繋がるからだ」

「……」

「強いやつが一番活躍できるとは限らない。正しい心を持ったヤツだけが活躍できるとも限らない。不真面目で適当なヤツが最も結果を出してしまうことだってある。そういうトータル的な可能性込みで、第三世代覚醒者の界かい隈わいは、今の形になっている」

　そこまで語り、改めて雉子きぎすを指差す。

「それで雉子のやりたいのは、被害者救出はとりあえずいいから『魔法』を使えるようになりたい、だろ？　ならそうすればいい。非人道的？　知ったこっちゃない。だいたい雉子だって『ソロで誰ともチームを組めないような自分では被害者は助けられない。だからせめて他の誰かが助ける邪魔や迷惑にはならないように心がけよう』と思って、ああいう立ち回りをしていたんだろ？」

　ビクリをする雉子の反応が、俺の言葉が間違っていないことを示していた。

「……うん」

「なら別にそのままでいればいい。自分のやることに誰かの許しが必要か？」

「別に……いらない」

「じゃあもう、結論は出たな」

　そう話を終えようとしたら、雉子の手が伸びてきて、俺の服を掴つかむ。

「あのさ……今の話って、瑠る宇うが私に合わせてくれてる、みたいなことだったりする？　本当はそう思ってないし、違うと思っているけど、私を肯定するために嘘うそを吐ついているってことはない？」

「俺がそんなことすると思うか？」

「だって私は……瑠宇みたいに、他人が何を考えているか分からないし、そんな他人を信じることができないから」

　そう呟つぶやく雉子をジッと見る。

「普段は思っていても、相手に対してそんなこと聞けないし言えない。でも『対等条約』相手の俺なら確認できると思ったわけだ」

　もはや驚きも戸惑いもなく、自分の考えが俺に筒抜けであることを当然のように受け入れている雉子がコクリと頷うなずく。

　そんな雉子の頭にポンと手を置く。

「最初に言ったこと忘れたか？　俺は雉子に対して気を使わないし、雉子が俺に対して気を使わなくてもなんとも思わない。それが『俺たちは対等な関係条約』だ。雉子に対して俺が我慢することも気を使うこともない。雉子が俺にとって何か嫌なことしてきたらそのまま言うし、怒る時は本気で怒る。『ふざけんなアホ』ってな」

　顔を上げた雉子に、俺は軽くデコピンをする。

「今、俺が嫌だと思っていることを教えてやる。いちいちそんな当たり前のことを言わせるな」

「ご、ごめん」

「だけど雉子がそういうことを気にするヤツだってことは、こうやって雉子が話してくれたから分かった。だから気になったら、いつでも確認すればいい。そのたびに言ってやる」

「そんな当たり前のこと言わせるな、って？」

　マスク越しでも微かすかに笑って見える雉子きぎすに対して、俺はニヤリと笑い返した。

「そういうことだ」

「……うん、分かった。覚えておく」

「とりあえず雉子のやりたいことは分かった。一人でも危険じゃないんだったらウチのチームにいる間は好きにしていい。ただしＣａｉｎカインでの申請と俺への報告だけは守れよ」

「了解。約束する」

「それで？　雉子の『魔法』って他にはどんなのがあるんだ？」

　この話は終わりだと、そう話題を振った途端、雉子の目が輝く。

「知りたい!?」

「正直、興味はある」

「仕方ないなぁ、では瑠る宇うには特別に伝授してあげよう」

「伝授……って！　俺も使えるのか!?」

「そりゃそうだよ。私が『魔法』を使えるのはきちんとノウハウが存在するからだもん」

「面白そうだ。ならさっそく教えてくれよ」

「……でもその前に、なんかお腹なか空すいたな」

　そう自分のお腹を押さえる雉子を見ていたら、なんだが同じ気分になってきた。

「確かに良い時間だし、昼飯でも食いにいくか」







　というわけで、腹を空かせた俺と雉子は『穴』を通って現実世界へ。

　そして近所にあった定食屋に入ると２人並んでメシを食った。

　店内でサラリーマンたちに変な目で見られたが知ったこっちゃない。

　さっさと食事を済ませ、再び《偽ぎ世せ界かい》に向かうべく、現実世界と《虚無》の『境界』に出来た《綻び》がある場所へと引き返す。

「久しぶりに学校サボっちまったな。まあ、たまにはいいか」

「そうだよ！　学校なんて最悪だもん☆」

　隣の不登校児が目を輝かせてきたので、無言で両頬ほおを引っ張っておく。

「こんな時間に並んで歩く俺たちは、周りの大人からどう見えるんだろうな？」

　少なくとも『魔法』の練習をしたり、《神隠し》の被害者を助けようとしたりしているなんていう風には微み塵じんも思われないだろう。

「その……学校サボってデートしている、みたいに思われたりして……」

「そうだな」

「ちょ、冗談だから！　そこは否定してよ！」

　あたふたする雉子きぎすに笑ってやる。

「否定してもしょうがないだろ。そう勘違いされたってしょうがないんだから」

「そりゃ……そうだけど」

　モジモジする雉子は、この手のことには慣れていないご様子だ。

「充実した楽しい時間だよな。色気はないけど」

　そう言ったら、むくれた雉子に軽くパンチされてしまった。

　そんな雉子がポツリと呟つぶやく。

「……私も楽しいかな。やっぱり誰かといるのって悪くないよね」

　耳を澄ませていなければ聞こえない、そんな小さな呟き。

　そこには雉子の本当の気持ちが籠もっているように感じた。




　──そうして俺たちは、しがらみばかりの現実世界にできた《綻び》を通って、再び偽りだらけの《偽ぎ世せ界かい》へと足を踏み入れた。





　　　２．雉子式魔法　と　《偽装》の限定解放






「時折、不思議なことが起こるんです。ほら私って、基本的には瑠る宇うクンのことを常に監視しているじゃないですか。もちろんクラスも違いますし、残念ながら四六時中付いて回るなんてこともできません。ですがそこはほら、尽きない誠意とほんの少しの創意工夫で色々と補っているつもりなんです。そんな私の監視をもってしても、瑠宇クンの姿を見失うことがあるんですよね」

「とりあえず大前提に俺へのストーカー行為が当然であるという概念を置くのを止やめてほしいんだが」

「今日がまさにそうでした。瑠宇クンが授業中に体調不良を訴え、保健室で休んでいるという情報は一時限目の休み時間前までには掴つかんでいました。実際、私の認識では瑠宇クンは保健室のベッドから一歩も出ずにぐっすり眠っていたはずなんです。にも拘かかわらず、気が付いたら瑠宇クンの姿は消えていました」

「今日は天気がよかったから。こっそり学校を抜け出して遠くに行きたい気分だったんだ」

「今日の天気は、ずっと曇りでしたけどね。それに学校で過ごす一見無意味で怠惰な時間を何より好む瑠宇クンの発想とも矛盾していることから、今のが瑠宇クンお得意のわざとらしいすぐに嘘だとバレる発言であるということは分かります。……まあ、そもそもなんで学校をサボったのかは、この状況を見ただけで一目瞭然ですけど」

　チラリと俺の後ろに隠れている雉子を見ながら、献こんはさらに続ける。

「学校をサボるのは瑠る宇うクンの自由ですし、それについて私が言及するつもりはありません。ただ私にとって問題なのは瑠宇クンの足取りがつかめなくなることなんです。いつ、どのようにして学校を抜け出したのか？　私の認識からでは見えない何かしらの手段があると踏んでいるのですが、いかがですか？」

　そう興味深そうに人の顔を覗のぞき込こんでくる献こんに向かってニヤリと笑ってやる。

「もし本当にそんな手段があったとして、それを俺が素直に教えると思うか？」

　そんな俺の挑発的な笑みに対して、献がのほほんと微笑ほほえむ。

「思いませんし、素直に教えてほしくありません。瑠宇クンの全てを暴くという私の楽しみがなくなってしまいますから」

「……」

「秘密や隠し事を暴くのって、とっても楽しいじゃないですか。モチベーションの維持は重要です。相手の全てを知った時、初めてその人と本当の意味で繋つながれる。その瞬間を想像するだけで、なんだか昂たかぶってきませんか？」

　いや、同意を求められても困るんだが。

「……ニュアンスはなんとなく分かる気がする」

　すぐ背後から不審な同意の意見が聞こえた気がしたが、聞かなかったことにする。

　──放課後の時間となり、《偽ぎ世せ界かい》内で合流した献に絡まれている。

　昼食で現実世界に戻った際に『今日は現地集合に変更で』とＣａｉｎカインのＳＮＳへ書き込んでおいた俺のメッセージを見てやってきた献は、さっきからこの調子である。

　ちなみに当然のように真ま白しらが時間通りにやってくる気配はない。

「あ、あの……その……ちょっとお聞きしてもいいでしょうか？」

　そんな俺たちのやり取りに、意外にも雉子きぎすが口を挟んできた。

　一応、昨日のうちにウチのチーム全員と簡単な自己紹介は済ませたが、それだけで警戒心が和らぐわけもなく、今もこうして俺の背中に隠れている。

　そんなプルプルと震える雉子の思い切った行動に、献が優しい微笑みを浮かべる。

「なんですか、雉子さん？」

「こ、こ、狛こま芽めさんは、その……瑠宇と同じ学校なんですか？」

　俺たちの制服を交互に見る雉子に、献が頷うなずく。

「はい、同じ二年生です」

「ゆ、優ゆう成せいですよね、その制服？」

「ご存じなんですか？」

「ま、まあ……森もり浜はま市で一番有名な進学校ですし。そ、そ、それでその……狛芽さんは……瑠宇のストーカーさんなんですか？」

　雉子にしては大きく踏み込んだ質問だ。それはおよそ常人が恥じて隠したいと思うデリケートな領域に属する問いかけだからだ。

「はい、そうです。私は瑠る宇うクンのストーカーです」

　……うん、いつも思うけど、なんで献こんはそんな素敵な笑顔で、中学英語の教科書に載っていそうな基本構文の和訳的なノリで自己アピールができるのだろうか？

「その……悪い犯罪者さんってことですか？」

「私は悪いと思っていません」

　犯罪者はみんなそう言うんだよな。

「な、なるほど」

「まあ強いて言えば、私の行動が該当する肩書きとしてもっとも近しいのがストーカーだっただけで、厳密な意味で私の行為はストーカーなんてちゃちな枠組みに収まるとは思っていません」

　嘘うそでしょ、この子！　さらっとストーカー超え宣言し始めたんですけど！

「……な、なんだかカッコイイ！」

　そしてノリと勢いに感化されている頭の良いアホの子が俺の背後に１名。

　謎の共感を見せ始めた２人に挟まれた俺に向かって献が微笑ほほえむ。

「ちなみにですけど、瑠宇クンがどうしても止やめてほしいなら一考しても構いません」

「止めてください」

「嫌です」

　笑顔で拒否られた。即答というか、むしろ食い気味だった。完全に仕組まれた罠わなだった。

　そんな俺を精神的に凹へこませた献の姿に、雉子きぎすが感銘を受けている。

「た、たくましいんですね」

「昔から言いますからね、女は度胸だと」

「あの……そ、それを言うなら、度胸は男の方で、女は愛あい嬌きようではない、かと……」

　どこか申し訳なさそうな雉子からの的確な指摘。

「この男女平等の時代において、そういう差別発言はよくありません」

　変わらぬ微笑みで動じない！　むしろ上う手まいこと言って間違ったのをごまかそうとしているんだけど、この献さん！

「か、カッコイイ！」

　ダメだ。俺の背後にいる頭の良いアホの子が、俺の周囲に潜む（いやもはや隠してもいないけど）危険人物のことを謎にカッコイイ認定し始めた。

　閑話休題。

「それで瑠宇クンたちは、今日はずっとこの《偽ぎ世せ界かい》にいたんですか？」

　改めての献からの質問に、俺は頷うなずく。

「ああ、雉子の『魔法』について色々と話を聞いていた」

「それって雉子きぎすさんが先日《偽装》で再現していたアレですよね？」

　昨日、雉子を助けに再突入した《偽ぎ世せ界かい》の中、群がる《偽ぎじ獣ゆう》たちを雉子が『魔法』で追い払っている姿を、献こんも目撃している。

「ああそうだ」

「それでいかがですか？　《偽装》について様々な見識を持つ瑠る宇うクンから見て、雉子さんの『魔法』は？」

　献にそう尋ねられたので、素直に答える。

「雉子の『魔法』には可能性しか感じない。はっきり言って、かなり凄すごいな」

　そんな俺の褒め言葉を聞き、後ろで雉子が「えへえへ」と嬉うれしそうにしている。

「《偽装》による『魔法』の再現。もしできるなら私もやってみたいですね」

　そんな献の感想に、雉子が食いつく。

「で、できますよ！　私、『魔法』のノウハウを確立してますから！」

　隠れる俺の背中から少しだけ顔を出した雉子が、午前中に俺に告げた言葉を口にする。

「本当ですか？　それは是非教えてほしいです」

「ま、ま、任せてください！」

　そんな、人おれを挟んでやり取りする、ストーカーと人見知りの会話を聞いていた俺は冷徹に告げる。

「いや絶対に無理だ。あれは雉子にしかできない」

　すでに挑戦した俺のコメントに、雉子がショックで「ガーン」といった表情になり、献が俺を見る。

「そうなんですか？」

「実際に俺も試してみたが、とてもじゃないが真ま似ねできる代物じゃなかった」

「具体的には？」

「雉子。あの手帳を貸してくれ」

　不機嫌そうにむくれる雉子はポケットから取り出した手帳を差し出してくる。

「瑠宇クン、それは？」

「雉子が魔法の研究用にノウハウをまとめたモノらしい。これにはファイアーボール的な『魔法』を再現するのに必要な手順が書かれている」

　俺から受け取った手帳のページを献がパラパラとめくる。

「これ凄いですね、全てのページにびっしりと文字が書いてある。イメージの作り方、構成要素、必要な知識。……それで？　そのファイアーボール的な『魔法』について書かれているのは何ページ目なんですか？」

「全部だ」

「……えっ？」

「その手帳に書かれた全部のことをやることで、ようやくファイアーボール的な『魔法』を放つことができるらしい」

　献こんの目が点になる。

「……それはえっと、これを読めばファイアーボール的な『魔法』を習得できて、いつでも手軽に使えるようになる、的なことではなく？」

「違う。それがファイアーボール的な『魔法』の仕様書だ。つまり《偽装》によって再現しようと思ったら、毎回そこに書かれた全てをやる必要がある」

「……具体的にどのくらい時間がかかるのでしょうか？」

「俺の見立てだが、常人なら５時間はかかる代物だ。しかも途中で休憩できない。手順を間違ったら一からやり直しになる」

「……何かの冗談ですか？」

「マジだよ。しかもそれだけの手間と時間を費やして再現できるのが、《偽ぎじ獣ゆう》１匹に火傷やけどを負わせるくらいの効果しかないファイアーボール的なモノだからな」

「……いえ、瑠る宇うクン。それはいくらなんでも大げさなのでは？」

「そうだよ、瑠宇！　大げさすぎ！　たかだか３時間で失敗したからって文句言い過ぎだから！」

「えっ、瑠宇クン！　３時間も頑張ったんですか！」

　思い出したくもない事実に頭痛がしてきた。

「ああ頑張ったよ。そこに書かれた通りにイメージ作って色々やったよ。その結果、途中で失敗したよ。ちなみにその原因はどこかのとっても頭の良いアホの子がした『へくち』ってくしゃみのせいだけどな」

　俺の鋭い眼光に、「へくち」な本人は目を逸そらしてそっぽを向く。

「あれは……瑠宇が途中で集中力を切らすのがいけないわけで……」

「ああそうだな。イライラが限界で精神崩壊しかかっていたところで、テメェの『へくち』ってくしゃみを聞いた途端、『いや、ホントにそんなくしゃみするヤツいるのかよ！』って思わずツッコんじまった俺が悪いんだよな。そうだよな。それで俺の３時間が見事に吹っ飛んだわけだから、これほど笑える話もないよな」

　完全に目が笑っていない俺の睨にらみから逃げるように、雉子きぎすが俺の背中に隠れる。

「つ、次はきっと上う手まくいくと思うよ」

「言っておくが、俺は２度とやんねぇからな」

「そ、そう言わず、もう１回くらいトライしても……」

　そんなキレる俺と俺の背中に隠れる雉子のやり取りを見ていた献が、手に持ったメモ帳に目を落とす。

「ちなみに雉子さんは《偽装》で『魔法』を使う時に、毎回コレをされているんですか？　……いや、さすがにそれは……」

「慣れれば時間短縮できるので。手帳に書かれているくらいの『魔法』なら５秒もかからず撃てますよ」

　俺の背中に引っ付きながら、さも当然のように答える雉子きぎすに、献こんが言葉を一瞬失う。

「……えっと、それは、コツを掴つかんで大部分を省略できるから、ということでしょうか？」

「いえ、全部の工程を５秒でやっているだけです」

　俺を遮蔽物として目線も合わせようとしない雉子の言葉を聞いた献が無言で俺を見る。その目が「マジですか？」と聞いてきたので、俺はコクリと頷うなずいた。

　冗談みたいな話だが、コイツはマジでやっているらしい。

「雉子の処理速度は破格だと一言で片づけていいかは微妙だな。もしかすると雉子にしかない感覚みたいなモノがあるのかもしれない。どちらにしても言えるのは、雉子は《偽装》において存在しなかった『魔法』再現をゼロからやってのけた。それだけで、まずトンデモナイ」

「確かに」

「さらに手順を踏めば誰でも使用可能な理論まで確立したのも、常人の域を超えている。……ただ問題なのは、その手順があまりにも膨大すぎて、およそ他のヤツが扱える代物じゃないってところだな。つまり現時点において、この方法で『魔法』が使えるのは雉子しかいないと断言していい」

「雉子さんだけの魔法、『雉子式魔法』といったところですかね？」

「な、なんかカッコイイかも」

　俺の背中に隠れる雉子が嬉うれしそうな声を上げている。

「こうなってくるとやっぱり雉子の『魔法』も、焔ほむらさんたちと同じ《偽装》の限定解放の類だと思った方がいいだろうな」

「それって、クランマスターのお姉さんが使っていた、あの炎のこと？」

　先日の《偽ぎ世せ界かい》にて、押し寄せてきた大量の《偽ぎじ獣ゆう》たちを一瞬で焼き尽くした焔さんの『劫ごう火か』。

「《覚醒者》が扱う《偽装》は自身のイメージを具現化する力だが、その枠組みには一種の限界がある。自己強化の範はん疇ちゆうから逸脱すると、途端に何もできなくなるんだ。だが時々、その枠組みを超えた固有能力を体現できる《覚醒者》がいる。そんな《覚醒者》たちが使える力を、俺は《偽装》の限定解放と呼んでいる」

「限定、解放？」

　俺の話に興味を持ったらしい雉子が俺から離れ、腕を組んで考え始める。そんな雉子に向かって献が付け加える。

「他の《覚醒者》には真ま似ねできない。その人だけが持っている《偽装》のオリジナル能力と喩たとえれば分かりやすいですかね？」

　微笑ほほえむ献こんの合いの手に、雉子きぎすはどこか恥ずかしそうに再び俺の後ろに隠れながら「な、なるほど」と呟つぶやく。

「……ひ、必殺技みたいなモノがあるってことですね。そ、そういうのを使える人って多いんですか？」

「どうですかね、瑠る宇うクン？」

「焔ほむらさんみたいな強力な必殺技って絞り方をするなら、俺の知る限りじゃ片手で数えられるくらいかな」

「瑠宇のその言い方だと、限定解放ってそういう必殺技みたいなのだけじゃないの？」

「もちろんだ。一口に枠組みを超えた能力って言っても多種多様だからな。文字通り唯一無二なモノもあれば、複数人の《覚醒者》が同様に持つ一種の感覚みたいなのもある。例えば『《偽ぎじ獣ゆう》の気配に敏感』とか『《偽ぎ世せ界かい》に入っただけで、被害者が捕らえられている繭の方向がなんとなく分かる』とかな」

「あっ、確かに『蒼そう森しん風ふう夜や』でもそんなことを言っていた人がいたな。へぇ、あれってそういうのだったんだ。……それって誰でも使えるようになったりするの？」

「いや限定解放は、練習すれば誰でも使えるようになるってわけじゃなさそうだ。ダメな人はいくらやってもダメだし、使えるヤツは《覚醒者》になったその日から使えるようになる、なんてこともあるらしい」

「ゲームで言うところのレアスキルみたいな考え方でいいのかな？」

「その感覚でいいと思うぞ」

「私の『魔法』も、それなのかな？」

「そう考えるのが自然だが……本音を言えばとりあえず。それこそ（仮）だな」

「？　どういうことですか、瑠宇クン？」

「正直、雉子の『魔法』は、他の限定解放とは一線を画していると思っている。普通の限定解放がそれこそゲームでいうレアスキルなら、雉子の『魔法』はプログラムシステムだ。他の固有能力レアスキルを『魔法』として扱える可能性すらある。現に雉子の作り出した探知魔法は、限定解放による感覚能力を疑似的に再現していると言っても過言じゃない」

　俺の見解に「ああ、言われてみればそうかも」と雉子本人が納得している。どうやらそういう見方は頭になかったようだ。

　一方で、これまで俺同様に《覚醒者》として戦ってきた献は、雉子の『魔法』が如い何かに規格外であるかを理解したらしく、ただただ驚いている。

「そんなことができてしまうなんて……これはつまり、雉子さんは特別な天才であった、ということでしょうか？」

　献が思わずそう口にした途端だった。

　俺の服を掴つかむ雉子きぎすの手に力が入ったのが分かった。

「そういうのじゃ！　……ないので」

　俺の背中に隠れた雉子の声色があからさまに不機嫌になる。

　そのことに敏感に気付いた献こんが俺を見る。

「えっと……私、なにか怒らせてしまいましたか？」

「俺もさっき同じこと言って、めっちゃ怒られた。どうやら雉子は、そういう言われ方が好きじゃないらしい」

　今は人見知りが出る献に対してだからこのリアクションだけで済んでいるが、先ほど俺が言った時は感情的にかなり激しく怒鳴り散らされた。

『私を特別とか天才とか、そういう記号で呼ぶな！』

　その際に雉子をジッと見て感じ取れたのは、嫌悪と憎悪、敵意。雉子が自身をそう定義付けされることをかなり嫌っているのを感じた。

「雉子さん、ごめんなさい」

　慌てて謝罪する献。だがそれを聞いて、雉子が俺の服を引っ張る力が余計に強くなる。

「……いえ、だから……その……そういうのじゃなく……だから！」

　人の背中に隠れたまま声に苛いら立だちが募る雉子が、突然、俺の体を反転させる。

　そして苛立つ自分を見るようにと、俺を睨にらみ付つけている。

　それだけで、雉子が俺にやらせたいことは分かった。

「お前はアレだ。俺を便利な発声装置か何かと思っているわけだ」

「そうじゃないけど！　そうだけど！　でも今は！　ああもう！」

　言葉が要領を得ない。感情がグチャグチャでかなりテンパっているようだ。

「瑠る宇うクン。雉子さんはなんて言いたいんですか？」

　俺が他人の心を盗み見れるなんてことは、それこそ最初から知っている献までもが尋ねてきた。

　そんな２人に挟まれ、仕方なく首元に右手を伸ばす。

「あー、『そういう風に言われるのが私は好きじゃないって知ってほしいだけ』なんだそうだ。それで『別に謝られるようなことじゃないから変に気を使ってほしくもない』らしい」

　無言でコクコクと頷うなずく、雉子。

「ついでに雉子は、献に興味があるみたいだ。『同じチームになるから、ちょっとでも仲良くなれたらいいな』と思っている」

「なー！　なー！　なー！」

　途端、顔が真っ赤になって変な声を上げる雉子。そこまで言うんじゃないと訴えかけてきているが、俺の知ったこっちゃない。

「雉子きぎすさん」

　俺を挟んで向こうにいる献こんが近づいてきたのを感じ、雉子が隠れるように俺の胸に顔を埋うずめる。

　献が軽く膝を折り、俺を挟んで向こうにいる雉子に目線を合わせて微笑ほほえむ。

「さっきは私の言い方が拙くてごめんなさい。次からは思った通り素直に、雉子さんが頑張ってできるようになったことはとっても凄すごいって言いますね」

「いや、別に……そんな大したことじゃ……」

「それとやっぱり私も魔法を使ってみたいと思うので、よければ今度、瑠る宇うクンには内緒で簡単な『魔法』を教えてください」

「……わ、わかりました。なにか……ちょっと……考えてみます」

　なんとなく距離を縮めつつある２人。そんな２人に言いたいことがある。

「俺への内緒話を、俺を挟んでするのは止やめてくれ」







　そんなやり取りを終え、ようやく落ち着いたところで、今日この後について話し合う。

「なんにしても雉子には、ご自慢の『魔法』を使ってビシビシ働いてもらわないとな。なにせ借金があるわけだし」
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　そう現実を突きつけてやると、雉子きぎすがとても嫌そうな表情を浮かべる。

「そういえばそうだった」

「しっかり稼げよ。そうでないと俺がえらい目に遭あう」

　正直１０００万も払いたくない。

「ならまずは目先の偽ぎ世せ界かい事件を解決しないといけませんね。今日は『繭』を探すところからですか？」

　そんな献こんに俺は言う。

「『繭』ならもう見つけてある」

「えっ、いつの間に！」

　驚いたのは雉子だった。

「？　私が来るまでに２人で探していたんじゃないですか？」

「……い、いえ。瑠る宇うはなんというか……ずっと、その『魔法』の……」

「『魔法』チャレンジで３時間無駄にしていたからな！」

　ハキハキとキレる俺の言葉に、献が「そういえばそうでしたね」と納得する。

「では、瑠宇クンはいつ『繭』を見つけたんですか？」

「今日の午前中にどっかのアホの子を探してこの《偽世界》中を探し回った時だ」

　雉子がこの《偽世界》のどこにいるか分からなかったので２時間近く探し回った過程で先に『繭』を発見してしまったのだ。

「通信機で呼びかければよかったのでは？」

「《偽世界ここ》に入った時に試したが応答なし。後で聞いたらコイツ、カリバーンから支給してもらえる通信機を持ってないらしいんだよ」

「……だって、何かを耳に入れるのって変な感じがして嫌なんだもん」

　むくれる雉子。

「ラインナップが多いから違和感が少ないのを選べばいい。とにかくウチのチームは連携で使うから携帯は必須。何より今後も１人で『魔法』の練習したいのなら、装着することを心掛けろ」

「？　なんで？　１人なら通信機なんていらないじゃん」

「合流する時に面倒なんだよ！　それともアレか？　毎回俺たちに探しまわらせる気か？」

「え、えっと……カリバーンにお願いして手配してもらいます」

　そんな雉子に分からせている俺に、献が聞いてくる。

「『繭』の場所が分かっていたのに、お２人だけで攻略することは考えなかったんですか？」

「《覚醒者》２人で被害者を救出しろってか？　随分と無む茶ちや言うな、献さんよ」

「でも瑠宇クンはそういうの得意じゃないですか。真ま白しらさんともそうですけど、私とペアを組んで２人だけで攻略した偽世界事件だっていくつもあります」

「そりゃ献こんのことを知っているからできるだけだ」

「……なんだか今の発言、ちょっとエッチでときめきますね」

「俺は《覚醒者》として狛こま芽め献さんと何度も一緒に戦ってきたので、献さんの《覚醒者》としての戦闘スタイルを熟知しています！　だから合わせることができます！　これで誤解は解けましたでしょうか!?」

「そんなに恥ずかしがらなくてもいいじゃないですか」

　なぜ嫌がっているって思ってくれないんだろう？　ホント不思議。

「とにかく、雉子きぎすの『魔法』は凄すごいと思うが、《偽ぎじ獣ゆう》との戦闘でどうなるかは実際に体験してみないと分からないからな。雉子曰いわく、懸念点もあるそうだし、ぶっつけ本番はやりたくない」

　雉子曰く、『魔法』発動にはどうしても時間が必要であるため、《警戒音サイレン》で興奮状態となり大量に押し寄せてくる《偽獣》相手だと厳しい場面も多いらしい。

「そうなってくると、やはり有能な前衛アタッカーにはいてほしいところですね」

「そうだな。でもそんな超攻撃型アタッカー（タイプ狂戦士）は、この様子だと今日は来なそう……」

『おーい、誰か聞こえるか？　私が来たぞ』

　耳につけた通信機から、良く知る声が聞こえてきた。

　あまりにもバッチリなタイミングに思わず苦笑してしまう。

　ホント、アイツは持ってるな。と思いつつ、通信機に手を伸ばし遅刻魔に声を掛ける。

「真ま白しら、まだ『穴』の近くだろ？　今から被害者を救出するから、現実世界に戻ってカリバーンに連絡してくれ」

『めんどい』

「なら今日はこれで終わりだな。全員撤収準備」

『嘘うそ！　ヤダヤダ！　たくさん暴れたい！　腹が捩よじれるくらい嗤わらいながら疲れ切るまで殺さつ戮りくしたい！』

　相変わらず発想が病んでいるな、このお嬢様。

「じゃあさっさと連絡してこい。今日は真白の出番が多めになりそうだからな」

『今の言葉、忘れるなよ！』

　そして通信を終えた俺はその場にいる二人に声を掛ける。

「それじゃ、さっさとお仕事を片付けますか」





　　　３．カノープス　と　雉子優ゆ良ら希ぎの二人への質問






「お疲れ様でした、皆さん」

　被害者を無事に救出し現実世界に戻ってきた俺たちを、いつも通り、待機していたピエロ顔の郁いく人とさんとカリバーンスタッフたちが迎えてくれた。

　助け出した被害者を郁人さんたちに預け、《偽ぎ世せ界かい》への『穴』が閉じたのを確認したことで、今回の偽世界事件も無事解決。

　郁人さんたちが被害者を運んでいくのを見送ったら、俺たちはお役御免だ。

　それにしても色々と重なったとはいえ、一日でカタが付くとはな。こりゃすぐに焔ほむらさんから別の偽世界事件の担当が飛んできそうである。

　そう考えただけで気分が滅め入いってきた。

「疲れたから飯を食って帰るわ。というわけで、ここで解散な」

　３人にそう宣言し、歩き出すも、なぜか全員付いてくる。

「……おい、解散って言ったのになんで付いてくる？」

「だって瑠る宇うクン、カノープスに行くつもりですよね？　私も今日はおいしいご飯が食べたいので一緒に行きます」

「私も付き合ってやるよ。あそこの食事は嫌いじゃない」

　そんな献こんと真ま白しらの反応に、なんとなく付いてきていた雉子きぎすが俺の腕を引く。

「そのお店って、そんなにおいしいの？」

「美う味まいけど、高いぞ」

「でも瑠宇たちが行くなら興味あるし、行ってみたい」

「奢おごらないからな」

「大丈夫。なぜならたった今、稼いだばかりだから」

　偽世界事件解決にともない、たった今、電子マネーが振り込まれたスマホをかざしてドヤる雉子に言っておく。

「借金あるのを忘れるなよ」

「むぐっ」と動揺する雉子だったが、「今日は平気だもん」と帰るつもりはないらしい。

「分かったよ。じゃあついてこい」

「ちなみにそのお店ってどこにあるの？」

「中央区だ」

　というわけで、移動のためにスマホでタクシーを呼ぶ。

「えっ！　タクシーなんて使うの!?　電車じゃなくて!?」

　雉子が驚くのも分からなくもない。

「普段は使わない。使うのは真白がいる時だけだ」

　すぐ傍そばで当然といった面持ちで立っている真白のことを、雉子がチラリと見る。

「……えっと、どういうこと？」

「ウチの真白お嬢様は庶民が箱詰めされた電車なんて移動手段に乗るのが嫌なんだと」

「おい、瑠る宇う助すけ。誤解を招く言い方をするな。私は電車を利用するのが嫌なわけじゃない。なるべく人の目に付きたくないだけだ。いつも言っているように、電車を使いたきゃお前たちだけ使えばいい」

「目的地が同じなんだから一緒でいいだろ？」

　そう言う俺の腕を雉子きぎすが引く。

「妃ひい泉ずみさんって何者なの？」

「どう見える？」

　雉子は恐る恐るといった感じで、真ま白しらの立ち姿やその仕草、何より着ている制服をジッと見ながら、こう答えた。

「由緒正しき上流階級のお嬢様」

「正解」

　そんなお嬢様のニーズに応えるべく、タクシーに乗り込んだ俺たちは北区から中央区へと移動する。

　目的の店は、大通りから一歩裏道に入った場所にある、なんてことはない雑居ビル。

「ここがそうなの？　なんか雰囲気がある入口だね」

「会員制の店なんだよ。しかも会員になれるのは《覚醒者》だけだ」

　それがここ、『Ｃａｎｏｐｕｓカノープス』である。

「いらっしゃい、灰はい空ぞらくん」

　店に入ると見知った人物が出迎えてくれる。

「こんばんは、久く我がさん」

　この人は久我夜や色しきさん。カノープスのバーテンダーにしてこの店の若きオーナーである。

「灰空くんの周りはいつも華やかだね。今日は上の席でいいかな？」

「お願いします」

　店員の男性に案内され、階段を上がる。

　この建物すべてがカノープス所有となっており、フロア毎に用途が違う。

　１階フロアはバーカウンターで落ち着いた雰囲気。２階フロアはレストランとして食事を楽しめる空間。３階以上はプライベート重視の個室が用意されている。

　さらに地下はクラブのような立ち席フロアで騒げる場所になっているのだ。

　２階のテーブル席に案内された俺たちは、思い思いに席に着く。当然というべきか、俺の隣には雉子が座り、すぐ手を伸ばせるように椅子も近くに寄せてくる。その様子に、向かいに座る真白が奇妙な生き物を見る目をし、その隣に座る献こんはニコニコと眺めている。

　そしてさっそく雉子の手が俺の腕に伸びてきた。

「会員証を作れるのが《覚醒者》だけってことは、覚醒者専用のお店ってこと？」

「正確には《偽ぎ世せ界かい》絡みのことを知る人間が使う店だな。だからカリバーンエージェントも時々利用しているのを見かける」

「でも中央区にあるし、別のクランの《覚醒者》と鉢合わせになったりとかしない？」

　雉子きぎすが懸念していることはなんとなくわかる。

「カノープスを利用するにあたり、外でのイザコザを持ち込むことは一切禁止だ。要はこの店は無抗争エリアってわけだ」

「もし騒ぎを起こしたら？」

「そりゃ出禁だ」

　ここでの喧けん嘩かは御ご法はつ度と。そんなルールがあるからこそ、クランの垣根を越えた《覚醒者》たちの交流・情報共有の場として親しまれている。

「雉子はこの店に来るのは初めてなんだよな？　久く我がさんのことも知らないか？」

「？　うん、初めて見たけど、なんで？」

「いや別に」

　よく分からないといった表情の元・『蒼そう森しん風ふう夜や』メンバーにメニューを渡し、さっそく各自が料理を注文する。

　そして話題は今日の《偽ぎ世せ界かい》での話になった。

「それにしても、コイツの『魔法』、なかなか凄すごかったな」

　真ま白しらが素直な感想を口にする。

　実際、雉子の『魔法』はかなり強力で、《警戒音サイレン》後の興奮状態にある《偽ぎじ獣ゆう》たち相手に猛威を振るった。電撃の『魔法』は多くの《偽獣》たちを痺しびれさせて地面に転がし、爆発の『魔法』で吹き飛ばし、風の刃の『魔法』で切り裂いた。

　事前に本人が挙げた懸念点の通り、やはりある程度の発動時間が必要なものの、その時間は一緒にいる俺たちで十分稼ぐことができた。そういった面から見ても、新メンバーである雉子は、俺たちチームＡｓｈアツシユにすんなりとハマったと言えるだろう。

「私はまだちょっと慣れませんね。私たちの戦いに『魔法』があるのがなんとも不思議で」

　献こんの意見も分からなくもない。俺たちはこれまでずっと巨大武器や銃といった《偽装》で《偽獣》たちと戦ってきた。そこに雉子が『魔法』という概念を持ち込んだのだ。

　喩たとえるならば、普段やっているＦＰＳに突如ファンタジー要素が加わったような感覚だ。

「でもやっぱり、『魔法』というだけで何か憧れてしまいます。使えるなら使ってみたい。真白さんもそう思いませんか？」

　そういうジャンルが嫌いでない献が尋ねるも、真白の返答はとても淡泊だった。

「いや、私はいいや。ああいうのは趣味じゃない」

「そうなんですか？」

「私が《覚醒者》をやっているのは、自分の手で《偽獣》を残虐にブチ殺して、この両手に伝わってくる感触を楽しみたいだけだからな」

　普通に会話をするトーンで物騒な単語を連発する真ま白しらに、雉子きぎすが隣に座る俺の腕を引く。

「凄すごい人だね」

「怖い人なんだよ」

「……というかさ、ソイツのそれ、どうにかならないのか？」

　目の前でコソコソされるのはあまり面白くないらしい真白。その視線に、雉子があたふたし始める。

「見ての通り、かなりの人見知りなんだ。あまり気にするな、そのうち慣れる」

　俺がそう言うと、真白はそれ以上、何も言わなくなる。

「雉子さんは、私たちと一緒に戦ってみて、どうでしたか？」

　話題を変えるような献こんが雉子に質問する。すると雉子は俺の腕を握ったまま、視線を泳がしながら、緊張気味に口を開く。

「そ、その……こ、狛こま芽めさんの銃の腕前はとっても凄かったです。状況に応じて臨機応変にスタイルを変えるのとか。それで助けてもらった場面もあって……一緒にいて、とってもやりやすかった、です」

「それはよかったです」

「あ、あと……ひ、妃ひい泉ずみさんは、とっても強くて驚きました。それとあんなに激しい戦い方をする《覚醒者》の人は見たことなかったから……と、とってもビックリしま、した」

　そっぽを向いて話を聞いていた真白だが、まんざらでもない様子。

「でもやっぱり瑠る宇うの《偽装》が一番変だと思いました」

　雉子が俺を見ながら流暢にそう言った途端、真白が楽しそうに笑い出した。

「そりゃそうだ」

「瑠宇のアレなんなの？」

　俺に対してだけ、物もの怖おじせずに喋しやべる雉子の質問に肩をすくめる。

「『なんなの？』と言われても、あのまんまだよ」

「《偽ぎじ獣ゆう》にとどめを刺せない。他の《覚醒者》をフォローすることしかできない完全サポート特化の《偽装》って、１人になったらどうするの？　《偽獣》と戦えないじゃん」

「人見知りソロの認識で物事を語るな。そもそも《覚醒者》が１人で《偽ぎ世せ界かい》に乗り込むなんてことがないんだよ」

「ないとは限らないじゃん。現に今日だって私を探している間１人だったんでしょ？」

「揚げ足取ろうとするな。目的は人探しだったんだ。《偽獣》を倒すことを考える必要はない。だいたいお前の発想が偏っているんだよ。お前はあれか？　ゲームじゃフィールド出て、動く物体を発見したら敵即殺で襲い掛かる口か？　どこぞのお嬢様の思考だぞ、それ？」

「で、でも《偽装》って《偽獣》と戦う能力だし、普通そういうものでしょ！」

「初しよっ端ぱなから既存概念放棄したヤツが、普通を語るな」

「む、むぐ！　……じゃ、じゃあ、瑠る宇うはなんであんな《偽装》にしたの？」

「俺の趣味」

　そんなのらりくらりな俺相手に言葉が続かない雉子きぎすを見て、真ま白しらがニヤリと笑う。

「そいつを言い負かすのは骨だぞ。なにせ適当ばっかりの出まかせ野郎だ。その口からは適当発言が無限に湧き出してくるからな」

　真白の言葉に物もの怖おじするも、それでも雉子は俺に対する質問を止やめない。

「あとさ、瑠宇の《偽装》の黒いグローブでやっている、離れた場所に手の動きを再現するってヤツ……あれってもしかして、《偽装》の限定解放じゃないの？」

　そんな雉子の質問に、献こんと真白がピクリとなり、言われた俺はきょとんとする。

「えっ、そうだけど？　どうした、そんな改まって？」

　雉子の言う通り、俺の《偽装》効果は、限定解放に分類される。

　そう答えた途端、雉子の方が驚いた表情を浮かべる。

「なんでそんなにあっさりしてるの！　限定解放って凄すごいんでしょ！」

「いや、だってなぁ……」

　献と真白を見る。

「瑠宇クンの《偽装》に対する周りの評価は基本最低ですからね」

「正直、『だから何？』って話だよな」

「……そ、そうなん、ですか？」

　ビクビクしながら尋ねる雉子に向かって、真白が口を開く。

「そもそも今のお前みたいに、瑠る宇う助すけのアレが限定解放って認識しているヤツがどれだけいるか疑問だな。なまじ気付いたところで、やっているのが《偽ぎじ獣ゆう》を倒せないサポート役だ。普通に《覚醒者》やっているヤツにしたら魅力なんて１ミリもない」

「で、でも……げ、限定解放は他の《覚醒者》には真ま似ねできない固有能力レアスキルですし、やっぱり凄いんじゃ……」

「他の誰にもできないから評価されるわけじゃない。何かの役に立つから評価されるんだ」

　真理を語る真白の言葉に、それでも納得できない様子の雉子が俺を見る。

「《偽装》は自分のイメージを形にできる能力でしょ？　なら瑠宇はなんであの《偽装》にしたの？　何かコンセプトがあるんだよね？」

「《偽獣》を倒すヤツは足りているからな。サポートできる方が有用だと思っただけだ」

「それで評価されると思ったってこと？　でも他の《覚醒者》からの評価は最低なんでしょ？」

「別に他の《覚醒者》にどう思われようと知ったこっちゃない」

　そう答える俺のことを、雉子が「じー」と見てくる。

「五分五分」

「？　なにがだよ？」

「たぶん嘘うそは吐ついていないと思う。でもホントじゃないというか、それだけじゃない気がする。瑠る宇うお得意の『言わなかっただけ』が何かありそう」

　そんな雉子きぎすの推測に、真ま白しらが楽しそうに笑う。

「なるほどな。見る目は確かみたいだ」

　どうやら雉子は、ほんのちょっぴりだけ真白のお眼鏡にかなったらしい。

　そこでようやく料理が運ばれてきた。いよいよ食事タイムである。

　──そして雉子は速攻で真白お嬢様からの評価を地に落とした。

「……瑠る宇う助すけ。そいつの食べ方どうにかしろ」

　完璧なテーブルマナーで優雅なディナーを楽しまれる真白とは真逆に、雉子の食べ方ははっきり言って、見栄えがよくないというか、正直かなり行儀が悪かった。

　まあ一緒に昼食を食べた時も箸の持ち方が独特だったので気付いてはいたけど。

「雉子、ちゃんとしなさい」

　そう注意を促すものの、当の本人は「きょとん」としている。

「えっ？　別にいいじゃん。どう食べても味は変わらないし」

　それを聞いた途端、何かがブチりとキレる音が聞こえた気がした。

「雉子さん。よろしいですか？」

　そして突然、綺き麗れいな微笑ほほえみを浮かべて、丁寧語を語り出した真白のお嬢様のオーラに、雉子の背筋がまっすぐになる。

「えっ！　あっ！　な、な、なんでしょうか？」

「何か誤解されているみたいですけど、テーブルマナーは料理を美お味いしく食べるための方法ではありません。同席者を不快にさせないための礼儀作法です。あなたがどう感じるかではありません、周囲の人間がどう感じるかですよ」

　まるで聖女のような微笑みと優しい声色の中に漂う正しさと厳しさ。そんな真白の変わり様に、雉子がカタカタと震え出す。

「る、瑠宇。こ、こ、これどういうこと？」

「紹介しよう。こちら表・真白お嬢様。普段の日常生活はこちらで活動してらっしゃる。特徴は、規律正しい模範的なお嬢様であることだ」

「じゃ、じゃあ、さっきまで怖い方は？」

「あれは裏・真白。ざっくり言えば、真白お嬢様のエゴが生み出した怪物みたいなもんだ。特徴はキレると噛かみ付つくところだな」

「灰はい空ぞらさん、適当な嘘を言うのはやめてください」

「俺は何度も噛まれたことあるけどな」

「何のことですか？　私は覚えていません」

　そんなにこやかに微笑ほほえむ真ま白しらお嬢様と不敵に笑う俺のやり取りを見ていた雉子きぎすが小さい声で聞いてくる。

「に、二重人格みたいなこと？」

「とりあえずは、その認識でいい」

　そんなコソコソと俺たちが話している一方で、真白の隣に座る献こんがこんなことを言い出した。

「雉子さんが気になるなら、真白さんがテーブルマナーを教えてあげてはどうですか？」

「うふふ、面白いことをおっしゃいますね、おコマさん。なんで私が《覚醒者》やっている時まで、そんなクソ面倒なことをしなければいけないのかしら？」

「ちょっと裏が漏れているぞ、真白お嬢様。だが、確かに献の言う通りかもな。気にしているのは真白だけだし、この際だ。この人見知りを一端の淑女にしてやったらどうだ？」

「ですから、なぜ、私が？」

「今後も一緒に食事をする機会はあるだろうし、習うなら一流に習う方がいい。そうしないと絶対に直らないぞ。なにせコイツはこれまで、そういう概念と無縁だったからな。……この意味、真白お嬢様なら分かるだろ？」

　俺の含みが通じたのだろう。真白がスッと席を立つ。

「少々行儀が悪いですが、灰はい空ぞらさん。席を変わっていただけますか？」

「ご自由に」

　急な席替えに、俺たちの会話の意味が分からなかった雉子があたふたしだす。

「……えっ？　何？　何が始まるの？」

「雉子さん、僭せん越えつながら私が食事の作法をレクチャーさせていただきます」

　そうして始まった人見知りとお嬢様の食事教育。

「背筋を伸ばして姿勢は正しく。フォークの持ち方が違います」

「は、は、はひぃ」

　そんなショーを見ながら食事をするのも悪くない。

「やっぱり真白さん。断りませんでしたね」

　席替えにより隣になった献が潜めた声で話しかけてくる。

「結局、それが真白の性質だからな」

「テーブルに肘をつかない。オドオドしない」

「ひ、ひ、ひぎぃ」

　そんなこんなでメインの食事を終えるころには雉子はぐったりしていた。

「……料理の味、途中からなんだかよく分からなかった」

　そんな雉子の姿に笑いながら、俺は１人席を立つ。
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「瑠る宇うクン、どちらに？」

「ちょっとお花を摘つみにな」
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　瑠宇がいなくなった途端、テーブル席は静かになった。

　ぐったりしている優ゆ良ら希ぎ自身、瑠宇なしでこの２人とどう接していいか分からず、なんだか落ち着かない気持ちになってしまう。

　ただ、それでも瑠宇がいない今だからこそ、この２人に聞いてみたいことがあった。

「あ、あの！　……こ、狛こま芽めさん。ちょっとお聞きしたいことが……」

　プルプル震える優良希からの突然の質問に、献こんは少々驚いた様子を見せるも、すぐにいつもの笑みを浮かべる。

「名前で呼んでください。あとできたら先輩と呼んでほしいです」

「？　え、えっと……な、なんででしょうか？」

「実は私、可愛かわいい年下の女の子に先輩と呼ばれることに憧れていたんです」

　手を組み、目をキラキラと輝かせる献の様子は、さながら本のワンシーンに憧れる文学少女のようだった。

　そんな様子を見せられては、人見知りの優ゆ良ら希ぎに拒否することもできない。

「……じゃ、じゃあ、えっと……献こん、先輩」

「はい、なんですか、優良希さん？」

　こちらの呼び方に合わせたかのように急に名前で呼ばれてしまい、優良希自身なんだかそわそわムズムズして落ち着かない。

　そんな浮つく気持ちを抑えるように、優良希は本題を口にする。

「そ、その……る、瑠る宇うって結局……どんな人、なんでしょうか？」

　優良希のその質問に、献だけでなく真ま白しらも興味を持った視線を向けてくる。

「どんな人、というのは？」

「そ、その……瑠宇ってなんか怪しくて、なんか変じゃないですか？　だからどういう人なんだろうって気になって……」

　自分よりも一緒にいる時間が長いであろう２人は、瑠宇に対してどういう見解を持っているのか？　それを聞いてみたいと思ったのだ。

「怪しくて、なんか変か。なかなか正しい見立てじゃねぇか」

　食事が一段落して、元の荒い口調に戻った真白に対しても優良希は勇気を持って尋ねる。

「そ、その……ひ、ひ、妃ひい泉ずみさん的には、どうで、しょうか？　……る、瑠宇に……どういう印象を持っていますか？」

　視線を合わせようとせず、それでも尋ねてくる優良希を前に、真白は少し考え、こう口にした。

「ピカロ、かな」

「ピ、ピ○チュウ？」

「誰もポ○モンの話なんてしてねぇよ」

「す、すみません！　場を和ませようと全力でボケてみました！　ほ、本当は知っています！　スペイン語の『悪党』って意味ですよね!?」

　声を上ずらせて今にもテーブルの下に隠れてしまいそうな雉子きぎすに、真白は鼻を鳴らす。

「……なんだ知ってたか。まあその通りだよ。自分勝手で、ひねくれで、やることには何一つ信用がおけない。挙句、他人の心を盗み見やがる。そんな卑ひき怯ような悪党だよ、アイツはな」

　つらつらと瑠宇に対しての悪態を吐つく真白。

　だが優良希は、真白の言葉から、まったく真逆の印象を受けていた。

　真白が瑠宇の喩たとえに「ピカロ」という言葉を使った。その単語に対して優良希がまず連想したのはピカレスク小説だ。そこに描かれる悪党たちは、確かに法的に悪である。

　しかし一方で自分の信念と正義を持った主人公として描かれることも多い。

　瑠宇を喩える表現として、その言葉を選んだというのは、真白自身が少なからず瑠宇にそういう印象を抱いているからではないだろうか？

「なにジロジロ見てんだよ」

「す、すみません！」

　ただ本当のところを本人に確認する勇気は、優ゆ良ら希ぎにはない。

「まあ瑠る宇う助すけのことは私に聞くより、おコマに聞いた方が早い。こいつは瑠宇助のストーカーだからな」

「もう、褒めないでくださいよ、真ま白しらさん」

「いや、褒めてないけど。これっぽちも褒めてないけどな」

「か、カッコイイですよね」

　優良希の素直な感想に真白が変な表情になった。

「ここはアレか？　世界の常識が通用しない異世界かどこかか？」

　というわけで、献こんに改めて尋ねる。

「そ、それで……献先輩的には、どうでしょう？」

「そうですね。今の優良希さんに対してお答えするなら……自分が気に入らないことは気に入らないと行動できる、瑠宇クンはそんな人ですかね」

　そんな献の言葉と視線から、優良希はどこか自分のことを見透かそうとしているような印象を受けた。

　自分がどういう意図で質問しているかを推測し、その心情にあった回答をしてくれている。つまり自分に合わせて答えてくれているのだ。そういう気遣いや思惑といったモノを普通に感じたからこそ、今日の《偽ぎ世せ界かい》での瑠宇との会話を思い出していた。

　出会ったときからそうだった。

　瑠宇の言葉は不遜で自分勝手な意見が多い。腹が立つこともあるしムカつくこともある。それなのになぜか不快感を抱かない。

　自分が欲しい言葉じゃない。でも何かを気付いたり感じさせたりしてくれるような、そんな瑠宇との会話はどこか心地良い。

　だからこそ優良希は灰はい空ぞら瑠宇という人間に対して何か惹ひかれるモノを感じていた。

　そんな風に考えていた優良希を見ていた、献がクスクスと笑う。

「？　え、えっと……こ、献先輩、なんでしょう？」

「いえ、物思いにふける優良希さんが、とっても可愛かわいいなと思いまして」

「か、可愛い！　……わ、私、変でしたでしょうか!?」

「変ではないですよ。ただ、その仕草がなんとも愛らしくて、ぎゅっと抱きしめてナデナデしたくなりました」

「あの……その……」

　どうリアクションしていいか分からずあたふたする優良希を見て、献の表情がさらにほわほわし始める。

「本当に優ゆ良ら希ぎさんは可愛かわいいですね。実は私、可愛い後輩と仲良くするのに憧れていたので、これからとっても楽しみです」

「気に入られたみたいでよかったな、新人」

　他ひ人と事ごとのようにケラケラと笑う真ま白しらがなんとも意地悪な笑みを浮かべる。

「こうしてカッコイイ年上の先輩キャラと可愛い年下の後輩キャラが揃そろったことで、私はちょっぴり幸せを感じています」

「……おい待て、おコマ。そこに私を入れようとするな。あと人に変なレッテルを貼るのは止やめろ。言っておくが、私はそういうのはご免だからな」

「そのうち、みんなでどこかで遊びに行くのもアリですね。お泊り会もいいかもしれません」

「聞いてるか、人の話？　……というか、おコマ。なんか変なこと考えてないか？」

　疑うたぐりの眼差しを向ける真白の前で、どこか遠い目をする献こんが微笑ほほえむ。

「もう、ダメですよ、真白さん。雉子きぎすさんにそんなことしては」

「おい待て！　妄想の中で私に何をさせている!?」

「ああ、そんな風になってしまう雉子さんも悪くないですね」

「えっ！　あの！　な、なんですか！　私どうにかなっているんですか！」

　そんな焦る２人を差し置いて、献の表情は幸せいっぱいだった。

　何かヤバそうな献の妄想劇を２人が止めさせたタイミングで、デザートが到着。

　さっそく口を付けた３人は、その美お味いしい甘さに表情を緩める。

「……そ、そういえば、瑠る宇う遅いですね」

「どうせどっかで悪だくみでもしているんじゃないのか？」

「いつものことですしね」

　気になる雉子とは真逆に、先輩２人は慣れたご様子だった。

「……私、ちょっと見てきますね」
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　テーブル席を離れた俺は、１階へと降り、バーカウンターに立つ久く我がさんの前に座った。

「随分と噂うわさになってるよ、灰はい空ぞらくんが女の子を借金まみれにしてこき使っているって」

「それまた体裁の悪い噂になってますね」

「さっきの子が雉子優良希さんだよね？　前に『蒼そう森しん風ふう夜や』にいたっていう」

「流石さすがは久我さん。凄すご腕うでの情報屋。知らないことはありませんね」

「いつもご贔ひい屓きいただきありがとうございます」

「空そら海うみさんたちには？」

「それとなく事情は伝えておいたよ。気にはなっていたみたいだけど灰空くんのやることだからね。しばらくは傍観するつもりらしいよ」

「そうですか。……ちなみに久く我がさんは雉子きぎすについて何かご存じですか？」

「それは情報を買いたいってことかな？」

「単に世間話がしたいだけですよ」

「なら何か飲む？　オススメのノンアルコールカクテルがあるんだけど」

　そう笑顔を向けられては断れない。

「お願いします」

　久我さんは慣れた手つきでシェーカーに手を伸ばしながら語り出す。

「ちょっと変わった子だったみたいだね。《覚醒者》としての活動には興味を持っていたけど、どうにも被害者の救出に熱心じゃなかったらしい。『蒼そう森しん風ふう夜や』内でも彼女の素行については問題視され、大きな注意もあったみたい」

　問題視で、注意ね。客観的な物言いだな、と思いながら、久我さんの話に耳を傾ける。

「あと《偽装》で魔法を再現したいと色々と試行錯誤していたんだって。当然というか上う手まくいかなかったみたいで周りも止やめさせたらしい。そんなフォローもあって、なんとかやり直せそうだったけど、ほどなくして自分からクランを辞めると言い出したそうだよ」

「そう、ですか」

　鮮やかな手つきで作業を終えた久我さんが「おまちどうさま」とカクテルグラスに入ったドリンクを出してくれた。

　色鮮やかなカクテルに口をつけると、程よい甘さが口に広がる。

「そんな風にクランを辞めたって話だ。てっきり《覚醒者》も辞めたと思ったけど、まさか他のナワバリの《偽ぎ世せ界かい》に侵入していたなんてね。……彼女はなんでそんなことを？」

「もうちょっと《覚醒者》をやってみたいって気持ちがあったみたいですよ」

　そう口にする俺を久我さんがジッと見てくる。

「彼女と《偽世界》で一緒にチームを組んでみてどうだった？」

「まあ普通ですかね」

「彼女、今《偽装》なにを使っているの？　前は魔法を意識して杖つえだったらしいけど、流石さすがに変えているでしょ？　剣ってタイプでもなさそうだし、やっぱり銃かな？　女の子は銃に対する基礎知識がない分、逆に規格外の銃火器を生み出しやすい。彼女もそっち系かな？」

　楽しそうに話を振ってくる久我さんに、思わず苦笑してしまう。

「随分とグイグイ来ますね」

「《偽世界》で他の《覚醒者》たちが、どんな《偽装》を使ってどんな戦い方をしているかはオープンな情報じゃないからね。傍はたからでは知りようがない。それこそ一緒に《偽ぎ世せ界かい》に行って直接見るか、こうして同行した人間の話でも聞かない限りね。同じクランの中でもそうなんだ。ナワバリが違う別クランなら、さらに知りようがない」

「そういう情報には価値がありますからね」

「そう身構えないでほしいな。これは単なる個人的な知的好奇心。情報屋としてネタを探しているわけじゃない。知りたいことはなんでも知りたい。僕の悪い癖だよね」

　それをこの甘いマスクで囁ささやかれると、許したくなるから恐ろしい。

「雉子きぎすとはまだ組んだばかりなので。何か気付いたことがあれば教えますよ」

「期待しないで待っておくよ」

　という前置きを挟み、今日来た本題に入る。

「それで何ですか？　わざわざ俺を呼び出して直接話したいことというのは？」

「例のところからまた話が来ていてね。次もまた手伝ってほしいそうだよ」

「タイミングが合えばということで」

「『灰はい空ぞらくんは快く承諾してくれていた』と先方には伝えておくよ」

　どうやらそれで、久く我がさんは満足してくれたようだ。

　それならこれで話は終わりとグラスを空にして席を立とうとした。

　ちょうどその時、入口のドアベルが鳴り、ゾロゾロと団体が入ってきたのが目に入った。そして新たに来店したのは、あまり会いたくない人物たちだった。

「よう灰空。こんなところで珍しいな」

　クラン『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』所属のチームＳＮＡＫＥスネイクご一行。昨日、俺が散々にしてやった蜷局とぐろ原ばらと４人の取り巻きたちである。

「蜷局原さんたちもこんなお洒落しやれなお店に来るんですね」

「ナワバリに引きこもっているお前たちと違って、中央区は俺たちの狩場だからな。それにこの店は情報通の俺にはなかなか使い勝手がいいんだよ」

「そうですか、あんまり興味ないですね」

　途端、蜷局原の手が俺の胸倉に伸びてくる。

「喧けん嘩かは止やめてね。常連の蜷局原くんたちを出禁にしなくちゃいけなくなるから」

　しかし久我さんの一言で、蜷局原の手が止まる。そして俺なんか見なかったと言わんばかりに久我さんに告げる。

「今日は地下で騒ぎたいんで」

「ゆっくりしていって」

　久我さんの笑顔に、蜷局原たちは地下へと続く階段の方に歩いて行こうとした。

　しかしそんな蜷局原たちの足がすぐに止まる。２階へ続く階段からタイミングよく雉子が現れたからだ。蜷局原たちの前に立ってしまった雉子にしてもまさかの事態だったらしく、蜷局とぐろ原ばらたちと目があった瞬間、俯うつむき震え出し、硬直し動けなくなってしまう。

　スッと席を立った俺は、そんな雉子きぎすを横から引っ張る。

「先輩の前を塞ぐのは失礼だろ。……すみませんでした、蜷局原さん」

　俺が頭を下げて謝罪したの見て、蜷局原が鼻を鳴らす。

「随分と大事にしているみたいじゃねぇか」

「焔ほむらさんからお目付け役を命じられたので、何かあったら困りますからね」

「けっ、せいぜい大事にするこったな」

　そうして蜷局原たちは不機嫌そうに階段を下りて行った。

「何やってんだよ、お前？」

「いや……瑠る宇うが戻ってくるのが遅かったから」

「すぐに戻るから先に席に戻ってろ」

「……そうする」

　雉子は逃げるようにして、２階の階段を上って行ってしまった。

「昨日揉もめた原因の再演が始まるかと思ったのに、残念」

　席に戻ると、久く我がさんがなんとも物騒なことを言い出した。

「あんまり茶ちや化かさないでくださいよ」

「それにしても灰はい空ぞらくんと蜷局原くんは相変わらず仲が良いね」

「とっても相性が良いみたいなので」

「蜷局原くんのことは嫌い？」

「悪い人じゃないと思いますよ。《覚醒者》の活動に熱心だし、クランにも貢献していて、焔さんに憧れている。その為ためには破天荒なことも平気でやっていく姿にチームメンバーの信頼も厚い。そんな仲良し大学１年生チームＳＮＡＫＥスネイクは、『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』のランキングに貢献している有力チームの１つですから」

　そう客観的な評価を並べつつ、こう続ける。

「それにちょっとうらやましくもあるんですよね」

「うらやましい？」

「だって蜷局原さん、色々とやりますけど、なんだかんだ真っ当じゃないですか」

　そう口にすると久我さんが肩をすくめる。

「灰空くんらしい意見だね。傍はたから聞いていたら、見下している、と勘違いしてしまいそうなところとかが特にね」

「褒めているつもりなんですけどね」

「でもそんな彼だからこそ真っ当な悪さはするんじゃないかな？」

　久我さんが意味ありげにそう口にする。

「……というと？」

「この情報はサービス。明日更新の覚醒者チームランキングで、チームＡｓｈアツシユがチームＳＮＡＫＥスネイクを超えるみたいだよ」

　何の気なしに語られたのは、明日知れ渡るはずの確かな情報。それはまるで予言だ。

「そんなの一時のことでしょう。ランキング更新とこっちの成果が出たタイミングがたまたま重なっただけだと思うんですけどね」

「でも、そのランキングにこだわっている人間からすると、あまり面白くない結果だろうね。特につい先日、してやられた相手なら、なおさらね」

　久く我がさんの言葉に、先ほど雉子きぎすを睨にらむ蜷局とぐろ原ばらから盗み見た感情を思い出す。

「……久我さん、ちょっと相談してもいいですか？」

　俺の行動すら予見したのだろう。商売上手な情報屋はポケットからスマホを取り出すと爽やかな笑顔を浮かべる。

「誰であろう灰はい空ぞらくんのお願いだからね。安くしておくよ」





　　　＊＊＊






　優ゆ良ら希ぎが瑠る宇うたちとカノープスで過ごした３日後、チームＡｓｈは新たな偽ぎ世せ界かい事件を担当することになった。

　ＣａｉｎカインのＳＮＳでのやり取りによると、瑠宇たちは学校の都合で今日は来れないらしくチームＡｓｈの《偽世界》調査は、本日はお休み。

　そうであっても、『魔法』の練習がしたい優良希は朝から《偽世界》へと入り浸っていた。

　事前に瑠宇に連絡を入れ「夕方17時まで」と門限指定はされた。もし連絡しなかったら、こちらにきて首根っこ掴つかんで連れ帰るとも脅された。ただ逆に言えばそれまでは《偽世界》の中で一人没頭できるというわけだ。

　そうして足を踏み入れた今回の《偽世界》は、朽ち果てた都市といった様相。

　その情景を見て、なんとなく思い出すのは初めて瑠宇と一緒に行った《偽世界》だ。

「あの時も、こんな感じの場所だったな」

　そんなことを考えながら、いつも通りの探知魔法を使い《偽ぎじ獣ゆう》の位置を確認しつつ、『魔法』の研究に没頭できそうな静かな場所を探す。

　優良希の経験上、なるべく人気のない……もとい偽獣気のない場所として適しているのは高い建物の上層階。

　地上に近いとどうしても徘はい徊かい中の《偽獣》に気付かれる恐れがあるし、屋上は屋上で丸見えなので、見つかるリスクがそこそこ高い。

　そういう意味でもある程度の高さのあるビルの上層階は穴場である。

　ただ鳥型偽獣がいる場合は、警戒しなければならない。建物の上層を巣として使っている場合があり、気付かずに近づくとえらい目に遭あってしまう。

　そんな条件に合いそうなビル群を、『穴』から比較的近い位置に見つけることができた。

　理想の場所を見つけた優ゆ良ら希ぎは、気配消しの魔法による結界を張る。これにより結界内にいる人物の存在は限りなく希薄になり、《偽ぎじ獣ゆう》たちに気付かれにくくなる。

　それに今回は『穴』がすぐそばなので、現実世界に逃げ出すことも簡単だ。

　悪くない場所を確保できたと思いつつ、いよいよ魔法研究の開始である。

《偽ぎ世せ界かい》に来れなかった３日の間に考えをまとめていた新しい魔法理論を試すべく、さっそく意識を集中させ、優良希は研究作業に没頭していく。

　──異変に気付いたのは昼を過ぎた頃だった。

「……あれ？　この《偽世界》に誰か入ってきた？」

　バージョンアップした探知魔法に《偽獣》ではない《覚醒者》の反応が現れたのだ。

「瑠る宇うたち？　でも今日は来ないはずじゃ……」

　それに来るにしても時間も早すぎる。そう不思議に思いながらも、今回から用意した通信機を耳に装着し呼びかけようとした。

　だがその直前で、雉子きぎすは「はっ」となる。

「《覚醒者》の数が……４人？」

　何か変だ。

　そして、けたたましく響き渡る銃声に、優良希の心臓が跳ね上がった。

《覚醒者》が《偽獣》たちと戦っている。そしてそれは……瑠宇たちではない？

「なんで？　この《偽世界》ってチームＡｓｈアツシユの担当のはずだよね？」

　訳が分からない。とりあえず状況を確認すべく、優良希はビルを降り始める。もちろん、探知魔法を駆使し慎重に隠れながら。

　そうして物陰から姿を捉えた侵入者たちに、雉子は驚いた。

「あれって……蜷局とぐろ原ばらって人たちだよね？」

《偽装》を手に《偽獣》たちを圧倒しているのは、先日、カノープスでも鉢合わせになった蜷局原たちだった。

　蜷局原と取り巻き３人は、手にした《偽装》で襲い掛かってくる《偽獣》を慣れた動きで倒していく。その動きも連携も手て練だれの《覚醒者》のまさにそれであり、まったく危なげなく、その場にいた《偽獣》たちを簡単に殲せん滅めつしてみせた。

　そんな蜷局原たちが何か話しているのが聞こえてくる。

「いいか。この《偽世界》のどこかに、あの雉子って女が一人でいるはずだ。何をやっているか知らねぇが、まずはアイツを探し出せ」

「あれ？　蜷局原くん。この《偽世界》を横取りするんじゃないの？」

「おいおい、ちゃんと話聞いてろよ。今回の俺たちの狙いはあくまで雉子ちゃん。だよね、蜷局とぐろ原ばらくん」

　取り巻きの言葉に蜷局原が頷うなずく。

「俺たちの目的は、雉子きぎすを捕まえて二度と《覚醒者》をやりたくないと思わせることだ」

「それでアレでしょ？　雉子ちゃんが逃げた責任取って灰はい空ぞらの野郎に１０００万の罰金払わせるってヤツ。……でも真まか鏡がみさん、本当にやるかね？」

「その点は心配ない。真鏡さんはやるといったらやる人だからな。特に今回は灰空のヤツが言い出したことだ。きっちり落とし前は付けさせるだろうさ」

「でもさ、雉子ちゃんに《覚醒者》辞めさせるって具体的にどうするの？　やっぱり脅しちゃう感じ？」

「ぼっち拗こじらせてたみたいだし、結構キツメにやっとけばいけるんじゃね？」

「なんなら本当に俺たちの相手してもらうのもアリかもな」

　取り巻きたちがゲスな笑みを浮かべている。

「おい、あんまりくだらねぇこと言ってんなよ」

「あれ？　蜷局原くんは乗り気じゃない感じ？　でもさ、そもそも雉子ちゃんが妙な違反行為しなけりゃ、灰空が出張ってくることもなければ、蜷局原くんの計画が潰されて、俺たちが変な目で見られることもなかったわけじゃない。要は雉子ちゃんの自業自得じゃん。だったら責任取ってもらわないとね」

　ニヤリと笑う取り巻きの言葉に他の仲間たちも同意する。

「……手荒なことをするつもりはないが、聞き分けがないならしかたないだろうな。どうも灰空の野郎は、俺のことを何もできないチキンだとでも思ってやがるみたいだからな。そうじゃないことを証明してやるよ。……おい、手て筈はずは分かっているな」

　蜷局原の言葉に、取り巻きたちが頷く。

「蜷局原くんに言われた通り、一人はこっちに来ないで『穴』の向こうで現実側を見張っている。向こう側で何かあればすぐに知らせに来ることになっている。そんでこれから『穴』のこっち側にも見張りを立てて、雉子ちゃんが現実世界へ逃げ出さないように見張る」

「そして残った俺たち３人で暴れながら雉子を炙あぶり出だすだけだ」

「でもさ、これだけ騒いだら雉子ちゃんに俺たちが来たってバレちゃうんじゃないの？」

「むしろ逃げてもらった方が見つかりやすい。《偽ぎじ獣ゆう》たちに見つかれば、否いや応おうなしに戦わなきゃいけなくなるからな」

「なるほど。《偽獣》たちにも探させるってわけね。流石さすが、蜷局原くん。頭いい」

　喝采する取り巻きたちの前で蜷局原がニヤリと笑う。

「今日のゲームはいつもと違う。被害者フラツグ探しじゃない、逃げる標的を探す人狩りマンハントだ」

　蜷局原の宣言に、取り巻きたちが歓喜の声と共に、上空に向かって銃を撃ちまくる。

　──その時には、優ゆ良ら希ぎはすでに逃げ出していた。







　必死に走る優良希の心を恐怖が支配し始める。

　それでも頭は冷静にこの事態を分析する。

　状況から見ても、蜷局とぐろ原ばらたちは無申請でこの《偽ぎ世せ界かい》に侵入している。《偽世界》から現実世界に連絡を取る手段はない。出入口となる『穴』に見張りが２人。《偽世界》側の見張りは、もしかしたらどうにかなるかもしれないが、問題は現実世界側の見張りだ。

　現実世界に出たら《偽装》の恩恵も『魔法』も使えない。そんなひ弱な自分が捕まったらきっと何もできない。そのまま《偽世界》に引きずり込まれて終わりだ。

　つまり優良希は、この《偽世界》に完全に閉じ込められたのだ。《偽ぎじ獣ゆう》たちにではなく、同じ《覚醒者》である蜷局原たちによって。

　こうなっては自分では何もできない。ならどうする？

　今日、瑠る宇うたちは来ない。それでも夕方、現実世界に戻って瑠宇に連絡を入れる約束をしている。もし自分が連絡をせずにいたら瑠宇が見に来ることになっている。

　だけどそれまで何時間掛かる？　５時間？　いや連絡がないことに気付いてから、こちらに向かうとして６時間以上……。

　ビルの高所から見回した、この《偽世界》内の建物の数は決して少なくはないが、それでも隠れられる場所には限度がある。先ほど垣かい間ま見みた蜷局原たちの《覚醒者》としての動きと強さを考えた時、それはあまりにも絶望的な時間に思えた。

「とにかく、今は隠れて時間を稼ぐしかない」

　そう考えた時だった。

　どこからともなく笑い声が聞こえてきた気がした。

（随分と都合の良いことを考えるんだね）

　思わず、その場に立ち止まる。

（それは瑠宇が来ること前提の考えじゃん）

　心の中で声がした。

「……来るに決まっている」

　そう独り言を呟つぶやく。

（なんでそう言い切れるの？）

「だって瑠宇と約束したし……」

（約束なんて破られたことしかないのに？）

「っ！」

（これまで友達面して近づいてきたヤツは全員、嘘うそ吐つきだった。私を騙だましてイジメるのが目的だった。それは自分から歩み寄っても変わらなかった。煙たがれて、結局裏切られた）

「違う、今回は……」

（今回は違う？　そうじゃないでしょ？　今回も同じよ）

　途端に足が重くなる。息が上う手まくできなくなり、思わずその場に蹲うずくまる。

（それより今回はひどそう。待ちぼうけで無視されるだけじゃない）

（きっとあの男たちに捕まってヒドイことされるんだ）

（ああいう目をした連中はなんだってやる。自分たちの行動が正しいと疑わない。ほら、過去に何度もあったじゃん。自分が正しいから私に何をしてもいいって奴やつら）

（最悪。なんでこうなったの？）

（答えは簡単。私が、もう一度信じてみようなんて考えたから）

（結果このありさまって、見通し甘すぎでしょ）

（そもそも、アイツの口車に乗ってこんな世界に足を踏み入れたのがそもそもの間違い）

（自分ルールを無視したから）

（こうなる可能性は十分理解していたのに。あの時、あの男に付いて行かなければ、少なくともこんなヒドイことはならなかった）

（分かりきったことなのに、悟りきったことなのに）

（希望を抱くだけ無駄。奇跡なんて起きないし、自分が思った通りになんて世の中絶対に動かない）

　思わず耳を塞ぐが、それで声が途切れるわけがない。

　それは自分の言葉だから。心の中でいつも思っていた言葉だから。

　そしてその声が全て重なる。




（（（だからお前は、また傷つき、裏切られる）））




　怖くて怖くて仕方なくて、だから優良希本人すら気付かず無意識に声が零こぼれていた。

「助けて……お願いだから、誰か助けて……」

　──その時、《偽ぎ世せ界かい》が揺らいだ。









第五話







　　　１．三者三様






　天才少女。

　優ゆ良ら希ぎは、それを褒め言葉だと思っていた。

　漫画でもアニメでも、それは主人公や仲間たちの特徴で、ヒーローやヒロインの印だと思っていた。

　だから大人たちにそう言われ、最初は嬉うれしかったし誇らしかった。

　でもそれは作り物の世界だけの話で、天才とは『異物』の俗称だというのを優良希はすぐに思い知らされた。

　雉子きぎすにとって同世代の子たちは怪物だった。言っていることとやっていることがちぐはぐ。感情的に叫び、優良希に沢山ヒドイことをしてきた。

　だから言葉の通じる大人の方が理解できたし安心もできた。

　それでもやっぱり相手は自分とは違う大人で、優良希が興味を持っていたのはやっぱり自分と同じ子供だった。

　自分なりに頑張ったつもりだった。

　それでもどうしても合わなくて。合わせることが辛つらくて仕方なくなって。何度も何度も裏切られて。そのうち誰のことも信用できなくなって。

　自分がこんなにも苦しいのは『特別』で『天才』と呼ばれるからに違いない。

　だから優良希は嘘うそを吐ついた。

　大人から求められた要求を全て「できない」と突き返した。

　最初はなだめようとしていた大人たちも、優良希が頑かたくなに拒み続けた結果、ほどなくして離れていき、気が付けば優良希は『元・天才少女』になっていた。

　そんな大人の態度にむしろ安あん堵どしたのは覚えている。

　子供は理解できない怪物だ。だけど大人の行動には理由があるし理解もできる。

　両者は同じ人間だ。

　ならもう少し大人になれば、自分は同世代の誰かと分かり合えるかもしれない。

　そんな風に考えもした。

　だけど成長するにつれ、今度は優良希がどうしようもないほど他人と接することができなくなっていった。

　かつての精神的外傷による極度の人見知りと対人恐怖症。

　自分の考えを相手に伝えられず、気持ちを言葉にすることができない。

　その癖、相手からの悪意は敏感に分かってしまう。相手の苛いら立だち、好奇の視線。喋しやべり声ひとつにも萎縮してしまう。

　とにかく相手のことが分からないのが怖かった。自分が理解できない行動をされるのが怖かった。

　そういう意味では、《覚醒者》と呼ばれる人たちはどこか安心できたのだと思う。

　自分と同じ『特別』というカテゴリーの存在で、《神隠し》にあった被害者の救出と現実世界を守るために戦うという明確な目的がある。

　まさに正義の名の元に、皆が一致団結して協力する。

　そんな行動原理が分かりやすかったからこそ、合わせられると思っていた。

　──だけどそれは優ゆ良ら希ぎの一方的なモノの見方だった。

　周囲の行動が理解できたけど、優良希の価値観が周囲からズレていた。

　被害者を助けることより『魔法』で何かできるかを考える方が楽しい。

　そんな認識のズレを指摘されるまで気付けなかったし、そのことを「悪い」とすら思えず、むしろ「なるほど、確かにそういう捉え方もできるな」と、他ひ人と事ごとのように見ることしかできなかった。

　そんな優良希を『蒼そう森しん風ふう夜や』のメンバーたちは、なんとかまともにさせようと色々指摘し頑張ってくれた。

　だから優良希は思ってしまったのだ。

　私はここにいない方がいい人間なのだと。

　私の存在は、きっとこの空気を壊してしまう。『蒼森風夜』が掲げる正義を濁してしまう。

　だから去ることにした。

　師匠役だった登と張ばり真ま智ちが自分を必死に止めようとしてくれたのが嬉うれしかった。

　そんな真智のことが好きだったから、優良希は去ることを躊ちゆう躇ちよしなかった。

　好きなままお別れしたかったから、嫌われて逃げ出したくなかったから。

　結局、どこに行っても自分は異物なのだと思った。

　だから優良希は日常と変わらず、非日常でも１人になった。







「……」

　どれだけそこで蹲うずくまっているか分からない。

　建物の中にある部屋の片隅で、優良希は動くことができずにいた。

　探知魔法は有効で、《偽ぎじ獣ゆう》が徘はい徊かいしているのが分かる。

　そんな《偽獣》を怖いという思う気持ちはない。

「……一番怖いのは、やっぱり人間なんだな」

　そう思ってしまう。

　だけど同時に、この数日間のことを思い出す。

　瑠る宇うたちと過ごした時間を思い出す。

「……楽しかったんだよね」

　結局、瑠宇相手にしか上う手まく喋しやべれないけど、それでも誰かに対して話しかけられるのは楽しくて、相手が反応してくるのも面白くて。

　優しい献こん先輩がいて、ちょっと怖い真ま白しらさんがいて……

　そんな人たちと一緒にいたら、もしかしたら、想像もできないような何かがあるかもしれない。これまで自分が体験することができなかった、楽しい時間があるかもしれない。

　──そんな風に錯覚してしまっていた。

　でもきっとそんな時間は訪れない。

　遠くで銃声が響いている。《偽ぎじ獣ゆう》の奇声が聞こえてくる。

　もうすぐ私は、あの男たちに見つかる。そしてヒドイことをされるのだ。

　その時、私は瑠宇を恨まないでいられるだろうか？　裏切られたと自分勝手に思ってしまわないだろうが？

　そうなってしまうかもしれない自分が一番怖かった。

『……聞こえるか？』

　どこからともなく声が聞こえる。

　精神的に追い込まれ過ぎて、妙な幻聴でも聞こえてきたのだろうか？

『おい雉子きぎす、聞こえるか？』

　優ゆ良ら希ぎは顔を上げて耳元に手を伸ばす。

　通信機から瑠宇の声がした。





　　　＊＊＊






　蜷局とぐろ原ばらは、飛び掛かってきた《偽獣》の集団に向かって、自らの《偽装》である刀を振り抜く。鞭むちのように伸びる一撃は、一振りで複数の《偽獣》を切り裂き、黒い灰にする。

　残りも掃討し、ようやく静かになったところで、蜷局原は舌打ちをする。

「畜生、なんでこの《偽ぎ世せ界かい》には、こんなに《偽獣》が多いんだ？」

　標的である雉子を誰が一番に見つけられるか。

　そんなゲーム感覚で仲間と別行動を取る蜷局原は、《偽世界》の中を探し回っていた。

《覚醒者》がチーム行動するのが基本なんて言われているが、それはひ弱な雑魚の発想。発生したばかりでなんの『変質』も起こっていないようなドノーマル《偽世界》なら尚なお更さらだ。《偽獣》たちの強さはまったく問題にならない。

　ただ唯一予想外だったのは、《偽ぎじ獣ゆう》たちの数がどうにも多い、ということだった。

　エンカウント率が妙に高い。倒しても倒しても《偽獣》がすぐに湧いてきて、思ったように探索ペースが上がらない。

　それに《警戒音サイレン》が発せられたわけでもないのに、《偽獣》たちが妙に好戦的な気がする。

「どうにも変な感じだな」

　そんな違和感を覚えつつ、蜷局とぐろ原ばらは事前に知り合いから仕入れた、雉子きぎすに関する話を思い出していた。

『蒼そう森しん風ふう夜や』でも悪目立ちする新人だったらしい。《偽装》で魔法を使ってみたい、なんて夢みたいなことをほざく馬鹿で、周りになじめず辞めたらしい。

　それを聞いて、蜷局原は鼻で笑った。

　カリバーンからのチュートリアルをキチンと聞いてなかったのか？　そんなファンタジーなもんできるわけねぇだろうが。これはそういうゲームじゃねぇんだよ。

『蜷局原くん、聞こえる？　ダメだ、こっちはいない』

『というか、なんか《偽獣》多くない？』

　通信機から聞こえてくる仲間たちも芳かんばしくないようだ。

「文句言うな。まだ始まったばっかりだぞ。さっさと次の場所を探せ」

　そう言葉を返し、一気に駆け出した蜷局原は高々と跳躍する。

　現実ではありえない圧倒的な身体能力により、この偽りの世界を自由自在に飛びまわる爽快感に酔いしれる。

　蜷局原は考える。

《偽ぎ世せ界かい》で俺たちは無敵のヒーローだ。《偽ザ獣コ》を蹴散らし、被害者フラツグを回収。事件を解決して報酬スコアを稼ぎランキングを上げる。

　それが俺たち《覚醒者》だ。

「面倒だな。この一帯の建物全てぶっ壊して炙あぶり出だすか？」

『いやいや、蜷局原くん。繭があるかもしれないし、そりゃ流石さすがにまずいっしょ』

「冗談だよ、冗談」

　仲間とくだらないことを喋しやべりながら笑うのが楽しい。

《覚醒者》という選ばれた存在となって、現実世界の安寧のために戦う。

　自分たちだけが使える特別な力。それがどうしても必要だからこそ、大人たちカリバーンは高い報酬を払い、俺たちを重用する。

　クソな日常を過ごすことしかできない一般人たちは知らない。俺たちだけが知る非日ほんとうの常せかいを。そこにのみ存在する、圧倒的な充足感を。

　このゲームの主役は俺たちだ。

　だが、そんな蜷局原にとってイラつく存在がいる。

　それが灰はい空ぞら瑠る宇うだ。

　蜷局とぐろ原ばらが灰空を初めて見たのは、今から１年前。『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』内で蜷局原が仲間と共にチームＳＮＡＫＥスネイクを立ち上げた頃だった。

　新人研修を別クランで終えた灰空は、狛こま芽め献こんと一緒に『Ｂ．Ｅ．』にやってきた。

　最初は他のチームのメンバーとして組み込まれ活動していたが、妃ひい泉ずみの面倒を見ることになったタイミングで、チームＡｓｈアツシユを立ち上げ、そこからメキメキと頭角を現し始めた。

　面倒事を押し付けられてもそつなくこなし、結果を積み重ねることで他の先輩メンバーにも目を掛けられ、気が付けば『Ｂ．Ｅ．』のケツモチなんて言われるようになっていた。

　それは、実力者という意味ではなく面倒事を引き受ける下請けという意味だというのは、蜷局原も理解している。

　だがそうであっても灰空は他のクランからも、何より真まか鏡がみさんからも一目置かれることになった。

　それが腹立たしく思うのは、単なる嫉妬などでは決してない。

　灰空が不当な評価を受けているからだ。

　ヤツ自身の《偽装》は、最低を通り越して最悪。自分一人では《偽ぎじ獣ゆう》１匹碌ろくに相手することもできない雑魚。それでもチームとしての実績を上げているのは、チームメンバーに恵まれたからだ。

　狛芽と妃泉の女２人をはべらせ本人は何もせず、上の人間におべっか使うしか能がない。

　実力のない無能が不当な実績により評価されるのを、楽しいと思えるヤツはいない。

　正しくゲームをプレイしている自分たちからすれば尚なおのこと、許容できる存在ではない。

　そんな灰空のことを、「なんだかんだで誰にでも手を貸す、優しくて頼りになるヤツ」とチームＴの田た中なかが言っていたのを聞いた時は、呆あきれたため息しか出てこなかった。

　何も分かっていない。田中には本質が見えていない。

　灰空は誰にでも手を差し伸べるような慈悲深い人間でもなんでもない。単なるエゴイストだ。自分の価値観で好き勝手に物事を判断し、気に入らなきゃ従わないし、平気で排除しようとする。なんの躊ちゆう躇ちよもなく、不快だから押しのける。

　それが灰空の本性だ。

　結果、たまたまそれが良いように周囲に見えているだけの話だ。

　要は偶然の産物なのだ。単に運に恵まれただけのヤツなのだ。

　それが余計に気に食わない。実に腹立たしい。奴やつが正しいなんて微み塵じんも思わない。何かと自分の邪魔をし、手柄をかっさらっていくヤツが許せない。

　蜷局原は灰空に対して常に怒りを覚えていた。

　それでもこれまでは他の顔を立てて我慢してきた。だが先日のカリバーンから発表されたチームランキングで、灰空のチームＡｓｈが蜷局原たちチームＳＮＡＫＥを超えたところで我慢の限界を迎えた。

　俺たちはわざわざ中央区へと出向き、他のチームより先に『穴』を見つけ、偽ぎ世せ界かい事件の担当をもぎ取り、クランのためにポイントを稼いでいる。

　東西南北の４区で発生する偽世界事件がほぼ均等な中、中央区における俺たちの積極的な活躍があるからこそ『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』はクランランキングでトップに君臨できている。

　いわば、自分たちこそが『Ｂ．Ｅ．』を今の地位に押し上げている立役者だ。

　その自負があったからこそ、真まか鏡がみさんにおべっか使って、ろくな苦労もせずに担当を回されてポイント稼いでいるクソ野郎に負けるのだけは我慢ならなかった。

　だからここらで灰はい空ぞらには、一度痛い目を見せて理解させる必要があると考えた。

　テメェ自身がなんの実力も取柄もないカスであることを。

　そんな憤りを覚える蜷局とぐろ原ばらは、めぼしい建物の前に降り立ち、中を探索するが誰かがいる気配はない。

「ちっ、ここも外れか。……おい、そっちはどうだ？」

　通信機に呼びかける。

　──しかし、返事がない。

「？　こちら蜷局原だ。聞こえるか？」

　もう一度、声を掛けるがやはり反応がない。

「なんだ？」

　不審に思う蜷局原だったが、ここであることに気が付いた。

　少し前まで遠くで鳴り響いていた銃声が一切聞こえてこないことに。

　蜷局原の仲間たちは全員が銃使いだ。元々ＦＰＳが好きだったヤツが多く、《覚醒者》になった時も自然に銃を選び使っている。

　そんな仲間の銃声が今はどこからも聞こえてこないのだ。

「まさか、やられた？」

　いや、それはない。いくら数が多くても、このクラスの雑魚《偽ぎじ獣ゆう》にやられる連中じゃない。なまじピンチに陥れば助けを求める連絡があるはずだ。

　だが、そんな連絡すらなかったということは、……助けを呼ぶ暇もなくやられた？

「なんだ、何が起こっている？」

　建物の外に飛び出した蜷局原は、そのまま高々と跳躍し、建物出っ張りを伝いながら、近くのビルの屋上に跳び上がる。

　そして周囲の景色を見回しながら、改めて仲間に呼びかける。

「おい、誰も聞こえないのか！」




「はいはい、聞こえますよ。蜷局原さん」




　その声にゾクリとした。

　それは聞こえてくるはずがない相手の声──しかもそれは通信機の向こうから聞こえてきたのではなく、すぐ近くから聞こえてきた返事だったからだ。

　思わず振り向く。

　そして目を見張る。

　正直理解できなかった。

　ありえない。なぜ、コイツがここにいる？

「随分楽しそうなことしてますね、蜷局とぐろ原ばらさん」

　そこに立っていたのは灰はい空ぞら瑠る宇う。

　蜷局原がもっとも嫌う男だった。





　　　＊＊＊






　蜷局原が何かをやらかす予感があったからこそ、保険を掛けることにした。

　あの日、カノープスで久く我がさんに相談し、ちょっとした手伝いをしてくれそうな人を紹介してもらい、こんなお願いをした。

　次にウチのチームが担当になる偽ぎ世せ界かい事件の『穴』の見張りを頼みたい。時間は、雉子きぎすが１人《偽世界》に入ってから、放課後、俺たちが合流するまでの間だけ。

「随分、面白いアルバイトじゃん」

　引き受けてくれた吟ぎん座ざさんは、20歳のフリーターのお姉さん。吟座さんとは、久我さん絡みで何度か会ったことがあった。ソロ覚醒者であり、普段は現実世界において、偽世界事件発生の証ともいえる『穴』探しだけして発見報酬を稼ぎ、《偽世界》には一切足を踏み込まない、俗に言う『探索者シーカー』と呼ばれる《覚醒者》だ。

「まさか吟座さんがやってくれるとは思わなかったです」

「暇だったし、夜や色しきくんの紹介だから、未成年の仕事も引き受けるよ。それに何より《覚醒者》を頑張っている子たちは、みんなお金を持っているから信用できる顧客だしね」

　ピアスまみれで露出度の高いロックなお姉さんがニヤリと笑う。

「吟座さんって普段なんのバイトしているんですか？」

「あれ？　灰空くんは知らなかったっけ？　私、個人で『何でも屋』をしているんだ。炊事洗濯から人には言えない荷物の受け渡し代行まで、なんでもね」

　実に危険な香りがするあたり、流石さすがは久我さんのお友達だ。

　──そんな秘密のバイトをお願いしていた吟座さんから連絡があったのは、学校の昼休み時間。学食で日替わり定食を食べている時だった。

　それは前日に焔ほむらさんから新たな偽ぎ世せ界かい事件の担当が回ってきたので、「さっそく今日からお願いします」と吟ぎん座ざさんに連絡を入れてから数時間後のことである。

『もしもし灰はい空ぞらくん？　さっそくビンゴみたい。蜷局とぐろ原ばらって彼とお仲間４人を見つけたよ。あの感じだと『穴』に入りそうだね。一応映像は撮っているけど、どうする？』

「今から向かうので、引き続き監視お願いします」

　まさかいきなり狙ってくるとは。

　残った料理をさっさと胃に詰め込み、そのまま職員室に向かった俺は、担任に一身上の都合を伝え、学校から抜け出し電車に乗り込み北区へと向かった。

　今回の偽世界事件の発生場所となる『穴』があるのは、観み瓶かめ坂ざかにある雑居ビルの屋上だ。

　雑居ビルから少し離れた待ち合わせ場所で、吟座さんと合流。

「随分早かったね。連中が突入してから30分ちょいってところかな？　カリバーンへの侵入申請もナシ。見張り役として現実こつち側に１人残っていて、屋上から周囲を見張っているみたい。どうする？　邪魔なら私がやってもいいけど？」

　にっこり笑顔に右手で丸を作り、追加料金プランを提案してくる吟座さん。

「いえ、それくらいは自分で片付け……あっ、でも、どうせノしたらしばらくは吟座さんに見張ってもらわないといけないから、頼んだ方がいいか」

「毎度アリ」

　というわけで、雑居ビルに足を踏み入れた吟座さんは、階段を上っていく。

　もちろん見張り役の取り巻きＡは吟座さんに気付いたが、吟座さんが《覚醒者》か一般人かの判断が付かず、まごついている間に紙タバコを銜くわえた吟座さんが屋上到着。

「あれ？　若い子がこんなところで珍しい。なにしているの？」

　突然ラフな格好の女性に、にこやかに声をかけられドギマギする取り巻きクン。おそらく頭を過よぎったのは「逆ナン」という言葉だっただろう。

　そんな幸せ気分に浸っていた見張りくんは、馴なれ馴なれしく肩を組んできたお姉さんによって一瞬にして絞め落とされ、どこかいい笑顔で地面に転がり動かなくなった。

　遠くでその一部始終を見守っていた俺は、なんだか同じ男として、彼に同情の気持ちしか浮かんでこなかった。

　そのまま屋上に向かい、気絶した見張りくんを屋上の隅っこに転がした吟座さんに声を掛ける。

「ご苦労様でした。それじゃこのまま行くので、しばらく見張りをお願いします」

　目の前にある空間のヒビ割れを指差し、そう伝えると、吟座さんが聞いてくる。

「１人で行くの？　カリバーンとかに連絡した方がいいんじゃない？」

　そんな至極真っ当なご意見を言われたらこう答えるしかない。

「呼んじゃうと俺が悪い事できないので」

「にひひ、なるほど。そういうことね。了解、お姉さんは喧けん嘩かの邪魔はしないのでご自由に」

　というわけで、軽く体を動かし、『穴』に飛び込む。

　雉子きぎすを逃がさないために《偽ぎ世せ界かい》側にも見張りがいるのは察しがついていた。だから飛び込んだ瞬間、目についた取り巻きＢを一瞬で叩たたきのめすと、現実世界に戻って、吟ぎん座ざさんに預けて再び《偽世界》に飛び込む。

　そして通信機で呼びかける。

「おい雉子、聞こえるか？」

　何度か声を掛けると返事があった。

『……瑠る宇う？』

「無事か？」

『なんで、いるの？』

　顔は見えない。でもその声を聴けば、雉子が今どういう心境かは察しがつく。

「決まっているだろ、ヒロインのピンチに登場するのがヒーローの役割だからだよ」

　そんな軽口を叩きながら雉子の場所を確認し、「迎えに行くまでそこから動くな」と伝えた上で、俺は行動を開始する。

　連中がバラけて行動しているの見て取った俺は、蜷局とぐろ原ばら以外の取り巻き２人を１人ずつ締め落とし、満を持して蜷局原の下へ向かう。

「おい、誰も聞こえないのか！」

「はいはい、聞こえますよ。蜷局原さん」

　背後から声を掛けると、振り向いた蜷局原は信じられないといった表情をしていた。

「随分楽しそうなことしてますね、蜷局原さん」

「灰はい空ぞら、なんでテメェがここにいやがる！」





　　　２．蜷局原　VS　灰空瑠宇






　この状況が信じられない蜷局原の前で、瑠宇が不敵に笑う。

「それはこっちの台詞せりふですよ、蜷局原さん。なんでウチのチームが担当している《偽世界》に、しかも無申請で紛れ込んでいるんですか？　そういういけないことをすると焔ほむらさんに怒られますよ」

　咄とつ嗟さに何か言い訳を口にしようとした蜷局原だったが、灰空の目を見てすぐに止やめた。

　まるでこちらの考えを見透かしていると錯覚してしまうような、その瞳。

　だから蜷局原は手にした刀を灰空に向ける。

「なんのつもりですか、蜷局原さん。ナワバリ侵害以上に《覚醒者》同士の私闘はご法度だって知らないわけじゃないですよね？」

《偽装》は《偽ぎじ獣ゆう》を倒し被害者を助けるためのものであって、同じ仲間を傷つけるためのものではない。

　その考えの下、カリバーンおよび全てのクランは《覚醒者》同士の私闘を固く禁じている。

「テメェこそ、アイツらをどうした？」

「アイツら？」

「俺の仲間たちのことだよ！　テメェがここにいるってことは『穴』の見張りをしていた２人をどうにかしてきたってことだ。それに俺と雉子きぎすを探していた２人もそうだ。さっきから連絡が取れねぇ」

「へぇ、雉子に何かするつもりだったんですか」

「今更だろうが!?　俺たちはテメェが気に入らないんだよ！」

　吠ほえる蜷局とぐろ原ばらを見て、灰はい空ぞらは自分の首元に右手を伸ばす。

「だったら直接、俺を狙わなきゃ。そっちは５人もいるんだから現実世界で闇討ちでもなんでもすればいい。それをせず雉子を狙った理由は？　俺が怖かったからですか？」

「はぁ!?　そんなわけねぇだろうが！」

　灰空の言葉を、蜷局原は反射的に否定する。

「じゃあなぜですか？」

　その質問に蜷局原は言葉を詰まらせた。

　自分たちはなぜ灰空を直接狙わず、灰空の留守を狙った？　直接手を出すのは騒ぎになると思ったから？　だから頭を使って行動した。不満が爆発する仲間内で意見を出し合い、雉子を脅して灰空に一泡吹かせるのが、もっとも賢い計画だと考えたのだ。

「俺を凹へこませるのに、わざわざ他の誰かを狙うって、随分と臆病な発想ですね」

「ふざけんな！」

「そうやって吠えるのは、自分でもそう思っている証拠じゃないんですか？」

「そ、そんなわけねぇだろ！」

　口ではそう言う蜷局原だったが、内心ではその通りだと思ってしまっていた。

　灰空の周りで一番弱そうな雉子を狙う。そんなのはまるで狡ずる賢がしこい悪党の発想だ。俺たちむてきの《覚醒者》ヒーローがやることじゃない。

　そんな考えが蜷局原の頭を過よぎった途端、目の前の灰空がため息を吐つく。

「そういうところなんだよな。蜷局原さんが、なんだかんだで真っ当なところって」

「て、テメェ、俺を馬鹿にしてんのか？」

「してないんですけど、してるってことでいいですよ。今回ばかりは俺も楽しい気分じゃないので。それでどうします？　ここは誰にも見られていない《偽ぎ世せ界かい》の中で、目の前にはずっと腹立たしく思っていた相手がいる。悪くないシチュエーションですけど、ちゃんと１人でできますか？　それとも、やっぱりお仲間がいないと何もできませんか？」

　灰はい空ぞらが言い終わる前に、蜷局とぐろ原ばらは自らの《偽装》を灰空めがけて突き出していた。

　距離がある灰空に向かって一直線に伸びる刃の一撃を、灰空は横に避よけることで躱かわす。

「やる気満々ですね。後で焔ほむらさんにこっぴどく叱られちゃいますよ」

「勘違いするなよ。これは喧けん嘩かじゃねぇ、指導だ。躾しつけのなってない後輩を先輩として教育してやるだけだ」

「それ、いいですね。ならたっぷり胸を貸してくださいよ、先輩」

　蜷局原は手にした刀を再び繰り出す。それだけで、10メートル近く離れている灰空に向かって、蜷局原の刀の刃が伸びた。

　蜷局原は、自分の《偽装》は『蛇じや刀とう』と呼んでいる。

　第三世代覚醒者主流の巨大武器。見た目は『長刀』といった感じだが、蜷局原の《偽装》独自の要素として刃が伸縮する。

　勢いよく振るう事で刀がムチのようにしなりながら伸びる。

　複数の刃の連結によって生み出される技術的な伸縮ではなく、文字通り刃が伸びるのだ。

　蜷局原がイメージで作り出した伸縮性に富んだ柔軟な金属は、鋭い切れ味をそのままに広範囲に猛威を振るう。

　刀の振り方や勢いの付け方で自在に間合いを操ることができ、射程内に入った《偽ぎじ獣ゆう》などは簡単に切り刻まれていく。

　それが蜷局原の《偽装》である。

　真まっ直すぐに伸びる蛇刀の一撃を、灰空は体を反らすことで再び躱す。

「まだまだ！」

　伸びきった蛇刀は、伸縮の反動で勢いよく縮み始め、蜷局原の手元に戻ってくる。

　その反動を利用するように体を回転させた蜷局原の放つ横よこ薙なぎの一撃は、勢いに勢いが足され、まるで強力なレーザーだ。

　これを体勢低く躱した灰空の背後にあった壁は、斜めの線が入り、スライドするかのように崩れ落ちていく。

「おら逃げんな！」

　攻撃動作が連続すればするほど、蛇刀の速度は上がり、威力は増していく。

　そしてついに蜷局原の一撃が灰空を捉える。

　真っすぐに伸びた蛇刀の一撃が、灰空の腹部に突き刺さったのだ。

「仕留めた！」

　大きく後ろに吹っ飛んだ灰空が地面を転がる。

　──だが、それだけだった。

　そのまま何事もなかったかのように平然と立ち上がる灰はい空ぞらに、蜷局とぐろ原ばらは目を見開く。

「なんで効いてない!?」

「いや、効いてますって結構痛いし。でもまあ、こんなものか」

「……ぎ、《偽ぎじ獣ゆう》なら一発で仕留められるはずだ！」

「そりゃ、《覚醒者》たちの《偽装》は偽獣特化にイメージされてますから当然でしょ。《覚醒者》の《偽装》は《偽獣》を倒す為ための武器として、どんな《偽獣》にも大ダメージを与えられる。ただ俺は《偽獣》じゃないので」

「そんなの……知らねぇぞ！」

「そりゃ蜷局原さんが他の《覚醒者》相手に《偽装》で攻撃したのが初めてだからじゃないですか？　それに思ったよりダメージも少なかったところを見ると、その《偽装》、フレンドリーファイア対策とかもしてませんか？」

　そこで蜷局原はハッとした。

　蜷局原の蛇じや刀とうは、広範囲攻撃を主とし扱いが難しく、かつては誤って仲間である他の《覚醒者》に当たってしまうかもしれないという懸念を持っていた。

　そんな時、銃使いの仲間から教えてもらったテクニックがフレンドリーファイア対策だった。自身の《偽装》に対して〝覚醒者相手に威力を発揮できない〟という縛りを付ける。

　これは特に銃を使う《覚醒者》たちが最初に習う《偽装》テクニックであり、《偽獣》と肉薄して戦う近接武器の《覚醒者》への誤射対策として常用されている。

　──わざとじゃなくても誤射ってあるし、万が一当たっても大丈夫ってなれば、こっちも思い切って撃てる。ゲームでもそういう気持ちはプレイテクニックの上達に繋つながるからさ。それに《覚醒者》同士で戦うなんてことがそもそもないんだから、悪いことなんて一つもないだろ？

　仲間の意見はまさにその通りで、誤って攻撃してしまうことを気にしなくてよくなった蜷局原の蛇刀の扱いは、瞬く間に上達していった。

　そしてそんな縛りを付けていたことなど忘れるくらい当然のように、蜷局原は自身の《偽装》イメージの中にそれを浸透させていた。

「だったら、イメージから外せばいい！」

「そんな簡単にできないと思いますよ。見た感じ、無意識レベルでイメージ固めちゃっているみたいだし。そこから特定の要素だけ外すのって逆に苦労するんですよね。……まあ、それ以前に今《偽装》を引っ込めない方がいいですよ」

「あん？　なんでだよ？」

　灰空が何もない空中に向かって、拳を突き出した。

　次の瞬間、蜷局原は何な故ぜか空を見上げていた。

　突然の衝撃によって顔が仰のけ反ぞったのだ。

　後方へふら付き、激痛が走った顔を思わず押さえる。そしてぽたぽたと垂れる鼻血に気付く。

「《偽装》を引っ込めなくてよかったですね。もし《偽装》を解いていたら、たぶん今の一撃で鼻が顔面めり込んでいましたよ」

　灰はい空ぞらからの一発というのは火を見るよりも明らかだった。

　手に付く自分の血を目にし、激げき昂こうした蜷局とぐろ原ばらは、灰空に襲い掛かる。

「それじゃあ、第２ラウンド開始ということで」

　灰空が右手を横に払う。

　それだけで蜷局原の足が払われ、転びそうになる。

　さらに何もない空中で左手を握りしめた灰空が、そのまま横に振り払い、拳を開く。

　それだけで、何かに胸倉を掴つかまれた蜷局原は、屋上から空中へと放り出されていた。

「ああぁぁぁぁ！」

　地面に向かって落下する蜷局原は空中でなんとか体勢を整え、地面への着地に備える。

　ドスンという大きな衝撃と共になんとか着地することに成功した蜷局原だったが、その額にはドッと脂汗が浮かぶ。

　もしここが《偽ぎ世せ界かい》ではなく、《偽装》がなかったら、どうなっていたか？

　だがそんな考えも、すぐに吹き飛んだ。

　周囲が《偽ぎじ獣ゆう》だらけであることに気付いたからだ。

　どうやら灰空は、《偽獣》たちがたむろしていた場所に自分を意図的に落としたらしい。

「こざかしい真ま似ねしやがって！」

「そいつはご挨拶ですね」

　その声に振り返ると、自分を取り囲む《偽獣》たちのさらに向こうに灰空が立っていた。

「グギャァァ！」

　そして周囲の《偽獣》たちが一斉に襲い来る。蜷局原は手にした蛇じや刀とうを振るい《偽獣》たちを切り裂いていく。一見囲まれピンチの状況だが、伸縮する刃を振り回す蜷局原にとって、こういうシチュエーションは自分の《偽装》が最も真価を発揮すると考えている。

　押し寄せる《偽獣》たちを近寄らせることなく、一振りごとに数匹ずつ切り裂いていく。

「さすがお見事」

　離れた場所で笑っていた灰空が、何もない場所を横殴りにする。

　それだけで、《偽獣》に囲まれた蜷局原の顔面が真横に吹っ飛んだ。

「クソが！」

《偽獣》を斬り捨てながら、灰空目掛けて蛇刀を伸ばす。

　だが灰空はこれを難なく躱かわし、空中を手で払う。

　途端、蜷局とぐろ原ばらの目に激痛が走り、思わず目を瞑つぶる。

　見えなくなった視界の中、背後から《偽ぎじ獣ゆう》の一撃を食らうもすぐに《偽装》を振り回す。

　思わず背中に手を伸ばしてしまったが、大したダメージはない。《覚醒者》には対《偽獣》用の《偽装》という能力がある。こちらの攻撃が有効であると同時に、《偽獣》からの攻撃に対してもダメージを受けにくい。この程度ならかすり傷にすらならない。

　蜷局原はようやく見えてきた視界の中で、周囲を見回す。

「！」

　そして驚いた。

　灰はい空ぞらが、自分を囲む《偽獣》の中に立っていたからだ。

《偽獣》たちは標的として蜷局原を睨にらみ付つけてくる。だが、すぐそばに立っている灰空には見向きもしない。

　なんだ、それ？　どうなってんだ!?

《偽獣》たちが一気に襲い掛かってくる。蜷局原は蛇じや刀とうを振るいこれを切り刻んでいく。

　この猛攻の中、灰空は散歩でもするかのように歩いている。《偽獣》たちの群れの中、蜷局原が振るう蛇刀を避けながら。

　状況が理解できない。

　なんで《偽獣》たちは灰空を攻撃しない？　見えてないとでもいうのか？

　戸惑う蜷局原の視界の中で、灰空がおもむろに拳を握り、下から掬すくい上あげるように振るう。

「ぐっ！」

　下から突き上げるような腹部への重たい一撃に、息ができなくなる。

　その隙を見逃さず、殺到する《偽獣》たち。

　この状況で蜷局原の頭に浮かんだのは、灰空が《偽獣》たちをサポートしているという構図。それこそ、いつも灰空が仲間の後ろにコソコソ隠れてやっているダサい戦法。

「テメェはそれしか能がねぇんだよな！」

　吠ほえる蜷局原は、襲い掛かってきた《偽獣》を瞬く間に切り刻む。そして灰空に向かってさらに吠える。

「だがこんな雑魚共をいくら嗾けしかけたところで、俺の前じゃ無意味なんだよ！」

「ですよね。偽獣特化に《偽装》をチューニングしてきた《覚醒者》相手に、《偽獣》が勝てるわけがない」

「……」

　蜷局原は言葉を失った。

　灰空がすぐ目の前に立っていたからだ。

　蜷局とぐろ原ばらの蛇じや刀とうにより、もはやこの場に《偽ぎじ獣ゆう》は１匹も残っておらず、灰はい空ぞらが隠れられる対象はいない。そんな状況の中、灰空は逃げ隠れせず、ただ目の前に、手を伸ばせば届く距離に立っている。

《覚醒者にくむべきてき》がそこにいる。

「それじゃ始めましょうか、最終ラウンド」

　蜷局原は蛇刀を振るおうとした。

「！」

　しかし、その途中でなぜか急に腕が止まる。

　ハッとなった蜷局原は、すぐにそれに気が付いた。

　灰空の左手が宙で何かを掴つかんでいた。

　そして、蜷局原がこの現象のカラクリを理解するのとほぼ同時に、灰空の黒い拳が直接、蜷局原の顔面に叩たたき込こまれた。

　慌てて距離を取った蜷局原が再び蛇刀を振るおうとした。

　しかし、その手が途中で明後日あさつての方向に弾はじかれる。

　蜷局原は見ていた。その直前に、灰空がまとわりつく虫を追い払うかのように、左手を振り払っていたのを。

　そして先ほど自分の顔面を殴りつけた右手が、今度は何もない空中で振り抜かれる。

　それだけで、蜷局原の顔面は重たい衝撃と共に思いっきり仰のけ反ぞった。

「《偽獣》は色んな獣が混ざった化け物ばかりで多種多様。予測できない動きをするヤツもいて面倒だ。その点、人間は読みやすくていい。その体の骨格や筋肉の仕組みはすでに解明され尽くしている。知識として理解するだけで、対処できない動きはない」

　攻撃しようとするも防がれ、殴られる。攻撃しようとするも弾かれ、殴られる。

　それが何度も続き、蜷局原は否いや応おうなく理解させられる。

　こちらの攻撃が全て強制的にキャンセルさせられる。そして灰空の《偽装》の間合いにいる限り、一方的に攻撃され続ける。

　もはやなす術すべがない蜷局原に向かって、灰空がニヤリと笑う。

「やっぱり、人間相手が一番楽だ」

　思わず戦慄する。

　そしてある可能性が蜷局原の頭を過よぎる。

　自分は大きな思い違いをしていたのでは、ないだろうか？

　灰空の《偽装》は、碌ろくに《偽獣》を倒すこともできない雑魚偽装なのではなく、《覚醒者》としての基本概念を完璧に無視した対人特化として作り出された《偽装》なのでは？

　そして灰空の攻撃がピタリと止まる。

「ラストチャンスを上げます。蜷局原さんの攻撃の邪魔はしないので、最後に思いっきり攻撃していいですよ」
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「……余裕のつもりか？」

「俺がそんな優しい人間に見えますか？　もう俺に喧けん嘩かを売りたくなくなるように心をへし折るためですよ」

　残虐な笑みを浮かべる灰はい空ぞらの前で、吠ほえる蜷局とぐろ原ばらは蛇じや刀とうを振り回し始める。

　それに合わせて、しなるような刀身が勢いを増していく。

　そして振り回された蛇刀の速度が最高に達した時、蜷局原は体をひねるようにして、灰空に向かって真っすぐに蛇刀を放つ。

　渾こん身しんの突き。避けられる速度ではない。確実に灰空を捉えた、そう思った。

　だがその一撃は突然、空中で何かに突き当たった。それも一つではない、幾重にも何十にも折り重なった見えない壁なようなモノ。渾身の突きは瞬く間に速度を落とし、それとすれ違うようにして、灰空がこちらに向かって走ってくる。

　そして蜷局原の目の前で、黒い拳を下から振り上げた。





　　　＊＊＊






　最後の蛇刀の一撃は流石さすがだった。

　こちらが展開した掌を20枚以上貫通してようやく勢いを殺すことに成功した。

　そして肉薄した蜷局とぐろ原ばらに向かって、拳を下から突き上げ、その顎を撃ち抜く……なんてことはせず、握った拳を軽く当てただけにとどめた。

　それだけで、疲れ切った様子の蜷局原は地面に膝をついた。

「……なんのつもりだ」

「ここで蜷局原さんまで気絶されると、蜷局原さんのお仲間を連れて帰る人がいなくなるので。というわけで、仲間の居場所教えるんで、さっさと帰ってください」

「ざ、ざけんな！　俺はまだ……」

「言っておきますけど蜷局原さんがもし気を失ったら、俺は全員放置して帰りますからね。《偽ぎじ獣ゆう》の餌になっても知ったこっちゃない」

　そんな俺の言葉に、蜷局原は何も答えなかった。

　──勝敗も格付けも心の決着もすでに付いていた。

　これでもう下手な手出しはしてこないだろう。そう思った瞬間だった。




「グギャァァァァァ！」




　人のモノとは思えない雄たけびと共に何かが降ってきた。

　それは１匹の《偽獣》だった。

　ただ問題なのは、禍まが々まがしい姿と、その周囲に漂う《黒い灰》。

　──それは完全なる想定外の登場。

　その姿を見て、俺だけでなく蜷局原も同じことを考えたに違いない。

「おい、マジかよ」

「蜷局原さん、これって……」

「変異種だ、ちくしょう」





　　　３．変異種






《偽ぎ世せ界かい》から被害者を救出するまでには、リミットがある。

　被害者を取り込み生み出された《偽世界》へと通じる『穴』は、その発生から10日が経過すると自動的に閉じてしまうからだ。

　なぜ10日間なのか？　その理由は分かっていない。

　だがその間だけが、唯一《神隠し》にあった被害者を助けられる期間であり、それを超えて『穴』が閉じてしまえば、その《偽世界》に侵入する手段はなくなってしまう。

　そうして現実世界の裏側にある《虚無》の中で、消滅させることができず存在が確定した《偽ぎ世せ界かい》は溜たまっていき、その数が《虚無》の中に収まりきらなくなった時。

　──現実世界と《虚無》の『境界』は崩壊し、世界は滅亡する。

　だからカリバーンは、日々発生する偽世界事件を血眼で探し出し、《覚醒者》たちは一つの漏れなくこれを潰していく。

　その切り札となっているのが《覚醒者》たちの《偽装》と呼ばれる特別な力だ。

　これがあるから《覚醒者》は《偽世界》において無類の力を発揮し、《偽ぎじ獣ゆう》相手にも優位に戦える。

　だからこそ偽世界事件は容易であると誤解する者がいる。

　しかしそれは誤った認識だ。

《偽世界》は発生から時間が経たつにつれ、その内部では様々な変化が起こるからだ。

『変質』と呼ばれるその現象は、《偽世界》を大きく様変わりさせ攻略の難易度を一気に跳ね上げる。

　──《偽獣》の変異もそのひとつだ。

　周囲に黒い灰を漂わせ、見た目も不気味に変貌した《偽獣》は、従来のモノとは桁違いに凶悪だ。それはまさに《偽獣》を倒すことに特化した《覚醒者》すら十分に殺しきるだけの可能性を秘めた化け物。

　その変異種が今、目の前に現れている。

　二足歩行で立つ筋骨隆々の化け物は、牛の頭をしているところから、さながらミノタウロスといったところか。

　元々《偽獣》に決まった姿はない。現実世界に存在する生物を掛け合わせたような化け物ばかりだ。

　では何をもって変異種と判断するのか？

　それは、《偽獣》の周囲に黒い灰が漂っているか否かだ。

《偽獣》を倒して霧散する際に発せられる黒い灰。まるでそれが収まりきらないほど詰め込まれ、漏れ出てしまっているかのように、黒い灰は変異種の周囲を漂っている。

　そして、今、俺たち２人の前に現れたのは、まさにその変異種だった。

　だがそれはありえないことだった。

　本来、『変質』予兆が見られるのは、リミット半分が経過した目安となる《白い花》が観測され始める推定６日目以降である。『穴』同様に俺たち《覚醒者》にしか見えない《白い花》は、現実世界側の『穴』周辺に咲き始める《覚醒者》たちにとっての警戒信号。

　この《偽世界》は発生から推定２日目で、『変質』が起こる段階でもなく、まして変異種が出てくる段階でもない。

　明らかにイレギュラーな事態。

　この状況に、隣で地面に膝を付いている蜷局とぐろ原ばらが口を開く。

「……灰はい空ぞら。コイツは俺が足止めする。その間にウチの連中を現実世界まで連れてけ」

　ふら付きながら立ち上がった蜷局とぐろ原ばらが、俺の前に立とうとする。

　この緊急事態に、さっきまでのイザコザなんてなかったように、《覚醒者》として仲間のために体を張る姿勢を見せる。

　だからつくづく思ってしまう。

「ホント。やっぱり真っ当なんですよね、蜷局原さんって」

　そんな蜷局原を押しのけるようにして、俺が前に出る。

「蜷局原さんのお仲間２人は、あそこのビルの６階にある部屋の中に転がしてます。ドアの前を瓦が礫れきで蓋しておいたんで、すぐにわかると思いますよ」

「ふざけるな。テメェは《偽獣》相手じゃ何もできない雑魚だろうが！」

「倒す気なんてないですって。足止めして時間を稼いだらさっさと逃げますよ。それに変異種がこいつ１匹だけとは限らない。逃げる時に別のヤツに出くわして襲われたら、俺なら邪魔な荷物は放り捨てて、１人でさっさと逃げ出しますけどね」

「こ、この野郎！」

「だから自分の仲間は自分で面倒見てくださいよ。俺も俺でまだこの《偽世界》でやることがあるんで」

　蜷局原が舌打ちをする。

「死ぬんじゃねぇぞ！　テメェをぶっ殺すのは俺なんだからな！」

　蜷局原が踵きびすを返し駆け出す様子を見て、思わず苦笑してしまう。

「捨て台詞ぜりふまで、真っ当そうなんだよな」

　そして、背を向ける蜷局原を目で追いかけようとした変異種の鼻先を見据えながら、拳を振り抜く。

　突然、見えない何かに顔を殴られ、鬱陶しがる変異種の鼻先を立て続けに殴り続けた結果、変異種はその原因が俺であると感付き、意識をこちらに向ける。

　タゲを取ることには成功。すでに蜷局原の姿はない。

「さてと、それじゃ寄り道しながら俺も逃げるとするか」

　変異種の目の位置に狙いを定め、その場で手を振るう。

　眼球を撫なでるような目くらましに、変異種が短く吠ほえながら顔を押さえた瞬間、俺は変異種に背を向け走り出した。

　蜷局原の言う通り、《偽ぎじ獣ゆう》が相手では、俺１人じゃどうにもならない。

　近くの建物に逃げ込み、その中を疾走。次の瞬間には建物が揺れた。振り返らなくてもわかる。変異種が壁をぶち破り、障害物も関係なく追いかけてきているのだ。

　こりゃヤバい、と通信機で呼びかける。

「雉子きぎす、聞こえるか!?」

『……瑠る宇う？』

「大人しく隠れられてたか!?」

『う、うん。大丈夫だよ』

「今から迎えに行くから、分かりやすいように窓から顔を出しておけ！」

『？　分かった』

　目についた窓から飛び出して廃はい墟きよの街を疾走する。もちろん背後には雄たけびと共に追いかけてくるお連れ様も一緒だ。

「そろそろだな」

　角を曲がれば、雉子きぎすが教えてきた建物が見えてくるはずだ。

　案の定、５階の窓からちょうど雉子が顔を出すところだった。

　俺に気付き一瞬嬉うれしそうな表情を浮かべる雉子だったが、すぐ背後にトンデモナイ化け物がいることに目を見張る。

『ちょ、瑠宇、なにそれ！』

「話は後だ！　通り抜けざまにキャッチするから飛び降りろ！」

『いや、えっと……ゴメン。飛び降りるのはちょっと……なんか《偽装》が上う手まく出せなくて……』

　予想はしていたが、精神が不安定になっている雉子は《偽装》を出せない状態らしい。

　なら仕方ない。

「はい、強制回収しまーす」

『えっ？　強制、えっ？』

　そして窓から顔を出していた雉子に向かって右手を伸ばし、そのまま宙を引き寄せることで、一気に窓の外へと引きずり落とした。

「ふ、ふぎゃー！」

　相変わらずの悲鳴を上げて身投げさせられた雉子を空中でキャッチ。

　何度目になるか分からないお姫様抱っこでそのまま走り抜ける。

「よう、元気だったか？」

　腕の中で呆ぼう然ぜんとした表情の雉子が俺を見上げる。

「……今の、瑠宇がやったの？」

「ちょっと急ぎだったんでな」

　そうニヤリと笑ったら、きっとまたガミガミと文句を言われるかと思った。

　だがそうはならず、雉子は俺の胸にギュッとしがみ付いてくる。

「悪い、怖かったか？」

「……ちょっとだけ」

　その姿を見た俺は、一気に空中に飛び上がる。そして追いかけてきていた変異種を置き去りに、建物の外壁にある突起に飛びのるようにして、どんどんと上へと駆け上がる。

　そして安全そうな屋上へと降り立つと、雉子きぎすの背中を優しく叩たたいてやる。

「……ごめん、大丈夫。もう、落ち着いたから」

　しばらくして顔を上げた雉子の手には《偽装》の杖つえが現れていた。

「そいつはよかった」

「えっと……ありがとうね、瑠る宇う。来てくれて、その……とっても嬉うれしかったよ」

　耳を真っ赤にして恥ずかしがる雉子の姿に、どこかホッとした気持ちになる。

「まあ積もる話もあるが、今はちょっとヤバい状況だから、さっさと逃げ……」

　そんな俺たちを覆う影が差す。

「！」

　見上げると、そこにはいつの間にか、跳躍する変異種の姿があった。

　建物の死角を通って、俺がそうしたように、ここまで這はい上あがってきたらしい。

　まずい。

　予想外。完全に虚を突かれた。回避は間に合わない。

　咄とつ嗟さに雉子をかばうように背を向け、飛んでくるであろう強烈な一撃に備える。

　──だが、その瞬間は訪れなかった。

　１発の銃声と共に、変異種が吹き飛んだからだ。

　思わず振り返り、眼下に落下していく変異種を見ながら、何が起こったか分からず周囲を見回す。

　そんな俺の通信機から声が聞こえてくる。

『知っていましたか、瑠宇クン？　ヒーローのピンチに登場するのがストーカーの役割だって？』

「そんな役割聞いたことねぇよ」

　もはや聞き間違えることもできないほど良く知る声に思わずツッコんでしまう。そしてすぐに、離れた場所で銃を構える献こんを問い詰める。

「なんで献がここにいるんだよ？」

『随分焦っていたみたいですね、瑠宇クン。学校から背中がお留守でしたよ』

「……学校はどうした？」

　献の言葉に、自分の口から冷え切った声が出る。

『生まれて初めてきちんとサボタージュしました。たぶん、あとで先生にこっぴどく叱られますね』

　その回答に思わず舌打ちする。

「献、ふざけんな！　なんでそんなことをした！」

　思わず平穏な日常を犠牲にした献に対して感情が爆発する。

『逆に質問ですが、なぜ瑠る宇うクンは私たちに声を掛けてくれなかったのでしょうか？』

　遠くからまっすぐにこちらを見据える献こんの言葉に、息を呑のむ。

『優ゆ良ら希ぎさんのピンチを知らされず声も掛からない。正直、面白くありませんね』

　思わず感情的に叫びそうになったが、腕の中にいる雉子きぎすを思い出し、これ以上は口を噤つぐむ。

「とにかく助かった。このまま一旦脱出……」

『そいつは楽しくないから却下だ』

　さらに響いてきた予想外すぎる声に目を見張る。

　そして落下した変異種の前で、手て斧おのを持つお嬢様の姿を見つける。

「真ま白しら！　なんでお前も！」

『珍しくおコマから直接連絡があったんだよ。今すぐ手を貸せってな』

「それだけじゃ来られないだろ！　お前の場合、特に！」

『お前らホントラッキーだな。本日、ウチの学校はテスト期間で午前中まで。その帰りに、たまたまウチの車でこの近くを走らせていたんだよ』

「……大丈夫なのか？」

『全然、大丈夫じゃない。適当な理由を付けて抜け出してきたから時間がない。あと20分で戻らないと流石さすがに怪しまれるな』

「だったら、なおさら来る必要なんて……」

『自分だけで解決できることだから伝える必要はない。そんな風に考えてたんだろ？』

「……」

『ああ、まさにその通りだ。こうして私が来られたのだってたまたまだ。事前に話が回ってきたところで、参加できる可能性は低かった。だから「水臭い」なんて言う気はない。それでも私が気に入らないのは、テメェが私の行動を勝手に決めつけたからだ』

　そして真白は両手を広げる。

『《偽ぎ世せ界かい》で、私は自分の好き勝手に振る舞うし、好き勝手に暴れまわる。誰にも文句は言わせない。それに最大限手を貸すから、私は瑠る宇う助すけに従ってやっている。履き違えるなよ、瑠宇助。お伺いを立てるのはテメェであって、どうするか決めるのは私だ』

　通信機越しに語る真白が、こちらを見上げる。

『私がここにいる理由は簡単だ。瑠宇助、テメェの思い通りにならないことをしてやるためだよ。……せっかくリスク冒して時間を作ったんだ。私は私が楽しみきるまで帰るつもりはない』

　そんな真白と対たい峙じする変異種の頭に銃弾がヒットする。

『この変異種、瑠宇クンだと思って撃つと、よく当たりますね。今日は私も暴れたい気分なので最後まで付き合いますよ、真白さん』

「献こん、お前までなにらしくないこと言ってんだよ」

『瑠る宇うクン。私だって怒る時は怒るんですよ』

　献と真ま白しらがそれぞれに不機嫌な理由には、もちろん心当たりがある。

　それは２人それぞれと俺の、とある関係に起因している。

　それにしたって、なんとも自分勝手な話だ。

　２人とも勝手な理由でやってきて、俺の考えなどお構いなしにやりたい放題。

　自分に非があるなんて微み塵じんも思わない。俺は俺が思った通りに行動しただけだ。

　──だが、そんな今回の俺の自分勝手な行動と選択は、２人にとってよほど面白くなかったのだろう。

「……ほんと勝手な奴やつらだよ」

　さて、この後どうするか？

　ここで頭に浮かんだのは天てん秤びんだ。

　片側に乗っているのは、ここで変異種を相手にするリスク。反対側に乗っているのは、ここで真白と献の要求を突っぱねた結果、自らに齎もたらされるヘイトリスク。

　俺の中の天秤があっさりとどちらに傾いたかなんて考えるまでもない。

「分かったよ、逃げるのは止やめだ。この変異種はここで倒すぞ」

　その一言に、献と真白が、どこか楽しそうに笑う。

　状況の確認。標的は変異種が１匹。懸念していた他の個体がいる様子はないのは幸いだ。

　時間制限付き。変異種を仕留め、真白を満足させてさっさと帰す必要がある。

　問題なのは、ダメージソースだ。

　献の銃撃でもそこまで効いている様子がない。

　真白の攻撃は、その《偽装》の性質上デカい一撃という概念がない。

　もちろん、《偽ぎじ獣ゆう》が相手では、俺は論外。

　つまり決定打がない。この変異種を確実に仕留められるような強力な一撃が手札に……。

「……いや、あった」

　たった今、それがやれそうな子をお姫様抱っこしていることを思い出す。

「雉子きぎす、あの《偽獣》を一発で吹っ飛ばすような『魔法』ってあるか？」

　そんな俺の質問に、お姫様抱っこされている子がドヤ顔で親指を立てた。

「あるよ」





　　　４．閃せん光こう






　ビルの屋上に雉子を下ろした俺は、１人眼下へと飛び降りる。

　その最さ中なか、俺たちの耳に付けた通信機から雉子の声が響き始める。

『も、もしもし、お疲れ様です、雉子きぎすです』

　いや電話じゃねぇんだから。

『そ、その……今からその《偽ぎじ獣ゆう》を一撃で粉砕する強力な『魔法』の準備をしますので３００秒稼いでください』

『おいおい、たった５分しか私に遊ばせないつもりかよ』

『……じゃあもうちょっと複雑なヤツに』

『優ゆ良ら希ぎさん、真ま白しらさんの言葉を真に受けなくていいので５分でお願いします』

『りょ、了解です。献こん先輩』

『しょうがない。全力で遊ぶのは５分間だけで我慢するか』

　俺たちが見守る中、変異種と対たい峙じしていた真白が、街中を歩くように前に出る。

　警戒を見せる変異種の前に、臆することなく仁王立ちする真白。

　そこは変異種の間合いであり、真白の間合い。

　そして真白は不敵な笑みと共に「かかってこい」と手招きをする。

　これに対し変異種が甲高い咆ほう哮こうを上げたのが開始の合図となった。

　真白に向かって大振りで腕を振るう変異種。その一発を真白は上半身の振りだけで躱かわし、両手に生み出した手て斧おのを振り抜く。

　そこからは息を吐つく間もない猛攻の応酬が始まった。

　両者ともにベタ足での全力インファイト。ただその攻防は一方的だった。

　体の大きい変異種が次々と繰り出す攻撃は、空を切るか、真白が両手に生み出した凶器たちによって全ていなされる。

　逆に真白が繰り出す凶器たちが、次々と変異種の体に傷を刻み込んでいく。

　激しい殴り合いの暴風の中、真白はただの一撃も食らわず狂喜に満ちた表情で凶器を振るい続け、ただただ変異種の体から血が飛び散り続ける。

　これにはたまらず変異種が距離を取った。

　そして両手を地面に付き、前傾姿勢を取ると、怒れる闘牛のように頭の角を突き出し、真白に向かって突進する。

　それを見た真白は右手に鋭いサーベルを生み出すと、右半身を前にした構えを取る。

　そして変異種の突進を華麗に躱すと同時に、その背に深々とサーベルを突き立てた。

　その身のこなしはまさに可か憐れんな闘牛士。……まあ、当の本人はスイッチが入っているせいか、これでもかというほど残虐な笑みを浮かべているのだが。

　背中を刺され、よろける変異種。そこに追い打ちをかけるように、狙撃による一発が変異種の右目を撃ち抜いた。

　激痛にもがき苦しむ変異種は、残った目を血走らせ、建物の窓から狙撃銃を構えていた献を発見する。

　怒りの咆ほう哮こうを上げる変異種は、真ま白しらを無視して、献こんに向かって走り出し、その巨体に似つかわしくない身軽さで、献めがけて一気に飛び上がる。

「させねぇよ」

　だが、それを俺が許さなかった。

　宙を跳んだ変異種の足に狙いを定めて、頭上に掲げ宙を掴つかんだ両手を一気に振り下ろす。

　高々と飛び上がった空中で何かに足を掴まれた変異種は、そのまま引っ張られるようにして、地面に叩たたきつけられる。

『瑠る宇うクンに助けられると興奮するから不思議ですね』

「そこはもう少し、おしとやかにしなさい」

『今日はちょっと不機嫌なので、その辺の配慮は難しいですね』

「いや、今までそんな配慮を感じたことがないんだけどな」

　いつもの調子で微笑ほほえむ献が、窓から大きく体を乗り出す。そして地面に倒れる変異種に向かって銃口を突きつける。

『さっきまでの弾丸とは一味違いますよ』

　直上から放たれた献の銃弾が着弾と共に爆発。地面を揺らし、土煙を舞い上がる。

　仕留めてもおかしくない一撃。

　だが……

「やっぱり無理か」

　今の一撃を食らっても、変異種はしぶとく体を起こす。

　流石さすがは変異種。一匹でもこれなのだ。出てくる《偽ぎじ獣ゆう》全てが変異種と化した《偽ぎ世せ界かい》など想像したくもない。

　やはり短時間で仕留め切るのは難しかった。

　──だが十分に時間は稼いだ。

　先ほどから、通信機の向こうから微かすかに聞こえてくる雉子きぎすの囁ささやき。

　それは、魔法の詠唱のようであり、自身のイメージを強めるための情報の読み上げであり、その言葉の一つ一つからは得も言われぬ力強さがヒシヒシと伝わってくる。

　そしてピッタリ３００秒。

　不意に雉子が立つビルの屋上が明るくなり始める。

　雉子が頭上に掲げた杖つえのさらに上空、そこに現れたのは、光の玉。

　その光はあっという間に眩まぶしさとなり、直視できないほどの輝きへと変貌する。

　まるで太陽を頭上に冠したような雉子優ゆ良ら希ぎは、一言だけ唱えた。




「小太陽の閃光ミカ」




　そして翳かざした杖つえを後ろに半回転させるように引いた雉子きぎすは、下から掬すくい上あげるように杖を真っすぐに振り抜いた。

　──その後は一瞬だった。

　光の玉より放たれた強烈な閃せん光こうは、雉子が杖で描いた軌跡をたどるように駆け抜ける。

　建物を突き抜け、地面を焼き削りながら突き進み、通り道にいた変異種を一瞬で焼き尽くし、そのまま《偽世界》の端まで到達すると、《偽ぎ世せ界かい》を覆う壁面を駆け上がり、宙に赤黒い灼熱の痕跡を刻みつけたところで、ようやく収まった。

　雉子の頭上にあった光の玉は消滅し、《偽世界》に不気味なほどの静寂だけが残った。

『……マジかよ』

　真ま白しらの言葉が通信機から漏れてくる。

　それには俺も同感だった。

　雉子優ゆ良ら希ぎが自らの《偽装》によって生み出した『雉子式魔法』。

　それには大きな可能性を感じていた──

　だがまさかここまでとは思っていなかった。

　思わずそちらを見上げる。

　するとそこには、これだけのことをやってのけた彼女が胸を張ってふんぞり返っている。

　そしてさっきからチラチラと、こちらの様子を窺うかがっている。
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　ジッと見なくても、何を言ってほしいかは分かった。

「雉子きぎす、ナイスだ、よくやった」

『任せてよ♪』

　嬉うれしそうに笑いながらピースしてくる雉子の姿に、自然と笑みが出てしまう。

『……えるか？　おい聞こえるか、灰はい空ぞら』

　その時、通信機から俺たち以外の声が聞こえてきた。

「えっと……焔ほむらさんですか？」

『そうだ。変異種が出てお前がピンチだって聞いてわざわざ駆けつけてやった。今、どうなっている？』

　俺たちは顔を見合わた。

「その……たった今、全て終わりました」

　この報告にウチのクランマスターがキレないことを祈るばかりだ。





　　　５．後始末　と　なんにしても一件落着






　焔さんがやってきてからはあっという間だった。

　現実世界に引き上げた俺たちに代わり、原因不明のイレギュラーが発生した《偽ぎ世せ界かい》の探索は、焔さんが連れてきた厳選メンバーによって行われることになった。

　結論から言えば、変異種は俺たちが対たい峙じした１匹のみ。

　その後、すぐに『繭』が発見され、被害者の救出も滞りなく完了。

　現実世界に出来た《綻び》はまた一つ姿を消し、今現在、焔さんの手配でやってきたカリバーンスタッフに、救出された被害者の引き渡しが行われているところだ。

　余談だが、真ま白しらは現実世界に出て、すぐに送り出した。

「バレたらマズいんだから、あんまり無む茶ちやするなよ」

「言っただろ？　ちょうどタイミングが合ったからちょっかい出しにきただけだ」

「献こんの為ために無理して来たんだろ？」

「瑠る宇う助すけを困らせるのに手を貸すのが面白そうだと思っただけだ」

　素直じゃない真白お嬢様は、それだけ言い残して、しがらみの多い日常へと戻っていった。

　それと、今回監視をお願いしていた吟ぎん座ざさんからはＣａｉｎカインにメッセージが残っていた。『なんだか怖いお姉さんたちがやって来たから私は逃げるね。支払いは今度でいいから』

　屋上の縁に寄りかかりながらその内容を見ていた俺は、今回の《偽世界》消滅を確認し終えた件くだんの怖いお姉さんが近づいてきたのを見て、スマホをしまう。

「助かりましたよ、焔さん」

「私は別に何もしてないがな」

「それにしても、どうしてイレギュラーが分かったんですか？」

「蜷局とぐろ原ばらから緊急連絡があったんだよ。アジトで映画を見ていたが、仕方なく来てやった」

　ホントこの人は、いつも映画を見ているよな。

　そんな焔ほむらさんは、俺の隣に並ぶようにして立つと、向こうで献こんと話している雉子きぎすを見る。

「雉子があんなことができるなんて報告は受けていないが？」

　明らかに俺だけに聞こえる声量に下げられた一言に、思わず首の右側に手が伸びる。

「見てましたか」

「私だけな。先頭で入った瞬間、アレだった。他の連中は見ていない」

　そう向けられた視線に対する答えは決まっている。

「別に報告することでもないと思ったので」

　俺たちの視線が交差するも、すぐに焔さんが視線を切る。

「雉子はこのままお前が飼え。それなら私は何もしない」

「それって脅迫ですか？」

「クランマスター命令だ」

「ペナルティ後に残るかは雉子次第ですから」

　そう答えると、焔さんが不機嫌そうに俺を睨にらむ。

「灰はい空ぞらお前、それ本気で言っているか？」

「本気ですよ。俺は鈍感系主人公なので」

　俺のくだらない冗談に笑いもしない焔さんは、それ以上何も言わずに歩き出す。

「ついてこい」

　屋上からの階段を下りた一つ下の踊り場に、蜷局原と４人の取り巻きたちがいた。

　そんな俺たちを見回し、焔さんが尋ねる。

「説明してもらおうか。なんで蜷局原たちがチームＡｓｈアツシユの担当する《偽ぎ世せ界かい》に介入していた？　郁いく人とにも確認したが申請もしていなかったそうだな。それに蜷局原は随分と殴られているみたいだが？」

　取り巻きたちがばつが悪そうに俯うつむく中、蜷局原が口を開く。

「それは俺が……」

「こっちが頼んだんですよ、あまり人には言えない理由で手伝ってほしかったので」

　蜷局原の言葉を遮るように俺は焔さんに向かってそう言った。

「本当だろうな？」

「当たり前じゃないですか。清く正しい《覚醒者》である俺たちが、まさか《偽装》を使って喧けん嘩かなんてしませんよ。そんな重大な規則違反、間違っても起こるはずがない」

　ニヤリとする俺の言葉に、焔さんが蜷局原を見るも、気まずそうに視線を逸そらすだけ。

「……まあ、灰空たちがそれでいいならいい。ゴタゴタの後処理は面倒だからな」

　実に我らがクランマスターらしい言葉を残し、焔ほむらさんは１人その場を去っていった。

　残った俺を蜷局とぐろ原ばらが睨にらみつける。

「なんのつもりだ？」

「いやだって、喧けん嘩かの後始末に介入されるのって恥ずかしくないですか？　特に惚れている人にケツを持たれるのは、蜷局原さんの男のプライド的にどうかと思いまして」

「お、俺は別に……」

「それに俺も一方的に蜷局原さんたちをボコした手前、後ろめたかったんで」

「て、テメェ！」

「ああ、それと。次はないですから」

　そこだけは釘くぎを刺しておく。

「……礼は言わないからな」

　それだけ言って、その場を去ろうとする蜷局原たち。

「いや、何帰ろうとしているんですか？」

　だから呼び止める。

「？　なんだ？」

「なんか勘違いしてませんか？　別に礼なんて求めてないし、こちらとしてはきっちりと慰謝料を貰もらうつもりですから」

　蜷局原たちがぽかんとなる。

「い、慰謝料？」

「今回のやらかしに対する慰謝料ですよ。当然じゃないですか。何もないまま終わるなんて虫の良い話で済ませるつもりはありませんから。要は示談ってヤツですよ」

　俺の物言いに、蜷局原が青筋を立てる。

「て、テメェ……」

「嫌なら、焔さんに本当のことをぶちまけます。ああ、ちなみに俺は前言撤回して『さっきのは冗談で、本当のこと言います』って焔さんに向かって話すことになんの躊ちゆう躇ちよもないので」

　怒りのあまり、もはや声すら出てこない蜷局原に向かって俺はニヤリと笑ってやる。

「あれ、蜷局原さん？　もしかして俺のこと、ちょっとは話の分かるヤツだとか思いました？」

「テメェをそう思ったことなんて一度もねぇよ！」

「その認識は正しいんで。今後もそう思っておいてください。……それでどうするんですか？　払いますか？　それとも焔さんに干されますか？」

「払うよ！　いくらだ！」

「１０００万」

「て、テメェ」

「……は流石さすがに可哀かわいそうなので、今回は１００に負けておきます。チームＳＮＡＫＥスネイク５人で一人頭20万ずつ。若気の至りでやらかそうとした性犯罪未遂をもみ消す代金としちゃお安いんじゃないんですか？」

　蜷局とぐろ原ばら含め取り巻き連中の返事を聞くまでもなかった。

　本当ならこの程度で済ますつもりはなかった。

　ただ、あの極限の状態で見せた、なんだかんだで真っ当な蜷局原さんの男気に免じて、今回だけはこの程度で許してやることにした。

　そうしてきっちりと金を巻き上げられ、「覚えていろよ！」といつもの捨て台詞ぜりふで去っていく蜷局原たちを見送ったところで、ピエロ顔のオッサンがひょっこりと姿を現した。

　最後の最後にご登場。

　完全に狙っていたであろう、カリバーンエージェントのナンバー『Ⅱ』住すみノの江え郁いく人とがにっこりと笑う。

「お疲れ様でした、灰はい空ぞらくん。おかげで、貴重な《覚醒者》諸君を減らさずに済みました」

「……」

「これからも変わらぬ活躍を期待していますよ」

　それだけ言い残して、郁人さんは去っていった。

　その場に一人残った俺は、ため息と共に空を見上げる。

　まあ、なんにしても一件落着。

　心配事の種があるとすれば、雉子きぎすの『魔法』が焔ほむらさんに見られたことくらいか。

「……やっぱり隠し通すなんて、端から無理な話だったよな」

　本人にその自覚はないだろう。

　だが雉子の『魔法』は間違いなく、この森もり浜はま市で巻き起こっている《偽ぎ世せ界かい戦争》に大きな波紋を生むことになるだろう。

「この予想は外れそうにないな」









エピローグ






　後日、俺たち４人は『Ｂ．Ｅ．バタフライエフエクト』のアジトにあるチームＡｓｈアツシユのメンバールームに集まっていた。

「……というわけで、とりあえず蜷局とぐろ原ばらたちは分からせておいたから、今後俺たちに変な手出しはしてこないだろう」

　俺は３人に対して、蜷局原たちとの事の顛てん末まつを語って聞かせた。

　田た中なかじゃあるまいし、本来なら報告するキャラではないのだが、雉子きぎすの不安を取り除くのと、あれからずっと不機嫌な献こんの機嫌を取るための措置である。

　ちなみにだが、当然話すべきではないことは話してはいない。

「これでもう安心です。よかったですね、優ゆ良ら希ぎさん」

　にこにこしながら頭を撫なでてくる献に、どうしていいか分からずされるがままの雉子。

　そんな雉子に対して、俺は自分のポケットから取り出したスマホを向ける。

「というわけだから、雉子スマホを出せ」

「？　なんで？」

「慰謝料という名の臨時収入だよ。お前の取り分は50万ある。これでペナルティはチャラ。晴れて自由の身ってわけだ」

　そう促すも、雉子はどうにも不機嫌な表情を浮かべ、プイッとそっぽを向いた。

「……いらない」

「えっ？　なんで？」

「だって……ペナルティ払い終わったら、私がここにいる理由がなくなっちゃうし」

「つまり、俺たちともっと一緒にいたいから借金は自分で返すってことでいいかな」

「そ、そういうわけじゃ！　……ちょっとあるけど」

　そんな雉子の様子に、献が嬉うれしそうに微笑ほほえみ、真ま白しらもやれやれといった感じで肩をすくめている。

「まあ、そういうことなら雉子の意見は尊重するが、本当にいいんだな？」

　雉子は恥ずかしそうに俯うつむきながらコクリと頷うなずく。

「分かったよ。じゃあそういうことで」

　そうして俺がスマホをしまったところで、真白がニヤリと笑った。

「ところで瑠る宇う助すけ。いったいいつから借金なくなったらコイツがウチのチームから出ていかなきゃならないって話になったんだ？」

　不敵に笑う真白（素直じゃないお姉さん）の質問に、俺は肩をすくめてみせる。

「いや、それがさっぱり分からないんだよな。俺はてっきり雉子はずっと、ウチのチームにいるもんだと思っていたんだがな」

　雉子きぎすが目を見開く。

「えっ！　ずっといていいの!?」

「逆にウチから出ていって、どうするつもりだ？　ウチのチーム以外で伸び伸びと『魔法』の練習できるアテなんてあるのか？」

「そ、そんなのないけど……」

「なら別にいいだろ。俺は雉子がいても別に困らない。献こんはどうだ？」

　俺の質問に献が微笑ほほえむ。

「私はむしろ、優ゆ良ら希ぎさんにはいてほしいと思ってますよ」

「献先輩」

「真ま白しらは？」

「前も言っただろ、私は別にどうでもいいって」

「……真白ちゃん」

　真白がずっこけた。

「お、おい。今、なんか変なこと言わなかった？」

「な、なんでもないです！　なんでもないです！　今のはとりあえず忘れてください！」

　必死に手を振る雉子が、改めて俺たちを見回す。

　その目がどうにも自信なさげなので、きちんと言葉で伝えてやる。

「まあそういうわけだから、雉子が出ていきたいと思うまで、お前はチームＡｓｈアツシユのメンバーだ」

　俺の言葉に、マスク越しでも分かるくらい嬉うれしそうにハニカム雉子が頷うなずく。

「うん、分かった」

「さて、小難しい話は終わりだ。腹も減ったしカノープスにメシでも食いに行くか。何せ今日はデカい臨時収入があったからな。喜べ、お前ら。奢おごってやる」

　俺の大盤振る舞い発言に、献と真白が手を叩たたく。

「……ね、ねぇ瑠る宇う。その臨時収入って……もしかしなくても、私がもらうはずだった50万だよね？」

「さあ、行くぞ。お前たち。タクシーの手配をしろ」

「あ、あのさ。ちょっと相談なんだけど、もしよかったら……」

「今日は高いもの食っても怒らないぞ。なにせ50万あるからな」

「ほら、お金ってあればあるほど幸せというか、色んな事ができるというか……実は前々から欲しいと思っていた本があるんだけど、ちょっとお高くて……」

「そうか。なら《覚醒者》として頑張って、借金払ってから自分で買ってください」

　意地悪な笑みを浮かべる俺にむかって、雉子が吠ほえた。




「瑠る宇うのアホー！」







　こうして俺たちチームＡｓｈアツシユは、ついに４人になってしまった。

　つまりここがバッドエンドへの最初の分岐点だったのだ。

　俺たちはただ彷徨さまよう。

　今、感じることができる自分がほんの少しだけ幸せになれそうな未来を信じて。

　──愚かにも、その先にどんな結末があるかも知らずに。




　この物語は、まだ誰にも救われていない俺たち４人が誰かを救い続ける物語であり、同時に俺たちが救われることによって終わりを迎える物語である。






あとがき






　明日どんなことが起きるかも分からないのだから、ほんの少し先の未来にいる自分がどうなっていたとしても不思議じゃない。

　つまりなにが言いたいのかと言えば、こんな面白そうな作品プロジェクトのノベル担当に選ばれる未来を、３年前の自分は一切予測できていなかったということです。

　感覚としては、人生という名のすごろくにおいて、サイコロを振ったら真っ二つに割れて『７』の出目になった、みたいな。

　そんな予想外の出来事を「どうせだったらとことん楽しんでやろうじゃないか」と目もく論ろむ作家が書かせていただくのが、『リーバース・ライアーズ』ノベルサイドになります。

　本作は、にじさんじのライバーさんが俳優として参加する、次世代のメディアミックス作品『リーバース・ライアーズ』、そのライトノベル作品になっております。

　今後も様々なコンテンツが随時展開されていくということで、個人的にも今から楽しみに思いつつ、引き続き、皆さんが楽しんでいただける物語を書いていきたく思っております。

　何卒よろしくお願い致します。


鳳おおと乃りの一かず真ま
















電子書籍特典　書き下ろしＳＳ

『狛芽献の観察日記』





※このＳＳは本編のネタバレを含みます。本編を読んでからご覧になることをお勧めします。







　これは常日頃から灰空瑠宇をストーキングする狛芽献の日記を一部抜粋したモノである。




・３月×日

　私は瑠宇クンをいつも付け回している。

　瑠宇クンもそのことに気付いているが、なんだかんだで私の好きにさせてくれている。

　そんな瑠宇クンが、今日久しぶりに私を捲く行動に出た。

　こういう時は、決まって瑠宇クンが私に隠したい何かをする時だ。

　おそらく瑠宇クンが抱えている幾つかの秘密事の一つであると考えられる。

　そう考え、いつも以上に気配を消してストーキングを続けていたのだが、その道すがら瑠宇クンが突然女の子をナンパし始めた。

　場所は東区にある駅前の公園広場。相手は帽子とマスクで顔は良く分からないが、可愛い雰囲気の子だ。

　それを見て、ちょっと「むぐぐ」となったが、よくよく観察していると、それが《覚醒者》になりたての女の子であることに気が付いた。

　瑠宇クンは、彼女と会話をし、そのまま一緒に《綻び》へと入っていった。

　これが今日の目的というわけではないだろう。おそらく偶然見つけた彼女を放っておけず、用事を後回しにして、無申請での偽世界観光ツアーでもするつもりなのだろう。

　そんな瑠宇クンの邪魔はしたくない。

　だから《偽世界》まで追いかけることはせず、出てくるのを待つことにした。

　しばらく戻ってこないだろうと、その間にお手洗いを済ませることにしたのだが……。

　それが失敗だった。

　公園広場に戻ってくると、帽子とマスクの女の子をお姫様抱っこした男が走り去っていったと、ちょっとした騒ぎになっていた。

　どうやら私がいない間に、瑠宇クンたちは《偽世界》から戻ってきて、どこかへ行ってしまったらしい。

　つまらないミスにより本日のストーキングは失敗。

　結局、今日も瑠宇クンの秘密事にたどり着くことが出来なかった。

　今後のためにもトイレに行かなくてもいい方法を考える必要がある。




・５月○日

　本日も朝から元気に瑠宇クンをストーキング。

　登校中の尾行の最中、瑠宇クンからＣａｉｎのＳＮＳにてチームＡｓｈメンバー宛に本日の偽世界事件についての詳細連絡が飛んできた。

　それを確認しながら、「わざわざそんなことしなくても、私は瑠宇クンのすぐ傍にいますけどね、はぁはぁ」と瑠宇クンに背後から声を掛けたくなったが、そこは我慢。

　やりたいことをグッと我慢するのは、やはり気持ちいいモノだ。

　ストーキング対象の行先が分かっている場合、電車では別の車両に乗り込むのが常套手段。

　学校の最寄り駅についた瑠宇クンは、いつも通りコインロッカーへと向かう。

　瑠宇クンの毎朝の日課。

　学校の帰りもここに立ち寄ることは分かっている。

　それが瑠宇クンの変わらない行動である。

【※──以後、灰空瑠宇が学校からいなくなった件についての記述は省略】




・５月△日

　瑠宇クンが尻尾を見せた。

　今日もいつも通り昼食は学食を利用していた瑠宇クンが、スマホに連絡を受けて急ぎ動き出したのだ。

　職員室へと向かった瑠宇クンは、担任に早退する旨を伝えたようなのだが、それは二つ返事で許可されていた。

　それがなぜなのか分からない。

　日常的に瑠宇クンをストーキングしていて時折見られる、このような不可解なやり取り。

　どうにも不自然な出来事の裏には必ず何かがあるはずだ。

　そんな事を考えながらも、いつもより行動が雑で、明らかに急いだ様子の瑠宇クンのことが気になり、思い切って後を追いかけることにした。

　瑠宇クンと同じように担任の先生に許可を取っている暇などない。そもそも許される理由も持ち合わせていない。素直に「ストーキングの為に早退します」なんて言えないし。

　というわけで、人生初めての高校サボタージュをしてしまった。

　ちょっとドキドキしながら、瑠宇クンの後を追ってこっそりと学校を飛び出した。

　ただ自分がスマホしか持たずに出てきてしまったことにすぐに気付いた。後でカバンを取りに学校へ戻らないといけない。間違いなく怒られるだろう。

　瑠宇クンが向かった先は、本日よりチームＡｓｈが担当する《偽世界》の『綻び』がある場所だった。

　そこで瑠宇クンは年上の女性と会っていた。

　学校サボって何をしているのか、とかなりイライラしたが、すぐに誤解であることに気が付いた。

　瑠宇クンたちが見ているビルの屋上に、チームＳＮＡＫＥ所属の《覚醒者》がいたからだ。

　それを見て、すぐに状況を理解した。

　あの《偽世界》の中ではおそらく優良希さんが１人で『魔法』の練習をしているはず。その《偽世界》に蜷局原さんたちが押し入っているとしたら？　それを瑠宇クンが予見し、行動しているとしたら？

　瑠宇クンの行動に全て説明が付く。

　だがそれと同時に別のことにも気付いてしまった。

　この事について、私自身が何も知らされていないということに。

　優良希さんのピンチを瑠宇クンは予見していた。

　でも私には何も教えてくれなかった。

　──それが無性に腹が立った。

　自分でも分かっている。それがお門違いの考えであるということは。

　瑠宇クンが私にはそういうことを言いたがらないことも十分に理解している。

　そうだとしても、やっぱり悔しかった。

　気が付いたら真白さんに連絡していた。

　感情的な行動だったのだと思う。

　そうしたら真白さんが無理をして合流してくれて、二人で乗り込むことになった。

「別におコマのためじゃない。私が楽しみたかっただけだ」

　安いツンデレと思ったけど、それでも真白さんの言葉はとても嬉しかった。




【※《偽世界》内での出来事について、中略】




　すべてが終わった後、カバンを取りに学校に戻る私に瑠宇クンが付き合ってくれた。

「その……悪かったな」

　２人きりになってすぐ瑠宇クンがそう言ってきたので、不機嫌だった私は悪態を吐いた。

「悪いと思っていないのに、そう言うのは無責任ではないですか？」

「確かに自分がやった行動について悪いとは思っていない。でも、献を不快にさせたことについては謝りたいと思っている」

　分かっている。瑠宇クンはただ優しくて、私のワガママを容認してくれている。

　だから私は瑠宇クンに甘えてこう言ってしまうのだ。

「じゃあ、許してあげません」

　瑠宇クンの困った表情を見るのは嫌いじゃない。

　そんな瑠宇クンを見ていると、瑠宇クンと初めて話した時のことを思い出せるからだ。




　あの廃墟の屋上に置かれたベンチに並んで座り、当時の私たちが抱えきれなかった苦しさを打ち明けあったことを忘れない。

　──そして瑠宇クンが私に言ってくれた言葉を、私は決して忘れない。


《終わり》
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